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    OP/Scars ‐疵きず痕あと‐


    



    　亀き裂れつに覆おおわれ沈下したアスファルトと、溶け落ちた建材の断面から錆さびた鉄骨を骨のごとく覗のぞかせた建造物だけが建ち並ぶ廃はい墟きよ──それは、生命の絶えた滅ほろびの景観だ。


    　鈍にび色いろの空の下、高度七〇メートルもの廃ビルの屋上から、少年は無む惨ざんな戦場を眼下に望む。


    　その面おも立だちに、あどけなさを色濃く残す少年──円マドカ吹スイ芽ガが立りつ射しやの姿勢で構えている銃じゆう器きは、艶つやのない黒塗りの狙撃銃スナイパーライフルだった。ボルトアクション・Ｍ24‐ＡＲカスタムの長大で無骨なシルエットは、吹芽の小柄な体にはあまりに不釣り合いである。


    　スコープの拡大映像と肉眼とを切り替えつつ、吹芽は索さく敵てきの結果を地上の仲間たちに伝達することに余念がない。


    　そんな彼の背後からは、恐怖に怯おびえた幼い子供たちのすすり泣く声が、今も絶えることなく響き続けている。


    　つい数十分前、この廃墟から救出した六人の幼い子供たちは、小さな体を寄せ合いながら、吹芽の背中をじっと見つめていた。皆一様に薄汚れ、傷付き、やせ細っていた。その乾いた瞳ひとみからは子供らしい輝きなどとうに失せ、今はほの暗い悲壮感が澱おりのように貼はり付いている。


    「……ねぇ、お兄ちゃん」


    　背後からおずおずと声をかけられ、吹芽はスコープから右目を離して振り向いた。


    「私たちの仲間が──ハルが、まだ街のどこかに残ってるの……」


    　年長者らしい七歳程度の女の子が、目の端に涙を溜めながら、吹芽の服を掴つかんでいた。吹芽は愕がく然ぜんと息を呑のみ、女の子の顔を覗き込んで[image: ]たずねる。


    「──この区域の生存者は君たち六人だけだって、さっき言っていたじゃないか」


    「私がね、皆に黙っててって言ったの。……ひとりを助けようとしたら、そのせいで全員が死んじゃうかもしれないから……」


    　吹芽は言葉を失った。吹芽の半分にも満たない歳の子供が、こんなにも残酷な決断を下した事実に。この地獄のような世界の片隅で生き延びるには、涙を呑んでわずかな可能性を切り捨てる非情さこそが、何よりも不可欠だったのだろう。


    「だけど……やっぱり、嫌だよぉ……っ」


    　女の子の表情が不意に崩れた。あどけない瞳から際限なく涙の粒があふれ、それを見た他の子供たちも嗚お咽えつを上げて泣き始める。果てしない絶望の日々の中に、吹芽という希望の光がようやく現れたことで、子供たちの心は歳相応の脆もろさを取り戻していた。


    「お兄ちゃん。お願いだから、ハルを助けて──大事な、大切な家族なの」


    「──馬鹿だな」


    　呆あきれたような吹芽の返答に、女の子はびくりと身をすくませた。吹芽は重ねて告げる。


    「死なせないよ。君たちも──君たちの家族も。だから、もう泣かないで」


    「……本当に？」


    　驚いたように顔を上げる女の子の手を、吹スイ芽ガはそっと握りながら微ほほ笑えんだ。


    「うん。──コイツがある限り、僕の手はこの世の果てにだって届くから」


    　吹芽は把は持じした長大なライフルを見やる。自らの師であり、父親代わりでもある人物から借り受けた、長距離狙そ撃げきのためのスナイパーライフルが鈍い輝きを放っている。


    　吹芽は長く伸びた銃口を安全柵の隙すき間まから突き出し、高倍率スコープのアイピースを右目で覗のぞいた。女の子の発言を手掛かりに、生存者の姿を捜し求める。


    「……見つけた」


    　拡大された視界の向こう側──約六〇〇メートル先には、傷だらけの幼い男の子がすすり泣きながら、仲間の姿を捜し求めている。女の子が、ハルと呼んでいた男の子である。


    　吹芽は銃口を巡らせ、ハルが歩いていく先に視線を移す。


    　スコープの十字線レテイクルに、ひとりの青年の姿が映り込んだ。意思のない紅あかい瞳ひとみに殺意のみを宿し、獲え物ものを求めて徘はい徊かいしている。ハルとの距離は、すでに五〇メートルを切っていた。


    「……レヴナント」


    　吹芽は無意識に呟つぶやいた。生者への強烈な殺さつ戮りく本能を持ち、視界に収めたあらゆる兵へい装そうを自在に複製する──生ける屍しかばねの名を。


    



    　死者が蘇よみがえり、生者を襲おそう──その奇妙な現象が最初に確認されたのは八年前である。


    　中欧のある都市を起点に発生したその現象は、疫えき病びようが風に乗って拡散するように、またたく間に世界全土へと広がった。


    　死してなお眠りを許されぬ、無数の亡なき骸がらたち。


    　──名を、レヴナント。


    　直接目にしたあらゆる無機物を自在に複製・再現する特異能力を持ち、殺害した者を例外なくレヴナント化させることで、ねずみ算式に増殖と殺戮を繰くり返す人類の敵である。


    　地球は今、掛け値ない地獄の底と化していた。


    



    『聞こえるか、吹芽。俺おれたちの位置からじゃ、救助が間に合わない』


    　吹芽の報告に対する仲間からの返答が、通信機を介して耳元に響いた。


    　吹芽が属するレヴナント対策組織《即応執行浄化機関Ｒ・Ｅ・Ｖ》──その特殊精鋭部隊ＳＥＦ・第〇八分隊の隊長であるハンク・ウェズレイの声である。彼を始めとした他の分隊員たちは、今も地上でレヴナントの掃そう討とうにあたっている。


    『発はつ砲ぽうを許可する。そこから敵を排除できるか、吹芽』


    「わかりきったことを[image: ]きかないでよ、ハンク」


    　吹スイ芽ガはスコープを覗のぞきながら、引き金に人差し指をかけた。ライフルの薬室チヤンバー内に装そう填てんされた弾だん薬やくは、獲え物ものを喰くい殺す瞬間を今か今かと待ちわびている。


    「──あんたが手塩にかけて育てた狙そ撃げき手しゆが、この程度の距離で音ねを上げるわけない」


    　その時、あてどなくさまよい歩くばかりであったレヴナントが、紅あかい瞳ひとみを不意にぎょろりと巡らせ、獣けものそのものの機き敏びんさで駆かけ出した──接近していた男の子の存在を嗅かぎ付けたのだ。


    『調子に乗るな、阿あ呆ほう。油断していると足元をすくわれるぞ』


    「大丈夫、射しや線せんに入りさえすればこっちのものさ。レヴナントに、遠距離狙撃に対応できる知性なんて残されてないんだから」


    　あるのは生者に対する強烈な殺意のみ。


    　故に、敵を止める唯一の方法は──完かん膚ぷなきまでに破壊し、排除することのみである。


    　迫る脅きよう威いにようやく気付いたハルの顔が、恐怖の一色に凍り付いていく。


    「────」


    　目標までの距離は約六〇〇メートル──風は北西五ノット。


    　湿度・気温の影響共に軽けい微び──。


    　少年は呼吸を止め、精密な機械のごとく引き金を絞った。耳に慣れた炸さく薬やくの撃発音と共に、心ここ地ちよい反動がライフルのバッドストックを通して彼の全身を貫つらぬく。


    　スコープの向こう側に、頭を吹き飛ばされたレヴナントが、立ち尽くすハルの目前でぐらりと傾かしぎ、前のめりに倒れていく光景が映り込む。


    「……制圧完了クリア。ハンク、救助を頼む」


    　それを見届けた吹芽は、通信機に告げながら悠ゆう然ぜんとボルトハンドルを引く。がしゃん、と金属が滑すべる滑らかな音。排出された薬やつ莢きようが放物線を描いて床に落ち、乾いた勝かち鬨どきの音を上げた。


    　吹芽はライフルを下ろして背後に向き直ると、怯おびえと緊張の視線を向けてくる子供たちに向かって、小さく微ほほ笑えんだ。


    「……ほら。だから言っただろ？　死なせないって」


    　無む邪じや気きな歓声が上がると共に、吹芽は一斉に走り寄ってきた子供たちに押し倒されていた。


    



    　　　◇


    



    「ねぇねぇ。お兄ちゃんのお母さんって、本当に悪魔なの？」


    「──え？」


    「レヴナントと一緒に、たくさんの人をころしたって」


    「ねえ、それって本当なの？」


    　計七人となった生存者を連れて第〇八分隊の仲間たちと帰き投とうする道中、震動する装そう甲こう車両内で、子供たちが口々にそんなことを[image: ]たずねてきた。


    「……うん、本当だよ」


    　大方、口の軽い仲間のひとりが漏もらしたのだろうと呆あきれながら、吹スイ芽ガは困ったように笑った。


    　今から七年前、軍属であった吹芽の母親は数万人もの人々をレヴナントもろとも殺さつ戮りくし、常じよう軌きを逸いつした悪魔としてその名を記録に刻んでいた。母がそんなことをした理由も、方法も、吹芽は何ひとつ知らなかった。知るすべもなかった。


    　だからこそ吹芽は、前線を担う兵士として志願した。


    「じゃあ、お兄ちゃんがあんなに強いのは、悪魔の子供だから？」


    「……そうだよ。それだけが、母さんが僕にくれたものなんだ」


    　母が息子に遺のこしたものは、血の通った親子の思い出などではなく、途と方ほうも無い罪と──そして、天才的な長距離狙そ撃げきの才であった。


    　先天的な才覚と血の滲にじむような研けん鑽さんの果てに、変声期すら未いまだ終えていない少年の身でありながら、部隊の安全を担う狙撃手として、吹芽は戦場に立っている。


    「だから僕は戦ってる。母さんが奪った生命以上の生命を救うために」


    「…………」


    　自分を見つめる子供たちの瞳ひとみが、つい先ほどまでとはまるで異なっていることに、吹芽は微かすかな悲しみを覚えた。悪魔の息子として、周囲からの絶え間ない痛つう罵ばと差別に晒さらされ続けてきた彼であっても、明らかな恐れを帯びた子供たちの視線は身に堪こたえた。


    「──お兄ちゃんは、えらいんだね」


    　ぽつりと告げたのは、年長の女の子だった。吹芽は伏せていた顔を思わず持ち上げる。


    「お母さんがどんなに怖い人だろうと、関係ないよ。だってお兄ちゃんは、私たちを守ってくれたヒーローだもの」


    　予想外の返答に言葉を失っていた吹芽の手に、女の子の小さな手が重なる。


    「安心して？　私がおっきくなったら、お兄ちゃんのお嫁さんになって、お兄ちゃんをいじめる人たちを叱しかってあげるから」


    　屈くつ託たくのない女の子の笑顔は、間を置かず他の子供たちにも伝でん播ぱした。落胆を露あらわにしていた吹芽を慰なぐさめるように、彼らは吹芽の頭を撫なで、その手に触れた。


    「…………」


    　吹芽は込み上げてくる温かな感情が溢あふれないよう必死にこらえながら、密かに決意する。


    　──彼らだけは、たとえ何があろうと守り通してみせる。


    



    　　　◇


    



    　救出から五日後──朽くちた高層ビルの屋上からスコープを覗のぞきながら、吹芽は目に焼き付いた無む惨ざんな光景を、必死に頭から追い出そうとしていた。


    「……くそ。くそ──くそ──ッ」


    　不運にもレヴナントの群れによる襲しゆう撃げきを受け、子供たちを庇かばった三名の仲間が生命を落としたのだ。


    「お兄ちゃん……怖いよ」


    　数メートル離れた屋上の片隅に身を寄せた子供たちは皆、返り血に染まった全身をがたがたと震わせながら、鬼気迫る吹スイ芽ガの横顔をじっと見つめていた。


    「大丈夫。大丈夫だ……絶対に、もう誰も死なせないから……」


    　絶望的状況下ではあったものの、見晴らしのきく地点に陣取った吹芽による的確な索さく敵てきとサポートによって、地上の仲間たちは効果的に敵を奇き襲しゆう・撃破していた。大事な仲間の死によって極限まで煮えたぎった吹芽の思考は、猛烈な回転を続けていた。


    　その時、吹芽はスコープの向こう──七〇〇メートル先に、異様な光景を目撃した。


    　必死の形ぎよう相そうで逃げ惑っているのは、この廃はい墟きよに隠れ住んでいたと思おぼしき生存者たちであった。


    　彼らの胸を、突如として光の槍が貫いた。


    「───な」


    　建物の影からふらふらと姿を現したのは、一体のレヴナントだった。


    　うら若き少女の姿をした生ける屍しかばねは、ドレスを彷ほう彿ふつとさせる扇せん情じよう的てきな黒衣に身を包んでいた。尾び骶てい骨こつ辺りから突き出した複数の尾がぐねぐねと蠢き、その先端からレーザーのような光を撒まき散らしている。


    　見たこともない奇怪な兵へい装そうを駆かる奇妙な少女の有様は、人智を超えた化け生しようじみていた。


    「あれは……！」


    　混乱する吹芽の視界に、新たな生存者の姿が映った。


    　幼い女の子と若い母親が、黒衣に身を包んだ少女型レヴナントを目の前で立ちすくんでいた。可か憐れんな少女の相そう貌ぼうが、新たな獲え物ものを見つけた歓喜に歪ゆがんでいる。


    　吹芽は即座にトリガーガードから人差し指を外し、引き金にかけた。呼吸を止め、慎重に照しよう準じゆんを合わせる。伏射姿勢プローンからの狙そ撃げき──ライフルに取り付けられた二脚バイポツドは、ビルの屋上を囲むコンクリートの縁を強固に噛かんでいる。


    　レヴナントを斃たおす方法はひとつ。


    《脳のう核かく》と呼ばれる、中ちゆう枢すう器官の収まる頭部を破壊すること。


    　しかし、引き金を絞ろうとした瞬間、吹芽の本能が激しく警告した。


    　あのレヴナントは何かが違う──手を出すな。


    「──大丈夫？　お兄ちゃん、怖い顔してる……」


    　背中に触れた小さな手の感触に、吹芽は狙撃体勢を崩くずさぬまま、安心させるように言う。


    「大丈夫だよ。──この僕に、撃ち抜けないレヴナントなんていない」


    　吹芽は悪い予感を振り払った。


    　レヴナントは頭部を破壊すれば停止する。そして彼は不運なことに、確実にそれを遂すい行こうする理由と能力を持ち合わせていた。


    　スコープを介かいして敵に照しよう準じゆんをつけ、引き金を絞る瞬間──吹スイ芽ガはいつも、亡なき母の罪を思う。


    　母の罪を償つぐなえと、見えない何かが語りかけてくる。


    「────」


    　あの母娘は必ず助ける──その愚直なまでの決意が、吹芽の人差し指を動かしていた。


    　炸さく薬やくの撃発する音が屋上に響く。


    　精確に放たれた弾だん丸がんは、寸分の狂いもなく少女型レヴナントの頭部を破壊した。敵の顎あごから上が吹き飛び、残された体がへなへなと地面にへたり込む。


    「よし……ハンク、生存者の救助を──」


    　通信機に向かって吹芽が報告を行った瞬間に──吹芽は目を疑った。


    　射い抜ぬいたはずの少女の頭部が再生し、その体が何事もなかったかのように立ち上がったのだ。


    「嘘うそだ──急所を射抜いたのに、なんで──！」


    　復活を果たした少女が笑い、助けたはずの母娘の体がもろとも光に貫つらぬかれた。


    『何があった、吹芽！』


    　分隊長──ハンクの声が遠かった。悪夢のような光景を、吹芽はただ見つめ続けるしかない。


    　しかし次の瞬間、吹芽の背筋を強烈な寒気が這はい回った。


    　少女型レヴナントの瞳ひとみが──ぎろりと、スコープ越しに吹芽を見つめていた。


    「みんなッ！」


    　吹芽は弾はじかれたように立ち上がり、身を寄せ合っていた子供たちに向かって怒ど鳴なった。


    「早く──ここから逃げないとッ！」


    　幼い顔に困惑と不安の表情を浮かべる子供たちに、吹芽は有無を言わさず告げ、彼らを連れてビルの階段を駆かけ下りていく──七〇〇メートルという距離も、あの異質な黒衣のレヴナントにとっては無意味であると予感しながら。


    　ようやく一階フロアに辿たどり着いた瞬間、吹芽はその予感が現実であることを悟った。


    　──吹き抜け構造の広いロビーフロアの中心に、先ほどの少女が佇たたずんでいた。


    「くふっ──」


    　奇妙な笑い声が上がる。死人レヴナントとはとても思えない──嗜し虐ぎやくに溢あふれたいびつな笑顔。


    　次の瞬間、響き割った絶叫は子供たちが上げたものか。それとも吹芽自身が上げた叫びか──ふたりの子供が、喉のど笛ぶえを光に貫かれて即死していた。


    「みんな、逃げろ……ッ！」


    　吹芽は叫び、ハンドガンを抜いて連射した。額と左目に穴を穿うがたれても少女は止まらない。


    　──それから先の光景は、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものだった。


    「お兄ちゃん、助けてッ！　お兄ちゃん──！」


    　逃げ惑う子供たちが次々と光に貫かれ、時を置かずして蘇よみがえっていく。恐慌状態に陥おちいった吹芽はろくな抵抗も適かなわず、レヴナント化した子供たちに取り付かれ、行動不能に陥った。


    「……やだ──来ないでよぉ、嫌だ──こっち来ないでぇッ」


    　最後のひとりも、レヴナント化した子供たちに喉のど笛ぶえを噛かみ千ち切ぎられ血を噴ふいて倒れた。光の絶えゆく空くう虚きよな瞳ひとみを、吹スイ芽ガは自みずからの四肢を砕き折られる激痛すら忘れ、ただ見つめ返すほかない。


    「おにい、ちゃ──」


    　大人になったら、お兄ちゃんのおよめさんになりたいな──たった三日前、あどけない笑顔で吹芽に告げた年長の女の子だった。彼女もまた、すぐにレヴナントとして蘇生した。


    　レーザーがフロア内に保管されていた可燃性物質に引火し、派手な炎を巻き上げる。炎上するロビーは、たった数秒にして死者の国と化していた。


    「──キ」「────キ。ギ──」「────キィ」


    　黒衣を纏まとったレヴナントの──そして、まとわり付いてくる子供たちの紅あかく揺らめく瞳が、重傷を負って動けなくなった吹芽を呪うように見つめていた。


    　その時、銃声が響いた。


    　駆かけ付けた仲間たちが一斉にロビーに突入してくる。子供たちの小さな体が撃ち倒される。倒れ付したまま動けない吹芽の体を、誰かが抱え上げた。


    「とどめは刺さなくていい！　総員退避、一〇カウント後に起爆！　急げッ！」


    　ハンクの叫びが耳じ朶だを叩くのを最後に、吹芽の意識は途切れた。


    



    　数日後、黒衣の少女型レヴナントおよび、彼女が生み出したレヴナント群の駆く逐ちく任務に抜ばつ擢てきされた部隊の中には、吹芽の姿もあった。彼は光の失せた瞳でスコープを覗のぞき込み、歓よろこびも高揚もなく、一体、また一体とレヴナントの頭部を撃ち抜いていく。


    「────！」


    　引き金を絞る少年の指が、ふと止まった。スコープに映り込んだ標的の姿を凝視する。


    　数体のレヴナントが、群れをなして地上の仲間を襲おそっていた。白い肌はだ、紅い瞳、感情の無い、変わり果てた相そう貌ぼう──それでも、吹芽にはひと目でわかった。


    　見間違えようもない、あの子供たちだった。


    　凍り付いていた人差し指に、力が舞い戻る。迷いなく引き金を絞った。


    　一体、また一体と、吹芽の放った弾はかつて子供たちだったものの頭部を粉砕していく。


    〝────お兄ちゃん〟


    　ふと、吹芽の耳元で声がした。彼の全身を、ぞくりと悪寒が駆け抜ける。


    〝またわたしたちを殺すのね？〟


    　違う──心の中で叫びながら、吹芽はなおも撃ち続ける。


    〝あの時、お兄ちゃんが撃たなければ、わたしたちは助かったのに〟


    〝どうせ殺すなら、どうして最初にぼくたちを助けたんだ──〟


    〝わたしたちを殺しておいて、おまえだけ生き残るのか〟


    　吹スイ芽ガのスコープ越しの視界は、いつしか得体の知れない何かに覆おおわれていた。


    　それは亡霊だった。焼け爛ただれ、血にまみれ、頭を砕かれた──


    　──吹芽の狙そ撃げきが救い、吹芽の軽率さに生命を奪われた、子供たちの亡霊。


    　彼は悲鳴を上げてアイピースから目を離した。とっさに投げ出したスナイパーライフルが床ゆかに叩たたき付けられて重い音を立て、同時に幻覚が掻かき消える。


    「───僕、は」


    　打ち捨てられたライフルのスコープに微かすかに映り込んだ亡霊が、形ぎよう相そうと共に語りかけてくる。


    



    　いつでも、いつまでも───スコープの中で待っているからね、お兄ちゃん？

  


  
    



    01/Revenant ‐骸がい者しや‐


    



    「──『秘ひ匿とく兵へい装そう』の捜索任務、だって？」


    　本土に敷ふ設せつされた対レヴナント即応執行浄化機関・Ｒ・Ｅ・Ｖの第一駐ちゆう屯とん基地内──その中に設けられたトレーニングルームの片隅で、吹芽は疑問の声を上げていた。


    　狙撃手としての絶望と挫ざ折せつを味わったあの任務からすでに二年──一六歳となった今も、レヴナントとの戦いに明け暮れてきた吹芽にとって、それはおよそ下されたことのない任務であったからだ。


    「ああ。ついさっき、上層部から正式に指令が下った」


    　レヴナントの駆く逐ちくや生存者の救出を主任務とするＲ・Ｅ・Ｖの特殊精せい鋭えい部隊《ＳＥＦセフ》──その第〇八分隊隊長であるハンク・ウェズレイが小さく頷うなずいた。彫りの深い顔立ち。冷静さと強きよう靱じんさ、そして僅わずかな諦てい念ねんが混然となったアイスブルーの瞳ひとみ。限界まで鍛きたえ抜かれた大柄な体格は、小柄な吹芽とは二回り以上の差があり、典型的な職業軍人の様相である。


    「出発は二日後の早朝だ。前回の遠征からまだ間もないが──」


    　ハンクはそこで言葉を止め、ベンチに腰掛けた吹芽の左腕のギプスをじっと見下ろした。


    「吹芽。おまえが狙撃手から前衛に移ってからの負傷率は、劇的に跳ね上がっている。万全の状態でないのなら、今回は無理に参加しろとは言わんが──」


    「……もう戦闘には支障ないって。大丈夫だよ」


    　絡み付くハンクの視線を振り払うように、吹スイ芽ガは小さく首を横に振って顔をしかめる。


    「それよりハンク、その秘ひ匿とく兵へい装そうって？」


    「さあな。詳細はあくまで機密らしい」


    　ハンクは自販機に背を預けると小さく肩をすくめた。


    「……詳細のわからないものを探せっていうわけ？」


    「俺おれたち一兵士に、大局のことなんざ告げられない。命じられたことをやればいい」


    　ハンクは片かた眉まゆを上げつつ、煙草タバコを取り出して火を点つける。元は歴戦の海兵だっただけあってさすがに達観しているが、未いまだ納得のいかない吹芽は拳こぶしを強く握り締める。


    「……僕たちが探すのは生存者であって、兵器なんかじゃないはずだ。こうしている間にも、陸地に取り残された人たちはレヴナントの犠ぎ牲せいになってる」


    　──レヴナントの存在が初めて観測されたのは、今から一〇年前のことである。


    　現在、人類は陸地の大部分をレヴナントによって占領され、生存者の多くは世界各地の海上に建設された人工浮島メガフロート《コロニア》での生活を余儀なくされている。


    　そしてコロニアへの避難が叶かなわず、今も陸地に取り残されている人々を救出・護送するのが吹芽たち、ＳＥＦセフ・第〇八分隊の主な任務であった。


    「吹芽。どのみち生存者なんざほとんど残されていない。とっくにレヴナント化しているか、飢えや病で死ぬかのどちらかだ」


    「そうだけど──だからって」


    「聞き分けろ。別に救援任務から降ろされたわけじゃない」


    　重苦しい沈黙を置いて、吹芽は不承不承といった様子で小さく頷うなずいた。


    「……了解。狙そ撃げきのできない狙撃兵には、人命のかからない雑用がお似合いってわけだ」


    　吐き捨てるような吹芽の自じ嘲ちように、ハンクは瞼まぶたを閉じて言う。


    「おまえが狙撃手でなくなってから、もう二年か」


    　二年前の駆く逐ちく任務に参加して以降、吹芽はスコープを覗くことができなくなった。


    　ひとたび覗のぞけば、丸く切り取られた視界の中に、二年前とまったく変わらない地獄が現れる。吹芽の失態によって死した子供たちの亡霊は、口元を憎ぞう悪おに歪ゆがめて耳元で囁ささやきかけてくる──。


    「……医者のところには、最近顔を出してるのか？」


    「何度診みてもらったって同じだよ。重度の戦闘ストレス反応──極度の集中力を要求される狙撃手にとって、そんなの死亡宣告みたいなものだろ」


    　ハンクはただ、じっと目を細めるだけだ。慰なぐさめの言葉の代わりに吹芽に向けられるのは、上司が部下に向けるものではなく、父が息子に対するような憂ゆう慮りよの表情である。


    「──いくら前衛として腕を磨いたって、僕の力がもう頭打ちなのはわかってる」


    　押し寄せる無力感に、吹スイ芽ガは唇くちびるを噛かみ締める。かつての分隊の仲間たちは、ハンクを除く全員がすでに戦死していた。


    　現在のハンク以外の同僚のことを、吹芽は顔と名前以外の何も知らない。失う可能性があるのなら、最初から踏み込まなければ、背負うものがいくらかは軽くなる。


    「それよりハンク、次の現場は？」


    　肌はだを刺す憐あわれみの視線に耐え切れず、吹芽はとっさに話題を変えた。


    「首都──東京跡地だ」


    　すげない口く調ちようで告げられたハンクの返答に、吹芽は顔を上げて目を丸くする。


    「……あそこは大量のレヴナントが密集した踏とう査さ不能地域だ。もう何年も放置されてたはずだ」


    「最近、大規模なレヴナント掃そう討とう戦せんが行おこなわれたんだ。ひと月かけて、現場周辺は一掃されたらしい。無論、相当数の犠ぎ牲せいは払ったようだがな」


    「一掃したって……踏査不能地域のレヴナントの物量は、並のレベルじゃないだろ？　奴やつらがあらゆる兵器を複製する以上、強力な兵器はおいそれと使えないはずだ──」


    　吹芽が口にしたそれこそ、レヴナントが有するもっとも恐ろしい特性──目にした兵器を自在に複製する物質構築能力である。敵はその視界に収めるだけで、あらゆる兵へい装そうを精密に再現し、さながら手品のごとく実体化する。


    　たった一、二体でさえ吹芽たちが手を焼いているレヴナントの群れを、たったひと月足らずでどのようにして駆く逐ちくせしめたのか──そこまで考えたところで、吹芽はふと思い当たった。


    「──まさか、技術試験部隊？」


    「ああ。矢や面おもてに立ったのは技験隊……《埋まい葬そう官かん》の連中だ」


    　技術試験部隊──約一年前、Ｒ・Ｅ・Ｖに新設された特殊部隊の名である。


    　そこに所属する隊員は、通称──埋葬官と呼ばれている。


    「埋葬官の連中に与えられた装備は、俺おれたちの通常装備とは一線を画かくする効果を発揮する。今回の任務にあたって、その技研隊がうちの支援に加わるそうだ」


    　幾度の実験と失敗を経へて、ようやく実用レベルに達した《エミュレイター》と呼ばれる特殊装備と、それを扱うための身体改造を受けた埋葬官の強大な戦闘力は、直接目にしたことのない吹芽も噂うわさで聞き及んでいる。


    「でも、どうして埋葬官がわざわざ出で張ばってくるんだ？　ただの捜索任務なんだろ」


    「念のための護衛役さ。討ち漏もらしがあるかもわからんからな。……わかっているとは思うが、おまえ、無意味に噛み付くなよ」


    「噛み付くってなにさ」


    　声を低くして[image: ]きき返す吹芽に、ハンクは薄く笑って言う。


    「半年前、埋葬官の適性試験に脱落したおまえの落ち込みようは尋じん常じようじゃなかったからな。妬ねたみ嫉そねみは時と場所を選べって話だ」


    「……そんなに子供じゃないよ、僕は」


    　半年前の記憶が蘇よみがえり、吹スイ芽ガは内臓がねじれたかのような苦渋を口元に浮かべる。


    　現状、エミュレイターの適正者は極端に限られている。


    　狙そ撃げき手しゆを辞めた後も前衛として一定の戦果を上げていた吹芽は、半年前に新たな埋まい葬そう官かんの候補リストに入った。しかし、最終的な結果はＥ適性。つまるところ見込みなしだ。


    「……ならいいが。黒い噂うわさの絶えん埋葬官との合同任務ってだけでも、うちの連中はすでに不信感で凝こり固まっている。おまえまでふてくされていたら任務にならん」


    　呆あきれたように息をつくハンクに、吹芽は眉まゆ根ねを寄せて[image: ]たずねる。


    「……埋葬官が、化け物って呼ばれてるアレのこと？」


    「ああ。レヴナントの脳のう核かくを移植されているだとか、起動実験時にレヴナント化した埋葬官が暴走した、なんて話まである」


    　既存の兵器と比べ、まったく異なる特性を持つエミュレイターの技術詳細は、組織内でもトップシークレットとして扱われている。そして、そんな超常の兵へい装そうを駆かる埋葬官たちは、組織内においても不信と嫌けん悪おの視線を浴びているのが現状である。


    「まあくだらん妄もう言げんだ。おまえには関係ないだろうが、任務中はせいぜい仲良く──」


    「──関係なくなんてないさ。僕は、埋葬官になることを諦あきらめたつもりはないよ」


    　肩をすくめて答えた吹芽に、ハンクは紫し煙えんの向こうから厳しい視線を向けてくる。


    「研究が進めば、適性結果は覆くつがえるかもしれないだろ。……埋葬官になれれば、あの子たちを殺したあいつだって、いつか僕の手で始末できるかもしれない」


    　吹芽の口元が微かすかに吊つり上がる。色いろ褪あせない妄念に取り憑つかれた危あやうい笑み。


    「スナイパーライフルを使えなくなった僕があいつに対抗するには、もう埋葬官になるしかないんだから──」


    「──吹芽。もう《九尾ナインテイルズ》にはこだわるな」


    　ハンクは鼻にしわを寄せ、諭さとすように告げた。


    《九尾ナインテイルズ》──二年前、吹芽たちが遭そう遇ぐうした少女型レヴナントのコードネームだ。「九尾の狐」になぞらえた触手型兵装がその名の所以ゆえんである。未いまだ発見には至らず、その詳細は不明のままだ。


    「今のおまえは、自ら死に向かっているようにしか見えない」


    　ハンクの視線を追って、吹芽は自みずからの左腕のギプスを見下ろした。微かに残る疼うずき。


    「前回の任務もそうだ。おまえは生存者を庇かばって、また死にかけたな」


    「…………」


    「おまえの戦い方は危うすぎる」


    「相変わらず、ハンクは心配性だな」


    　子供の頃を懐なつかしむように小さく笑う吹芽に、ハンクは不器用なしかめ面つらだけを返す。


    「母さんが戦死して、独りきりになった僕をあんたが育ててくれたことには感謝してるよ。兵士としての腕を、徹底的に叩たたき込んでくれたことも……」


    　今となっては後悔している──そう言いたげに額ひたいにしわを寄せるハンクを見て、吹スイ芽ガは言う。


    「だからもっと助けないと。もっと斃たおさないと。でないと、僕が──狙そ撃げき手しゆでなくなった僕がのうのうと生きている意味なんて、何ひとつ失なくなってしまう」


    　うわ言のように呟つぶやく吹芽の瞳ひとみには、幽ゆう鬼きのそれにも似た妄もう執しゆうの色が映り込んでいた。


    



    　　　◇


    



    　任務の告知から二日後の早朝〇マル五ゴー〇マル八ハチ、一足先に技術試験部隊との合流地点ランデブーポイントに辿たどり着いた吹芽たち、ＳＥＦセフ・第〇八分隊の面々は、装甲車両に寄りかかりながら時を待っていた。


    　原形を留とどめない建造物の残ざん骸がいと、延々と荒野に連なる瓦が礫れきが織りなす無む惨ざんな光景を、暗い藍あい色をした朝日が照らし出している。


    「……酷ひどい有あり様さまだ」


    「九年前の大戦決着の地からほど近い地域だ。それだけ被害も大きい」


    　愕がく然ぜんとする吹芽の呟きに、隣のハンクが煙草タバコをくわえながら答えた。戦場の残骸から九年前の記憶をすくい出すように、ハンクは荒れ果てた廃はい墟きよを遠い瞳で見つめている。


    　彼は九年前、大戦に参加していた兵士のひとりだった。


    



    　レヴナント発生の原因となったのは、太古の昔に宇宙より墜落したと推測されている、いわゆる無機生命体である。


    　名を《プシュケ》──中欧の大国・オディルによって、およそ三〇年前に古代氷河より発掘された正体不明の〝物質〟である。研究機関による解かい析せきの結果、プシュケは『あらゆる分子構造を再現する』という超常の特性を有していることが判明した。


    　オディルはプシュケの存在自体は秘ひ匿とくしつつ、そこから獲得した技術の数々を次々と世に発表──人類の科学史にブレイクスルーをもたらした。


    　しかし一〇年前、プシュケは突とつ如じよとして暴走。自みずからの体たい細さい胞ぼうそのものを粒りゆう子しとして地球上に撒まき散らし、死者蘇そ生せい現象──通称『第一次レヴナントショック』を引き起こした。


    　レヴナントに殺害された者はレヴナントと化す──地球上はまたたく間に生ける死者たちによって溢あふれ返り、無数の国々がその機能を失い、次々と滅ほろぼされていった。


    　約一年間に亘わたる攻防のすえ、地球人口の約七割を失いながらも、プシュケは人類によって破壊され、それに伴ともなってすべてのレヴナントが活動を停止した。


    　しかし、そうしてもたらされた仮かり初そめの平和は、三年前に発生した原因不明の死者蘇生現象──通称『第二次レヴナントショック』によって、脆もろくも崩れ去ることとなった。


    



    「なあ、吹芽ァ。この辺りって確か、おまえの母親が死んだ場所だったよな？」


    　ふと、聞き知った声が上から飛んできた。


    　装甲車の上に陣取っていた青年が、吹スイ芽ガを見下ろしながらニヤニヤと笑みを浮かべていた。


    「あの悪魔は、いったい何人を巻き添えに殺したんだったっけ？」


    　悪魔──母の罪ざい業ごうの重さを象徴するその単語に、吹芽は肩を震わせる。


    　九年前、吹芽にとってたったひとりの家族であった母もまた、ハンクと同じく、生者と死者による一いつ世せ一いち代だいの戦争に身を投じていたのだ。


    「いい加減、狙そ撃げきのできなくなった狙撃兵が戦場に立つんじゃねえ。目障りなんだよ──」


    　わざとらしい青年の挑発に、同調した分隊員たちが嘲ちよう笑しようを漏もらす。反論する者はいない。


    　吹芽を嘲あざける青年の背には、巨大なライフルケースがある。


    　彼は吹芽の後任を務める分隊の現・狙撃手であった。


    「桐トウ耶ヤ。作戦中だ」


    　ハンクが厳然とした声でたしなめる。


    　桐耶と呼ばれた狙撃手の青年は「へいへい」と億おつ劫くうそうに答え、車両の陰に引っ込んだ。


    「来たぞ」


    　隊員の誰かが声を上げた。視線を持ち上げる。


    　まだ暗い明け方の空に、高速輸送ヘリのシルエットが浮かんでいた。


    　あらかじめ整地された着地地点に、風を巻き上げながらヘリが着陸する。機体後部には二・五メートル四方のコンテナが接合されていた。


    　ヘリの扉とびらが開き、内部に収容されていた隊員たち──埋まい葬そう官かんが降り立つ。


    　その顔ぶれを目にした分隊の面々から、短い驚きの声が上がる。吹芽も同じだった。


    　現れたのは三人。


    　先頭を行く長身の女性が、出迎えに立ったハンクの前に立ち止まる。


    「Ｒ・Ｅ・Ｖ技術試験部隊、ヘルカ班──ただいま着任した」


    　抑よく揚ようを欠いた女性の声が廃はい墟きよに響く。


    「班長のヘルカ・カーリアイネン少佐だ」


    　妙齢の美女。白い肌はだや通った鼻筋、鋭するどく尖とがった顎あごは北欧の血統を感じさせる。砂さ金きんの色彩を示す瞳ひとみと髪。ただしその整った面おも立だちは豪ごう奢しやな宝石ではなく、研ぎ澄まされた刃物を連想させる。


    「ＳＥＦ第〇八分隊隊長のハンク・ウェズレイ中ちゆう尉いです。貴官らの協力に感謝します」


    　ややあってふたりは握手を交わす。だが、互いに表情の変化は微み塵じんもない。


    「……俺おれたちの護衛役は女かよ」


    「こんな華きや奢しやなご婦人ですら最前線に立てるとはね──埋葬官ってのは、つくづく化け物だな」


    　分隊の仲間たちが嘲笑を漏らすが、ヘルカは顔色ひとつ変えない。


    　しかし、彼女の背後に音もなく控えていた埋葬官は違った。吹芽と同年代の少女だ。


    「稚ち拙せつですね」


    　分隊員たちの暴言に対し、少女は眉まゆ根ねを寄せて怒りを露あらわにしている。


    「ママのお使いに付き合わされたお嬢ちゃんが何か言ってるぜ。俺おれたちが何だって──？」


    「──稚拙、と言いました」


    　幼おさなさを残しながらも凜りんとした顔立ち。吊つり目がちの大きな瞳ひとみが意志の強さを感じさせる。漆しつ黒こくのコートよりもなお黒く艶つやめいた長髪が、未いまだ回転を続けているローターから放たれる風で激しく躍おどっている。右耳に輝かがやく一粒のダイヤが、隙すきのない少女の佇たたずまいに花を添えていた。


    「やめろ、おまえら」


    　ハンクが言い含めるが、隊員たちの嘲ちよう笑しようはやまない。吹スイ芽ガだけが苦い表情を浮かべつつ、終始無言を貫つらぬいている。


    　その時、押し殺した誰かの笑い声が静かに響いた。


    　分隊員たちの視線が移った先にいるのは、ヘルカの背後に控えていたもうひとりの青年である。


    「あんたらの分隊長さんのおっしゃるとおりだ。俺らはお仲間だぜ。任務中くらい仲良くしねえとさぁ──だろ？」


    　優やさ男おとこと呼んで差し支えない整った容よう貌ぼうに、人を喰くった笑みを浮かべている。年は二十歳に届くか否いなかといったところだ。明るい色の髪を風に流しながら、気け色しきばむ隊員たちの顔を、その切れ長の瞳で飄ひよう々ひようと見回している。防弾コートの裾すそから覗のぞく服装は、明らかにパイロットスーツだった。となると、ヘリに接合されているコンテナには、二脚型機動兵へい装そう──通称・ＦＭＳが格納されているらしい。


    　女ふたりに優男。戦場に立つには、あまりにも異質な三人組だった。


    「……ふん、化け物どもが」「いつか暴走するんじゃねえのか──レヴナントみたいによぉ」


    　嘲笑はなおもやまない。


    「おまえら、いい加減にしろ！」


    　さすがに語勢を強めたハンクの一いつ喝かつで、分隊員たちは渋々と口をつぐんだ。


    「部下が失礼をしました。……しかし、貴官らの任務遂すい行こうのため、我々の仲間からもまた少なくない犠ぎ牲せい者しやが出ています。彼らの心情も察していただきたい」


    　硬い表情で告げられるハンクの弁解に、ヘルカは無表情のまま答える。


    「存じています。ですが戦場に立ち、武器を取った以上、個人の生命など消しよう耗もう品以上の価値を持ちません。あなた方も我々も、それは同じはずです」


    　場の空気が凝ぎよう固こするが──分隊員たちはなぜか、一言の不満も発さない。


    　それは、淡々と語るヘルカの瞳、声、気配が、有う無むを言わせない冷徹さと死の実感を帯びていたからだ。


    　ヘルカの視線がふと吹芽に向いた。背せ筋すじを駆かけ抜ける寒気に、彼は思わず表情を強こわ張ばらせていた。


    



    　秘ひ匿とく兵へい装そうの捜索などという、あまりに不ふ明めい瞭りようで不ふ可か解かいな任務内容──その具体的な詳細は結局、ブリーフィングにおいても告げられることはなかった。


    　要はこの広大な戦場跡から、瓦が礫れきと死体以外の何かを探り当てろというわけである。


    　作戦開始まであと一〇分足らず。吹スイ芽ガは釈然としないながらも、ヘリのコンテナに寄りかかり、装備のチェックに余念がない。遠距離狙そ撃げき用のスナイパーライフルよりもずっとコンパクトな、接近戦用の機関銃マシンガンの作動を念入りに確認する。


    「あの……円マドカ吹芽少しよう尉い、ですよね？」


    　不意に、控えめな声が吹芽の横顔にかけられた。


    　振り向いた先に立っていたのは埋まい葬そう官かんの少女だった。先ほど、嘲あざけりを露あらわにしていた吹芽の仲間たちのことを「稚拙」と切り捨てた少女だ。


    「椚クヌギ茴ウイ香カ大尉です。先ほども申し上げましたが、今作戦においてあなた方の護衛を担当します」


    　生き真ま面じ目めさを象徴するような、ぴんと張った姿勢。階級的には吹芽の上官にあたる茴香だが、その態度に驕おごりや威圧感はない。埋葬官ゆえの鋭えい利りな戦意を身にまといつつも、その優しげな微笑ほほえみは、向けられる者の胸に穏やかなものを抱いだかせる。


    「よろしくお願いしますね」


    　吹芽はろくな返事も口にできず、少女──茴香の顔をじっと見つめた。


    「あの、何か……？」と、茴香が小さく首をかしげる。


    「僕たちと組むのに抵抗はないんですか？」


    　吹芽は先ほど分隊の同僚が口にしていた暴言の数々を思い出す。


    「ええ。あなたと、あなたの上官だけは別でしたから」


    　無防備な笑え顔がおを崩さない茴香に、吹芽は気を取り直しつつ声をかける。


    「あの、大尉──」


    「茴香で結構ですよ。同年代なのですから、あまり堅苦しくしないでください」


    　黒髪を掻かき上げつつ微笑む茴香の宣言に、吹芽は一瞬面食らいながらも[image: ]たずねた。


    「今回の任務──茴香たちには詳細が知らされてるの？　正直、こっちは納得がいってない」


    「それを説明するために、わたしが来ました」


    　茴香は表情を微かすかに曇らせ、小さな声で話し出した。


    「直前まで情報を伏せるかたちになってしまい、申し訳ありません──ここから先の話は最重要機密になります。隊の仲間も含めて、くれぐれも他言無用でお願いします」


    「他言無用って──？」


    　唐突な申し出に眉まゆをしかめる吹芽を、茴香は視線で制して続ける。


    「この地域をレヴナントから奪還して一週間──専門チームが捜索に専念したにも拘かかわらず、秘匿兵装の所在はまったく掴つかめていません。そこで、あなたが起用されました」


    　どこか引っかかる茴ウイ香カの物言いに、吹スイ芽ガは怪け訝げんさをあらわにして呟つぶやく。


    「あなた『方』じゃなくて──？」


    「そうです──吹芽は、あの円マドカ燦サン華カの血を分けた息子だと聞いています」


    　茴香の表情と声こわ音ねに、微かすかな畏い怖ふが混じった。


    　円燦華──戦死した吹芽の母の名である。


    「彼女は九年前の大戦末期において法規に背そむき、多くの人々を避難区画ごと消し飛ばした──公式記録にはそうあります。その際の犠ぎ牲せい者しや・行方ゆくえ不明者数は二万六千名あまり、とも」


    　先ほどの桐トウ耶ヤの罵ば倒とうが蘇よみがえる。


    　その常じよう軌きを逸いつした大量虐ぎやく殺さつこそ、円燦華が今も悪魔と呼ばれ続けるゆえんだ。


    「……なるほど。ようやく話が飲み込めてきたよ」


    　吹芽は昔に閲覧した、Ｒ・Ｅ・Ｖのデータベース内の資料を思い出す。


    「記録で見た。母さんが所属していた精せい鋭えい部隊には、大戦末期に実戦投入された新型兵へい装そうが支給されていたって」


    　街ひとつを巻き込んだ大量虐殺も、その新型兵装とやらで行おこなわれた可能性が高い。もっとも、兵装の詳細についてはいっさい残っておらず、実在すらも疑問視されているのが現状だった。


    「──つまり、これから僕たちが探すのがそれか」


    　吹芽の気づきに対し、茴香は気まずそうに視線を足下に落とした。


    「九年前の新型兵装──今回の任務で言うところの秘ひ匿とく兵装の使用者であった円燦華の血縁者である吹芽の視点があれば、未いまだ所在不明となっているそれを発見できる可能性があると上層部は推測したのです」


    「……おあいにく様。母さんが考えていたことなんて、僕には何もわからないよ」


    　母親と最後に会ったのは、吹芽が六歳の頃──大戦が勃ぼつ発ぱつした年だ。


    　母との想い出などほとんどなかった。ろくに口を利きくこともなければ、抱き締めてもらったことも、頭を撫なでてもらった記憶すらも。逃げるように各地を転々としては、外出さえも許されなかった幼少期──逃亡者のような日々を送り続け、大戦において、かの精鋭部隊に組み込まれたという母がいったい何者であったのか──吹芽は今も知らずにいる。


    「秘匿兵装は、中ちゆう枢すう部ぶに特殊な生体認証装置を内蔵しています。もしも機能が生きていれば、元の使用者と共通した生体情報を持つ吹芽の存在に、反応を示す可能性が高いそうです」


    　吹芽の事情に踏み込んだ茴香の声が、申し訳なさそうに萎しぼんでいく。


    　そんな彼女の様子に、吹芽は小さく肩をすくめた。


    「……なるほど。なんとなくだけど、今回の任務に合が点てんがいったよ」


    　腫はれ物に触るような茴香の目から視線を逸そらし、吹芽はひとり歩き出す。


    　円燦華が犯した虐殺は、Ｒ・Ｅ・Ｖ内では周知であり、その息子である吹芽はいままで、軽けい蔑べつと迫害の視線に晒さらされてきた。彼らの瞳ひとみと、今自分を見つめている茴ウイ香カの瞳が重なる。


    「任務中、あまり僕に話しかけないほうが良いよ。悪魔の息子と仲良くしているなんて噂うわさが広まったら、やりにくいだろ」


    　背後の茴香に向けて告げる。埋まい葬そう官かんであるだけでも組織内での不信を買っているというのに、そのような尾ひれまで付いてしまったら目も当てられない。


    「……あなたのお母さんが何者であろうと、あなたはあなたでしょう？」


    　その時、吹スイ芽ガの背中に、茴香の穏やかな声が降りかかった。


    「さっきわたしたちが貶けなされていた時、吹芽だけが耐えるような表情を浮かべていました。……あなたは、優しい人だと思います」


    　思わず振り向いた吹芽の瞳をじっと見つめてくる茴香の瞳は、どこまでも澄んでいた。


    「そろそろ時間です。行きましょう、吹芽」


    　茴香はふっと微笑ほほえみ、長い黒髪を翻ひるがえして歩き出す。歩兵用の基本装備すら携たずさえず、まるで散歩にでも出かけるような足取りだった。


    



    　それから約六時間、吹芽たちは手分けして廃はい墟きよを練り歩いては、正体もわからない秘ひ匿とく兵へい装そうを黙々と捜し回った。ハンクはヘルカと共に、別の区域で捜索にあたっていた。


    「何もありませんね……」


    「当然だよ。ゴミ拾いがひと通り終わった後の平原で、延々とゴミ探ししてるようなものだろ」


    　茴香と吹芽の深いため息が重なる。見つかったものといえば、兵器類の残ざん骸がいや、未いまだ撤去しきれていない瓦が礫れきぐらいのものである。


    　周囲では、元よりやる気など皆かい無むであった第〇八分隊の隊員たちが、雑談や昼寝といった各おの々おのの方法で時間をつぶしにかかっており、もはや連携も何もあったものではない。


    「……不ふ真ま面じ目めです。不誠実です。任務中だというのに……」


    　茴香はそんな彼らを睨にらみ付けながら、怒り心頭といった様子で唇くちびるを尖とがらせている。


    「無理もないよ。茴香に話を聞く前は、僕だって乗り気じゃなかった」


    「吹芽までっ！」


    　素直な感想を漏もらす吹芽に、茴香が厳しい視線を向けてくる。


    　逃げるように目を逸そらした、次の瞬間だった。


    〈──────イガ〉


    　吹芽はその場に立ち止まると、じっと耳を澄ませ、周囲に神経を巡らせた。


    「茴香。今、何か──聞こえなかった？」


    　得え体たいの知れない〝音〟が、突とつ如じよとして吹芽の頭の奥に響いたのだ。


    「いえ、わたしには何も……」と、茴香は目を丸くして言う。


    　吹芽は耳元に装着した通信機をチェックする。しかし不審なログもエラーもない。


    〈───スイ──ガ──〉


    　吹スイ芽ガは注意深く周囲を見回す。断続的に響き続けるノイズのような感覚が、ある一点に目を向けた瞬間に強まった。


    　探査済みであることを示すテープによって遮さえぎられているのは、崩落寸前の地下鉄跡の出入り口だった。地下へと続く階段の向こうには、黒々とした闇やみだけが広がっている。


    「……吹芽？　どうしたんです？」


    　困惑する茴ウイ香カの声が背中に降りかかるのも構わず、吹芽は何かに衝つき動かされるように、ふらふらと階段を下りていく。


    「吹芽っ、待ってください！　様子が変ですよ！」


    　茴香に肩を掴つかまれ、吹芽はようやく立ち止まった。


    「あ──ごめん……」


    　我に返った吹芽は、頭の奥に響く奇妙な〝声〟のことを茴香に話して聞かせる。


    「……わかりました。一度、班長に報告しましょう。地下は視界が悪すぎます」


    　吹芽の説明は支し離り滅めつ裂れつであったが、茴香は訝いぶかしむ様子もなく頷うなずき、ヘルカに通信を入れた。


    『──了解した。我々も今からそちらへ向かう。椚クヌギは円マドカ少しよう尉いと共に先行して調査。ただしイレギュラーが起きた場合、退避を優先しろ』


    　今作戦の最高責任者であるヘルカから探索の許可が下りる。それを確認した吹芽は、機関銃マシンガンを取り出して構え、地下に続く階段を踏み締めて歩き出した。


    



    　大戦による破壊と掃そう討とう戦せんの爪つめ痕あとは、進入した駅構内にも色濃く刻まれていた。床ゆかも壁も大量の弾だん痕こんと空から薬やつ莢きよう、どす黒い血けつ痕こんで彩いろどられている。階段を下りきった吹芽と茴香は、薄暗い通路を抜けて物言わぬ改札を通り抜け、慎重にプラットホームまで歩を進めていく。


    　吹芽はホームから線路に飛び降りると、トンネルの向こう側に視線を向けた。色濃い暗闇の奥に向かって錆さびたレールが伸びている。


    　ふたりは顔を見合わせ、互いに頷いた。吹芽は銃を構えつつ、茴香は徒と手しゆのまま、トンネルの奥へ向けて歩き出す。やがて光は完全に閉ざされ、視界が塗りつぶされる。


    「吹芽、《ＥｙＳアイス》の暗視感度を強めましょう」


    　吹芽は頷き、視界の隅にオーバーレイ表示されているスライダーに左手の指を重ねてスライドさせる。とたん、暗闇に閉ざされていたはずの視界はまたたく間に鮮せん明めいさを取り戻した。


    　眼球に装着された角膜型ディスプレイ《Ｅｙｅ-Ｓｃｒｅｅｎアイ・スクリーン》──略称ＥｙＳアイスは、暗視補正機能のほか、地形情報や携帯端末と連動したバイタル数値など、あらゆる情報を視界に直接投影し、部隊内の連携を円えん滑かつにする多機能デバイスである。プシュケがもたらした新技術から生み出された、代表的な発明品のひとつだ。


    〈スイ────ガ──〉


    　敷石を踏み締めながら進むにつれ、〝声〟は次第に強くなっていく。


    　線路に沿って一〇分ほど黙々と進んだところで、ふたりは立ち止まった。


    「行き止まり……ですね」


    　トンネルが崩れていたのだ。積み上がった瓦が礫れきが行く手を完全にふさいでいる。


    　吹スイ芽ガは足下に視線を落とした。〝声〟は明らかに、線路の下から響いてくる。


    　吹芽はなかば無意識に膝ひざをつくと、確かめるように地面に手を当てた。


    「───な」


    　次の瞬間、吹芽と茴ウイ香カは揃そろって驚きよう愕がくで目を見開いた。


    　地面全体が、ぐにゃりと歪ゆがんで形を失ったのだ。錆さびたレールと敷石が淡い燐りん光こうを放ち、細かな粒りゆう子しとなって空気中に霧む散さんし、氷が溶けるようにして急速に消失していく。


    　数秒後には、目の前に直径五メートルほどの大穴が現れていた。


    　吹芽が驚きの声を漏もらし、一方で穴の断面を調べていた茴香が絞り出すように言う。


    「おそらく、一度崩れた地面を──粒子で塞いでいたんです」


    　九年前に撃げき墜ついされたプシュケの体組織──通称・Ｐ粒子は、撃墜後も地球全体を満たしている。レヴナントはその粒子を媒ばい体たいとしてあらゆる武器を作り出すが、ついさっきまでこの大穴をふさいでいた偽にせの線路は、明らかにそれと同じメカニズムである。


    「そもそも、いったい誰がこんな真ま似ねを──」


    　吹芽が漏らした疑問に、茴香は答えない。何かを推おし量るように彼女は穴の底を睨にらんでいる。


    「大戦以前のマップデータと照合しましたが──登録はありません。首都圏はかなり以前から地下開発が進んでいますし、地下施設の数も膨ぼう大だいですが……九年前の戦せん禍かで、それらの資料は少なからず失われています。この穴が続く先も、そういったうちの一か所かもしれません」


    　どちらにせよ、明らかな異常事態である。


    　茴香は報告のため無線機に呼びかけるが、その表情はすぐに怪け訝げんなものに変わった。


    「通信エラー？　どうして……」


    「こっちもだ。たった五分前までは正常に繋つながっていたのに」


    「吹芽……一度、地上に引き返しましょう。応援を呼ばないと」


    　吹芽は頷うなずく。この先に何があるのかは気になるが、今の装備では探索のしようがない。


    　しかし──背後を振り返ったふたりは、引き返す足を止めざるを得なかった。


    「────、キィイ──」


    　奇妙なうめき声が暗くら闇やみにこだまする。聞き間違えようもない、死者が絞り出す怨えん嗟さ。


    「──レヴナント！」


    　ふたりの声が重なる。


    　十数メートル前方、闇の奥で骨のごとき白い肢し体たいがふたつ、不気味に揺れていた。


    「掃そう討とう戦せんの討ち漏らしか……！」


    　二体のレヴナントは、その紅あかい眼でふたりを捕ほ捉そくすると、機敏な動作で飛び出した。一方は右、一方は左へと散開する。


    　吹スイ芽ガは舌打ちと共に機関銃マシンガンの銃じゆう口こうを右方のレヴナントに向け、引き金を引く。閃ひらめくマズルフラッシュと共に、頭部を撃ち抜かれたレヴナントが沈黙する。


    　しかし左方のレヴナントは、すでに茴ウイ香カの目と鼻の先まで迫っていた。茴香の両手は依い然ぜんとして、何の武装も把は持じしていない。


    　吹芽はとっさに銃口を左に向けようとするが、敵が爪を振り下ろす方が速かった。


    



    「───起動ステイク・ドライヴ」


    



    　処刑人の宣告めいた茴香の声。次いで一瞬の閃せん光こうが闇やみに奔はしる。


    「……な」


    　吹芽は目を見開く。──茴香に襲おそいかかったはずのレヴナントは斬きり伏せられて地面に転がり、襲いかかられたはずの茴香は傷ひとつ負っていなかった。


    　グローブを嵌はめた茴香の手には、巨大な鉄てつ塊かいが握られている。


    　否いな、それは鉄塊ではなく『剣』であった。鉈なたのごとき矩く形けいの刀身には反りも鍔つばもない。茴香自身の二の腕ほどもある刃やいばの厚みは、刃物と呼ぶにはあまりに重厚すぎた。
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    　レヴナントは胴体を斜めに両断され、分かたれた上半身がなおも激しく暴れている。


    「───さようなら」


    　茴ウイ香カは足下で蠢うごめくレヴナントの頭部を、すかさず武器の先端で破壊した。


    　消失していく敵を冷然と見下ろす茴香の瞳ひとみは、レヴナントのごとき紅い輝きをたたえていた。


    「……初めて見た。それが、埋まい葬そう官かんの──」


    　その異様な剣を、吹スイ芽ガは茫ぼう然ぜんと見つめる。奇妙なその武器は、茴香の手の中に突とつ如じよとして出現したのだ──まるで、レヴナントの物質構築能力のごとく。


    「はい。《エミュレイター》──埋葬官わたしたちに与えられた、死者を無に還かえす杭くいです」


    　相当な質量を持つはずの無骨な鉄てつ塊かいを、茴香はいとも簡単に片腕で掲かかげて告げる。


    　その〝杭〟から立ち上る圧倒的な暴威の気配が、吹芽の目と意識を釘くぎ付づけにし、全身を粟あわ立だたせる。


    　その時だった。トンネル内に微かすかに響いた物音を、吹芽の聴ちよう覚かくがいち早く聞き取っていた。銃じゆう口こうを持ち上げ、茴香に向かって叫ぶ。


    「新あら手てだ！」


    　告げると同時に引き金を引く。セレクターを三点バーストに設定した機関銃マシンガンの銃口から、三発の銃じゆう弾だんが立て続けに放たれ、十数メートル先──湾曲したトンネルのカーブから姿を現したレヴナントの側頭部を撃ち砕いた。


    　それを皮切りに、闇やみの奥から次々と新たな白い影が湧わいて飛び出してくる。


    　どこに隠れていたというのか──現れたレヴナントは、今吹芽が撃破した分を除いても四体。


    「とどめを頼みます！」


    「え？」


    　茴香が地面を蹴けり、小柄な体が弾丸そのものの勢いで、爆はぜた。


    　紅あかい残光を引きながら、茴香は空中で体を捻ひねり、先頭を駆かける敵の腰部を横よこ薙なぎに両断する。


    　しかしレヴナントは頭部を──正確には、その中に収まった脳のう核かくを破壊しない限り滅ほろぼせない。それ以外のどこを撃とうが吹き飛ばそうが、敵の体はたちどころに再生する。


    　そのはずだというのに、上半身だけになったレヴナントは残った腕を振り回しながら、ただもがくばかりだった。


    「レヴナントの再生能力を、無効化してるのか──？」


    　茴香は地面に降り立つと同時に、無防備な敵の足下を剣で薙いで足首から切断する。吹芽はすかさず、動きを封じられた二体の頭部を撃ち抜く。


    　だがその攻防の隙すきに、三体目が茴香の脇わきを抜けていた。敵の瞳は、茴香の十数メートル後方で援えん護ごする吹芽に狙ねらいを定めている。その手にはすでに、彼の武器を複製した機関銃マシンガンが形成されていた。


    「行かせません──！」


    　茴ウイ香カはしゃがんだまま、その剣先を敵の背中に向けた。


    　叩たたき付けるような轟ごう音おん。静音処理を施ほどこされた吹スイ芽ガの機関銃マシンガンとはまるで異なる、耳をつんざく銃じゆう声せいが響き、眩まぶしい閃せん光こうと共に、剣先に開いた溝から破壊の渦が放たれる。


    　吹芽に向かっていたレヴナントの肩から上が消失した。


    　大口径の散弾──吹芽は目を剥むく。


    　エミュレイター刀身の異様な厚みは、内部に散弾銃シヨツトガンを仕込んでいたゆえのものだったのだ。


    　茴香は刃やいばの峰側のハンドルを掴つかむ。手慣れた動作で刀身スライドを引く。がしゃん、と重い作動音。排はい莢きようされたショットシェル・ケースが霧む散さんして消える。レヴナントの骸むくろのように音もなく。


    　最さい奥おうにいた四体目は、その紅あかい瞳ひとみで茴香の駆かる武器を凝ぎよう視ししていた。


    　奪われる、と吹芽は直感する。レヴナントは視界に映るあらゆる武器をコピーする。数と身体能力で敵に大きく劣おとっている人類が、強力な兵器をむやみに使えないゆえんである。


    「────ギ？」


    　しかし、レヴナントの手の中には一向に何も現れない。


    　その隙すきに茴香の一撃で脳天を叩き割られ、最後の一体は何もできないまま消失した。


    「……複製すら、防ぐのか」


    　あまりに強力無比。だが、それにも増して吹芽の目を奪ったのは、レヴナントにも匹ひつ敵てきする茴香自身の身体性能である。鍛たん錬れんと装備で補えるレベルではない。あれが、埋まい葬そう官かん──。


    　戦闘を終え、茴香のエミュレイターが細かな粒りゆう子しとなって掻かき消えていく。


    　茴香はじっとその場に佇たたずんでいたが──その体が突然、糸が切れたように崩れ落ちた。


    「茴香ッ」


    　地面に倒れ伏した茴香に駆け寄り、体を抱き起こす。


    「ごめんなさい……以前の掃そう討とう戦せんが響いていたようです。調整が不十分でした……」


    　茴香は苦しげな呼吸を繰り返していた。額ひたいには脂汗が浮き、顔色は青褪ざめている。これ以上の戦闘は望めない。一刻も早く地下から離脱する必要があった。


    　脱力した茴香の体を抱えようとし──前方の光景に、吹芽は我が目を疑った。


    　暗くら闇やみの奥に紅い光がふたつ。まだ一体、隠れ潜ひそんでいたのだ。


    　吹芽の装備を複製した機関銃マシンガンの銃口は、すでに茴香の背中に狙いを定めている。


    「───くそッ！」


    　考える前に、吹芽の体は動いていた。茴香の体をとっさに横に突き放す。


    　死なせない、たとえ自身の生命と引き換えてでも──狙そ撃げき手しゆとして挫折し、兵士としての価値を失った吹芽の精神を支える唯ゆい一いつの矜きよう持じが、一瞬の差で茴香の生命を救っていた。


    　敵のカービンが火を噴き、吹芽の全身を５・56×45㎜ＮＡＴＯ弾の嵐あらしが叩き付けた。防弾コートに内蔵された液体樹脂で弾頭自体は食い止められても、衝しよう撃げきまでは殺し切れない。


    　次の瞬間、敵の弾たまが吹芽の右目から側頭部にかけてを掠かすめていた。眼がん窩かを砕き削そがれる嫌な感触と共に、首が勢いよく回る。視界が真っ赤かに染まり、思考力が失われる。


    　吹スイ芽ガの全身を、浮遊感が包んだ。後ろに大きく倒れ込む。受け止める地面はない。


    　奈落へと続く穴──その底へ向かって、墜おちていく。


    　数秒後。自分の肉がつぶれる音を、吹芽の耳ははっきりと聞き届けていた。


    



    　凍えそうな闇やみの底に、吹芽はひとり横たわっていた。カービンの掃そう射しやを真っ向から食らい、高所から墜つい落らくして硬い床ゆかに叩たたき付けられた体は、もはや半ば以上が死んでいる。どうにか動く箇か所しよを探ろうとして、左腕が根本から失われていることに気付く。


    　なぜ自分が生きているのか、不思議でならなかった。


    　痛みも熱も、もう感じない。ただ寒い。雪の底に埋もれているようだった。


    〈────────スイガ〉


    　だというのに〝声〟は今も鳴り響いている。乞こうように。求めるように。泣くように。


    　吹芽の生命はじき尽きる。左目のＥｙＳアイスに表示されるバイタル表示は限りなく０に近い。


    「……呼ばれ、てる……」


    　それでも、吹芽を呼び続ける誰かの〝声〟は悲しそうで──あまりに、可か哀わい想そうだった。


    　背骨は真っ二つに折れていた。腰から下の感覚はすでにない。無む惨ざんにひしゃげた右腕だけが、辛かろうじて動いた。刷は毛けではいたような血の跡を地面に引きながら、吹芽は気の遠くなるような速度で床を這はっていく。


    　奇妙な場所だった。四方に広がる遠大な空間。両端を結べば一キロは優にある。打ちっ放しのコンクリートでできた天井を、等間隔に並び立った巨大な円柱が支えている。


    　やがて辿たどり着いたのは、並び立つ円柱のうちのひとつだった。


    　何の変哲もない石柱。不思議なことに、〝声〟はその内側から聞こえていた。


    　破裂した臓ぞう腑ふから血の塊かたまりを吐き出しながら、吹芽は這い進み、右腕を持ち上げた。折れた指が、辛うじて石柱に触れる。


    　次の瞬間、幅二メートルはある巨大な石柱が、空気に溶けるように霧む散さんした。


    　ゆっくりと拡散していく粒りゆう子しの一粒一粒が蛍ほたるのような淡い燐りん光こうを放ち、石柱の原型が崩れてなくなっていく。そして残された柱の基部に、〝声〟の主ぬしは鎮ちん座ざしていた。


    　吹芽は息を呑のむ。


    　───それは、少女の遺い骸がいだった。


    　透き通った髪。酷ひどく青褪ざめた硝子ガラスのような肌はだ。閉じた瞼まぶたを彩いろどる長い睫まつ毛げ。兎うさぎの耳を彷ほう彿ふつとさせる、一対の長い耳飾り。


    　少女は座り込み、瞳ひとみを閉じたままぴくりとも動かない。


    　安らかな表情。まるで幸せな夢でも見ているような──。


    　しかしぴくりとも動かない小さな体と、その寝顔を彩る死の匂においが、すでに少女がただの物であることを雄弁に語っていた。


    　ふと気付く。少女の胸の中に、眼球大の何かが宝物のように抱かれていた。


    　暗く冷たい地下空間で、その黒い球体だけがほのかな温度を放っている。


    　寒い。寒くてたまらない。吹スイ芽ガは最後の力を振り絞って上半身を持ち上げ、その球体に向けてすがるように手を伸ばした。血にまみれた指先が、少女の胸の中の球体にようやく触れる。


    〈認証アクセプト〉


    　無機質な音声と共に、球体が浮かび上がった。吹芽の手を通り過ぎ、彼の胸の前で停止する。


    「────！」


    　瞬間、麻ま痺ひしていたはずの痛つう覚かくがありありと蘇よみがえった。


    　球体が、吹芽の皮ひ膚ふと折れた胸きよう骨こつを突き破って侵入し、胸の内側にまで食い込んだのだ。この世のものとは思えない痛みに、吹芽は右手で床ゆかを掻かきむしる。


    〈癒合ユニオン。擬ぎ似じ神経展開。《ユーザー》と《サイロ》のバイパスを再構築中──〉


    　耳元でふたたび乾いた音声。


    〈バイパス構築完了。コードネーム《54decccbd2cf1fcd8420721e8c7805de》──休止状態スリープモードより復帰します。脳のう核かくの再起動まで──一〇％──二〇％──〉


    　一瞬、音声に激しいノイズが混じった。自分の身に何が起きているのかも理解できないまま、吹芽はふたたび倒れ伏す。


    「────キィ」


    　その時、地面に密着した吹芽の聴ちよう覚かくが、不吉な音を聞き取った。


    　暗くら闇やみから現れた白い影が、吹芽と少女の遺い骸がいに向けて歩み寄ってきている。


    「レヴ、ナント……」


    　ぺたぺたと、敵の足音が近づいてくる。


    「嫌だ──まだ、何も──終わってない。あの子たちへの償つぐないも、復ふく讐しゆうも──何ひとつ……」


    　吹芽は歯を食いしばって呻うめく。こんな無意味な終わり方は認められない。


    　かつて母が奪い、そして吹芽自身が失った人々の生命に見合うだけの生命を救っていない。


    　そんな吹芽の思いなどつゆ知らず、レヴナントは吹芽の前で立ち止まると、紅あかい瞳ひとみで見下ろした。鉤かぎ爪づめのようなその手が、吹芽に向かって慈悲もなく振り下ろされる。


    〈───一〇〇％。全工程正常終了コンプリート。再起動します〉


    　同時に、空気を裂く音が響いた。レヴナントの四し肢しがびくんと震える。


    　吹芽は目を見張る。死角から、甲こう殻かく類るいの脚部にも似た鋭するどい棘とげが伸び、敵の頭部を串くし刺ざしにしていた。光の速度で急所を貫つらぬかれ、レヴナントは消しよう滅めつしていく。


    「どうして──」


    　澄んだ声が、吹芽の耳を優しく撫なでる。


    「どうして、よりにもよってあなたなの───マドカスイガ」


    　吹スイ芽ガは声の方を見る。


    　薄れゆく意識の中で最後に見たのは、先ほどまで物言わぬ骸むくろであったはずの少女の、乾いた瞳ひとみだった。

  


  
    



    02/Distortion ‐歪わい音おん‐


    



    　目覚めは唐突だった。


    　金属製の重厚な椅い子すの上に、吹芽は座っていた。四し肢しと胴体を厳重に拘こう束そくされている。吹芽の椅子を中心とした円状のフロア。周囲は分厚い金属の壁で囲まれていた。


    「三日ぶりの覚かく醒せいだな。円マドカ吹芽」


    　困惑する吹芽の背後から、抑よく揚ようのない声が響いた。足音が近づいてくる。


    　吹芽の目の前で立ち止まった長身の女性が、吹芽を見下ろす。


    「ヘルカ・カーリアイネン少佐……？」


    　金砂色の瞳と髪。氷の彫像じみた無機質な美び貌ぼう。技術試験部隊の班長──ヘルカ・カーリアイネン。茴ウイ香カたち、埋まい葬そう官かんを率ひきいていた女性だった。


    「ここはＲ・Ｅ・Ｖ本部内の隔かく離り区画だ。君たちの管理は現在、私に一任されている」


    　ヘルカの返答によって、吹芽はようやく自身の居場所を把握した。


    「ここは、コロニアの……《セブンス》の中なのか」


    　コロニアは海上各地に建造された人工浮島メガフロートであり、人類にとって唯ゆい一いつの安全地帯となる居住特区だ。そのうちのひとつである《セブンス》は、日本本土から数百キロを隔へだてた洋上に建造された大規模コロニアであり、その中心部にはＲ・Ｅ・Ｖの拠きよ点てんが設置されている。


    「円マドカ吹スイ芽ガ。自分の身に起きた出来事を覚えているか？」


    　忘れようもない。捜索任務中、地下鉄内で茴ウイ香カと共にレヴナントと交戦した。


    　埋まい葬そう官かんに与えられたエミュレイターの脅きよう威いを目まの当たりにし、そして──。


    「そうだ──僕は、なんで生きてる……？」


    「混乱するのも無理はない。君は確かに一度、生命を落としかけた」


    「それなら、どうして……」


    「現在、君の体内の〝認証装置〟が生命維持装置として働いている。それが激しく損傷した宿しゆく主しゆ──君の肉体を完全に修復した。レヴナント化するよりも先にな」


    「認証装置……？」


    「つまり、君は秘ひ匿とく兵へい装そうの回収という任務を果たしたということだ」


    　不意に、吹芽の四し肢しを封じていた拘こう束そくが解除された。ヘルカは踵きびすを返して歩き出すと、何の変哲もない壁の前に立ち止まった。


    　同時に、鋼鉄の壁面に隙すき間まが空いた。微振動と共に重い駆く動どう音おんが鳴り、壁が左右に割れていく。目の前の光景に、吹芽は思わず息を呑のむ。


    　それは巧妙に隠された隔かく壁へきだった。奥には狭い通路が伸びている。


    「ついて来い」


    　吹芽は状況すらわからないまま、歩き出したヘルカを追って通路を進んでいく。


    　道中さらに二か所の隔壁を挟んで、ふたりは開けたフロアに辿たどり着いた。


    　五〇メートル四方ほどの円形の室内だった。周囲は頑丈な壁と大量のケーブル類、いくつかのモニターでびっしりと覆おおわれており、肌はだを撫なでる空気はひやりと冷たい。


    　そしてフロアの中央には、神殿の柱を思わせる大型のシリンダーが屹きつ立りつしていた。


    「覚えておけ。今から君が目にするものは、断じて人間ではない」


    　ヘルカはシリンダーの前に佇たたずむと、温度のない金砂色の瞳ひとみで吹芽を見み据すえた。


    「君だけが使用権を有する──兵器だ」


    「？　どういう──」


    『各数値、オールグリーン。シェル解放します』


    　吹芽の疑問を掻かき消すように、スピーカーからオペレーターらしき人物の声が響く。


    　シリンダー内の各種ロックが解除される作動音が連続する。獣けものが唸うなるような低い排気音と共に、白く色づいた蒸気が噴き出し、金属板が幾重にも折り重なった多重構造シェルが、まるで蕾つぼみが開くようにして少しずつ開放されていく。


    　蒸気が晴れ、シリンダー内に格納されていた〝それ〟の全ぜん貌ぼうが露あらわになった。


    　現れたのは、美しい少女の遺い骸がいだった。ただしその手足は機械の枷かせに埋まい没ぼつしている。


    「この娘は……」


    「そう。君があの地下施設で発見し、我々が回収した秘ひ匿とく兵へい装そうだ」


    「兵装って──どう見たって、ただの女の子の死体じゃないか……」


    　ヘルカは吹スイ芽ガの反はん駁ばくを無視し、オペレーターに告げた。


    「彼女の拘こう束そくを解除しろ」


    　同時にシリンダー内でいくつもの計器が点灯した。繰り返されるアラート音と共に、シリンダー内のシート部が稼か働どうし、少女の四し肢しが機械の枷かせから解き放たれた。支えを失った少女の矮わい躯くが、ぐらりと傾き、やがてどさりと床ゆかに落ちる。


    　少女はゼンマイの切れた人形のように、うつ伏せに倒れたまま動かない。


    　しかし数秒後、吹芽は信じられない光景を目まの当たりにした。


    「──────」


    　固く閉じられていたはずの少女の瞼まぶたが静かに開き、真っ赤かな瞳ひとみが吹芽たちを見つめていたのだ。


    「……嘘うそだ。確かに、死んでいたはずだ……」


    　ならば可能性はひとつしかない。目の前の少女は、紛まごうことなきレヴナントだ。


    　しかし床に這はいつくばったまま、じっと吹芽の顔を見つめる少女の大きな瞳には、確かな理性の光と、淡い憧しよう憬けいにも似た感情の色彩がありありと浮かび上がっている。


    　驚きよう愕がくする吹芽など歯し牙がにもかけず、ヘルカは倒れ伏したままの少女に歩み寄る。


    「丸二日間、暗くら闇やみの中に閉じ込められて考えは変わったか？　──《七姉妹プレイアデス》のお嬢さん」


    《七姉妹プレイアデス》──そんな奇妙な名で呼ばれた少女は、両手を床について半身を起こしながら、消え入りそうな声で答えた。


    「否定、よ。あなたたちになんて……絶対に、協力してやらない」


    「答えは変わらず、か。非常に残念だ──」


    　挑発するでも侮ぶ蔑べつするでもなく、ヘルカの口く調ちようはあくまで淡々としていた。彼女は告げる。


    「───それではユーザーともども、君にはここで消えてもらおう」


    　瞬間、吹芽の背せ筋すじを激しい悪お寒かんが走り抜けた。


    「起動ステイク・ドライヴ」


    　祈りを囁ささやくかのような静せい謐ひつな声で、ヘルカは自みずからのエミュレイターの戒いましめを解いた。


    　一瞬の閃せん光こうと共にヘルカの手に現れたのは、白銀色に輝かがやく拳けん銃じゆうだった。獣けものの牙きばにも酷こく似じした禍まが々まがしい杭パイルが装備され、いびつなシルエットを形作っている。茴ウイ香カのエミュレイターのような質量と派は手でさはないが、彼女が全身から放つ氷のような殺意をそのまま凝ぎよう結けつさせたかのような、冷たく鋭えい利りな異い形ぎようの凶器。


    　ヘルカは流れるような動作で振り返り、その銃口を躊ちゆう躇ちよなく吹芽の胸へと向けた。


    　吹芽は目を見開く。急転した事態に対応しきれず、回避動作はとても間に合わない。


    「やめて……ッ！」


    　少女が叫び、その背中から甲こう殻かく類るいの脚にも酷こく似じした一本の触しよく肢しが飛び出した。


    　ぎぃん、と鈍にぶい衝しよう突とつ音おんが鳴り響く。繰り出された触肢の先端部は、ヘルカの鼻先で止まっていた。ヘルカのエミュレイターに装備されたパイルが、少女の一撃を受け止めたのだ。


    　吹スイ芽ガは困惑もあらわに、ヘルカに向かって叫ぶ。


    「……どういうつもりだッ!?」


    「味方につけられない以上、君たちは危険極まりない存在なのでね。よって円マドカ吹芽──速やかに君を処分し、そこの《七姉妹プレイアデス》は無期限の凍結処分とさせていただく」


    　ヘルカの宣告に、シリンダーの傍そばで膝ひざをついていた少女は表情を青褪ざめさせた。


    「ふざけないで──彼は関係ないでしょうっ！」


    「関係ないものか。さあ。どうする？　君たちに残された道は、私を排除することだけだ」


    「ふざけないで……私を……私たちを、何だと思ってるの……？」


    「役立たずの欠陥兵器だ。能書きはそれだけか？」


    　ヘルカが右手を持ち上げた。白銀の銃じゆうがぬらりとした輝かがやきを放つ。


    「──隠れて！」


    　少女は悲痛な声で吹芽に向かって言い放ちつつ立ち上がり、その背からさらに一本の触肢を発生させた。一対ついの鋭するどく長い凶器が、目にも留とまらぬ速度でヘルカに向かって襲おそいかかる。


    　絶え間なく響く金属の衝突音が、広い空間に哄こう笑しようのごとく反響する。


    「────」


    　両者の戦闘を、吹芽は茫ぼう然ぜんと見つめるほかなかった。動体視力に優れた吹芽であっても視界の端で捉とらえるのが精いっぱいである少女の斬ざん撃げきを、ヘルカは涼しい表情のまま、たった一挺ちようの銃のみで軽々とさばき続けている。


    　対する少女の方は、時間を経へるごとに疲ひ弊へいの色を濃くしていく。両足は頼りなくふらつき、その攻撃はみるみるうちに精せい彩さいさを欠いていく。


    「もう限界か？」


    　攻撃が緩ゆるんだ一瞬の隙すきをついて、ヘルカが初めて発はつ砲ぽうした。炸さく薬やくが爆はぜる音が空間に反響し、少女の左太ふと腿ももから鮮せん血けつが迸ほとばしって床ゆかを汚す。


    「あぅ……っ！」


    　少女が苦痛に悲鳴を上げ、尻しりから地面に崩れ落ちた。同時に背の触肢が崩れ、霧む散さんしていく。


    「おまえ……ッ！」


    　硬直していた吹芽の体は、ようやく動いていた。


    　事態を未いまだ飲み込めず、目の前の少女の正体すら判然としないものの──それでも彼女は間違いなく生きており、それをヘルカは吹芽もろとも排除しようとしている。


    　目の前で、誰かの生命が奪われようとしている──反逆の理由はそれで十分だった。ヘルカへの疑念は瞬時に怒りへと変じ、吹芽は全力で床を蹴けって殴りかかる。


    「……速いな。もう身体能力強化の兆候が出ているのか」


    　ヘルカの呟つぶやきを、吹スイ芽ガが繰り出した拳こぶしの風かぜ切きり音が遮さえぎった。ヘルカが大きく身を躱かわした隙すきをついて、吹芽は勢いを殺さずに駆かけ抜け、尻しり餅もちをついている少女の体を抱え上げた。


    「きゃっ!?」


    　銃じゆう声せいが響き、吹芽の足下の床ゆかが抉えぐれると同時に、ふたりはシリンダーの裏側に回り込む。


    「そんな所に隠れてどうするつもりだ？」


    　シリンダーの向こうから聞こえるヘルカの台詞せりふは泰たい然ぜんとしている。吹芽たちの状況は絶望的であった。焦しよう燥そうに絡め取られた心臓の鼓こ動どうが、彼の耳元でやかましく鳴り響いている。


    「……私を降ろして」


    　その時、胸に抱きかかえていた少女が囁ささやき、吹芽は視線を下ろす。


    「早く！　言う通りにして！」


    　今は従うほかなかった。吹芽は少女の体を背中から降ろし、シリンダーに寄りかからせる。少女は弱々しい呼吸を繰り返しつつ、憔しよう悴すいしきった瞳ひとみで吹芽の顔を見上げて告げる。


    「私を使って──ユーザー。あいつと戦うための武器を、あなたに託す」


    「何だよ、ユーザーって……君の言っている意味がわからない！」


    「──早く。あいつを倒さないと、あなたは殺される」


    　困惑する吹芽の服の袖そでを、少女は迷い子のごとく怯おびえた表情で握り締めた。そうしている間にも、ヘルカの靴くつ音おとは悠然と、退路を失った獲え物ものを弄もてあそぶような緩かん慢まんさで近づいてきている。


    　吹芽は理解もろくにできないまま頷うなずくと、膝ひざをついて少女と向かい合った。


    「ＥｙＳアイスのサブウインドウに、ショートカットが増えているわ。タップして」


    　少女に指摘され、吹芽は視界に見慣れないアイコンがオーバーレイ表示されていることに気付き、指先を重ねた。ＥｙＳアイスが指の動きを読み取り、大量のデータが視界の端を目まぐるしく通り過ぎていく。やがて、起動開始を告げるアイコンが点灯した。


    「右手を前に……！」


    　少女の指示に従って右手を上げる。胸の中心に広がる灼しやく熱ねつ。鼓動が跳ねるつど、刃物のように逆立った血液が全身を切り裂き、視界が紅あかく染まっていく。


    　同時に、少女がその身にまとった装甲のところどころに微かすかな輝かがやきが灯ともり、その胸の中心から燐りん光こうを放つ粒りゆう子しが迸ほとばしった。放出された粒子が蜜みつに群がる蝶の群れのごとく、吹芽が伸ばした右手の先で集束し、少女の体内に隠されていた〝力〟が徐々に実体を成していく。レヴナントの物質構築能力による、武器形成を彷ほう彿ふつとさせる光景。


    　しかし曖あい昧まいな輪りん郭かくでしかなかったものが明確な像を結んでいくにつれ──強烈なまでの絶望感が押し寄せるのを、吹芽は自覚せずにはいられなかった。


    「スナイパー、ライフル──」


    　吹芽は両目を見開き、愕がく然ぜんと呟いた。彼の手の中に現れたのは、白亜の長銃であった。外観はシグ社のブレイザーＲ93ボルトアクションのコピーだが、そこかしこにカスタムの形跡が見て取れる。レールにマウントされたスコープ、特徴的な形状のグリップ・ストックにバットプレート、長く伸びたバレルとその先端に取り付けられたハイダーの結合が生み出す、猛もう禽きんにも似た鋭角的なシルエット。


    「ほう……調整も不十分な状態で起動を成功させたか」


    　シリンダーの陰から悠然と姿を現したヘルカが、ふたりを見下ろした。


    　吹スイ芽ガは短い悲鳴と共に白い長ちよう銃じゆうを構え、その銃口をヘルカに向ける。彼ひ我がの距離は一〇メートル──長距離狙そ撃げき用のライフルといえど、訓練を積んだ兵士であれば外すほうが難しい距離だ。


    「手元が震えているぞ。この程度の距離だが、念のためにスコープを覗のぞいたほうがいい」


    「早く撃って！」


    　ヘルカと少女の声が混然となって、吹芽の耳の奥で溶ける。重厚なライフルの重みと、心の奥に巣食う呪のろいに絡め取られた吹芽の腕は、傍はたから見てもわかるほど無ぶ様ざまに震えていた。


    「──はぁ──は──」


    　乱れる呼吸を吹芽は必死に押さえる。


    　掌てのひらに吸い付く冷たいグリップの感触を通してありありと伝わってくるのは、吹芽が渇かつ望ぼうしてやまなかった力の、強烈なまでの気配だった。その白いスナイパーライフルには、従来の通常兵器とは一線を画かくした圧倒的な威力が秘められている。
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    　吹スイ芽ガの胸を占めるのは、願望にも似た微かすかな確信だった。


    　──今ならば、狙そ撃げき手しゆに戻れるかもしれない。


    　二年前の一件以降、スコープを覗のぞくたび、吹芽の視界は子供たちの亡霊に侵されるようになった。あの日何もできなかった吹芽の無力を、彼らはやむことなく責め立ててくる。


    　しかし確たる武力を得た今ならば、彼を苛さいなみ続ける無力感が形となった亡霊もまた、跡あと形かたもなく消え去ってくれるのではないか──。


    「僕は……ッ！」


    　萎なえかけた気力を振り絞り、吹芽は意を決してスコープを覗き込んだ。少女が調節を行おこなったのか、ヘルカとの距離に合わせて倍率は等倍に設定されている。丸く切り取られた視界、中心に浮かぶ十字線クロスヘア、撃つべき標的──懐なつかしさすら覚える光景。


    〝───久しぶり。まだ生きてたんだね、お兄ちゃん？〟


    　とたん、耳元で声がした。ぞくりと、剥むき出しの神経に氷水を流し込まれたような悪お寒かん。


    〝また戻ってきたの？〟〝今度は誰を殺すの？〟〝どうしてまだ生きてるの？〟


    　幻げん聴ちようが溢あふれ、醜みにくくただれた指が、頬ほおを、肩を、全身を撫なで回してくる。吹芽は恐怖を噛かみ殺しながら、震える人さし指をトリガーガードから外す。


    〝ねぇ、寂しいよ。───早くこっちにおいでよ、お兄ちゃん〟


    　次の瞬間、視界は青白い影で覆おおい尽くされた。


    　子供たちの亡霊が、洞うろのような眼がん窩かに苦痛と憎ぞう悪おを滲にじませて、吹芽をじっと睨にらんでいた。


    「──────ッ！」


    　ついに耐え切れなくなった吹芽は、意思と関係なくライフルを取り落としていた。たまらず嘔おう吐とし、飛び散った僅わずかな胃液が床ゆかを汚す。胸の内に、冷たい絶望感が広がっていく。


    　一方の少女は訳がわからないといった表情で、激しくえづく吹芽をただ見下ろすばかりだ。


    「終わりだ」


    　ヘルカに腹を蹴けり上げられた吹芽の体が後方に吹き飛び、シリンダーに叩たたき付けられた。


    　ヘルカは手にしたエミュレイターを翻ひるがえし、茫ぼう然ぜんとしている少女の脳天に銃口をポイントする。少女の表情が歪ゆがみ、大きな瞳ひとみが恐怖の一色に塗りつぶされていく。


    「やめてくれ──！」


    　その光景を見つめていた吹芽は、霞かすみゆく意識を必死に引き戻して叫んだ。脱力する体に鞭むち打って飛び出し、動けない少女を庇かばうようにして覆い被さる。


    　静寂が満ちる。とどめの銃声は、いつまで経たっても轟とどろくことはなかった。


    「──〝起動実験〟はここまでだな」


    　ヘルカが右手を下ろし、握られていた白銀の銃もまた細かな粒りゆう子しと化して消失していく。その瞳から、潮が引くようにして殺気が消えていく。


    「……どうして、私を庇かばったの……」


    　少女は仰あお向けに倒れたまま、怯おびえる子供のような表情で、自みずからに覆おおい被さる吹スイ芽ガに[image: ]たずねた。


    　一方のヘルカは、困惑している少女に視線を合わせると瞳ひとみを酷こく薄はくに細めて言う。


    「君の新たな担い手ユーザーは『過去』に取り憑つかれている。自身の『過去』と、母の『過去』にな。今の彼は、他者の死を見届けるくらいなら、迷わず自身の死を選ぶ。たとえそれが赤の他人であってもだ。──荒療治だったが、口で説明するよりも理解できただろう、《七姉妹プレイアデス》？」


    　吹芽はぎり、と奥歯を鳴らす。吹芽の過去も、症状も、ヘルカはすでに把握していたのだ。


    　少女の瞳が明確な憎ぞう悪おを帯びて、見下ろすヘルカを睨にらみ付けた。


    「おまえは……そのためだけにこんなことを──」


    「むろん、君たちの起動実験も兼ねていた」


    　一連の演技について詫わびることもなく、ヘルカは片手を腰に手を当てて平然と答えた。


    「このような戦い方をしていれば、円マドカ吹芽はいずれ戦場で朽くち果てるだろう。……君が協力を拒むということの意味を、今一度考えることだ」


    　フロアに静寂が包まれる。機械の低い稼か働どう音おんだけが、遠えん雷らいのごとく空間を満たしていた。


    　吹芽は咳せき込みながらもどうにか半身を起こし、ヘルカの能面を睨ねめ付ける。


    「一歩間違えれば、この娘は死んでいた……ッ」


    「死なないさ」


    　乱れた金髪を掻かき上げながら、ヘルカは倒れている少女を事もなげに見み据すえる。その視線を追って少女の脚に視線を移した吹芽は、信じられない光景に息を呑のんだ。


    「傷が、治ってる……？」


    　ヘルカに撃たれた少女の太ふと腿ももは血の跡を残すのみで、負傷はすでに治ち癒ゆしていた。


    「言ったはずだ。彼女は人間ではなく兵器だ、と」


    　見下ろす吹芽を押しのけるようにして、少女はゆっくりと上半身を起こした。その表情はすでに、目覚める前の氷めいた無表情に立ち戻っていた。


    「今一度命ずる──《七姉妹プレイアデス》。我らの指揮下に入り、特殊作戦に従事せよ。命令に従う限りにおいて、貴官と円吹芽両名の恒こう久きゆう的保護、および整備維持を保証する」


    「……肯こう定ていした」


    　気の遠くなるような沈黙を置いて、少女は短く答えた。だが言葉とは裏腹に、その声こわ音ねに滲にじむのは敵意と、それを覆い隠すほどの失意だけだ。


    「契約成立だ。ところで、君の呼称について希望はあるか？　本来ならば以前のコードネームを用いるところだが、事情が事情だ。現場に不要な混乱を招きかねない」


    　吹芽は疑問に目をすがめる。ヘルカがたびたび口にしている《七姉妹プレイアデス》という呼び名は、少女本来の名ではないようだった。


    「──ザイシャ。それ以外、許さない」


    　少女は即答した。その声が、ほんの瞬間だけ慈いつくしむような響きを帯びる。


    「仔兎ザイシヤか。いいだろう」


    　ヘルカは小さく頷うなずいて了解を示すと、吹スイ芽ガの方に向き直った。


    「本部からの辞令だ、円マドカ吹芽少しよう尉い。貴官は本日〇マル〇マル三サン〇マル時をもって、ＳＥＦセフ・第〇八分隊を離脱──同時刻をもって、ザイシャと共に我々、技術試験部隊への転属を命じるものである」


    　厳然とした口く調ちようで告げられたその言葉は、埋まい葬そう官かんへの転身を意味する命令であった。


    　待ち望んでいた瞬間であるにも拘かかわらず、吹芽の心は重苦しく淀よどんだままだった。


    



    　ザイシャが拘こう束そくされていたフロアを後にした三人は、そこからほど近い小会議室に移動した。


    　ヘルカは正面ディスプレイの前に立ち、吹芽とザイシャはＵの字に並べられたテーブルの対面にそれぞれ腰かけた。ザイシャは先ほど負った怪け我がが嘘うそのように、冷めた面おも持もちのまま浮いた脚を退屈そうに揺らしている。


    「円。君にはまず、エミュレイターについて理解してもらう必要がある」


    　ヘルカが静かに言う。芝しば居いとはいえ、つい先ほどまで生命のやり取りをしていた三人の間に漂ただよう空気は必然、重い緊張感に満ちている。


    「先の戦闘で椚クヌギや私が用いた兵へい装そう……あれこそが我々、埋葬官に与えられた対レヴナント用の特殊兵装。エミュレイターだ」


    　無骨な大たい剣けんと、鋭えい利りな刃物に彩いろどられた白銀色の拳けん銃じゆうが吹芽の脳のう裏りに蘇よみがえった。吹芽は警戒心を崩さず、眉まゆ根ねを寄せてヘルカを見返す。


    「あんなの、まるで……レヴナントの物質構築能力そのものじゃないか」


    「その認識は誤りではない。レヴナントの能力の原理は知っているな？」


    　レヴナントはＰ粒りゆう子し──一〇年前に破壊されたプシュケが地球全土に散布した微細な粒子を自在に操ることで、あらゆる無機物を生せい成せいし損傷を修復する。


    「そのＰ粒子を人工的に再現した《擬ぎ似じ粒子》と、レヴナントの能力を模も倣ほうした《擬似核かく》と呼ばれる機械をユーザーの体内にインプラントし、特殊な兵装を構築する兵装システム──それが、エミュレイターと呼ばれる兵器体系の正体だ」


    「……どんな武器でも構築できるの？」


    「レヴナントのように、目にした武器を自在に再現するわけにはいかない。形成できるのは、あくまで擬似核内のメモリーにコンパイルされたデータのみだ」


    「……つまり、設計図以外の武器は出せないわけだ」


    「その分、形状や性能は既存の兵装とまったく異なるがね。エミュレイターの機能を決定づけるのは、擬似核を内蔵した各おの々おののユーザーの思考──すなわち想像力だからだ」


    　吹芽は組み合わせた両手の指を弄もてあそび、いろいろな形に組み替えていく。


    「個人個人の脳の想像力と性能差によって、エミュレイターは形を変える。しかし、ユーザーとなれる適正者は極端に限られているのが現状だ。実体のないものを明確な形として維持するには、稀け有うな適性と優れた脳の処理能力が必要となる」


    　高度に発達した現代の科学技術をもってしても、脳機能の全容解明にはほど遠い。エミュレイターという兵器がそのブラックボックスに深く関わっている以上、吹スイ芽ガを含む適性検査で大部分の候補者が弾はじかれるのは自明の理であった。


    　ヘルカは部屋の隅に設しつらえられた椅い子すに腰かけ、すらりと長い脚を組んだ。


    「さて、ここからが本題だ。本来エミュレイターは、起動から終了までの工程をユーザーひとりの手で賄まかなえるスタンドアローンのシステムだが──君たちの兵へい装そうは、エミュレイターとは根本的に異なるものだ」


    　ヘルカはいったん言葉を切り、吹芽と少し離れた場所に佇たたずむザイシャを交互に見み据すえる。ザイシャはぶらぶらと揺らしたつま先を視線で追いかけながら、無言を貫つらぬいている。


    「それくらいの察しはついてる。僕はもともとＥ適性だった」


    「よろしい。詳細な説明は省くが──ザイシャは今から約一〇年前、暴走したプシュケに対抗するために開発された生体兵器のうちの一体だ」


    「……それを言うなら、埋まい葬そう官かんだって一種の生体兵器じゃないか」


    「そうだ。エミュレイターは、彼女たちに組み込まれた技術の模倣品デツドコピーにすぎない」


    「彼女──たち？」


    



    「《七姉妹プレイアデス》。兵装本体を内包した七機の強化人間サイロと、それを制御する七人の使い手ユーザーからなる二人一組の兵器体系であり──プシュケを撃げき墜ついして一度は戦いを終結させた者たちだ。ザイシャは、その現存する最後の一機となる」


    



    　ヘルカの乾いた声が室内に反響した。にわかには信じがたい発言に、吹芽は生なま唾つばを飲み込み、ザイシャに向かって[image: ]たずねる。


    「……君は、人間じゃないのか？」


    「否定。もととなった素そ体たいはれっきとした人間よ。けれど、私の人間だった部分は、もうこの体にはほとんど残されていない」


    「────」


    「私という個体は、生物学的にはすでに死亡しているの。今の肉体は、以前の情報を再現しただけの、Ｐ粒りゆう子しの集合体にすぎない」


    「そんなの、実験動物扱いじゃないか……！」


    　あまりに凄せい惨さんなザイシャの発言に、吹芽は目め眩まいすら覚えて声を荒らげた。、


    「急造品の私たちは、常に暴走の可能性を疑われていた。だからシステムを分割されたの。兵装を内蔵する私たちと、それを制御・使し役えきするユーザーに」


    　ザイシャは意に介した風もなく、目を伏せたまま幼おさない声こわ音ねで続ける。


    「でも、私たちの適正ユーザーとなれる人間は極端に限られていたわ」


    「それじゃあ、母さんは──」


    　吹スイ芽ガは小刻みに震える声で[image: ]たずねる。もはや答えを聞くまでもなかった。


    　残酷なまでの潔いさぎよさで、ザイシャは頷うなずいた。


    「ええ──私のかつてのユーザーはあなたの母親だった」


    　吹芽は激しい目め眩まいに襲おそわれる。これまで深く思考することを無意識に避けてきた曖あい昧まいな予感が、明確な形となって突き付けられていた。


    　一方のザイシャは、今まで退屈そうに揺らしていた脚の動きを止め、あらゆる感情が混在した奇妙な輝かがやきを、長く伸びた睫まつ毛げの奥の瞳ひとみに浮かべて言葉を重ねる。


    「私はサンカと共に、大戦末期に実戦投入されたわ。そして彼女は死に、私はあの地下で機能停止した」


    　ヘルカがふたたび口を開く。


    「現状、唯ゆい一いつとなる適正者ユーザーである君の体内には、彼女の肉体に組み込まれた兵へい装そうを制御するための鍵かぎ──すなわち《制せい御ぎよ核かく》が埋まい没ぼつしている。円マドカ燦サン華カから稀け有うな適正因子を受け継いだ君にしか、ザイシャは扱えない」


    　吹芽の肩に、正体のわからない重みがのしかかる。


    　ヘルカはザイシャに視線を移して[image: ]ねる。


    「君は自身のステータスをどこまで把握している？」


    　ザイシャは敵てき愾がい心しんをあらわにしてヘルカを睨にらみ返していたが、やがて唇くちびるを尖とがらせて答える。


    「──大戦時の損傷と九年間の放置状態で、本来の性能の八割以上を喪そう失しつしているわ。出力開放形態へのシフトチェンジは不可」


    「正確な見立てだ。我々の分析でも同様の結果が出ている」


    「……修復は可能なの？」


    「君の中ちゆう枢すう機構はブラックボックスの塊かたまりだ。当時の技術者や資料がほとんど失われている今、早急な完全修復は不可能だろう」


    　ヘルカは話を締め括くくるようにすっと立ち上がると、冷徹な視線をふたりに向けた。


    「君たちが持つのは、世界の運命を左右しうるロストテクノロジーだ。まずは、その自覚を持て」


    　ヘルカは、未いまだ衝しよう撃げきから立ち直れずに目を伏せる吹芽の眼前に歩み寄る。


    「我が班で君が担になう役割は狙そ撃げき手しゆだ。そしてザイシャは君をサポートする観測手となる」


    「僕がもう一度、狙撃手に──」


    　吹芽はその宣告を十分に予期していたはずだった。先ほどヘルカと交戦した際、あの白いスナイパーライフルが現れた時点で、選択肢はひとつしかなかったのだ。


    　であるにも拘かかわらず、今吹スイ芽ガの胸に去来している感情は、果てしない虚きよ無むと絶望であった。


    　先ほどの光景が鮮せん明めいに蘇よみがえる。吹芽の五感を支配する亡霊の怨えん嗟さが、彼が狙そ撃げき手しゆとして在あることをどこまでも否定する。二年の月日を経へても、子供たちは吹芽のすぐ背後に、片時も離れることなくまとわり付いていたのだ。吹芽が抱える無力感と罪悪感と、ひとつとなって溶けて──。


    「君たちの有する力は、レヴナントの根絶すら実現しうる。例の幻げん覚かく症状は一刻も早く克服しろ」


    　ヘルカの声には落胆も失望もない。ただ、兵士としての脆もろさを責める厳しさだけがあった。


    



    　　　◇


    



    　地上の光はすべて絶え、またＥｙＳアイスが僅わずかな光量を増幅していることで、夜空を仰あおぎ見れば満天の星空が広がっていた。


    　今ではない、いつかの任務中での光景。


    　まだ七人の子供たちを失っていない──吹芽が狙撃手であった頃の記憶だ。


    　吹芽は毛布を体に巻きつけ、スナイパーライフルを胸に抱えながら、スクラップと化したトラックの荷台の上から空を見ていた。呼吸のたび、乾いた唇くちびるから白い息が漏もれる。


    「狙撃手を長く続けていると、いつか必ず、生命いのちの負ふ荷かに耐えられなくなる瞬間が来る」


    　吹芽の隣に座るハンクは、煙草タバコの箱から一本取り出し、手慣れた動作で火を点つけて言った。


    「狙撃手は、標的の頭をぶち抜くたび、その光景を見届けなければならん。それは射手自身の心を蝕むしばんでいく。正常な人間であれば、必ず」


    「でも、僕たちが相手にしているのは動く死体だろ？　人間じゃない」


    「レヴナントが人間の成れの果てである以上は同じさ。……後方支援を旨むねとする狙撃兵と、チームで行動する歩兵では性質がまるで異なる。敵味方の銃じゆう弾だんが飛び交う最前線では、誰が誰を撃ったのかも判然としない混戦状況に陥おちいることも多い。自分が撃ったのか、味方が撃ったのかを気にかけている余裕なんて戦場にはないからな」


    　吹芽は難しい顔をして考え込んでいたが、やがて合が点てんがいったように呟つぶやいた。


    「……そうか。確かに狙撃兵は、自分が誰を撃ったのかを常に直視しなくちゃならない」


    「そうだ。よく気付いたな、吹芽」


    　ハンクの大きな手が伸び、吹芽の頭を乱暴に撫なでる。


    「もういい加減やめろって、それ……子供じゃないんだから」


    「子供だろうが。照れるなよ」


    　ハンクは口の端はに笑みを浮かべて続ける。


    「狙撃兵は戦局全体を常に俯ふ瞰かんして、定めた標的に照しよう準じゆんを合わせる。そして自分が放った銃弾が敵を抉えぐり、その心臓や脳味み噌そを撒まき散らす瞬間を、最後まで見つめ続けなければならない」


    　吹スイ芽ガは神妙に頷うなずく。狙そ撃げき手しゆとしてのノウハウを彼に叩たたき込んだのはハンクその人であった。


    「ハンクは、大戦が起こる前は、海兵隊の前ぜん哨しよう狙撃兵だったんだよね？」


    「ああ。退たい役えきしたってのに、まさか大戦に引っ張り出されるなんざ思ってもみなかったが」


    「……ハンクも、その生命いのちの負ふ荷かってやつに耐えられなくなって、海兵隊を辞めたの？」


    　ハンクは答えない。ただ遠い目を星空に向けながら、唇くちびるの隙すき間まから紫し煙えんを吐き出している。


    「ハンクの言ってることは──なんとなく、わかる気がする」


    　仲間を、生存者を救うために、吹芽は数あま多たの標的を排除してきた。精確な狙撃を成し、燃えたぎるような一瞬の高こう揚よう感かんの後にもたらされるのは、拭ぬぐい切れない虚きよ無むと痛みだけ。


    「敵を撃っても……目の前で人が死んでも、いつかは何も感じなくなるんじゃないかって──怖くなる時はたまにあるよ、ハンク」


    　狙撃という行為がもたらす冷たい歓喜。心が鈍にぶくなっていく恐怖。


    　それはいつの日か、吹芽自身を無自覚の化け物へと変える。そんな確信があった。


    　あの母親の血を──悪魔と蔑さげすまれる女の血を引いているのだから。


    「いいか、吹芽。狙撃手が自分を保ち続ける方法はふたつだけだ。心の負荷を発散する、自分だけの手段や割り切り方を見つけるか──」


    「…………」


    「あるいは、その負荷を分かち合える相棒を見つけるかだ」


    　相棒。その響きは、吹芽の胸に名めい状じようしがたい感情をもたらした。


    「いつか、おまえにふさわしい観測手でも見つかればいいんだがな」


    　観測手スポツター──狙撃手と共に、周辺監視や環境測定など様々なサポートを行おこなう役割を指して言う。


    「おまえの空間把握能力は天性のものだ。並の観測手じゃあ足を引っ張るだけだろうが──」


    「じゃあ、ハンクがやってくれればいい」


    　ふてくされた面おも持もちで告げる吹芽に、彫りの深いハンクの顔がふっと和らいだ。


    「おいおい。一四にもなって、まだ寂しいとか言うんじゃないだろうな」


    「……違うよ。ただ──」


    　──自分の隣にいてくれれば、ハンクが傷付く可能性は大幅に低くなる。


    　ハンクは吹芽にとって唯ゆい一いつ、家族と呼べる存在だった。彼が犠ぎ牲せいになることだけは、自分にはきっと耐えられない。


    「大丈夫さ。まだ死神には魅入られちゃいない。少なくとも、おまえが親離れするまではな」


    「うるさいなぁ……」


    　吹芽は釈然としない面持ちのまま、ふと[image: ]たずねた。


    「──なあ、ハンク。レヴナントは、生きていた頃の記憶があるのかな」


    　自分が撃ち斃たおしている存在は、人間の成れの果て──そのハンクの言葉が、狙撃手である吹芽にそのような疑問を浮かび上がらせていた。


    「さあな。かつての家族を手に掛ける際に躊ちゆう躇ちよする様子を見せたり、なかには短い言葉を喋しやべった、なんて報告もあるにはあるが──まあ、戦場の与よ太た話ばなしの類たぐいでしかない」


    「……だよね」


    　吹スイ芽ガは自みずからに言い聞かせるように呟つぶやくと、ふたたび夜空を仰あおぎ見た。茫ぼう漠ばくと広がる朽くちた街並みを慰なぐさめるように、空にちりばめられた星々は優しげな光を振り撒まいていた。


    



    　　　◇


    



    　泥のような眠りから、吹芽はようやく目を覚ました。


    　ベッドから身を起こす。昨夜に起動実験を終え、新たに用意された部屋に戻るやいなや、倒れ込むようにして眠りについてしまったのだ。時刻はすでに午後六時を回っていた。


    　吹芽にあてがわれた部屋は、ひとりで使うには広すぎるほどだった。清潔なクリーム色に囲まれた室内。大きなベッドやクローゼット、ソファとテーブルが置かれている。


    　洗面所で水を飲み、窓際に歩み寄って、眼下に広がる景色を望む。


    　密集する近代的な高層建築物。大量のソーラーパネルが夕日を反射して鈍にぶく輝かがやき、何層にも重なった道路の上を車両の群れが目まぐるしく走行している。発展した街並みの向こう側からは、空の朱しゆを映し出す水平線が微かすかに覗のぞいていた。


    　人々の姿が街を行き交う平穏な光景。それは久しく目にした、かくあるべき文明の営みだ。


    　ここ《セブンス》は、吹芽の名義上の所属コロニア──母国にあたる地である。しかし、最後に《セブンス》の土を踏んだのは、埋まい葬そう官かんの適性検査を受けた半年前だ。遠征任務で滅めつ多たに帰ってくることはなかったため、懐なつかしさはあまり感じない。


    　人ひと心ごこ地ちついた吹芽の頭に浮かんだのは、昨夜の出来事の数々だった。


    　技研隊──埋葬官への転属。白いスナイパーライフル。ザイシャという謎なぞの少女──。


    　あの後、ザイシャはヘルカに連れられて吹芽の前から消えた。彼女が今どこにいるのか、何をしているのか、吹芽にはわからない。


    　その時、室内ベルの音が響いた。吹芽は細い廊下を抜け、手動で玄関のロックを解除する。


    　開いたドアの向こうから現れたのは、意志の強そうな吊つり目がちの瞳ひとみの少女だった。


    「……茴ウイ香カ」


    「こんばんは、吹芽。目が覚めたと聞いたので」


    　目を丸くする吹芽に、茴香はぺこりと頭を下げた。きめ細かな黒髪が肩から滑り落ち、ふわりと漂ただよう甘い芳ほう香こうが吹芽の鼻をくすぐった。


    「……茴香も、無事で良かった」


    　吹芽はほとんど無表情と変わりない、微かな笑みと共に言う。


    「吹芽が身を挺ていして庇かばってくれたおかげで、救助が間に合ったんです」


    「それは──」


    　吹スイ芽ガは無意識に視線を逸そらしていた。一見利他的であるが、その実、根底は醜みにくい利己心にすぎない自みずからの行動にまっすぐな感謝の念を向けられ、いたたまれなくなったのだ。


    「それと、こちらが本題なのですが──ヘルカ班の一員として、新しい同僚にご挨あい拶さつを」


    「あ、そうか……」


    　差し出された茴ウイ香カの右手を見て、吹芽は今さらのように思い出す。ヘルカ・カーリアイネンの指揮下に入るということは、茴香と同じ隊に属するということでもあるのだ。


    　差し出された小さな手を、吹芽は少しの間見つめ、おずおずと握り返した。


    「年の近い後輩ができて嬉うれしいです。……ところで夕食はとりました？」


    「いや、まだだけど……」


    　昏こん睡すいから目覚めてからというもの、吹芽は一度も食事をとっていない。自覚したとたん、空腹が限界に達していることに気付く。


    「ではご一緒しませんか？　自己紹介も含めて、いろいろとお話も」


    　我が意を得たりとばかりに、茴香は両手を合わせて微笑ほほえんだ。


    「いや、でも──」


    「？　どうしたんですか？」


    　向けられる無防備な茴香の笑え顔がおに、吹芽は顔をしかめて溜ため息いきをついた。同僚とは距離を置くよう、普段から心がけているにも拘かかわらず、断ことわるタイミングを完全に見失っていた。


    「……着替えてくるから、ちょっと待ってて」


    　吹芽は頭を掻かきむしりながら、今日一日だけだと自分に言い聞かせた。


    



    「そういえば、これまで吹芽の姿を見かけたことはありませんでしたね」


    　隣を歩きながら[image: ]たずねてくる茴香に、吹芽は小さく頷うなずく。


    「うちの隊は、本土の駐ちゆう屯とん基地と任地の往復がほとんどだったから。たまの休暇や訓練以外じゃ、あまり《シャフト》には立ち寄ってないんだ」


    　シャフトとは、広大な敷地を持つ《セブンス》の中心部に屹きつ立りつする超高層多層構造施設である。巨大な円柱状の建物内にはＲ・Ｅ・Ｖの各施設や、コロニアの中ちゆう枢すう機構が内包されている。


    「では、シャフト内の構造についてはあまり詳しくないんですね？」


    「まあ、うん。そうだけど……」


    「わからないことがあったら、何でも[image: ]きいてくださいね……！」


    　茴香はなぜか嬉き々きとして、吹芽の顔を覗のぞき込んでくる。吹芽よりも僅わずかに上うわ背ぜいがあった。


    「茴香。もしかして君……後輩ができて、はしゃいでるの？」


    　ストレートな吹芽の物言いに、茴香が顔を真っ赤かにする。


    「は、はしゃ……って違います！　先輩として純粋にっ、力になりたいと思っただけです！」


    　茴香は単純に、面倒見の良い性格なのだろうと吹芽は気付く。自分がまだ狙そ撃げき手しゆであった頃にも、よく似たタイプの仲間が分隊にいた。今はもうこの世にいない。


    　数分後、吹スイ芽ガたちは、シャフト内のＲ・Ｅ・Ｖレヴ隊員専用食堂に到着した。夕食時だが利用者の姿はない。無人のカウンターに備え付けられた端末のパネルに触れた数秒後には、湯気の立つ食事が自動調理機から出てくる。ふたりはそれぞれのトレイを手に、窓際の席に腰掛けた。


    　自動調理された合成食材の味気なさは知っているが、吹芽はもとより食にこだわりがあるほうではない。空腹に苛さいなまれている今となっては、でき立てであるだけでもありがたい。


    「──おいおい。マジでおまえ生きてたのかよ」


    　ふたりが食事を口に付けようとした瞬間、せせら笑う声が食堂に響き渡った。


    「……桐トウ耶ヤ」


    　食堂の入り口に、第〇八分隊の現・狙そ撃げき手しゆ──瀬セ名ナ桐耶が立っていた。その背後には見知った分隊のメンバーもふたりいる。神経質な桐耶の瞳ひとみが、茴ウイ香カの方に向く。


    「さっそく仲良くお食事か？　分隊から抜けるってのはハンクから聞いてたが、おまえが埋まい葬そう官かんになったってのは本当だったんだな」


    　表情を強こわ張ばらせる茴香を尻しり目めに、桐耶の背後にいた分隊員のひとりが口を開いた。


    「確かに見たぜ。地下から運び出されてきたおまえ、瀕ひん死しだったじゃねえか。……あれで生きてて、しかももうピンピンしてるなんてな──つくづく化け物だぜ、埋葬官ってやつは」


    　桐耶たちが足音を立ててテーブルに歩み寄ってくる。


    「それなら吹芽、なんてことはねえ──」


    　桐耶は吹芽のトレイを掴つかみ上げると、中身をテーブルの上にぶちまけた。


    「化け物になったおまえは、もうメシなんざ食わなくても平気だよな？」


    「おいおい桐耶、せっかくのエサがもったいねえだろォ？」


    　桐耶たちの嘲ちよう笑しようが重なり合って響く。差別と罵ば倒とうと侮ぶ蔑べつの入り交じった笑い声。


    「悪魔の息子が化け物になっちまうなんて、世の中はうまくできてる。なぁ、吹芽ぁ？」


    「何が言いたいんだ、桐耶」


    「いいご身分だな、っつう話だよ。埋葬官ってのは適性倍率も相当厳しいんだろ？　──スコープを覗のぞけなくなったゴミクズでも、天才は天才だったってわけだ」


    　蔑さげすむ桐耶の声に滲にじむものは、明らかな劣れつ等とう感かんと嫉しつ妬とだった。吹芽は頬ほおを拭ぬぐいながら言う。


    「……桐耶だって優れた狙撃手だ。それは、隊の皆が知ってるだろ？」


    「ああそうさ。──俺おれより二つも年下だったテメエが狙撃手として残した数々の武ぶ勲くんに比べりゃ、糞くそみてえなもんだけどなぁッ！」


    　桐耶の拳こぶしが吹芽の頬を打ち据すえた。吹芽は椅い子すから転げ落ちる。


    「──いい加減にしてくださいッ」


    　先ほどからこらえるように拳を握り締めていた茴香が、ついに椅子を倒して立ち上がった。倒れた吹芽を助け起こしながら、頭ひとつ分も上うわ背ぜいのある男たちを怯ひるむことなく睨にらみ付ける。


    「あなたたちは最低です！」


    　桐トウ耶ヤは大げさに肩をすくめてみせる。


    「この間の作戦でエミュレイターとやらをナマで見て、埋まい葬そう官かんが蔑さげすまれる理由がわかったよ。敵の能力を使う味方なんざ、いつ暴走するかもわからねえ──レヴナントのまがいモンが」


    　桐耶に同調した仲間たちが、嘲ちよう笑しようを漏もらしながら吹スイ芽ガと茴ウイ香カを見下ろす。


    　茴香の瞳ひとみが怒りの一色に染まっていく。


    　いち早く察した吹芽は素早く茴香の手を掴つかんで止めた。


    「なぜ怒らないんです、吹芽！　こうまで言われて……どうしてっ」


    「だめだ、茴香」


    　どうして──その言葉の先に続く疑問は、吹芽にも容易に予想がついた。黙って耐えるしかないこともわかっている。悪魔の息子として、長らく虐しいたげられてきた吹芽には茶さ飯はん事じだった。


    「お、盛り上がってんなぁ」


    　不意に、軽けい佻ちような声が食堂内にこだました。全員が声の方に振り向く。


    「俺おれもちょっと混ぜてくれよ」


    　食堂の入り口に、ひとりの青年が佇たたずんでいた。明るい色に染めた髪。戦場にはとても似つかわしくない優やさ男おとこの風ふう貌ぼう。歩み寄ってくる青年に、吹芽は見覚えがあった。前回の任務の際、ヘルカと茴香と共に任地に訪れた埋葬官だった。二脚型機動兵へい装そう──ＦＭＳのパイロットスーツを着ていた人物である。


    「……珊サン瑚ゴ」


    　茴香が目を丸くして青年の名を口にした。


    　珊瑚と呼ばれた青年は、にやにやと人を喰くったような笑いを浮かべている。


    　〇八分隊員のひとりが珊瑚の目の前に歩み寄り、憎々しげに目を剥むく。


    「てめえも埋葬官だったな……あの黒いＦＭＳ、特別仕様機らしいじゃねえか。羨うらやましいもんだ。硬い装甲シエルと仲間の盾たてに守られて、埋葬官様は後方でのんきにシューティングゲームか？」


    「耐久性は一般機とそう変わらないさ。何なら、あんたもパイロット志願してみたらどうだ？」


    　珊瑚は飄ひよう々ひようと答え、罵ば倒とうの主ぬしは苛いら立だたしげに舌打ちで返す。


    　桐耶はそんな仲間を押しのけ、珊瑚の鼻先まで顔を近づけて挑発する。


    「どうせおまえもレヴナントまがいの化け物なんだろうが？　だったら貴重な軍用ＦＭＳは人間サマに譲ゆずって、前線で暴れ回ってろよ」


    「あいにく、そいつは俺が決めることじゃないんでね」


    　珊瑚はポケットに手を入れたまま、あくまで笑みを崩さない。ついに苛立ちをあらわにした桐耶が、珊瑚の胸元を掴み上げて怒鳴った。


    「──てめえらのそういう態度だよ。自分たちは特別だって顔をしてやがる。俺の──俺たちの苦労も知らずにッ」


    　ハンク率ひきいるＳＥＦ第〇八分隊の主な役割は、大きく分けてふたつある。ひとつは人命救助。そしてもうひとつは、レヴナントに占領された陸地の先行調査である。


    「テメエらが快適にレヴナント退治に勤いそしめるのは、俺おれらの露つゆ払いがあるからだろうが！」


    「そいつは感謝してるさ。あんたらがレヴナントの分布状況や、大戦の戦せん禍かで変容しちまった各地域を先んじて調査してくれてるおかげで、俺たちは生きていられる。本心だぜ」


    　こめかみを震わせている桐トウ耶ヤに向かって、珊サン瑚ゴは怯ひるむ様子もなく言葉を重ねる。


    「で、そんな歴戦の男三人が、こんなガキふたりをイビってご満悦か？」


    「なんだと？」


    　桐耶の顔は、怒りを通り越して無表情に近くなっていた。


    　珊瑚は自身の胸ぐらを掴つかむ手を引き剥はがすと、言葉もなく見守っていた吹スイ芽ガと茴ウイ香カの腕をそれぞれ掴んだ。そのまま食堂の出口に向かって歩き出す。


    「ちょっと、珊瑚!?　離してくださいっ！」


    「ひとりで街に繰くり出すのは寂しいんでね。悪いがこいつら、借りていくぜ」


    　出口の扉とびらの前で立ち止まり、珊瑚は怒りの形ぎよう相そうを浮かべている桐耶たちに向かって軽い口く調ちようで告げる。そうして三人は食堂を後にした。


    　閉まったドアの向こうから、テーブルを蹴けり飛ばす激しい物音が響き渡った。


    



    　茴香は自分の腕を掴んでいた珊瑚の手を振り払うと、通路の真ん中で肩を怒らせる。


    「どうして邪魔をしたんです！」


    　茴香の剣幕に、珊瑚は面倒くさそうに顔をしかめる。


    「とは言っても、あのままやり合ってたら危あやうく謹慎処分だぜ、茴香チャン？」


    「そんなことは……ありません。それくらいわきまえています」


    「いや、間違いない。新入りもそう思うだろ？」


    　気まずそうに目を逸そらす茴香を尻しり目めに、珊瑚は吹芽の顔を見て[image: ]たずねる。


    「……うん。茴香はお淑しとやかに見えるけど、意外と直情型だ」


    「だはは！　そら見ろ、新入りにまで見透かされてやがる！」


    　茴香がみるみる顔を赤くする。


    「吹芽まで……っ。──もう！」


    　茴香は怒り心頭といった面おも持もちのまま、いじけた子供のように片かた頬ほほを膨ふくらませている。


    「ま、怒りっぽいのは腹が減ってるからだろ」


    　茴香の背中をべしべしと叩たたきながら、珊瑚は皮肉っぽく笑った。


    「というわけでだ。今からお兄さんがいいところに連れていってやる。外出許可、申しん請せいしようぜ」


    



    《セブンス》は大きく分けて、上層と下層の二階層によって構成されている。限られた面積内に、より多くの人口を収容するためである。


    　本部に外出申しん請せいを出し、シャフトから下層区域に出た三人は、珊サン瑚ゴを先頭にして、密集した建物の隙すき間まを縫ぬうように進んでいく。上層のプレートに天井を覆おおわれているため、下層からは空が見えない。代わりに上空を包む大型スクリーンが、擬ぎ似じ的な夜の闇やみを映し出していた。


    　歩を進めるごとに、周囲の景色は次第と猥わい雑ざつな雰ふん囲い気きを帯びてくる。アルコールや生ごみの臭においに満ちた路地は様々な人種の人々で混み合い、喧けん騒そうと怒声は一秒たりとも絶えることがない。明めい滅めつするネオンの極ごく彩さい色しきが目に痛い。


    　人混みを抜けて辿たどり着いた先は、薄暗い路地の一画だった。珊瑚が向かう先には小さな建物がある。看板には『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』と流麗な筆記体で描えがかれている。バーらしいが、先の煌きらびやかなネオンの群れに比べれば、あまりに慎つつましやかな店構えである。


    　珊瑚が木製の扉とびらを押し開けたとたん、古めかしいカウベルの音が鳴り響いた。


    「あら、珊瑚くん。いらっしゃーい」


    　店員らしき女性は店内を清掃する手を止めると、明るい笑え顔がおで三人を出迎える。


    「ちわっす。海ミ星ホシさん、奥の四人がけ空いてる？」


    　海星、と珊瑚に呼ばれたうら若い女性は、親指と人差し指で輪を作る。


    「まだ七時過ぎだし、全然がらがらだよ。今日はお友達連れ？」


    「同僚す。せっかくの新入りに、この娘が犬のエサ与えようとしてたんで……」


    「人聞きが悪すぎます！」


    　珊瑚の後ろから、茴ウイ香カが抗議の声を上げる。


    「ま、おふたりとも初めましてー。マスターが腕を振るうから、たくさん食べてってねー」


    　初対面の吹スイ芽ガと茴香に対しても、海星は裏表を感じさせない笑顔を向ける。


    「三名様ごあーんなーい！」


    　薄暗い店内に三人は踏み入る。バーカウンターの奥では、ロマンスグレーの髪を後ろに流した初老のマスターが黙々とグラスを磨いていた。珊瑚の気安い挨あい拶さつに、マスターは黙礼だけで応える。通された先は、バーカウンターを越えたところにあるソファだった。吹芽は茴香と隣り合って座り、テーブルを挟んで対面に珊瑚が腰掛ける。


    「──珍しい内装だね」


    「味があるだろ？　旧時代の風ふ情ぜいってやつよ」


    　ぽつりと漏もらした吹芽の呟つぶやきに、珊瑚が片かた眉まゆを上げながら答える。壁に所狭しとかけられたダーツボードやタペストリー、英語表記のナンバープレート。部屋の隅には古めかしい電子オルガンやジュークボックスが鎮ちん座ざましましており、狭苦しいスペースをさらに圧迫している。雑多な店内ではあるが、汚らしさは不思議と感じない。


    「何でわざわざこんな所に……」


    　茴ウイ香カは緊張に背せ筋すじを硬くしつつ、恨みがましい視線を珊サン瑚ゴに向けている。


    「さっきも言ったろ。せっかくの新入りの歓迎をだ……食堂のクソまずい合成フードで済まそうってのはどういう了見だ」


    「吹スイ芽ガは病み上がりでしょう。それに、食堂のメニューの何が悪いんですか。ねえ、吹芽？」


    「僕は別に、どこでもいいんだけど……」


    「バカ、おまえら。あれは食い物じゃねえよ。生命維持のための栄養源だ」


    「はぁ……何が違うんです」


    　わからないという顔をする茴香の鼻先に、珊瑚は人差し指を突き付けつつ力説する。


    「栄養は摂とるもの。食事は味わうものだ。義務と娯楽を一緒くたにするのは人生の損害だぜ」


    「この時世に贅ぜい沢たくなことですね」


    　いかにも興味ないといった表情を浮かべる茴香に、珊瑚はやれやれと肩をすくめる。


    「せっかく命懸がけで高給の仕事に就ついてんだ。宵よい越ごしの金なんざ、重荷になるだけだっつの」


    「残念ですが、わたしはもっと有意義な使い道を心得ていますので」


    「ふたりとも……とりあえず、何か頼まない？」


    　ふたりのやり取りを尻しり目めに、吹芽はうんざりした気分で進言した。空腹は限界を迎えている。


    「呼ばれて飛び出てじゃじゃじゃじゃーん。注文どうぞー」


    　水の入ったグラスと共にやって来た海ミ星ホシに、珊瑚は待っていましたとばかりに大量の注文を次々と告げていく。海星は嬉き々きとしてカウンターへ駆かけていった。


    「ずいぶんと景気よく注文していましたけど……もちろん、珊瑚の奢おごりですよね？」


    「当ったり前だ。わざわざ連れてきた店で、割り勘なんてたるいこと言うかぁ」


    　珊瑚は半眼で睨にらむ茴香の視線を受け流して吹芽に向き直ると、人懐なつっこい笑みを浮かべた。


    「つーわけで、倉クラ守モリ珊瑚だ。よろしくな」


    「円マドカ吹芽。よろしく」


    　差し出された手を吹芽は握り返す。


    「話は聞いたぜ。こないだ、うちのアイドルを体張って守ってくれたってな」


    「アイドルになったつもりはありませんけど……」


    　茴香が表情を困惑させる。吹芽は小さく首を横に振り、珊瑚に向かってぽつりと言う。


    「それより珊瑚。さっき、ありがとう」


    「さっきの食堂のことか？　あー、気にすんな気にすんな。──というか、あの場で俺おれに感謝すべきは茴香の方だよな」


    「……わかっています。感謝もしています。一応は……」


    　じろりと向けられる珊瑚の視線に、茴香は不機嫌そうに唇くちびるを固く結ぶ。


    「あの手の連中に絡まれるのはいつものことだろ。いい加減慣れてくれよなぁ……」


    「だって、あんな言い方あんまりです。わたしはともかく、吹芽のことまで──」


    「連中の言い分はめちゃくちゃだが、心情は察してやれよ。元ＳＥＦの吹スイ芽ガならわかるよな？」


    「……うちの隊は人員の損そん耗もう率りつが特に高かったから、みんな余裕がないんだ。ごめん、茴ウイ香カ」


    　茴香は相変わらず肩を落としている。自分の行動が短絡的だったという自覚はあるのだ。


    「ま、気持ちはわかるけどよ……」


    「そうです！　だいたい何なんですか、あの人たち！　そもそもこの間の捜索任務のときから──」


    　珊サン瑚ゴのフォローを皮切りに、茴香は感情に任せるがまま桐トウ耶ヤたちの物言いから態度から、果てには容よう姿しに至るまでの愚ぐ痴ちと罵ば詈り雑ぞう言ごんを延々と並べ立て始めた。珊瑚はやってしまった、とでも言いたげな表情で吹芽に耳打ちする。


    「……わりい、吹芽。スイッチ入れちまった。こうなると長いんだわ」


    「──大丈夫。もう空腹で気が遠くなってきてるから、そんなに苦じゃないよ」


    　茴香の怒声をＢＧＭに、ふたりはただ黙って料理の到着を待つ。


    「はいはーい。お待ちかねで、しかもお待ちどうさまだよー」


    　やがて海ミ星ホシが、明るい笑え顔がおと共に料理を持って現れた。


    「あの……これ、お酒を飲むためのお店で頼む食事量ではないのでは……」


    　我を取り戻した茴香の声は、完全に引いている。様々な具材で色鮮あざやかに彩いろどられたピザに、トマトソースとチーズの瑞みず々みずしい香りを振り撒まくパスタ。他にも大量のメニューが隙すきなく脇わきを固め、テーブル一面を覆おおっている。


    　最後に人数分のドリンクを配膳し、海星は「ごゆっくりー」と厨ちゆう房ぼうの奥へ消えていった。


    　注文が出で揃そろい、珊瑚はもったいぶるような笑みを浮かべる。


    「さぁて、いいかふたりとも。これが食事だ。これが娯楽だ。神が人にだけ与え給たもうた特権だ。それを理解したら、あんな合成食材を適当に刻んで混ぜて温めただけのシロモノとの格の違いを噛かみ締めながら……っておいこら、黙って食うなテメエら！」


    　──衝しよう撃げき、であった。


    　吹芽とて、レーションやら簡易な合成食材だけを食べて育ってきたわけでは無論ない。確かにここ二年ほどは任務と訓練以外のことなど頭になく、生まれた境遇や時世もあって贅ぜい沢たくな食生活を送ってきたわけでは決してないが、少なくともハンクと出会ってからはまともな料理の味も覚えたし、極度の飢えとも不満ともほぼ無縁の日々であった。


    　しかしそれらを差し引いても、目の前に並ぶ料理はいずれも紛まがうことなき絶品であった。


    「口に詰め込みすぎだっつの！　ぜってえ味わかんねえだろそれ！　あと食ってばっかいねえで感想くらい述べろ、それを聞きたくてわざわざ連れてきたんだぞぅ！」


    「むあいうまい」


    　咀そ嚼しやくを止める時間すら惜しく、吹芽は頬ほおを大きく膨ふくらませたままぞんざいに答える。


    「味わえよ……ッ！」


    　一方の茴ウイ香カも、熱々のソーセージを頬ほお張ばりながら幸せそうににやけている。


    「美お味いしい……！　ところで珊サン瑚ゴ？　早く食べないと全部なくなっちゃいますけど？」


    「奢おごられてる人間の台詞せりふか！」


    　珊瑚の悲痛な叫びが店内に響いた。


    



    「あぁ……もう、お腹いっぱいです」


    「うん。美味しかった。ごちそうさま、珊瑚」


    　幸せそうに両手を合わせる茴香の言に、吹スイ芽ガもソファにもたれかかりつつ同意する。久々に人間らしい幸福にありついたと、吹芽は素直に感じていた。


    「珊瑚はあまり食べませんでしたね。食欲不振ですか？　あとごちそうさまでした」


    「何てことねえよ。皆まで言うな。喋しやべるな。黙れ」


    　死んだ魚の目をした珊瑚が見つめる先は、追加注文に次ぐ追加注文によって積み上げられた大量の皿か、それとも積み重なっているであろう大量の明細クレジツトか。


    「うふふ。他人のお給金でいただくご飯、美味しかったです」


    「清純な笑え顔がおで黒いこと言ってんじゃねえよ……」


    「あら、埋まい葬そう官かんは体が資本ですよ。食べられる時に食べておかないと」


    「だァから、そりゃただの栄養補給だ！　本気で俺おれの話聞いてなかったんだな！」

  


  [image: ]


  
    　ふたりの掛け合いを眺めていた吹スイ芽ガは、知らず頬ほおが緩ゆるんでいることに気付いた。目の前で繰り広げられる、仲間同士の屈くつ託たくのないやり取りに、懐なつかしさと安あん堵どを感じているのを自覚する。


    「それにしても、吹芽──おまえ、よくあの重傷から数日ぽっちでここまで回復したもんだな」


    　気を取り直した珊サン瑚ゴが、神妙な顔つきで吹芽の顔をじっと見つめた。


    「ちょっと、珊瑚……そんな言い方」


    　不ぶ躾しつけな珊瑚の物言いに対して怒りをあらわにする茴ウイ香カを、吹芽は視線で制して答える。


    「自分でも驚いてる。致命傷のはずだった。……埋まい葬そう官かんっていうのは、みんなああなのか？」


    「んなわけねえさ。多少の負傷であれば、しばらくじっとしてるだけで治ち癒ゆするが……こないだのおまえさんの有あり様さまは正直、それ以前の問題だ」


    　珊瑚の言葉を引き継いだのは、慄りつ然ぜんとした表情の茴香だった。


    「埋葬官の体内には、エミュレイターを形成するための擬ぎ似じ粒りゆう子しが充じゆう填てんされています。それが全身に行き渡ることで、身体能力の上昇や治癒力の増強といった恩恵がもたらされますが──」


    　茴香の戦闘を吹芽は思い出す。彼女の身体能力は、人間の域を遥はるかに超えていた。


    「あの時の吹芽の負傷では、とてもではありませんが──生還は望めませんでした」


    「伝説の兵器たる《七姉妹プレイアデス》の面めん目ぼく躍やく如じよってところか。俺おれたちとは一味違うってワケだ」


    《七姉妹プレイアデス》──珊瑚の口から放たれたその単語に、吹芽はソファの合皮を握り締める。かつて円マドカ燦サン華カと共に大戦に参加し、プシュケと、それが率ひきいるレヴナントと戦い抜いた者たち。


    「珊瑚！　いくらなんでも喋しやべりすぎです……！」


    　茴香がテーブルを叩たたいて立ち上がった。カウンターで飲んでいた客たちの視線が集中し、茴香は恥ずかしそうに俯うつむきながら着席する。珊瑚は苦笑しつつ、人差し指を唇くちびるに当てている。


    「いいだろ別に。いずれ班内で共有される情報なわけだし──それに吹芽だってもう、大方のことはヘルカ班長から聞いてんだろ？」


    「正直、今もわからないことだらけだけど……」


    　試しに吹芽と珊瑚は互いの情報を交換したが、昨夜ヘルカの口から聞かされた以上の情報を、珊瑚は有していなかった。苦い顔を浮かべている茴香も同様である。


    「ま、あんなちっこい女の子が秘ひ匿とく兵へい装そうだなんて呼ばれてて、かつてプシュケと戦って世界を救いましたなんて、実感の湧わく話じゃないよなぁ」


    「……もう初回起動は済ませたのですか？」


    「うん。──少なくとも形状は、普通のスナイパーライフルだった」


    　茴香の質問に吹芽は答える。もっともまだ一発も撃っていない現状では、あの白亜の長ちよう銃じゆうにどのような機能が隠されているのか、吹芽には察しもつかない。


    　同時に吹芽は、あの奇妙な兵装を身に宿した少女──ザイシャのことを思い出す。円燦華と、共に大戦を戦い抜いたという生物兵器。


    　あの少女と、もう一度会いたいと吹芽は強く思った。自みずからの在あり方の方向性を決定づけた罪人の──今は悪魔と呼ばれ蔑さげすまれる母親の、謎なぞに覆おおい隠された過去を知るであろうザイシャと、もっと話してみたいと。


    「スナイパーライフルか──まあ、対レヴナント向けの武器ではねえな」


    　顎あごに手を当てながら呟つぶやいた珊サン瑚ゴに、茴ウイ香カが頷うなずいて同意を示す。


    「確かにレヴナントと戦うにあたって、精密狙そ撃げきは有効な戦術ではありませんね。人間と違ってヘッドショット以外では斃たおせませんし、動きも機敏ですし……接敵されればなすすべがない」


    「──だが、それがあの円マドカ吹スイ芽ガの精密狙撃ってんなら、話は別だ」


    　にやりと笑う珊瑚の言葉に、吹芽は驚いて顔を上げる。


    「……僕が狙撃兵だったことを、知ってたの？」


    「Ｒ・Ｅ・Ｖのデータベースでちょろっとな」


    　珊瑚は何でもないことのように片手を振って言うものの、Ｒ・Ｅ・Ｖ構成員一人ひとりの情報はプロテクトされており、権限を持つ者以外の閲覧は基本的に不可能である。


    「珊瑚。もしかして、またハッキングしたんですか……？」


    　茴香は両目を半眼にし、じとりと珊瑚を睨にらみ付ける。


    「いいだろ、こうして本人にカミングアウトしてるわけだし。それに、稀き代たいの天才狙撃手──その栄光と挫折って響きは、背中を預ける仲間としちゃあ気になる話ではあった」


    　無遠慮な珊瑚の物言いではあったが、そこに侮ぶ蔑べつや嘲あざけりの響きはない。


    「ただ、どうにも詳しい情報がなくてな。吹芽さえ良けりゃ、理由をお聞かせ願いたいね」


    「ですから……っ！　どうしてあなたはそんなに無神経なんですか！」


    　苦渋の色を瞳ひとみに浮かべる吹芽に代わって、茴香がまたしても怒声を上げ、店内の迷惑そうな視線が集中する。茴香は泣きそうな表情でしおしおと身を縮めると、吹芽の耳に唇くちびるを寄せた。


    「吹芽、無理に答えなくていいです。元技術者なんて、デリカシーがない人ばっかり……」


    「いや……任務につく前に、話す機会ができて良かったと思う」


    　吹芽は暫しばらくの間沈黙していたが、顔を上げてふたりの目を見つめ、そして言う。


    「二年前、狙撃兵だった僕は、保護対象だった七人の子供たちを死なせた──」


    　珊瑚と茴香から表情が失うせていく。


    「それ以来、スコープを覗のぞくと彼らの亡霊が現れるようになった。彼らは耳元で僕に囁ささやきかけてくる……おまえもこっちに来いってさ」


    　自じ嘲ちようの笑みが吹芽の口元を歪ゆがめる。


    「おまえが前衛に転向したのはそれが理由か。それ以降、負傷率が急激に跳ね上がっていた」


    「……長距離狙撃以外の才能がなかっただけだよ」


    〝君の新たな担い手ユーザーは『過去』に取り憑つかれている〟──昨夜ヘルカが放ったその言葉が、吹芽の耳の奥で呪じゆ詛そのごとく鳴り響く。


    「わかっただろ。狙撃手としても、埋まい葬そう官かんとしても、僕は役立たずだ」


    　吹スイ芽ガは自みずからの胸に手を当てる。体内にある異物──強力な生体兵器の〝鍵かぎ〟と、その身に常じよう軌きを逸いつした暴威を宿し、かつて母と共に大戦を戦い抜いたという小さな少女のことを思う。


    「……九年前、円マドカ燦サン華カ──僕の母さんが引き起こした大量殺さつ戮りくは、状況的に見て間違いなく、《七姉妹プレイアデス》を使って行おこなわれたものだ。きっと僕はどのような形であれ、いつか茴ウイ香カたちを……仲間を殺してしまうかもしれない」


    　それが役立たずの無力な狙そ撃げき手しゆとしての〝見殺し〟となるか、それとも過か剰じような力を御しきれなかった果ての〝殺戮〟となるか──いずれにせよ、自分はいつか仲間に害をなす。


    「だからもう、任務以外で僕には関わらないでほしいんだ。……頼むから」


    　その一言を新たな仲間に告げるために、彼は今日、この誘いに応じたのだ。


    　もう目の前で、知っている誰かが死ぬのは嫌だ──そんな弱音を、吹芽は辛かろうじて飲み込んだ。他人の情に訴えるような物言いをしたくはなかった。


    　珊サン瑚ゴと茴香は口を挟まず、じっと話に聞き入っている。


    　これでいい、と吹芽は自分に言い聞かせる。これまでもそうしてきたのだと。とうに捨てたはずの感情──仲間のことを知り、信頼を委ゆだねるという気持ち。二年前の分隊員たちや、死んだあの子たちのような存在を得られるかもしれないという、密ひそかな期待を打ち捨てる。


    「……え？」


    　しかし吹芽は、間の抜けた声を漏もらしていた。この場から去ろうと立ち上がった腕を、茴香にがっちりと掴つかまれ、引き止められていた。


    「あの、言いたいことだけ言って帰ろうとしないでください」


    「──なんで怒ってるんだよ」


    　瘴しよう気きめいた怒気を全身から発している茴香に、吹芽はおそるおそる問いかける。彼女は掴んだ吹芽の腕を無理やり引っ張ってソファに座らせると、細い眉まゆを逆ハの字に吊つり上げた。


    「勝手に自己完結しているからです。……もっとわたしたちを信頼してください」


    　茴香は右耳のピアスを指先でいじりながら、一瞬視線を落とす。


    「わたしたちは埋まい葬そう官かんです──普通にはない力を持っています。仲間のひとりやふたり、ちゃんとフォローしてみせますから」


    　答えあぐねている吹芽に向かって、珊瑚は鷹おう揚ように腕を組みながら笑う。


    「このご時世、誰だってキツい過去のひとつやふたつ抱えてるっての。おまえのはまあ、ちょっとばかし重いが──だからって、仲間にまで妙な気を使う必要はねえだろ。なあ、茴香？」


    「吹芽のプライベートを暴いた人が賢さかしげに言わないでください。あと早くお会計済ませてきてください」


    　ぴしゃりと茴香に釘くぎを刺され、珊瑚は消沈の面おも持もちでカウンターへと向かっていった。


    「これがわたしたち──技研隊・ヘルカ班です。うまくやっていけそうですか？」


    　固まっていた吹芽の顔を、茴香が覗のぞき込みながら[image: ]たずねてくる。


    「……わからない」


    　吹スイ芽ガは正直に答えた。


    「だけど、茴ウイ香カのことも珊サン瑚ゴのことも嫌いじゃないよ」


    　煮え切らない吹芽の返答であったが、それでも茴香は心底嬉うれしそうに目を細めた。


    



    　上層区域に戻る前にふたりと別れた吹芽は、下層区域の一般居住区画──その片隅に建つハンクのマンションへと向かっていた。


    　最上階に辿たどり着いた吹芽は、軋きしむドアを開けて中に入った。短い廊下を渡り、汗と煙草タバコの臭においが染み付いた狭いリビングに辿り着く。照明は点ついていなかった。


    「やっと起きたのか」


    　背後から低い声が聞こえ、吹芽は振り返った。


    　薄暗い部屋の片隅に置かれたソファに、ハンク・ウェズレイが座っていた。任務中とは打って変わり、Ｔシャツにカーゴパンツというラフな出いで立ちである。


    「……飲んでるのか？　ハンク」


    　ハンクの手には、琥こ珀はく色の液体と氷で満ちたグラスが握られていた。


    「海兵隊を除隊した頃、アルコール依い存ぞん症しようになったって言ってたじゃないか」


    「祝杯さ。部下の大出世だ、一杯くらい罰は当たらんだろう」


    　ハンクは一気に空にしたグラスを置くと、短く喉のどを鳴らして笑った。吹芽の離脱と転属の件は当然、上官であるハンクにもすでに知らされている。


    「おい、なにシケた面つらしてる。憧あこがれの埋まい葬そう官かんだろう？」


    　依い然ぜんとして浮かない表情を浮かべる吹芽に、ハンクは見透かすような瞳ひとみを向けてくる。


    「それとも、求めていた力が、理想とはかけ離れていて、がっかりしたか？」


    「……知ってるの？　あの任務で見つかったものが、何だったのか」


    「──知らんさ。だが、その顔を見れば察しはつく」


    　驚いて[image: ]たずねる吹芽に、ハンクはあくまで理性的な微笑を返す。本当に知らないのか、それともただとぼけているだけなのか、吹芽には判断がつかなかった。


    　煙草のパッケージを開ける音がどこか白々しく響き、やがて紫し煙えんが立ち上って室内に漂ただよう。


    「吹芽。理想なんてのは、えてしてそんなものだ。指先が届きかけて、初めてそれが自分の思い描えがいていたものと違うと気付く」


    　言い得て妙だった。吹芽が渇かつ望ぼうし、そして手にした新たな力は、今や、そしておそらくはこれからも、二度とまともに扱うことの適かなわぬスナイパーライフルだった。


    「僕は今の状況に後悔なんてない。ただ──」


    「ただ？」


    「人を死なせないために、僕はハンクの隊に入った。その在あり方が変わるのは……少し怖い」


    「──狙そ撃げき兵へいから前衛に移ったおまえが死にかけたことは、一度や二度じゃなかったな」


    「……それでも僕は、ほとんどの人を助けられなかった」


    「当然だ。おまえのそれは、誰かを救おうとする者の戦い方じゃない」


    　軋きしむような声で述じゆつ懐かいする吹スイ芽ガを、ハンクは紫し煙えんを吐きつつばっさりと切り捨てた。


    「罪悪感に苛さいなまれた兵士が、自己犠ぎ牲せいという響きに酔って、体ていのいい死に場所を求めているだけだ。自分の罪も、母親の罪も抱いだいたままでな」


    「──ハンクに何がわかるんだ？」


    　吹芽は消え入りそうな声で言った。


    「海兵隊の前ぜん哨しよう狙撃兵だったあんたが、これまで何人殺してきたのかは知らないさ。教えてもくれなかった。でも、それは例外なく敵兵だったはずだ」


    「────」


    「自分の弾たまが、仲間を──救えるはずだった人たちを殺した人間の気持ちが、あんたに……」


    　吹芽の小さな胸を襲おそうのは、地獄の釜かまのごとく煮え立つ罪悪感だった。すべてが自じ業ごう自じ得とくであることは理解している。許されようなどとは、つゆほども思っていない。


    「……駄目なんだ。救えた生命と、殺した生命のバランスは、ずっと傾いたままだ──」


    　七人の子供たち。かつての分隊の仲間たち。助けを求めていた人々。力及ばず目の前で果てた誰かのことを思い返すたび、積み重なる死は吹芽自身への責め苦となって胸に刻まれていく。


    「僕は戦い方を曲げない。……もう、曲げられない」


    　自みずからをいさめるように深く息を吐く吹芽に、ハンクは苦笑を向け、諭さとすように言う。


    「まあ、ゆっくりでいいさ。よく考えて、いつか自分なりの答えを出せ。できれば死ぬ前にな」


    「……そんなもの、とっくに出ているよ。死ぬまで戦う。そしてひとりでも多くの生命を救う。そして、いつか──《九尾ナインテイルズ》をこの手で斃たおす」


    　握り締めた吹芽の拳こぶしが震える。ほかの安楽な道を選び歩むことなど、亡霊となった子供たちが許しはしない──彼は自分にそう言い聞かせる。


    「すまんな」


    　顔を上げる吹芽に、ハンクは不器用な笑みを向けていた。


    「俺おれが手本になってやれればよかったんだが──そう上う手まくはいかないもんだ。俺は結局、ただの抜け殻がらだ。ガキに真っ当な道を示してやれるような大人じゃなかった」


    　ハンクの背後、狭い部屋の片隅には、傷だらけのライフルケースが鎮ちん座ざしていた。ハンクから吹芽に受け継がれ、今は担にない手を失った狙撃のための武器。墓標のようにうら寂しく沈黙しているそれが、なぜかハンクの諦てい念ねんを孕はらんだアイスブルーの瞳ひとみと、その面おも影かげを重ねていた。


    「──ねえ。どうしてハンクは、海兵隊を辞めたの？」


    　吹芽が吐き出した質問に、ハンクは一瞬目を見開いた。


    「ハンクの瞳には、いつまでも消えない闇やみが見えるんだ。出会った頃から、今も……」


    　その闇やみを生んだ元げん凶きようこそ、ハンクが軍を去った理由であるような──そしてその闇の根本は、自身が抱えているものと繋つながっているような気が、吹スイ芽ガにはしてならなかった。


    　これまで吹芽が幾度も重ね続けてきた質問。そして今回も答えは返ってなかった。無言を貫つらぬいたまま、時間だけが無為に流れていく。


    「……ごめん、ハンク。忘れて」


    　視線を逸そらしたままのハンクに、吹芽は強がるように苦笑する。吹芽は常に思っていた。もしも自分たちに血の繋がりがあったのなら、ハンクの抱える痛みも辛つらさも、父と息子として共有することができたのだろうかと。


    「しかしあのチビが今や埋まい葬そう官かんとはな。逝いっちまった奴やつらに見せてやりたいところだ」


    　ハンクは重苦しい雰ふん囲い気きを掻かき消すように笑い、ソファにひとり分の空きをつくった。


    「……そうだね。ジェフがいたらきっと、あのろくでもないウォッカの一気飲みが見られた」


    　吹芽はソファに歩み寄ると、ハンクの隣に腰掛けた。


    「酔いつぶれた奴の下の毛をダヴィが剃そって、寝顔にグリースで貼はり付けてな。あれは傑作だった」


    「うん。……楽しかった」


    　吹芽は思わず無む邪じや気きな笑いをこぼし、ハンクも口の端はに懐なつかしむ笑みを浮かべる。ふたりはしばし、過去の思い出に花を咲かせた。ハンクと任務以外のことを話したのは久しぶりだった。
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    「……さて、いい加減シャフトに戻れ。明日には俺おれたちもここを発たって駐ちゆう屯とん基地に戻る」


    　小さな灰皿が吸い殻がらで溢あふれたタイミングで、ハンクは諭さとすように言った。


    　吹スイ芽ガの表情が沈む。所属が分かれた今、次もふたりが無事に再会できる保証はどこにもない。


    　押し黙ったままいつまでも立ち上がれない吹芽に、ハンクはそっと手を伸ばした。その分厚い掌てのひらが吹芽の頭に触れる直前で、ハンクは不思議そうに眉まゆ根ねを寄せて[image: ]たずねてくる。


    「──嫌がらないんだな？」


    「いや……今さらすぎるよ、そんな気遣い」


    　昔から事あるごとにハンクに頭を撫なでられるつど、吹芽は彼に認められたようで嬉うれしくなる反面、自分が子供扱いされているような、矛む盾じゆんする感情を覚えていた。


    「やめておくか。──おまえはもうガキじゃない」


    　ハンクは苦笑と共に手を引っ込めると、テーブルから煙草タバコの箱を取り上げて吹芽に手渡した。真っ赤かなパッケージには、シガレットが一本だけ残されている。


    「おまえがそいつを愉たのしめる年齢になったら、そのときにはさっきの質問に答えてやるさ」


    　唐突な申し出に、吹芽は慌あわてて顔を上げる。ハンクは困ったように笑っている。


    「……仕方がないな。それで我慢してあげるよ」


    　吹芽は強がるような笑みを浮かべながら、託された煙草の箱をポケットに捩ねじ込んだ。くしゃりと乾いた音が、別れの合図のように耳の奥に染み込んできた。


    



    　　　◇


    



    　それからの三日間、吹芽は診療区画と射撃場、トレーニングルームを往復する日々を送った。


    　その間、吹芽がまともにスコープを覗のぞくことは、ついぞ叶かなわなかった。


    　一方、ザイシャは〝調整〟とやらに手間取っているらしく、吹芽と顔を合わせることは一度もなかった。借り受けた通常のスナイパーライフルを抱えて射撃場のエプロンに立っては、何もできず、基礎トレーニングだけをこなして自室へと戻る日々。


    　──それが大きく変動したのは、四日目の早朝であった。


    　至急、作戦会議室へ急行せよ──通信機に届いた不意の命令。すでに目覚めていた吹芽は、手早く着替えを終えて作戦会議室へと向かった。


    　シャフトの最上層部に位置する作戦会議室には、すでに五〇名以上の隊員が集結していた。三〇メートル四方ほどの室内。規則正しく並んだテーブルに着き、戦闘用装備に身を固めた屈強な隊員たちの瞳ひとみが、入室した吹芽に集中する。威圧的な視線に込められているのは、これまで悪魔の息子として幾度も向けられてきた忌き避ひと、そして畏い怖ふ。


    　吹芽の見知った顔もいくつかある──いずれもＳＥＦの隊員たちだ。人命救助や調査を主とするハンクの隊と異なり、戦闘方面の技術に特化した精せい鋭えいのみで構成された部隊だが、技研隊の立ち上げ後は、もっぱらそちらの補佐的な面が強くなっている。


    　吹スイ芽ガは室内を見回す。最後列の席で小さく手を上げている珊サン瑚ゴの姿を見つけた。隣には茴ウイ香カの姿もある。吹芽は全身に絡み付く視線を振り切るように足を速め、彼らの席へと向かう。


    「よう吹芽。朝から災難だな」


    　気安い笑え顔がおと穏やかな微笑をそれぞれ向けてくるふたりに視線で返し、珊瑚の隣に座る。


    　正面に取り付けられた大型モニターの前には、三人の隊員が物言わず直立していた。うちひとりはほかならぬヘルカ・カーリアイネンであった。


    　吹芽の着席を確認したヘルカは、手元の端末を操作し、モニターにマップを表示させる。


    「今から二三分前、○マル五ゴー一ヒト二フタ時、本土沿岸部に敷ふ設せつされた第七防衛線がレヴナントによる襲しゆう撃げきを受けた。敵の規模は一〇〇以上。防衛戦の拠きよ点てんである前線基地に向けて進行している。多くが武装しており、対戦車ミサイル等の重火器を有する個体も複数確認されている。前線はすでに崩ほう壊かいし、後退を余儀なくされている」


    　ヘルカは淡々と、周囲の地形や敵の進行状況を説明していく。多大な犠ぎ牲せいを払って取り戻した人類の版はん図とは、敵の存在を示す赤い光点でまだらに染まっていた。


    「……まともな知性を持たないレヴナントにしちゃ、随分と統率された動きだな」


    　じっと話を聞いていた珊瑚が独り言のように口を挟んだ。


    「そうだ。敵の軍勢は効果的に戦力を分散し、明らかに防御の薄い箇か所しよを狙ねらって進行している」


    　室内にざわめきが広がる。珊瑚の指摘どおり、不ふ可か解かいな現象であった。


    「原因の追及は後だ。我々は至急現場へと向かい、進行するレヴナントを迎げい撃げき、速やかに撃げき滅めつする。当方は、技研隊の三班をそれぞれ筆頭に据すえ、ＳＥＦがこれを援えん護ご」


    　ヘルカの視線が最後列を見渡す。吹芽たちヘルカ班のほかにも、技研隊のメンバーと思おぼしき者たちが座している。年齢も性別も人種も様々だが、皆一様に、室内の大半を占めるＳＥＦの者たちとは異質の気配を全身から醸かもし出していた。


    「計三部隊による、三方向からの同時攻撃を仕掛ける」


    　俺おれたちはまた、化け物どものための露つゆ払いか──どこからかそんな愚ぐ痴ちが聞こえた。埋まい葬そう官かんへの露骨な不信感。反意を唱える者はひとりもいない。むしろ無言の同調を示す者が大半だ。


    　ヘルカは構わず続ける。


    「私の班は、先の掃そう討とう戦せんで消しよう耗もうした二名に代わって新たなメンバーが補充された。一名はそこにいる円マドカ吹芽」


    　不意に名を呼ばれ、吹芽は思わず身を硬くする。席に着いたままヘルカをじっと見返す。


    　吹芽が埋葬官として作戦に参加するということは、当然──。


    　不意にドアがスライドし、ひとりの小柄な少女が入室してきた。室内にどよめきが広がる。吹芽たちヘルカ班に限らず、埋葬官の中には年若い者も多いが、現れたのは若いを通り越して幼おさないの範はん疇ちゆうにある少女であった。


    「彼女の名はザイシャ。以上二名が、我がヘルカ班の新たな埋葬官となる」


    　ザイシャの紅あかい瞳ひとみは虚こ空くうだけを見ている。人形のようなその佇たたずまいは、まるで彼女が物言わぬ死体であるかのような錯さつ覚かくを、見る者たちに抱いだかせていた。


    



    　シャフト屋上から高速輸送ヘリに乗り込んだヘルカ班の面々は、現場に向かって飛ひ翔しようする機内で戦闘装備の着用を済ませた。


    　埋まい葬そう官かんとしては初出動となる吹スイ芽ガには、新たな装備が与えられた。新しい防弾コートだ。


    「新型の液晶迷彩コートだ。周囲の環境に合わせた色調を、大まかではあるがコート表面に投影して姿を欺ぎ瞞まんし、対赤外線偽ぎ装そう能力も強化されている。ただし防弾性能は従来よりも落ちている。くれぐれも注意しろ」


    　隊員たちを積んだカーゴベイと区切られたコクピットの補助席に座ったヘルカが説明する。


    「そんなの……完全に後方支援前提の装備じゃないか！」


    　吹芽は思わず声を荒らげた。スナイパーライフルを使えない以上、最前線に駆かり出されるとばかり思っていたのだ。


    「寝言を言うな。君の役割は後方支援だ。ザイシャの性能も長距離狙そ撃げきに偏かたよった代しろ物ものだろう」


    「ヘルカは知ってるはずだろ──今の僕に、もう狙撃はできない」


    　憤然と告げる吹芽の瞳を、ヘルカの怜れい悧りな視線が突き刺した。


    「できるかできないかは問題ではない。──やれと言っている。それができないのなら、君に兵士としての価値などない」


    「────」


    「今回、戦闘には参加するな。ザイシャと共に戦況を後方から監視し、逐ちく次じ私に報告しろ」


    　役立たずは後ろに下がっていろ。ヘルカの言わんとすることはそういう意味である。


    　吹芽は悄しよう然ぜんと踵きびすを返し、ドアを開けて隊員たちを搭載したカーゴベイへと戻る。端から端まで押し込まれた十二名のＳＥＦ隊員にまぎれて、最後部に茴ウイ香カと珊サン瑚ゴ、そしてふたりの隣にザイシャが座っていた。吹芽は黙って茴香の隣に座る。


    「戦闘参加を禁じられた。僕は、茴香たちの役に立てない──ごめん」


    　消沈した吹芽の顔色を見かねた茴香が、気にしたふうもなく微笑ほほえむ。


    「急な出動ですし。……それよりも、なぜ吹芽にまで出動命令が下ったのかが疑問です」


    　話を聞いていた珊瑚がくつくつと笑う。


    「ま、そんな顔すんなって。今日のところは、先輩の活躍をおとなしく見とけってことだよ。それよりも──」


    　珊瑚は弱り切った顔で隣を見やる。


    「新入りが一向に心を開いてくれねえんだが」


    　カーゴベイの最端に座るザイシャは氷像のごとく動かない。防弾コートすら着用せず、白い肌はだを剥むき出しにしたザイシャの姿は、ヘリの中で完全に浮いていた。


    「──羨うらやましいねぇ。撃てない狙そ撃げき兵へいと、か弱い女の子の二人組は、戦闘中も安全地帯で悠々とくつろげるわけだ」


    　不意に、吹スイ芽ガたちの正面に座っていたＳＥＦ隊員のひとりがそんな皮肉を漏もらした。経験豊富な精せい鋭えいで構成された隊員の中では比較的若い。二十歳に届くか届かないかという程度の青年だ。


    　隣の隊員がザイシャを見ながら嗤わらう。彼もまだ若かった。


    「特別待遇ってやつさ。エミュレイターの適正者は希少だからな」


    　ザイシャは自身に向けられた罵ば倒とうなど聞こえていないかのように、表情ひとつ動かさない。


    　それに代わるように、珊サン瑚ゴは大おお仰ぎように息をつき、うんざりした口く調ちようで言う。


    「……あんまりうちの新人をイビらねえでくれって。最近、少しは落ち着いてきたと思ったら、まだこんな調子か、あんたらは」


    「なんだと。掃そう討とう戦せんで、おまえら埋まい葬そう官かんを守るために何人が死んだと思ってるんだ！」


    「身内から戦死者が出てんのは、うちもあんたらも変わらねえよ。仲間同士、仲良くやろうぜ」


    「は──化け物のことを仲間と思ってる奴やつなんざ、ここにはいないさ」


    　珊瑚は肩をすくめると、それ以上何を反論することなく口を閉ざした。


    　ローターの稼か働どう音おんだけが響く中、正面の青年が、吹芽を睨にらみながら舌打ち混じりに囁ささやく。


    「──悪魔の忘れ形がた見みが、埋葬官になって調子に乗ってんじゃねえよ」


    　もはや耳慣れてしまった呪のろわれし称号を身に刻みつつ、吹芽もまた仲間たちと同じように口をつぐみ、ヘリの震動に身を任せる。


    「──なんだよてめえ、その目は」


    　しかし、そんな青年の台詞せりふが場の空気を一変させた。


    「ザイシャ……？」


    　これまで我関せずの態度を貫つらぬいていたザイシャが立ち上がり、たった今吹芽を罵ば倒とうした青年を見下ろしていた。


    「取り消して」


    「なんだと……？」


    「悪魔って言ったでしょう──その言葉、取り消して」


    「本当の話だろ？　そいつの母親は、命令を無視して民間人を大勢殺した悪魔──」


    　ずがん、と金属を穿うがつ鈍にぶい音。


    「────え？」


    　青年は頬ほおから僅わずかな血を流しながら、表情を凝ぎよう固こさせている。ザイシャの剥むき出しの背中から飛び出した白い触しよく肢しが、閃せん光こうじみた速さで青年の頭のすぐ横の壁に突き刺さったのだ。


    「──取り消して」


    　その場の全員が凝然と目を見開く中、ザイシャは微かすかに首をかしげながら冷然と言う。


    「やめてくれ、ザイシャッ！」


    　身を乗り出して叫んだ吹スイ芽ガに、ザイシャは逆らう素そ振ぶりもなく瞼まぶたを閉じた。一対の触しよく肢しは、細かな粒りゆう子しとなって空気中に霧む散さんしていく。


    　場が一気に騒然となる。これは暴走だ、裏切りだ。やはり埋まい葬そう官かんは、レヴナントと紙一ひと重えの危険な存在だったんだ──怒りと恐れに満ちた罵ば声せいが口々に上がる。


    　コクピットブロックへ続くドアがスライドし、騒ぎを聞きつけたヘルカが姿を現した。


    「ヘルカ・カーリアイネン！　貴き様さまの班の新入りが、たった今部下を殺しかけたぞ！」


    　怒声を上げてヘルカに詰め寄ったのは、機内のＳＥＦを率ひきいる分隊長の大男だった。


    　ヘリごと揺るがすような大だい音おん声じようを真っ向から受けるヘルカは、涼しげに息をつくだけだ。


    「やはり貴様らは危険すぎる！　現場に到着次第、早急に編成の見直しを行おこなわせてもらう！」


    「現場の指揮権を任されているのは私だ」


    「その前提からして、すでにおかしいと言っているのだ！」


    「おかしいとは」


    「わからんか？　レヴナント紛まがいの化け物どもが、我らと戦場を共にしていることがだッ！」


    　ＳＥＦの分隊長は、顔を赤黒く染めて叫んだ。


    「貴官の個人的感情で作戦内容は覆くつがえらない。不服であれば作戦終了後、本部に上じよう申しんを」


    　ヘルカは踵きびすを返し、コクピットブロックへと去っていく。ややあって壁を殴り付ける音が響いた。はち切れそうなまでに高まった隊員たちの怒りと不満は渦巻く瘴しよう気きと化して、吹芽の全身に絡み付いていた。


    



    　海を越えて到着した現場は、まさしく死地と化していた。


    　遠く遥はるかに見える分厚いバリケードは、ところどころ無む惨ざんな大穴を開けており、敷地内各所に設置されていた簡易拠きよ点てんからはもうもうと黒煙が上がっている。


    　最終防衛ラインである前線基地のヘリポートに降り立った計五機の輸送ヘリから、技研隊とＳＥＦの面々が次々と降り立ち、三部隊に分かれて整列する。


    　同時に各ヘリに接合されていたコンテナが音を立てて開き、巨大なマシンの姿があらわになった。脚部と胴体を折り畳まれた状態で格納された各機体の背部シェルが次々と開いていく。


    「あんま気に負うなよ、吹芽」


    　珊サン瑚ゴが吹芽の肩を軽く叩たたいた。戦闘装備の黒い防弾コートではなく、専用のパイロットスーツに身を包んでいる。


    「新入りもだ。茴ウイ香カも気を付けろ」


    　茴香は強く頷うなずくが、吹芽の傍かたわらに佇たたずむザイシャは無反応。珊瑚は苦笑すると、コンテナの方へと駆かけていく。


    　珊瑚は手慣れた動作で愛機によじ登ると、背部ハッチからコクピットに体を滑り込ませた。後部シェルが閉へい鎖さされると同時に、折り畳まれていた胴体と脚部がなめらかに駆く動どうし、全高約三メートルにのぼる巨体が苦もなくコンテナから立ち上がる。


    　二脚型機動兵へい装そう──ＦＭＳの威容である。プシュケ由来の新技術によりもたらされた合成樹脂装甲と磁じ性せい粘ねん性せいアクチュエーターにより、極めて高い出力と機動性を両立した人型車両だ。


    　計五機のＦＭＳが次々と起動していく。機種はいずれも、名機と名高いフィッシュ・シリーズの最さい新しん鋭えい機き《ランブルフィッシュ》。ただし白と灰を基調とした都市迷彩に装甲を彩いろどられた四機と異なり、珊サン瑚ゴ機のみは全身を鴉からすのような漆しつ黒こくで覆おおっている。他にも細部の仕様──特に右う掌しよう部ぶは一般機に比べて大きく改修されている。埋まい葬そう官かんたる珊瑚専用の特別仕様機だ。


    　通常機はそれぞれ二機ずつ分かれて各部隊に散開し、残る珊瑚機がヘルカの部隊に加わった。


    　準備が整い、ヘルカは部隊全体を見渡して告げる。


    「各員、ＥｙＳアイスに送信されたマップを確認──これより目標地点まで車両で移動。防戦中の友軍と合流後、レヴナントの撃げき滅めつにあたる」


    「──了解。各員、車両に搭乗」


    　士気こそ低いものの、ＳＥＦセフも歴戦のプロフェッショナルである。各自、統とう率そつされた迅速な動きで、前線基地から引っ張り出した装甲車両に乗り込んでいく。


    『こちら倉クラ守モリ。いつでも出られるぜ』


    　通信機から響く声は、ＦＭＳに搭乗している珊瑚のものだ。ヘルカと茴ウイ香カは、珊瑚機の背部装甲に設けられた専用ハンドルに手足を掛け、慣れた動作で機体に乗った。吹スイ芽ガたちヘルカ班の車両アシは、珊瑚の《ランブルフィッシュ》が担になうのだ。吹芽とザイシャも、それぞれ珊瑚機の脚部装甲のハンドルに手足を固定した。


    　ヘルカ班のメンバーを載せた黒いＦＭＳが猛然と走り出した。その後ろを、ＳＥＦの装甲車両が少し遅れて追ってくる。


    　市街地を進んでいくに連れて、周囲の景観は戦場の様相を呈ていし始め、吹芽は思わず表情を歪ゆがめた。人体の一部や鮮せん血けつ、ひしゃげた武器などがそこかしこに転がっている。


    「止まれ、倉守」


    　ヘルカの指示を受け、珊瑚が機体を停止させる。ヘルカは目の前のビルを指して吹芽とザイシャに告げる。


    「円マドカとザイシャは待機。緊急時を除き、指示があるまでは移動するな」


    　有う無むを言わせない命令に、吹芽とザイシャはＦＭＳから飛び降りる。ヘルカたちを載せたＦＭＳと、ＳＥＦ隊員を載せた装甲車両が通過する。


    　遠ざかっていく仲間たちを、吹芽は遠い目で見送るしかなかった。


    



    　　　◇


    



    「……駄目だ、弾たまが当たらないッ！　畜ちく生しよう！」


    「先行隊との通信途絶！　応答しろ！　頼むから……おいッ！」


    　戦闘の舞台となっている市街地の交差点は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄であった。


    　早朝、レヴナントによる襲しゆう撃げきを受けた前線基地の戦力は、すでにその大半を損失していた。戦死者・行方ゆくえ不明者はすでに二〇〇名以上。瓦が解かいはすでに時間の問題であった。


    「くそッ！　あいつら、俺おれたちの武器を──！」


    　バリケード代わりの廃はい屋おくの壁を、レヴナントの銃じゆう撃げきが撃ち付ける。


    「踏ん張れ！　もうすぐ増援が来る！　ここを抜けられたら前線基地がやられるぞ！」


    「しかし隊長、もう……もう持ちません！」


    　そこかしこで蠢うごめく白い骸むくろの群れの幾体かは、隊員たちと同じ機関銃マシンガンを手にしている。


    　レヴナントは目にしたあらゆる無機物をコピーする。


    　その危険を承知してなお、戦闘能力で大きく劣おとる人間は、レヴナントと戦うために武器を取らざるをえないのだ。


    「────キィ」


    　突とつ如じよ、一体のレヴナントが急加速し、銃撃を掻かい潜くぐりながら迫り来る。隊員たちの混乱をついて、周囲のレヴナントたちまでが次々と押し寄せてきた。絶望と混乱の悲鳴が上がる。


    「──伏せてください！」


    　誰もが死を覚悟した瞬間、後方から少女の声が響いた。


    　疾しつ風ぷうのごとく飛び出してきた少女が、手にしたエミュレイター《スノウドロップ》の重厚な刃やいばで、隊員に襲おそいかかるレヴナントを斬きり伏せていた。同時に放たれた圧倒的な量の弾幕が、迫るレヴナントの群れを薙なぎ払う。十二挺ちようの機関銃マシンガンによる制圧射しや撃げき。


    「ＳＥＦ……。それに──」


    　九きゆう死しに一生を得た隊員たちの視線が、少女──椚クヌギ茴ウイ香カの持つ巨大な剣に釘くぎ付けとなる。


    「……あんたらが、あの技術試験部隊の埋まい葬そう官かんか？」


    　ＳＥＦの面々を引き連れて現れた女性──ヘルカ・カーリアイネンが抑よく揚ようのない声で言う。


    「後は我々が。あなた方は負傷者を連れ、速やかに撤退を」


    「りょ、了解──」


    　撤退する前線基地の隊員と入れ替わるように、横隊を維持したＳＥＦの隊員たちが前に出る。


    「各員散開。迎げい撃げきにあたれ」


    　ヘルカが指示を飛ばす。ＳＥＦの隊員たちは待ちかねたように三方向に散開、進んでくるレヴナントに向けて機関銃マシンガンを応射する。


    　しかしそのとき、彼らが身を潜ひそめる遮しや蔽へい物ぶつの傍そばで盛大な爆発が巻き起こった。轟ごう音おんと衝しよう撃げき波はが地に伏せた隊員たちを襲う──対戦車ミサイルだ。


    「椚、左方を援えん護ご。ミサイル持ちの個体を再優先で排除しろ」


    「了解」


    　ヘルカの指示と同時に、茴ウイ香カが飛び出した。ＳＥＦの援えん護ご射しや撃げきを背に、レヴナントが密集する地帯へ向かって単独で駆かける。レヴナントたちの機関銃マシンガンの銃じゆう口こうの先が、迫る茴香に集中する。茴香は人間離れした動きで絶えず方向を変えつつ疾しつ走そう。殺到する銃じゆう弾だんを紙一ひと重えで回避しつつ、斜めにかしいだビルの外壁に跳び移り、そのまま駆け上っていく。


    「───キィ」


    　それを見つめていたレヴナントの一体が、腕の中に巨大な武器を生せい成せいした。全長一メートル以上に及ぶ筒状の発射機ランチヤー──対戦車ミサイル・ＦＧＭ-１４８ジャベリン。茴香はその個体を捕ほ捉そくし、再優先攻撃目標を確認する。


    　発射音と共に固体燃料ロケットが火を噴き、白いミサイルが高速で撃ち出される。


    　茴香は高度を稼かせいだところで大きく跳躍した。その背後、ビルの壁面に着弾したミサイルが爆発した。破片と轟ごう音おんを撒まき散らし、盛大な爆炎が茴香の姿を完全に包み込む。


    　やられた──そう確信していたＳＥＦの面々は、一秒後の光景に驚きの声を上げた。


    　黒煙の中から飛び出してきたのは、依い然ぜんとして健在の茴香であった。


    　茴香は空中で体を捻ひねりながら、手にした《スノウドロップ》を両手で握る。その先端をレヴナントの密集地帯に向け、引き金を引いた。轟音と共に、刀身に内蔵されたショットガンが火を噴く。落下しながらリロード──ふたたび発射する。さらにもう一撃──大粒の散弾がレヴナントの頭上に降り注ぎ、幾体かを行動不能に陥おちいらせた。


    「──ふッ！」


    　群れのただ中に着地した茴香は、レヴナントたちの隙すき間まを蛇へびのように掻かい潜くぐりながら、ミサイル持ちの敵を両断した。息もつかず、押し寄せる敵を次々と斬きり伏せていく。


    



    『茴香の奴やつ……相変わらず無茶苦茶な……』


    「感心している場合か。倉クラ守モリ、右方を援護。敵が多い──君の出番だ」


    『了解───起動ステイク・ドライヴ』


    　エミュレイターの発現を示す珊サン瑚ゴの宣告。機体の制御系と直結している珊瑚の神経に、灼しやく熱ねつが奔はしる。狭いコクピットの内側で、その瞳ひとみが紅あかく濡ぬれる。際限なく昂たかぶり続けていく高こう揚よう感かんを排気するように、深く息を吐く。


    《ランブルフィッシュ》が宙に掲かかげた特殊な右マニピュレーターに形成されたのは、巨大な機き関かん砲ほうであった。既成品ではない。独特のいびつな意匠を誇るそれは、まさにＦＭＳ専用のエミュレイターと呼んで然しかるべき兵へい装そうである。


    『俺おれのエミュレイターはじゃじゃ馬でね。全部は見せてやれねえが、悪く思うな、亡もう者じやども』


    　珊瑚が機体を急発進させる。敵の銃撃からＳＥＦ隊員たちを庇かばうように躍おどり出た機体が、獣けものの唸うなりにも似た駆動音と共に、右腕の兵装を持ち上げた。


    　切れ間のない断続的な掃そう射しや音おん。巨大な銃口から撒き散らされる擬ぎ似じ粒りゆう子し製の二〇ミリ口径弾が、レヴナントを紙くずのように引き裂いていく。


    『灰は灰に、塵ちりは塵に──ってなァ！』


    　哄こう笑しようが溢あふれる。体内の擬ぎ似じ核かくが疼うずく。エミュレイターの起動がもたらす暴力的なまでの熱と衝しよう動どうに、珊サン瑚ゴはいつも酔いしれる。


    「おい、まずいぞ！　上だ！」


    　ＳＥＦ隊員が叫ぶ。頭上から、ビル内に潜ひそんでいたレヴナントが一体、珊瑚の機体めがけて急降下してきたのだ。いち早く気付いたＳＥＦ隊員が機関銃マシンガンを撃つが、高速で落下する敵を仕留めることは叶かなわない。圧倒的な火力と機動性を両立する軍用ＦＭＳであるが、ひとたび敵に取り付かれてしまえば、排除は困難を極める。


    『こちとらノってんだ。邪魔すんな』


    《ランブルフィッシュ》が左マニピュレーターを薙なぎ払い、落下してきたレヴナントを壁に叩たたき付ける。敵は体勢を立て直すよりも前に機き関かん砲ほうで追撃され、背後の壁ごと粉々にされた。


    「なんだ、あの動きは!?」


    　ＳＥＦ隊員が驚嘆の声を上げる。この混戦状況下──しかも複数のレヴナントを同時に相手取っているにも拘かかわらず、珊瑚の機体は死角からの敵の奇襲を、まるで埃ほこりでも払うかのごとく易やす々やすと迎撃していた。


    　──これが埋まい葬そう官かん。独自の動作プログラムと、それを正確に使いこなす技量。鉄の巨人を駆かる騎手の極致をまざまざと見せ付けられ、ＳＥＦの面々は戦せん慄りつの表情を浮かべた。


    



    　その光景を見届けたヘルカもまた、前方を見つめる。先行するＳＥＦ隊員の背中と、押し寄せてくる白い骸むくろたちの群れ。


    　戦場の光景はいつも変わらない。舞い散る砂さ塵じんと鮮せん血けつ、硝しよう煙えんと死の臭におい。誰もが生きたいと願いながら、自分の生命以上の何かに衝つき動かされて、死に急ぐように武器を振り回す。


    　その光景を、ヘルカは冷えきった瞳ひとみで見届ける。


    「起動ステイク・ドライヴ」


    　ヘルカの呼び声に、体内で眠る擬似核が呼応する。


    　手の中に出現した白銀の銃じゆうを握り締め、ヘルカは地面を蹴けった。


    



    　　　◇


    



    　待機を命じられたビルの屋上から、吹スイ芽ガは戦場を見下ろしていた。すぐ隣にはザイシャが佇たたずみ、頭部に装備した一対ついのセンサーを時おり震わせながら、無関心な視線を地上に向けている。


    　約七〇〇メートル先の十字交差点を舞台に、仲間たちは激しい戦闘を繰り広げていた。やはり茴ウイ香カたち──埋葬官たちの能力は規格外であり、有利に戦闘を運んでいる。


    「ザイシャ──どうしてさっき、君はＳＥＦの隊員に対して、あんなに憤いきどおったんだ？」


    　視線を戦場に向けたまま、吹スイ芽ガは先ほどの輸送ヘリでの出来事について[image: ]たずねていた。大事には至らなかったものの、ザイシャが暴走し、ＳＥＦ隊員を負傷させたのは確かな事実だ。


    　当のザイシャは視線を遠くに向けたまま、薄うす桃もも色の唇くちびるを微かすかに動かして答える。


    「あなたユーザーが蔑さげすまれたから……それ以外に、何かあるの？」


    「僕個人が罵ば倒とうされることと、君が怒ることとは関係がないだろ？」


    「……じゃあ、どうしてかしらね」


    　なめらかな髪の毛先を指先でいじりながら、ザイシャははぐらかすように答える。


    「母さんを──円マドカ燦サン華カのことを、悪魔と呼ばれたから？」


    　ザイシャの無表情が一瞬崩れた。大きな瞳ひとみに朝空の淡い光をたたえて、彼女は吹芽を上目遣いに見上げる。彼女は否定しなかった。


    「教えてくれ、ザイシャ。母さんは本当に、人を殺したの？」


    　吹芽には、想い出と呼べる母との記憶などほとんどない。母の温もりも、声すらも──ただひとつだけ彼が憶おぼえているのは、時おり自分を見つめる虚きよ無むの瞳だけだ。


    「もしかして、九年前にプシュケを破壊したのは──君と母さんじゃないのか？」


    　超常の兵器──《七姉妹プレイアデス》という存在を知ったあの日の夜から漠然と感じていた予感を、吹芽は口にした。九年もの時を経へてなお悪魔と蔑まれ、囁ささやかれ、憎まれる存在。戦せん禍かの彼方かなたに葬られた彼女の真意を知りうる者が、ようやく吹芽の目の前に現れた。


    「……答える資格を私は持たない。あのときの決断も、理由も、サンカひとりだけのものだから」


    　長い睫まつ毛げに彩いろどられた瞼まぶたを伏せて、ザイシャは視線を落とした。


    「ザイシャ……！」


    　藁わらをも掴つかむ思いでザイシャの両肩を掴んだ瞬間、吹芽は言葉を失った。ぞっとするほど冷たい──死人のごとく体温の失うせた白い肌はだ。ヘルカと交戦した時には気づかなかった。


    「ねぇ、ユーザー。逆に[image: ]ねるけれど、あなたはどうしてあの時、私のことを助けたの？」


    　ザイシャは肩に乗った吹芽の手に、自みずからの冷たい掌てのひらをそっと重ねて[image: ]ねた。ヘルカの攻撃から、吹芽がザイシャを庇かばった時のことだ。


    「だって変でしょう？　優先順位が狂っているわ。私はただの兵器で、あなたは使命を抱えた人間なのに。あなたは自分の生命すら投げ出して、私を助けようとした──どうして？」


    「どうしてかなんて──君が殺されると、そう思ったから」


    　そもそもあの時の吹芽は、ザイシャについての情報を正確に知らなかった。彼女の正体が『兵器』であると他人に告げられたところで、納得などできるものではなかった。


    「サンカはね、最さい期ごの瞬間まで、私のことをただの『兵器』として扱ってくれたの」


    「────」


    　表情を凍り付かせる吹芽とは裏腹に、過去のユーザーを想うザイシャの表情には憧しよう憬けいさえ浮かんでいる。彼女は吹スイ芽ガの手を振り払いながら告げる。


    「安い同情でも、偽ぎ善ぜんじみた正義感でもない──サンカは自分の目的を果たすためだけに、最さい期ごの瞬間まで、私の力を限界まで絞り出してくれた」


    　ザイシャは重ねた掌てのひらを自みずからの胸に当てる。その奥底に眠る記憶を慈いつくしむように。


    「あなたが他人を助けたがる理由を、あの女ヘルカから聞いたわ。サンカが殺した人間と、自分のせいで死んだ人間に対する償つぐないのためだって……」


    「それの──何が悪いんだよ」


    　声を震わせて問い返す吹芽を、ザイシャは毅き然ぜんと睨にらみ返した。頭部のセンサーが、怒りと侮ぶ蔑べつの意思を示すように真上を向く。


    「……馬ば鹿かみたい。そんな人に、あの人の真実を話して聞かせたところで、理解はできない」


    　吹芽の目をまっすぐに見返して、ザイシャは敵意さえ孕はらんだ瞳ひとみで吹芽を見み据すえた。


    「絶対に──」


    　その時、ひときわ大きな爆発音が周辺に轟とどろいた。吹芽とザイシャは揃そろって音の方に振り向く。


    　いつしか形勢は逆転していた。敵の物量が多すぎるのだ。次々と現れるレヴナントを前に、ヘルカたちとＳＥＦの面々は次第に消しよう耗もうしている。ＳＥＦの隊員からはすでに重傷者も出ている様子であった。


    「あれは──！」


    　──そして次の瞬間、〝それ〟を辛かろうじて視界に捉とらえた吹芽は、驚きよう愕がくに目を見開いた。


    　ヘルカたちの交戦現場からやや離れた地点──崩れた廃はい屋おくの陰に隠れるようにして、重傷を負った数名のＳＥＦの隊員たちが、別の隊員に応急手当を受けている。そんな彼らの方に、新たなレヴナントが接近しつつあるのを発見したのだ。吹芽は通信機に向かって叫ぶ。


    「ヘルカ、四時方向からレヴナントが三体、ＳＥＦの負傷者に接近している！　座標２４５３１１に一体、その約五〇メートル後方に二体！　──至急援えん護ごを！」


    『不可だ。我々が離脱すれば戦局を覆くつがえされる。こちらを片付けてから向かう』


    　しかし、返ってきたヘルカの答えは冷淡なものだった。


    　それでは間に合わない──口をつきかけた反はん駁ばくを、吹芽は辛うじて飲み込む。


    　ヘルカも茴ウイ香カも、珊サン瑚ゴまでもが、次々と押し寄せるレヴナントに釘くぎ付けとなっている。埋まい葬そう官かんも、それに彼女たちを援護するＳＥＦ隊員さえ、ひとりも欠くことのできない状況だった。


    「レヴナントが接近してる！　早くそこから退避しろ！」


    　吹芽は負傷者を治療している隊員の通信機に向かってがなり立てる。しかし──。


    『──無理だ！　動けない負傷者が何人もいるんだ！』


    　答えたのは、先ほどヘリの中で吹芽たちを罵ば倒とうし、ザイシャの怒りを買った青年だった。


    「……くそッ！」


    　吹芽は屋上の縁に拳こぶしを叩たたき付けた。もはや一刻の猶ゆう予よもない。残された手段は──。


    「──ザイシャ、ライフルを」


    「……何のつもり？　私たちに命じられたのは、待機のはずよ」


    　決然と告げた吹スイ芽ガを、すぐ隣に控えていたザイシャは怪け訝げんな視線で睨にらむ。


    「このままじゃ仲間を見殺しにしてしまう……そんなのは、見過ごせない」


    「拒否するわ。あなたじゃ、私を使いこなせない」


    　冷ややかなザイシャの返答。ヘルカとの交戦時に、彼は無ぶ様ざまな有あり様さまを彼女に見られている。


    「使える、使えないじゃない……使わないといけないんだ！」


    　ＥｙＳアイスに表示されたアイコンをタップし、吹芽はエミュレイターを起動させた。一瞬の光と、胸を灼やく痛み。ザイシャの胸から煌きらめく粒りゆう子しが迸ほとばしり、吹芽の右手に集束していく。


    　金属の擦こすれ合う音と共に、純白のスナイパーライフルが現れた。グリップを握り締めると、右腕に確かな重みがのしかかってきた。二度目にも拘かかわらず、幻想的だとさえ感じる一連のプロセスに、吹芽は目と意識を一瞬奪われた。


    「……知らないから」


    　吐き捨てるザイシャを視界から追い出し、吹芽は二脚バイポツドを展開して屋上の縁にライフルを固定する。苔こけむした床ゆかに座り込み、吹芽は息を大きく吐いた。


    　二年間、過去の罪すら塗りつぶすことのできる圧倒的な〝力〟を、吹芽は渇かつ望ぼうし続けていた。


    　かくして願いは叶かなった。もう恐れるものなど何もないはずだ。恐ろしいのは、恐怖に縛しばられて誰かが傷付くことだけだ。今度こそ──覚悟と共に、吹芽はスコープを覗のぞき込む。


    〝───性しよう懲こりもなく、また来たんだね？　お兄ちゃん〟


    　瞬間、吹芽の耳元で声がした。同時に、青白いものが彼の視界を覆おおっていく。


    　子供たちの亡霊が、スコープの内側に所狭しと溢あふれ返っていた。


    〝もう諦あきらめなよ。私たちはもう二度と消えない……お兄ちゃんがこっちに来ない限りね〟


    　視覚だけではない。怨えん嗟さ、血臭、肌はだを撫なでる指先の冷たさ──吹芽の五感すべてが、強烈なまでの怨おん念ねんによって上書きされ、支配されていく。


    〝寂しいよ。死んでよ、お兄ちゃん。早く。早く、早く、早く早く早く──ねぇ、死んでよ〟


    　耐える、耐えられないの話ではない──これでは狙撃そのものが決行できない。


    「……ッ！」


    　たまらず吹芽がスコープから目を離した瞬間、幻げん覚かくは嘘うそのように掻かき消えた。嘔おう吐と感かんこそどうにか飲み込んだものの、吹芽の全身は滝のような汗で濡ぬれていた。


    「話にならないわ」


    　地べたに跪ひざまずく吹芽を、ザイシャは氷のように冷たい視線で突き刺した。


    「くそ……ッ」


    　傷付いたＳＥＦセフ隊員たちまでの距離は約七〇〇メートル。スコープを介せば手が届くはずの距離が、今は此し岸がんと彼ひ岸がんのごとき隔へだたりと化して吹芽の眼前に横たわっていた。


    　吹スイ芽ガは硬い床ゆかに爪つめを立てて身を起こすと、階下へ続く階段に向かって駆かけ出した。


    「どこへ行くつもり？」


    　吹芽の背中に、ザイシャの声が降りかかる。


    「……彼らを放っておけない」


    「命令違反を犯すのなら、私はあなたを止めなくちゃならない」


    「お願いだ、ザイシャ。一緒に来てくれ」


    「呆あきれた。あなたの博愛精神は、私たちを化け物と呼んだ人間まで救わないと気が済まないの？」


    　冷酷なザイシャの返答を、吹芽は正面から受け止めた。吹芽自身もまた、幾度となくＳＥＦの隊員たちに虐しいたげられた。その苦い記憶は、今も痛みとなって胸に残っている。


    「それでも──ここで見捨てたら、僕の生命は今度こそ無価値なものでしかなくなる……！」


    　自分に言い聞かせるような吹芽の叫びに、ザイシャは乾いた視線だけを返していた。


    



    　　　◇


    



    「畜ちく生しよう、来るんじゃねぇよッ！」


    　負傷者を救護していたＳＥＦ隊員の青年は、じりじりと迫り来るレヴナント相手にひとり奮戦していた。遮しや蔽へい物ぶつに隠れながら、片腕で機関銃マシンガンを掃そう射しやする。


    　状況は絶望的だった。負傷者たちを護衛している青年自身も、すでに満まん身しん創そう痍いの状態である。


    「畜生──ッ！」


    　青年は絶叫しながら、すでに目と鼻の先にまで迫っているレヴナントに向けて機関銃マシンガンを撃つ。片腕のみの射しや撃げきで弾だん道どうが安定するはずもなく、弾たまはすぐに底をついた。


    　レヴナントは青年の頭上を飛び越えて降り立つと、その紅あかい瞳ひとみで動けない重傷者たちを舐なめ回すように見渡し、手にした機関銃マシンガンの銃じゆう口こうを持ち上げる。


    「やめろぉ！」


    　悲痛な青年の叫び。レヴナントは構わず、引き金にかけた指を引き絞っていく。


    「キィ──？」


    　しかし次の瞬間、上方から降り注いだフルオート射撃の豪雨が敵の全身を抉えぐっていた。バランスを崩したレヴナントの眼前にひとりの少年が降り立ち、硝しよう煙えんをくゆらせる機関銃マシンガンの銃口をその頭部に向けて発はつ砲ぽうした。レヴナントの頭部に穴が穿うがたれ、完全に沈黙する。少年に遅れて、ひとりの少女が隣に降り立つ。


    「……おまえらは」


    　青年が目を見開く。現れたのは、待機を命じられていたはずのふたりの埋まい葬そう官かんだった。


    



    　　　◇


    



    　──間に合った。消しよう滅めつしていくレヴナントの骸むくろを前に、吹スイ芽ガは安あん堵どの息をつく。


    「おまえら、どうして……」


    　信じられないといった面おも持もちで瞼まぶたをしばたたかせる青年に視線だけを返し、吹芽は機関銃マシンガンの弾だん倉そうを手早く交換した。自衛用として携行していた武器である。


    「二体目と三体目が接近しているわ」


    　頭部のセンサーを兎うさぎの耳のように震わせながら、ザイシャがぽつりと言う。


    「ここじゃ負傷者を巻き込む。僕たちで引き付けよう」


    　ふたりは同時に駆かけ出す。廃はい屋おくの敷地を抜けて四車線の車道に出た瞬間、銃じゆう声せいが弾はじけた。車道にいた二体のレヴナントが、機関銃マシンガンを発砲しつつ、左右に散開していた。


    「ザイシャは右を！」


    　吹芽とザイシャのふたりも両翼に展開し、左右の敵に向かってそれぞれ駆かける。


    　敵の銃じゆう撃げきの隙すき間まを縫ぬって吹芽は走る。ばら撒まかれた敵の銃弾が足下を穿うがち、顔のすぐ傍そばを通り過ぎた。思考に、視力に、体が面白いように追つい随ずいするのを自覚する。


    　吹芽は路上に放置されていた廃車の上に飛び乗り、ボンネットを蹴けり上げて宙高く跳躍した。


    　空中で機関銃マシンガンを構える。立て続けに放たれた三点バーストが、標的の額ひたいから上うわ顎あごにかけてを粉ふん砕さいする。地面に降り立ち、吹芽は相棒の姿を捜して視線を巡らせる。


    　両足を寸断されて転がった敵に、ザイシャが背中の触しよく肢しを振り下ろすところだった。鋭えい利りな先端が敵の頭部を貫かん通つうし、その下の路面ごと串くし刺ざしにする。


    　すべての敵を駆く逐ちくしたことを確認し、吹芽は息をついた。


    　戦える。あの白い狙そ撃げき銃じゆうに頼らずとも──湧わき上がる熱と実感が、握り締めた掌てのひらに広がる。


    　吹芽は機関銃マシンガンの銃口を下ろすと、ザイシャのほうへ駆け寄っていく。


    　一方、戦闘を終えたザイシャは吹芽の方へと振り返り──目を見開いて叫んだ。


    「後ろ！」


    　吹芽はとっさに振り返る。崩れかけたビルのフェンスの陰から、機関銃マシンガンの銃口が覗のぞいていた。──四体目が潜ひそんでいたのだ。もはや回避は間に合わない。


    「───、な」


    　しかし、敵の発はつ砲ぽうとほぼ同時に、吹芽はコートの裾すそを掴つかまれて地面に倒れ込んだ。飛び出してきたザイシャが、吹芽の体を力ずくで引き倒したのだ。


    　辛からくも初撃を回避したふたりに向けて、レヴナントは容よう赦しやない追撃を加える。無防備に倒れたままの吹芽とザイシャに、敵の奇き襲しゆうを避ける術すべはもう残されていなかった。


    　今度こそ死を覚悟した吹芽の視界が、何かでふさがれた。響く発砲音と共に、彼に覆おおい被さった小さな体が小刻みに震動する。


    「ザイシャ……？」


    　吹芽は茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。彼を庇かばったザイシャは、敵の銃撃をまともに浴びていた。


    「だい、じょうぶ──」


    　苦痛に表情を歪ゆがめながら答えるザイシャの唇くちびるから、鮮せん血けつが垂れ落ちた。背中に回された吹スイ芽ガの手が、ぬるりと温かいもので濡ぬれる。


    「───よくも」


    　止まっていた思考はすぐに再起動した。吹芽は機関銃マシンガンを拾い上げ、全力で走り出す。


    　レヴナントの注意が吹芽へと移った。吹芽は大きく円を描えがくように疾しつ走そうする。その背中を敵の銃じゆう撃げきが掠かすめていく。


    　応射しようと機関銃マシンガンを持ち上げ──吹芽は自みずからの不運に叫び出したくなった。先ほどの奇き襲しゆうの際、流れ弾だまを機関部に受けた機関銃マシンガンは、すでに使い物にならなくなっていた。無用の長ちよう物ぶつとなったそれを投げ捨て、コートの裏からサブウェポンのハンドガンを抜く。


    「ぐ……っ！」


    　が、敵の銃じゆう弾だんが吹芽の右下腕を捉とらえた。激しい衝しよう撃げきと共に右腕が麻ま痺ひし、ハンドガンを取り落とす。防弾コートに遮さえぎられて弾は逸それているものの、すべての武装を失った。


    「いや──まだだ」


    　まだ武器が残されている。吹芽自らの罪を具象した、禍まが々まがしい白亜の長銃が。


    　敵の銃撃が途切れた。新たな弾だん倉そうを形成する隙すきをつき、吹芽は一気に敵との距離を詰める。


    「──キィ。イ」


    　早くもリロードを終えたレヴナントが発はつ砲ぽうする。もはや回避している猶ゆう予よなどない。吹芽は両腕を交差させて銃弾を防ぎつつ、姿勢を低くして疾走する。残り六メートル。


    　激しい衝撃と痛みが吹芽を襲おそう。防御力の低下した後衛用の防弾コートでは、真正面からの銃撃に対して十分な効果を発揮できない。左腕に二発、左肩、脇わき腹を抉えぐられる。止まらない。


    　残り一メートル。吹芽は渾こん身しんの力で敵の鳩みぞ尾おちを蹴けり上げる。体勢を崩した相手の機関銃マシンガンの銃口を、感覚の失うせた左腕で掴つかみ上げた。


    　吹芽は死守した利き腕を前に突き出し、最後の武器を起動させた。離れたザイシャの胸から粒りゆう子しが迸ほとばしり、巨大なスナイパーライフルが吹芽の手の中に構築される。スコープなどで覗のぞく必要もない──完全なゼロ距離射撃。


    　吹芽はグリップを握ると、伸びたバレルの先端を槍やりのごとく突き出してレヴナントの顎あご下したに叩たたき付けた。大きくのけぞった敵の紅あかい瞳ひとみが、吹芽をぎょろりと睨にらみ付ける。


    「消え失せろ……ッ！」


    　絶叫と共に引き金を引く。銃口先端に取り付けられたハイダーから咆ほう哮こうが放たれた。轟ごう然ぜんと撃ち出された二五〇グレイン弾頭が、レヴナントの下顎から上顎、脳のう核かくから頭ず蓋がいに至るまでを串くし刺ざしにし、跡あと形かたもなく爆散させた。


    　吹芽は呼吸を荒らげながら、敵の消しよう滅めつを見届けた。


    　勝利の余よ韻いんなど微み塵じんもない。代わりに吹芽を襲うのは、この強力な兵装を狙撃手として正当に運用できていたのなら──という、果てしない後悔と虚きよ脱だつ感であった。


    　吹スイ芽ガは崩れ落ちるように膝ひざをつき、唇くちびるを固く噛かみ締めた。


    



    　それから三〇分後、負傷によって動けなくなった吹芽たちは、前線基地内にある広大な駐車場まで運び込まれ、手当てを受けていた。周囲では衛生兵たちがせわしなく動き回り、他の重傷者の治療にあたっている。


    「吹芽……！」


    　背後から声がかかる。衛生兵にまぎれて救護作業を手伝っていた茴ウイ香カが駆かけ寄ってきていた。


    「いったい何やってるんですか！　さっそく命令違反を犯してッ！」


    「……ごめん。でも、茴香も無事でよかった」


    「よかったじゃありませんよ……もう」


    「──作戦が成功して、よかった」


    　目元に浮かぶ涙をコートの袖そでで拭ぬぐう茴香に、吹芽はぽつりとそう告げた。


    「ええ。……味方の損害も甚じん大だいですが……」


    　表情を曇らせる茴香の視線の先を吹芽は追った。広い駐車場は多数の負傷者と戦死者の遺体で埋め尽くされ、地獄絵図と化している。痛ましい光景に目を背そむける。


    「怪け我がは大丈夫ですか？　だいぶ無茶をしたようですけど……」


    　吹芽は自分の体を見下ろした。裸はだかの上半身と左腕に、血に濡ぬれた包帯がきつく巻かれていた。


    「大丈夫。まだ痛むけど、傷自体はふさがってるみたいだ」


    　我が事ながら、常じよう軌きを逸いつした回復力に慄りつ然ぜんとする。盾たてにした左腕を動かしていた吹芽は、自みずからの掌てのひらを見下ろした。──乾いた血がべっとりと付着している。自分の血ではない。


    「……ザイシャはどこに？」


    　茴香が視線で遠くを示す。開け放たれたシャッターの向こう側、搬入口の傍そばにザイシャの姿を吹芽は見つけた。吹芽以上の重傷を負っていたにもかかわらず、彼女は駐車場内に背を向け、眩まぶしい朝日を浴びながらひとり佇たたずんでいる。


    「ザイシャの回復力は常軌を逸しています。、まるで……」


    　茴香が飲み込んだ言葉の続きは、吹芽にも察しがつく。吹芽を庇かばって銃じゆう撃げきをまともに食らったにも拘かかわらず、ザイシャの背中に負傷の痕こん跡せきらしきものは見られない。


    「……わたしは救護を手伝ってきます。吹芽はもう少し休んでいてください」


    　茴香は強がるような微笑ほほえみを浮かべて去っていく。


    　それと入れ替わるように、大きな人影が吹芽の前に立ちはだかった。


    　吹芽は息を呑のむ。往路のヘリ内で、ヘルカと口論を繰り広げていたＳＥＦの分隊長だった。その全身は真新しい包帯に覆おおわれ、落ち窪くぼんだ小さな瞳ひとみが吹芽の顔をじっと見下ろしている。


    「動けるか」


    　威圧するような声に、吹スイ芽ガは黙って頷うなずいて立ち上がり、踵きびすを返した分隊長についていく。


    　ふたりは駐車場を抜け、人目の届かない通路に辿たどり着く。


    　ゆっくりと振り向いた分隊長の厳しい視線が、吹芽を正面から射抜く。強力な力を持っておきながら、なぜもっと早く援えん護ごしなかった──これからぶつけられるであろう正当な痛つう罵ばに、吹芽は心が重く沈んでいくのを自覚する。


    「円マドカ吹芽。貴官の奮闘に、心から感謝する」


    「え……？」


    　分隊長の口から放たれた予想外の一言に、吹芽は思わず表情を固まらせた。


    「重傷者は多く、戦線復帰はしばらく叶かなわんだろうが、部下全員が一命を取り留めている。今、治療を受けている部下たちも、おまえたちに礼を言っていた」


    「……怒らないのか？　僕が狙そ撃げき兵へいとして機能していれば、被害はここまで拡大しなかったかもしれない」


    「それはもっともだがな──そのような恩知らずの舌は、あいにく持ち合わせていない」


    　吹芽は返す言葉が浮かばない。代わりに、空くう虚きよな胸に熱い何かが滲にじんでいくのを自覚した。


    「悪いが、おまえの相棒にも礼を伝えておいてくれ」


    「ザイシャのこと？　……自分で伝えればいいのに」


    「ヘリでの一件がある。舌の根も乾かぬうちに手の平を返したところで溜りゆう飲いんは下がらんだろう」


    　吹芽が小さく頷くと、分隊長は巌いわおのような顔に自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。


    「───円」


    　不意に、緩ゆるみかけた空気を凍結させる声が響いた。静かな靴くつ音おとが廊下に反響し、薄うす闇やみの中にしなやかな長身が浮かび上がる。現れたのはヘルカだった。


    　ヘルカは吹芽の前に歩み寄るやいなや、その拳こぶしを吹芽の腹に叩たたき込んだ。たまらず体を折り曲げた彼の首をヘルカは掴つかみ、片腕で壁に押し付ける。


    「なぜ命令に背そむいた」


    　吹芽はぎりぎりと軋きしむヘルカの腕を掴み、呼吸を確保するので精いっぱいだった。どのみち弁明など何もない。命令違反を犯し、独どく断だん専せん行こうしたのは吹芽自身だ。


    　ヘルカが手を放す。解放された吹芽は、床ゆかに崩れ落ちながら激しく咳せき込んだ。


    「──次は許さない。君の役割はあくまで後方支援だ」


    　告げるヘルカの声と表情に怒りはない。ただ氷のような鋭するどさだけが吹芽を刺す。分隊長の手を借りて立ち上がりながら、彼は去っていくヘルカの背中を見つめていた。


    



    　部下の元へと戻った分隊長の背中を見送り、吹芽はしばらくの間、誰もいない通路で物思いに耽ふけった。ヘルカの叱しつ責せきは当然のものだ。吹芽は命令違反を犯し、自分はおろか──ザイシャの生命までを危険に晒さらしたのだ。


    　吹スイ芽ガはようやく重い足を踏み出し、ザイシャのいる搬入口の方へ向かった。


    　ザイシャは潮風に髪を流しながら、数十分前から依い然ぜん変わらぬ姿勢でそこに佇たたずんでいた。透き通った大きな瞳ひとみに、蒼あおく輝かがやく水平線の光が映り込んでいた。吹芽は小さな背中に声をかける。


    「ザイシャ……ごめん」


    　ザイシャはゆっくりと振り向き、頭部センサーをぴくぴくと動かしながら怪け訝げんな顔をする。


    「君を危険に晒さらした。ザイシャが庇かばってくれなければ、死んでいたかもしれない」


    　吹芽は上半身を覆おおう包帯を見下ろす。いくら防弾コートと埋まい葬そう官かんの治ち癒ゆ能力に守られているとはいえ、銃じゆう弾だんを急所に受ければひとたまりもない。


    「──あなたのくだらない自己犠ぎ牲せいと一緒にしないで」


    　しかし、軽けい蔑べつの視線と共に返ってきたザイシャの答えは、冷淡なものだった。


    「私の適合者は、現状あなたひとりなの。あの時の私に、あれ以外の選択肢はなかった」


    「それでも、助けてくれたことには変わりないだろ」


    「ええ。おかげで、あなたの甘さを今回で改めて痛感した。文字通り、ね」


    　ザイシャは自みずからの体を抱きながら、棘とげを含んだ声で続ける。


    「元狙そ撃げき手しゆが聞いて呆あきれるわ。サンカは見捨てるものと救うものを、冷静に見定めていた」


    「……ザイシャ」


    「あなたは二流以下の、傲ごう慢まんな偽ぎ善ぜん者しやよ」


    　振り向いたザイシャの冷たい視線に、吹芽は胸を締め付けられる。


    「……あなたなんかに、サンカの真意は永遠に理解できないわ」


    　告げるザイシャの瞳に浮かぶのは、怒りか、それとも別の何かか──。


    



    　　　◇


    



    　未いまだ炎と硝しよう煙えんのくすぶる戦場跡を、遠く離れたビルの屋上から見下ろすひとつの影があった。


    「──なぁに、あれ？　なんて無ぶ様ざまな戦い方」


    　少女であった。透けるような長い髪を風になびかせ、硝子ガラスのように白い肌はだを、扇せん情じよう的なドレスの隙すき間まから惜しげもなく晒している。そのしなやかな肢し体たいは、機敏な肉食動物のようだ。


    「まったく、あの娘ったら──やっと目を醒さましたと思ったら、性しよう懲こりもなく人間ユーザーなんかに縛しばられているのねぇ……」


    　屋上の縁に行儀よく脚を揃そろえて腰掛けた少女の唇くちびるに、美しいながらも歪ゆがんだ微笑が咲く。


    「まあ、いいわ。あの娘の可愛い顔を見られただけでも、亡もう者じやどもをけしかけた甲か斐いがあったってものだし。それに、あの娘の新しいユーザー──」


    「──むぅ、うぅ──」


    　陶然と笑う少女の耳元に、苦く悶もんの呻うめきが割り込んでくる。少女が鬱うつ陶とうしげに視線を向けた屋上の床ゆかには、四し肢しを無む惨ざんに切断され、拷ごう問もん具ぐじみた口くち枷かせを嵌はめられた青年が転がされていた。


    「むぐ──むぅ、──！」


    　紅あかい瞳ひとみに白い肌はだ。青年は紛まがうことなきレヴナントであった。にも拘かかわらず、少女を見上げる眼まな差ざしには明確な恐怖──即ち、レヴナントと化した人間が失うはずの理性が宿っている。


    「……なんだかもう、このペットも飽きちゃった」


    　すくりと立ち上がった少女の腰辺りから、複数の大だい蛇じやを束ねたかのような触しよく手しゆが発生した。その鎌かま首くびが、身動きできない青年めがけて一斉に襲おそいかかる。


    「さよなら。短い間だったけれど、ご苦労様──私のユーザーさん」


    　さながら獲え物ものに群がるピラニアのごとく、少女の触手が青年の肉体を容よう赦しやなく引き裂いていく。彼の口くち枷かせが壊れ、絶叫が人知れず廃はい墟きよに響き渡った。


    　少女は自みずからの人差し指を甘あま噛がみしながら、青年の肉体がズタズタの肉にく塊かいと化していく光景を、頬ほおを上気させながら陶然と見下ろしていた。その細い肩が小刻みに震える。


    「あぁん、もう……最さい期ごの最期で、可愛く絶頂してくれたのね？」


    　青年だったモノの残ざん骸がいが砂のように霧む散さんしていき、やがて完全に消しよう滅めつした。少女は床ゆかにぽつりと残された黒い球体をつまみ上げ、ひとり嗤わらう。


    「────くふっ。これから楽しくなりそう」

  


  
    



    03/Illusion ‐幻影‐


    



    「君の独どく断だん専せん行こうも、今回の出動で三度目だな──円マドカ」


    　消滅していくレヴナントの傍かたわらにしゃがみ込んだ血ち塗まみれの吹スイ芽ガとザイシャを見下ろしながら、ヘルカは感情の片へん鱗りんすら覗のぞかせない声で吐き捨てた。


    　第七防衛線での任務から一か月後──その間、ヘルカ班に新たに下された二度の出動任務において、吹芽とザイシャは命令に背そむいて最前線に赴おもむき、戦闘行為に及んだのだ。


    「円。君の自己犠ぎ牲せい精神は結構だが、作戦に影響を及ぼすとなれば話は別だ」


    　滔とう々とうと言うヘルカの背後では、負傷したＳＥＦの隊員たちが搬送されていく。吹芽たちが駆かけ付けなければ、彼らは間違いなく殺され、今頃は生ける屍しかばねと化していただろう。


    　吹芽は腕の裂傷を掌てのひらで押さえ付けながら、見下ろしてくるヘルカの瞳を睨にらんだ。


    「僕が狙そ撃げき手しゆとして役に立たないのは、わかってるだろ。こうして作戦に組み込むなら、初めから僕を前衛に据すえればもっと効果的に任務を遂すい行こうできるはずじゃないか……！」


    「調子に乗るな。君の生死が問題なのではない──君が有している貴重な兵へい装そうが失われることを危き惧ぐしていると、何度言えば理解する」


    　ヘルカはにべもなく言い放つと、傍らのザイシャに視線を移した。


    「彼の暴走を止めるのが、君の役割のはずだが」


    「……私に命令しないで。私は、ユーザーの要請に従うだけよ」


    「それが答えか」


    　ヘルカはふたりに背を向け、事態を見守っていた茴ウイ香カやＳＥＦ隊員たちに向かって告げる。


    「──以降は調査隊に引き継ぎとし、これより帰投する」


    　隊員たちが慌あわただしく撤収の準備を始める。茴香と珊サン瑚ゴだけが、三人の様子を見守っている。


    　ヘリの方向に向かって歩き出したヘルカは、最後に首だけで振り返るとザイシャを一いち瞥べつした。


    「君の上官はあくまで私だ。命令に背そむいた罰は受けてもらう」


    　反抗的な表情を崩さないザイシャに、ヘルカは構わず重ねて告げる。


    「三度目ともなれば慣れたものだろうが──覚悟だけはしておけ」


    「────」


    　吹スイ芽ガは傍かたわらのザイシャを見て眉まゆをひそめる。


    　青あお褪ざめた彼女の顔色には、明確な怯おびえの色が浮かんでいた。


    



    　　　◇


    



    　結局、吹芽は以前と同じく三日間の謹慎を命じられた。


    　その最終日、立ち並ぶ高層ビル群と夕焼けに染まりゆく空を自室の窓からぼんやりと眺めていた吹芽は、来訪者を告げるベルの音で現実に引き戻され、玄関へと向かった。


    「茴香、珊瑚」


    　ドアの隙すき間まからひょこりと顔を覗のぞかせた茴香が、気遣う微笑ほほえみを浮かべる。


    「ごきげんよう……とは、いきませんね。でもまあ、自じ業ごう自じ得とくです」


    「ふたりともいいの？　一応、謹慎中なんだけど……」


    　目をしばたたかせる吹芽に、珊瑚が人懐なつっこい笑みを見せ、手に持った保温ケースを掲かかげる。


    「いいんだよ。こういう緩ゆるさも埋まい葬そう官かんの特権だ。マスターからの差し入れだ」


    　吹芽はふたりを室内に通す。自室に誰かを上げるのは初めてだった。


    「……しかし、殺さつ風ぷう景けいだな。聞いちゃいたが、本当に無趣味なのな」


    　珊瑚は室内を無遠慮に眺め回しながら、つまらなそうに言う。


    　吹芽が《セブンス》に戻ってからすでにひと月近くが経たっているが、私物の類たぐいはまったく増えていない。せいぜい奥の別室に弾薬製作ハンドロード用のスペースを設営したくらいだ。


    「駐ちゆう屯とん基地と遠征地での生活が長かったし、何を買ったらいいのかよくわからないんだ」


    　頬ほおを掻かきながら答える吹芽に、珊瑚はソファに腰掛けて眉根を寄せる。


    「あー……まずはでかいモニターだな。あとはオーディオだ。それだけで世界が変わる」


    「携帯端末やＥｙＳアイスがあるから、映像機器はいらないよ」


    　コロニア内では、様々な映像放送が行おこなわれている。もっとも最低限のニュースチェックなら携帯端末で事足りるし、娯楽番組の類たぐいを視聴する習慣はそもそも吹スイ芽ガにはない。


    「わかってねえなあ。ＥｙＳアイスで観る映像作品ほど味気ないモンはないぜ？」


    「映像作品って──映画とか？」


    「ああ。このご時世だ、新作なんざしばらく期待できねえが、オールドムービーのソフトならいくらでも貸してやれる」


    「珊サン瑚ゴの数少ない、まともな趣味ですね」


    　テーブルの上に料理を広げつつ、茴ウイ香カが口を挟む。


    「別に興味ないよ」


    「そう言うなって。百ひやく聞ぶんはなんとやらだ、謹慎明けたら俺おれの部屋来い。見み繕つくろってやるよ」


    　子供のような表情を浮かべる珊瑚の誘いを断ことわる気にもなれず、吹芽は渋々と頷うなずいた。


    



    「……私たち、まだザイシャのことを何も知らないですよね」


    　食後の弛し緩かんした雰ふん囲い気きの中でぽつりと口を開いたのは、後片付けをしていた茴香だった。


    「そもそも作戦中以外で、あの娘の姿を見かけることがまずねえしなぁ」


    　ソファでくつろいでいた珊瑚が、肩をすくめてぼやいた。


    　作戦行動が終わると、ザイシャはヘルカに連れられて姿を消し、次の出撃まで決して姿を現さない。出撃中も、彼女は決して余計なことを話そうとはしない。吹芽とザイシャの関係は、依い然ぜんとして平行線のままであった。


    「……いくら彼女の存在が最重要機密だからといって、こんな待遇はあんまりだと思います」


    　ザイシャが普段、どこで何をしているのかを吹芽は未いまだに知らない。幾度かヘルカに[image: ]たずねたことがあったが、返ってきたのは「君には関係ない」という、にべもないものだった。


    「……茴香は、ザイシャと話したいの？」


    　テーブルを拭ふきながら[image: ]ねる吹芽に、茴香は迷うことなく頷いた。


    「ええ。大切な仲間ですから。それに──あなたの無む謀ぼうな行動は、傍そばにいる彼女でなければ止められない。そんな気がしていて……」


    　責める響きを帯びた茴香の声こわ音ねが室内に満ち、空気が緊張を帯びる。


    「吹芽の戦い方は正直、目に余ります。まるで、自分から死のうとしているようで──」


    「…………」


    「あなたと同じ目をした同僚がいました。……以前の掃そう討とう戦せんで、その人は戦闘中行方ゆくえ不明になりました。仲間を庇かばって」


    　茴香は悄しよう然ぜんと告げた。戦闘中行方不明──事実上の戦死だ。


    　吹芽が埋まい葬そう官かんになってからの戦闘は、常に死と紙一ひと重えだった。身体能力こそ上昇しているものの、彼の本分はあくまで長距離狙そ撃げきであり、ザイシャの存在と共に得た兵へい装そうの性能も、それに偏かたよったものである。ザイシャの援えん護ごがなければ、今頃間違いなく死んでいる。


    　表情を険けわしくする吹スイ芽ガに、珊サン瑚ゴは軽い調子で言う。


    「ま、吹芽の事情もザイシャの事情も、《七姉妹プレイアデス》とやらの詳細も俺おれにはよくわからんが──あんまり気負うなよ。物事は少しずつな」


    　──その後、各おの々おのの部屋へと戻ったふたりを見送った吹芽は、ようやく決意を固めていた。


    



    　　　◇


    



    　その日の深夜に、吹芽はヘルカの元へと向かった。


    「ザイシャと会わせてほしい」


    　閑かん散さんとした射撃場でひとり射撃訓練を行おこなっていたヘルカの背中に向かって、吹芽は単たん刀とう直ちよく入にゆうに告げた。


    　ヘルカは頭部を精確に粉ふん砕さいされた人型のターゲットから視線を外して振り向くと、切れ長の瞳ひとみをさらに鋭するどく細めた。その手には、ホールドオープンしたハンドガンが握られている。


    「不許可だ。君と同じ、謹慎処分中だ」


    「僕とザイシャは、ふたつでひとつの武器なんだろ？　なら、彼女自身のことを何も知らないまま、これから先……自分がまともに戦っていけるとは到底思えない」


    「私の班に配属されてから今日まで、君が一度でもまともに戦おうとしたか？」


    「……自覚しているから、こうして頼みに来た。ザイシャと、もっと話がしたいんだ」


    　何かが掴つかめるような予感があった。かつて円マドカ燦サン華カと共に大戦を戦い抜き、そして今、自己を犠ぎ牲せいにして他人を救う吹芽の戦い方を、偽ぎ善ぜん者しやと切って捨てたザイシャ──正体さえ見えない溝を埋めるには、彼女と心を通わせる必要があると吹芽は感じていた。


    「──ついてこい」


    　気の遠くなるような睨にらみ合いのすえ、ヘルカは静かに歩き出した。吹芽は黙ってその後ろをついていく。約一か月前、重傷を負った吹芽が隔かく離りされていたフロアを経由し、まったく同じ手順で隔かく壁へきを抜けたふたりは、会話もなく通路を進んでいく。


    　辿たどり着いたのは以前、ザイシャが拘こう束そくされていたシリンダーの設置されたフロアだった。


    　蕾つぼみ状のシェルが開放され、内部に拘束されていたザイシャが姿を現すが──その様子は、初めて会ったときとはまるで違っていた。


    　ザイシャの頭部の上半分は、得え体たいのしれない機械で覆おおわれていた。剥むき出しの口元だけが、激しい苦く悶もんと恐怖で歪ゆがんでいる。


    「やだ──い、や──」


    　ザイシャはうわ言のような声を漏もらし続けていた。吹芽たちの来訪に気付く様子はない。


    「もう──いや。出して──ここから──」


    「──何だ、これ」


    　愕がく然ぜんと声を漏もらす吹芽に対し、ヘルカは落ち着き払った様子で答える。


    「彼女が見ているのは何の変哲もない、ただの〝闇やみ〟だ」


    「……闇？」


    「おそらく、彼女の過去に起因するものだろうが──ザイシャは暗闇や孤独といった環境を極端に恐れている。ああして拘こう束そくし、視覚をカットするだけであの有あり様さまだ」


    　確信めいた予感に駆かられ、吹スイ芽ガは零下の無表情で声をわななかせた。


    「まさか──」


    「ああ。君たちが命令違反を犯した三度の作戦の後、彼女はこの苦しみを延々と味わっている。彼女のような手合いは、恐怖を与えて服従させるのが効果的だ」


    　目の前の光景は、吹芽の自制心をいともたやすく溶解させた。


    　ザイシャを物のように扱うヘルカたちを許せなかった──否いな、吹芽が真に許せなかったのは、この事実を知らずのうのうと日々を過ごしていた自分自身だった。


    　ザイシャを助けようと、シリンダーに向かって駆け出した吹芽の足首を、ヘルカのつま先が捉とらえた。視界が半回転し、左半身をしたたかに床ゆかに打ち付ける。ヘルカは素早くマウントをとり、吹芽の頭を床に押し付けた。


    「──君にも教育が必要だな」


    「く、そ……ッ！」


    　信じられない腕力で額ひたいを締め付けられる。吹芽は必死にもがくが、拘束は微み塵じんも緩ゆるまない。


    「条件次第で彼女を解放してやってもいい」


    「……なに？」


    「簡単だ、円マドカ。君は今後一切、与えられた命令を遵守すればいい。その条件を呑のめば、彼女の行動の自由を認めてやる」


    　命令の遵じゆん守しゆ。それは後衛を任じられた吹芽が、最前線に出られなくなることを意味する。


    　当然といえば当然だ。規律と連携が重んじられる戦場において、超常の兵器を有しているとはいえたかが一兵士に行動と思想の自由が許される謂いわれなどない。


    「僕は──」


    　誰ひとり死なせない──吹芽が抱いだく理想は、もはや意志などという崇すう高こうなものではなく、魂たましいに刻み込まれた呪のろいだ。今さら覆くつがえせるものではない。


    「───サンカ。──けて────ひとりに、しないで」


    　しかし、目の前のザイシャの有様は正視に耐えないものだった。その肉体に超常の兵器を宿し、戦場で猛威を振るう少女が、今は見た目どおりの弱さと脆もろさを露ろ呈ていしていた。


    「……わかった。今すぐにザイシャを解放してくれ」


    　頭を締め付けられる激痛に耐えながら、吹芽は呻うめくようにそう答えていた。


    「よろしい、君の要請を受諾する。オペレーター、視覚マスキングをカット。拘束を解除しろ」


    　シリンダー内の拘こう束そく具ぐが開き、ザイシャの肢し体たいが解き放たれた。シリンダーからこぼれた小さな体が床ゆかに叩たたき付けられ、衝しよう撃げきで頭部に装着された機械が外れる。


    　吹スイ芽ガはよろよろと立ち上がると、倒れているザイシャに歩み寄り、冷たい体を抱き起こした。


    「────あ」


    　涙に濡ぬれたザイシャの大きな瞳ひとみが、心底驚いたように見開かれた。驚きに呆ほうけていた表情が、やがて悪夢から目覚めたばかりの、幼おさない少女のそれに変わる。


    　ザイシャは吹芽の胸にすがり付くと、黙ったまま顔を埋うずめた。


    「彼女はあくまで備品扱いだ。私室の所有および単独行動は認可されない。君が管理しろ」


    　最後にそう言い残し、ヘルカは通路の奥へ消えていく。


    　後にはシリンダーの低い稼か働どう音おんと、ザイシャのすすり泣く声だけが残った。


    



    　吹芽とザイシャが部屋に戻った頃には、夜中の三時を回っていた。


    　手早くインスタントコーヒーを淹いれた吹芽がリビングに戻ると、ザイシャはベッドの上にちょこんと座り込み、借りてきた猫のような警戒の視線で室内を見回していた。


    「……そういえばザイシャって、飲み食いするのか？」


    　ザイシャはもぎ取るように、差し出されたカップを受け取った。


    「……馬ば鹿かにしないで。体の構造自体は、人とそう変わらないから」


    「そうなの？」


    「コロニア内部は粒りゆう子しの濃度が薄くて体組織の循じゆん環かんができない。だから、外部から補ったエネルギーを変換しなくちゃ体を保てないの──」


    　先ほどまでの憔しよう悴すいぶりが嘘うそのような仏ぶつ頂ちよう面づらで、ザイシャはカップに口をつける。


    「だから食事だって、あなたたちと同じようにとれ──、あつっ！」


    　ザイシャが慌あわててカップから口を離した。一連の様子を黙って観察していた吹芽に振り向き、じとりと睨にらみ付けてくる。


    「……なんで僕に怒るのさ」


    「怒ってない。それよりあなた、何のつもり？」


    「つもりって、何が？」


    「とぼけないで。私を庇かばうような真ま似ねをしたことよ……」


    　ザイシャは両手でカップを握ったまま、眉まゆ尻じりを吊つり上げて吹芽に詰め寄る。


    「庇うとか、そういうのじゃないよ」


    　ぎこちない会話はすぐに途切れた。吹芽がコーヒーを啜すする音だけが室内に響く。ザイシャはしばらくの間、納得のいかない様子で吹芽を見つめていたが、コーヒーが冷めた頃合いを見計らって、ふたたびカップに口を付けた。


    「……苦い」


    　ザイシャは不満げに眉をひそめる。吹芽がパッケージごと手渡したコーヒーミルクをぼちゃぼちゃと大量投入し、おそるおそるコーヒーを啜すすり始める。


    「今日はもう休もう」


    　[image: ]ききたいこと、話したいことは山ほどあったが、時刻はすでに明け方に差しかかっていた。


    「ザイシャはそのままベッド使って」


    　ザイシャから視線を外し、吹スイ芽ガは離れた場所にあるソファに寝転がった。ＥｙＳアイスから照明アイコンを呼び出して消灯する。室内が暗くら闇やみに包まれ、吹芽はものの数秒で入眠する。


    「…………ねぇ」


    　か細い声が室内に響く。


    「ねえったら……！」


    　吹芽は即座に眠りから引き戻された。何事かと起き上がり、ふたたび照明を点つける。


    　ザイシャはベッドの上で膝ひざを抱え、背中を丸めてうずくまって吹芽を見つめていた。その表情は気丈さを保っているものの、頭部センサーの先端は怯おびえるように下を向いている。彼女は小さな口をへの字に結んだまま、ただ訴えるような視線だけをぶつけてくる。


    　暗闇や孤独を極端に恐れる──さっきのヘルカの言葉を、吹芽は思い出す。


    「ごめん。照明は点けたままにしておく」


    「……あなたが眠れないでしょう」


    「大丈夫。どんな状況でも熟睡できるのが取り柄えだから」


    　いつ休息をとれるかわからない任地での日々で染み付いた習慣だ。


    「そんなのご免よ。それであなたの能力に支障が出たら、迷惑するのは私なの」


    「じゃあどうしろっていうんだよ……」


    　話は平行線のまま進まない。頭を掻かきながら弱りきった声で[image: ]たずねる吹芽に、


    「あなたがこっちに来れば済む話でしょう。寝ね床どこはこんなに広いんだから」


    　吹芽は耳を疑った。一方のザイシャは気まずそうに視線を泳がせながら、頭部センサーを落ち着きなく震わせている。


    「……あなたの自己満足に、私を付き合わせないで」


    「照明点けるか消すか程度で、そんな恩に着せられても」


    「否定。ユーザーに最高効率の休息を要求しているだけ。他の意図はないわ」


    　要は添い寝をしろと遠回しに要請するザイシャに、吹芽は困惑を隠し切れず眉まゆ根ねを寄せる。


    「なんていうか、ザイシャ。───君、さっきからえらく無防備だ」


    　作戦行動中の乾いた態度や物腰が嘘うそのように、今の彼女は年相応の少女であった。


    　吹芽の指摘を受けたザイシャは、しばらくの間、怒りを堪こらえるようにしてシーツを握る手を震わせていたが、やがて怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで頭部センサーを持ち上げて声を上げた。


    「──そう。そうよ！　開き直ってるの！　あんな無ぶ様ざまなところを見られて、今さら取り繕つくろったところで何の説得力もないでしょう……！」


    　吹スイ芽ガはしばらくの間考え込んだものの、結局照明を点つけたままソファに寝転んだ。


    「ちょっと……スイガ！」


    「明るければ、ひとりでも平気だろ？」


    　不満げなザイシャの抗議を無視して、吹芽は瞼まぶたを閉じた。


    　吹芽──そう口にしたザイシャの声が、眠りに落ちる間際の彼の意識に暖かく染みこんだ。


    



    　　　◇


    



    　翌日、礎訓練のみをこなして自室に戻った吹芽を出迎えたのは、ベッドの上に座り込むザイシャの仏頂面だった。


    「ただいま、って──今日一日、何も食べてないの？」


    　ザイシャは無言のままごろんと寝返りをうち、吹芽に背を向ける。今け朝さテーブルの上に用意しておいた食料は手付かずのままだった。ベッドに顔を押し付けたまま、声をこもらせて告げるザイシャの真意は窺うかがい知れない。


    　テーブルの上の食料はすでに冷めて乾ききっていた。空腹であろうザイシャに今さらこれを食べさせるのは、さすがに心苦しい気持ちになる。


    「ザイシャ。外に食べに行こう」


    「……なんですって？」

  


  [image: ]


  
    　唐突な吹スイ芽ガの思い付きに、ベッドから顔を上げたザイシャが怪け訝げんな視線を向けてくる。


    「班の皆が空あいてれば、顔合わせができたんだけど──」


    「……拒否するわ。必要性を感じない」


    「いいから。嫌でも連れていく」


    　予想通りのザイシャの返答に、吹芽は有う無むを言わせず告げる。


    　しかし──ひとつ問題があった。吹芽はザイシャの全身をまじまじと眺める。


    「…………なに」


    　このまま往来を歩かせるには、ザイシャの格好や容姿は目立ちすぎる。上から何か着せれば問題ないだろうが、吹芽はろくな服を持っておらず、そもそもサイズが合わない。


    　悩んだ吹芽は、ＥｙＳアイスを介して通信機の個人回線を呼び出した。相手はすぐに応答する。


    「茴ウイ香カ、今大丈夫？」


    『ええ、メンテまでには少し時間がありますから』


    「頼みがあるんだ」


    『……？　珍しいですね』


    　かしこまった吹芽の様子に、茴香が不思議そうな声を返す。


    「茴香にしか頼めない」


    『えっ。……わ、わかりました。私にお応こたえできることでしたら！』


    「茴香の服がほしい」


    『…………。なんて？』


    「だから、茴香の服がほしい」


    　通信は切れた。システムトラブルを疑い、吹芽はもう一度回線を呼び出す。


    「茴香の服がほしいんだけど」


    『安心しました！　通信機の故障ではなかったのですね！』


    　自動でボリュームカットされた怒声に耳を叩たたかれながら、吹芽は事情を事細かに説明する。


    　二〇分後、衣類を詰め込んだ大きなケースを携たずさえた茴香が部屋を訪ねてきた。


    



    　ザイシャの外出申しん請せいは、吹芽の監視のもと、という条件付きでヘルカによってあっけなく受理された。シャフトから下層区域に出た吹芽とザイシャは、上空のスクリーンに映し出された人工の夕暮れの下を闊かつ歩ぽする。


    「ザイシャ、もしかして怖がってる？」


    「──どうしてそんな結論になるの」


    　吹芽の服の裾すそを掴つかみながら後ろをついてきていたザイシャが、不機嫌そうな上目遣いで見つめてくる。茴香の服に身を包んだザイシャは、外見だけならばごく普通の少女でしかない。頭部センサーを隠す大きなベレー帽と、上品な白のワンピースの上からダッフルコートを羽織った姿は、育ちのいい可か憐れんな令嬢にしか見えない。その姿を見た通行人の幾人かが立ち止まっては、混こん沌とんとした街並みにはまるで似つかわしくない少女の美び貌ぼうに目を奪われている。


    　雑多な喧けん騒そうと光がちりばめられた下層区域特有の街並みに、ザイシャは大きな瞳ひとみを好奇で満たしながら、落ち着きなく辺りを見回していた。時おり吹スイ芽ガの服を引っ張って立ち止まっては、飲み屋の店先に設置された水すい槽そうを泳ぎ回る魚や、露店に漫然と広げられた手作りのガラス細工といった取り留めもない光景に、いちいち目を奪われている。


    「こういう賑にぎやかな所を歩いたことはないの？」


    「……私が実戦投入されたのは、大戦が始まってからよ。こんな平和ぼけした光景なんて、その頃には地上からとっくに消え去っていたもの」


    「違うよ。その前の話だ。元々ただの女の子だったんだろ、ザイシャは」


    　ザイシャは微かすかに表情を曇らせ、それきり黙り込んでしまった。


    　互いに無言のまま目的地に着く。吹芽が樫かしの扉とびらを押し開け、カウベルの軽快な音が鳴る。


    「いらっしゃーい──ってあら。吹芽くんじゃーん！」


    　店内の清掃に勤いそしんでいた女性──海ミ星ホシの快活な声が響く。夕刻の『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』店内は、今日もがらんとしている。


    「今日は珊サン瑚ゴくんも茴ウイ香カちゃんもいないんだ？　珍しいねー」


    「うん。ふたりとも今日は空あいてなかった」


    　バーカウンターの奥のマスターが目礼し、吹芽も同じ動作を返す。『歓迎会』の夜以来、吹芽は仲間と休憩時間がかぶった際に、幾度かこの店を訪れている。素晴らしい料理の出来栄えに加えて、立地上Ｒ・Ｅ・Ｖの構成員がほとんど訪れないのは魅力的であった。


    「ほーん。で、後ろのその子は初めてのお客さんかな？」


    　海星の視線が吹芽の背後に留まる。ザイシャの全身が、威い嚇かくする猫のように強こわ張ばる。


    「いやーん、なにこれー。かーわーいーいー！　君も以外と隅すみに置けないねー」


    「離して。触れないで。不快」


    　喜色満面で抱きつく美星に、ザイシャは不機嫌さを隠さない。


    　その後、海星をどうにか引き剥はがし、吹芽たちは店内奥のソファに向かい合って座った。


    「──どういうつもり？」


    　吹芽がオーダーを終えると同時に、ザイシャが半眼で[image: ]たずねてくる。


    「ザイシャ、おなか減ってるだろ」


    「補給ならシャフト内でも事足りたでしょう？」


    　頭部センサーを隠す帽子が、ザイシャの苛いら立だちを示すようにぴくぴくと揺れる。


    　そうこうしているうちに、海星が料理を運んできた。ピザにオムライス、シーザーサラダにポタージュと、色とりどりのメニューがテーブルに並び、吹芽はさっそく手を付ける。


    「？　ぼーっとしてないで、冷めないうちに食べたほうがいいよ」


    　一向に手を動かそうとしないザイシャに、ピザを頬ほお張ばりながら言う。


    　やがてザイシャは、どこかぎこちない手つきでスプーンを掴つかんだ。手近にあったオムライスの皿を引き寄せ、おそるおそるすくって口に運ぶ。


    「────！」


    　とたん、その表情がみるみるうちに驚きに染まっていく。いや、その瞳ひとみに宿るのは感動だ。ザイシャは恋する乙おと女めのごとく瞳を輝かがやかせながら、もぐもぐとオムライスを咀そ嚼しやくする。


    「ザイシャ？」


    　吹スイ芽ガが何度呼びかけても、ザイシャの反応はない。これまでのように無視されているのではなく、単に料理に夢中で耳に入っていないだけだと気付く。


    「──ふぅ」


    　一〇分後には、ザイシャは注文した料理の大半に加えて、海ミ星ホシがサービスで出してきた巨大なパフェまで余さず食べきり、ようやく一息ついた。可愛らしい仕草でお腹を押さえ、ご満悦といった風ふ情ぜいである。


    「……なに見てるの」


    　口の周りを生クリームで汚しつつ睨にらんでくるザイシャの生意気な子供めいた表情に、吹芽は思わず小さく吹き出していた。


    



    『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』を後にしたふたりは、高層エレベーターに乗って上層に上がった。人工の空ではない、穢けがれのない藍あい色に染まった夜空がふたりを出迎える。


    　人々や車両が絶えず行き交い、ソーラーパネルを全面に張り巡らされた高層ビルが密集する近代的な街並みは、どこか退たい廃はい的な雰ふん囲い気きの漂ただよう下層とはまるで異なっている。


    　ここでも衆目を無自覚に集めつつ、きょろきょろと辺りを見回していたザイシャの視線がふと、ある一点に釘くぎ付けになった。


    「……ザイシャ？」


    　立ち止まったザイシャが見つめる先にあるのは、高級菓子店のショーウインドウに張り付く幼おさない少女と、それを見守る母親の姿だった。少女はシュガークラフトの精せい緻ちなメリーゴーラウンドを、きらきらと目を輝かせながら夢中で見つめている。


    「すごーい！　ねぇお母さん、これってほんとにお菓子なのっ？」


    「ええ。売り物じゃないから、買ってあげられないけどね」


    「えー、もらえないの？　つまんなーい……」


    　目と鼻の先で行おこなわれる仲なか睦むつまじい母娘のやり取りを、ザイシャは歩道の真ん中で立ち尽くしたまま凝ぎよう視ししていた。


    　やがて菓子細工の観覧に飽きた少女は、母親と手を繋つないで居住区の方面へと歩き去っていく。


    「…………サンカ」


    　そんなありふれた母娘の背中を、ザイシャは置いていかれた子供のように寂しげな表情で見つめながら、微かすかな声でその名を呟つぶやいていた。


    



    　その後、吹スイ芽ガとザイシャが辿たどり着いたのは、広大な自然公園だった。広い遊歩道の両端に植樹された様々な木々や花々が潮風を受けてさざめいており、人の姿はほとんどない。


    　手頃なベンチを見つけた吹芽は腰掛ける。ザイシャはしばらくの間佇たたずんでいたが、やがてひとり分のスペースを隔へだてて吹芽の隣に座った。


    「ザイシャと話がしたかったんだ」


    　しばらくの沈黙を置いて、吹芽は切り出した。


    　相も変わらず唇くちびるを固く結んだままのザイシャに、吹芽は自みずからの過去を滔とう々とうと語った。二年前、任務中に七人の子供たちを救ったこと。その子供たちの生命が自分の失態で失われたこと。レヴナントと化した彼らを、自ら処理したこと。


    　それ以来──スコープを覗のぞくたびに彼らの亡霊が現れ、吹芽を責め立てること。


    「幻まぼろしなのはわかってる。それでも……レヴナントみたいに撃ち抜けない分、ずっとたちが悪い」


    「それが、あなたの戦う理由？」


    「そうだよ。──もう、誰ひとり死なせたくない」


    「……理想主義者の絵空事よ。あなたはただ、叶かないもしない甘い夢にすがっているだけ」


    　軽けい蔑べつもあらわにザイシャは告げる。しかし虚こ空くうを見つめる紅あかい瞳ひとみには、彼女自身が絵空事と切って捨てた理想への、憧しよう憬けいめいたほのかな光が宿っているように、吹芽には思えた。まるで、決して手の届かない夜空の星々を見つめる幼おさない子供のように。


    「……それに、僕にはいつか討たなくちゃならない仇きゆう敵てきがいる。それまでは死ねない」


    「仇敵？」


    「《九尾ナインテイルズ》──そう呼んでる。妙な装備を持っていて、頭を撃ち抜いても斃たおせなかった」


    　吹芽には確信にも等しい予感があった。今もあれは地球上のどこかに存在し、生き残った人々をなおもその手にかけ続けている。吹芽の目の前で、あの子たちを殺したように。


    「あいつを斃さない限り、僕の後悔は──あの亡霊はきっと消えてくれない」


    「スイガ。その敵──《九尾ナインテイルズ》は、どんな相手だったか憶おぼえている？」


    　ザイシャは、その表情にどこか鬼き気き迫るものを宿しながら[image: ]たずねてきた。


    　記憶に焼き付いた少女の容よう姿しを吹芽は口にする。寒さむ気けが奔はしるほどに可か憐れんな容よう姿しに、ドレスのような奇妙な黒衣。そして腰から突き出した、見たこともない触しよく手しゆのような兵へい装そう。


    　ザイシャは沈黙したまま、吹芽の話にじっと耳を傾けていた。


    「もしかして、何か知ってるの？」


    「──いいえ」


    　つぐべき言葉を失った吹芽から、ザイシャは視線を逸そらす。


    「安心して。その時が来たら、あなたの武器としての役割は果たすつもりよ。──もっとも、あなたが狙そ撃げき手しゆとして復帰できなければ、いずれはお蔵入りだろうけど」


    　武器──自みずからをそう言い表す少女の在あり方を、吹スイ芽ガは未いまだに承服できなかった。むしろ先ほどまでのザイシャの無む邪じや気きな表情や振る舞いを目まの当たりにして、その憤ふん懣まんは彼の中でいっそう強いものとなって膨ふくらんでいる。


    「ザイシャ。君は、望んでその体になったの？」


    「以前の記憶はほとんど消去されているけれど……少なくとも、そうでないことは憶おぼえてる」


    　やり場のない諦てい念ねんを孕はらんだ声が、夜や闇あんに包まれた公園にそら寒く響き渡る。


    「……じゃあ、君は被害者じゃないか。武器なんかじゃない」


    「戦いに被害者も加害者もないわ。ただ殺す者と、殺される者がいるだけ」


    「それも、母さんの言葉？」


    　母なら言うだろう、と吹芽は思う。昏くらく輝かがやく氷のような瞳ひとみで、お伽とぎ話ばなしでも語るように。


    「──ザイシャ、教えてほしい。君にとっての円マドカ燦サン華カは、いったいどんな人間だった？」


    　もっとも[image: ]たずねたかった質問を、吹芽は胸に押し寄せる痛みと共に、ようやく口にした。ザイシャは顎あごを持ち上げて、星々のちりばめられた夜空を睨にらむ。


    「前にも言ったわ。私のことを厳げん然ぜんと兵器として扱い──最さい期ごまで私の性能を引き出して、死んでいった。偽ぎ善ぜん者しやヅラをして、今も私を人間扱いしているあなたとはまるで正反対」


    　吹芽は思わず立ち上がっていた。怒りとも悲しみともつかない感情を向ける先すらわからずに、ザイシャの小さな体を見下ろしていた。


    「どうしたの、ユーザー。それとも、あなたが戦場から身を引いて、私を平和な日常とやらに引き戻してくれる？　今夜のごっこ遊びみたいに」


    　ザイシャの白はく貌ぼうには、試すような、嘲あざけるような色が浮かんでいた。


    「それは──」


    　如い何かなる運命の皮肉か、吹芽が渇かつ望ぼうし、ようやく手に入れた力の正体は、もっとも戦場から遠ざけなくてはならない存在だった。しかしそれを実行することは、吹芽自身がただの無む為いな弱者へと立ち戻ることをも意味する──。


    「……あまりみくびらないで。あなたたちが悪魔の所しよ業ぎようと呼ぶ殺さつ戮りくは、この私の力で成されたものよ。二万六千人もの人間を一瞬で消し飛ばす女の子を、あなたは他に知っているの？」


    　ザイシャは座ったまま、忌いまわしいものでも眺めるかのように自らの両手を見下ろす。


    「私は──もう、人間なんかじゃない」


    「……それは違う。君にそれをさせたのは、ユーザーだった母さんじゃないか」


    　表情を悲痛に歪ゆがめる吹芽に対し、ザイシャは耐えるように唇くちびるを噛かんだ。


    「勘違いしないで。私とサンカは、プシュケの破壊という最終目的のためなら他のどんなものだって犠ぎ牲せいにできた。その在り方に、私たちは迷いなんて感じたことはないわ」


    「そんなの、人間の考え方じゃない……人のための戦いで、人を殺すなんて間違ってる！」


    　常じよう軌きを逸いつしたザイシャの言葉に、吹スイ芽ガはたまらず声を荒らげて反はん駁ばくしていた。


    「それに君は──初任務の時も、この間も僕の独断行動に付き合ってくれたじゃないか」


    「……それがどうしたっていうの？」


    「君がその気になれば、ヘルカの命令に背そむこうとする僕を止めることができたはずだ。力ずくで拘こう束そくすることだって。それでも君は、僕と一緒に戦ってくれた」


    　そして、たとえ両手で数えて余る程度の数であっても、吹芽とザイシャの行動は紛まぎれもなく仲間の生命を救った。


    「──迷いがないなんて、絶対に嘘うそだ。きっと君は後悔してる。母さんが切り捨てた生命を、君は自分のことを武器だと思い込んで、忘れようとしてるだけじゃないか！」


    「ふざけないで……！」


    　ザイシャは憤ふん然ぜんと立ち上がると、吹芽の瞳ひとみをじっと覗のぞき込んだ。


    「〝誰も死なせたくない〟なんて綺き麗れい事ごとをのたまいながら、結局は子供たちを守りきれなかった現実から目を背そむけて、あなたは今も逃げ続けてる！」


    「……ザイシャ」


    「そんな屍しかばねめいた人間が、賢さかしげにサンカのことを語らないで……っ！」


    　怒声が夜や闇あんに反響する。抉えぐるようなザイシャの罵ば声せいに、吹芽は何も答えられず立ちすくむ。


    　その時、言い淀よどむ吹芽の耳元に装着された通信機に緊急回線が割り込んできた。打ちのめされた心境のまま、機械的に応答する。


    『円マドカ。至急、ザイシャと共にシャフトへ戻れ。緊急出動だ』


    　ヘルカだった。突然の出動命令に息を呑のんだ吹芽に、信じられないひと言が飛び込んでくる。


    



    『帰投予定だったＳＥＦ・第〇八分隊が消息を絶った』


    



    「───ハンク」


    　泰たい然ぜんとしたヘルカの声が、今は死神の呼び声のように背中を這はい回っていた。


    



    　　　◇


    



    　高速輸送ヘリで、吹芽の古巣である第一駐ちゆう屯とん基地まで飛んだ技研隊ヘルカ班およびＳＥＦは、計三台の装甲車両に乗り換え、夜の帳とばりを裂きながら現場に急行していた。技研隊を載せた車両の前後に、ＳＥＦの車両がつく形である。


    　信しん号ごう弾だんによる、〇八分隊の健在が最後に確認されたのが約半日前。その後、予定時刻を五時間以上超過しても、ハンクたち──〇八分隊は基地に帰投していなかった。


    　状況は依い然ぜんとして不明だ。大戦後の地球全域では、無線による長距離通信を行おこなうことができない。大気中に充満した粒りゆう子しが電磁波を乱反射・吸収する性質を持つからだ。部隊が装備する携帯通信機の出力では、数キロメートル間の通信がせいぜいである。


    　振動する車内で、吹スイ芽ガはじっと座ったまま虚こ空くうだけを見つめ続けていた。


    「……吹芽、少しでも寝ておいた方がいいです」


    　大丈夫、と掠かすれた声で答える吹芽に、茴ウイ香カは悲痛な表情を浮かべる。


    　吹芽の心情を察してか、コンテナ内のＦＭＳに搭乗している珊サン瑚ゴは声をかけてこない。ヘルカとザイシャも沈黙のまま、車内の振動に身を委ゆだねて戦いの時を待つように瞼まぶたを閉じている。


    「ハンク──」


    　焦しよう燥そうに胸が締め付けられる。来るべき時が来たという諦てい観かんと、そんなはずはないという現実逃避。嫌な予感を掻かき消すように、吹芽は両手を握り締める。


    『前方の橋きよう梁りよう上に、装甲車両を発見。大たい破はしていると思われる』


    　その時、先頭車両からの報告が入った。吹芽の心臓が大きく跳ねる。


    「そのまま前進。橋梁上で降車する。倉クラ守モリは待機状態を維持しろ」


    　ヘルカが速やかに指示を告げた。ややあって車両が停止し、後部ハッチが開いた。


    



    　河か川せんを繋つなぐ全長約二〇〇メートル、高さ二〇メートルの橋梁──そのほぼ中心に、装甲車両はぽつりと放置されていた。間違いなく〇八分隊の車両である。


    　その残ざん骸がいに歩み寄ったヘルカ班とＳＥＦ一同は、揃そろって瞠どう目もくした。


    「溶解していますね……。どんな武器を使えば、こんな──」


    　茴香の言う通り、厚い装甲に守られた車両は穴だらけのスクラップと化していた。直径五センチにも満たない円状の穴の周囲は黒く焦げ、溶けた装甲が熱で捲まくれ上がっている。


    　吹芽は開きっぱなしの後部ハッチに回り込み、おそるおそる車内を覗のぞき込んだ。


    「────！」


    　愕がく然ぜんとした。装甲をたやすく貫かん通つうした攻撃は、車内を真っ赤かに染め上げていた。壁や床ゆかを汚す血の量を見れば、隊員たちの存命は望むべくもないが、遺体はひとつも残っていない。


    「──撤収する」


    　ヘルカが告げる。生存者ゼロ──全隊員がレヴナント化したと断定しての命令だ。


    　待ってくれ、生存者を──その叫びを、吹芽は飲み込む。敵は強力な兵器を有している可能性が高い。現状の戦力では対応できない可能性があった。指揮官として当然の判断だ。


    　このまま進行すれば、自分のわがままで仲間全員が危険に晒さらされる。しかし──。


    「班長……近辺を捜索してみませんか？」


    　代わりに口を開いたのは茴香だった。ＳＥＦの面々からざわめきが上がる。


    「逃げ延びた生存者がいる可能性があります。保護できれば状況を聞き出せるかもしれません」


    『俺おれは反対だ。敵の武装も規模もわからねえ。最悪、ミイラ取りがミイラになる可能性もある』


    　コンテナ内のＦＭＳから珊サン瑚ゴが提言する。


    「倉クラ守モリの言う通りだ」


    　ヘルカは取り合う様子もない。ＳＥＦの隊員たちも同意する気配を見せている。


    　その時だった。


    　車両の周囲で警戒にあたっていたＳＥＦ隊員たちの体が、突とつ如じよとして爆散した。肉片と血しぶきを盛大に巻き上げ、首と胴、あるいは胴体の真ん中から両断されて即死する。都合三人分の肉体を一撃げきで貫かん通つうした弾たまが、アスファルトを砕いて深くめり込む。銃じゆう声せいが遅れて轟とどろく。


    「───長距離狙そ撃げきだ！」


    　いち早く看かん破ぱしたのは吹スイ芽ガであった。着ちやく弾だんと銃声が一秒以上離れていた。〝敵〟は少なくとも、一〇〇〇メートル以上離れた地点から攻撃してきている。


    「敵、一二時方向……車両の陰に隠れろッ！」


    　すぐ傍そばにいた茴ウイ香カとザイシャを車両の陰に引き倒しながら、吹芽はふたたび叫ぶ。敵は橋を渡り切った先──反対側の市街地に潜ひそんでいる。


    　ＳＥＦ隊員たちは驚きよう愕がくしながらも、各おの々おのが直近の装甲車両の陰に隠れる。


    「───ひ、」


    　が、逃げ遅れたひとりが脚を撃ち抜かれ、鮮せん血けつをぶちまけながら倒れ伏した。


    　装甲車両の陰に身を潜めていた吹芽は呻うめく。撃たれた隊員は両脚の太ふと腿ももから下を失い、アスファルトに倒れたまま茫ぼう然ぜん自じ失しつとしている。あの失血量では、もう──。


    「くそ……！」


    　逡しゆん巡じゆんは一瞬だった。吹芽は車両の陰から飛び出し、動けなくなった隊員に向かって全力で駆かけ寄る。唐突な吹芽の行動に、ザイシャと茴香は制止する間もなく目を見開いた。


    　負傷した隊員の体を抱え上げ、吹芽は踵きびすを返す。が、その動作は敵から見れば悠長以外の何物でもなかっただろう。遥はるか彼方かなたから吹芽の心しん胆たんを抉えぐるのは、強烈なまでの殺気の塊かたまりだった。


    　撃たれる──もはや覆くつがえしようのない運命に、吹芽は全身を強こわ張ばらせる。


    　その時、金属のひしゃげる音を立てながら、ヘルカ班の車両に積載されていたコンテナが開いた。中から猛然と飛び出してきた黒い《ランブルフィッシュ》が、吹芽の前に立ちふさがる。


    　〇・一秒の後に響く、装甲を貫つらぬく轟ごう音おん。


    　機体は構わず右マニピュレーターで吹芽を掴つかみ上げると、後方にあったＳＥＦの車両に素早く回り込んだ。


    『馬ば鹿か野や郎ろう！　死ぬ気か！』


    　吹芽たちを下ろしながら珊瑚が怒鳴る。被弾した《ランブルフィッシュ》の左上腕は、完全に破壊されていた。装甲を突き破って食い込んだ弾が、粒りゆう子しと化して徐々に消しよう滅めつしていく。


    「12・７×99ミリ弾……」


    　吹芽は信じられない思いで呟つぶやく。敵の得え物ものは対物アンチマテリアルライフルだ。弾だん頭とうの質量ゆえに風や気圧の影響を受けにくく、有効射程は優に二〇〇〇メートルを超える。


    　明らかにレヴナントの能力によって複製されたものであるが──それはありえない。


    「──レヴナントが、精密狙そ撃げきなんて」


    　そのような器用な真ま似ねをする知性をレヴナントは持たない。


    『おい、吹スイ芽ガ──』


    　珊サン瑚ゴの静かな声で、吹芽は救い出した隊員がすでに事切れていることに気づいた。驚きのまま凝こり固まった死に顔を見下ろす。吹芽の胸に冷たいものが滑り落ちていく。


    「どいてくれ……俺おれがやる」


    　割って入ったＳＥＦセフの隊員がハンドガンを構え、死体の額ひたいに向けて引き金を引く。脳を破壊してしまえば、人間は死後もレヴナントとして蘇そ生せいしない。吹芽はぎり、と拳こぶしを握った。


    　状況は最悪だった。完全に動きを封じられた。無理に車両に乗り込んで退避しようとすれば、即座に狙ねらい撃ちにされるだろう。


    『───よォう、吹芽ァあ』


    　不意に、吹芽の個人回線に奇怪な笑い声が響いた。仲間のものではない。この信号は──。


    　吹芽は耳を疑う。通信機から響く声は、あまりに聞き覚えのあるものであった。


    『先に脚の一本でも吹き飛ばしてやろうかと思ったんだがなァ──とんだ邪魔が入ったな』


    「───桐トウ耶ヤ？」


    　にたりと笑う気配。その軽けい佻ちような声は明らかに、吹芽の元仲間である瀬セ名ナ桐耶のものであった。


    　吹芽は混乱しながらも、とっさに回線を切り替え、相手の発言を部隊全体で共有する。


    「どうして……何をやってる、桐耶！」


    『何やってるも何もさァ……せっかくレヴナント化したんだ。力試しをしない手はねぇだろ？』


    　味方たちが一様に驚きよう愕がくの声を上げる。無反応を貫つらぬいているのはヘルカとザイシャのみだ。


    「嘘うそだ！　レヴナントが理性を持っているはずがない！」


    『俺は選ばれたんだよ。円マドカ吹芽──てめぇと同じようにな』


    　桐耶の声に、隠し切れない憎ぞう悪おが混じった。


    『いけすかねえ埋まい葬そう官かんもろとも、てめえら全員ここで嬲なぶり殺しだ』


    　もはや対話は不可能であると吹芽は悟った。現状に対応するため、彼はひとまずいっさいの理解を保留する。しかし、ひとつだけ確かめずにはいられなかった。


    「──ハンクは、どうなった？」


    『クク……こんな時でも、ハンク、ハンクか？　知りたきゃ後ろを見てみろよ』


    『……おいおい、冗談だろ』


    　苦笑混じりの声は、珊瑚のものだった。ＦＭＳのカメラが向く先を吹芽たちも追う。


    「そんな──どこからあんなに……!?」


    　茴香が愕がく然ぜんと漏もらす。紅あかい瞳ひとみの群れ、群れ。群れ。


    　どこに隠れていたというのか。一〇〇メートルほど離れた橋きよう梁りようの最端──吹スイ芽ガたちが進行してきた方向から、多数のレヴナントがゆっくりと歩み寄ってきていた。その数は三〇を下らない。


    「…………あ」


    　その集団の先頭を行く敵の姿を認めた瞬間、吹芽は表情を大きく歪ゆがませた。


    　──かつての同僚たちが、見るも無む惨ざんな生ける屍しかばねへと姿を変えていたのだ。吹芽はハンクの姿を必死で捜すが、先頭列には見つからない。だが、この状況ではもう──。


    『なぁに、安心しろよカスども。そいつらにゃあ、ひと思いには襲わせねえよ』


    　桐トウ耶ヤの挑発を、吹芽は信じられない思いで聞き届ける。


    「あのレヴナントたちを操あやつってるのは──あんたなのか、桐耶？」


    『ご名答』


    　如い何かなる手段を用いてかは計り知れないが、桐耶が愉たのしそうに答えた。


    『選ぶ時間くらいはくれてやる──亡もう者じやどもに喰くわれて死ぬか、俺おれに狙そ撃げきされて死ぬかなあッ』


    　ＳＥＦ隊員たちの顔に、絶望の色が広がっていく。前門の狙そ撃げき手しゆ、後門のレヴナント。橋梁の中心ではどこにも逃げ場がない。もはや笑うしかない状況だった。


    「総員、通信機をオフに」


    　冷静な声こわ音ねで全体に命じたのは、ヘルカであった。これで彼らの会話は桐耶に聞こえない。


    「総員、まだ発はつ砲ぽうするな。引き付けられるだけ引き付けろ」


    「しかし、応戦しなければ皆殺しだ！」


    　ＳＥＦの隊員たちが口々に声を荒らげる。


    　その時、ヘルカの冷徹と死を孕はらんだ金砂色の瞳が吹芽に向いた。


    「円マドカ。敵狙撃手の位置は特定できるか？」


    「──三か所までなら、どうにか絞れる。市街地の建築物の中で、この場所を狙撃するのに適した場所は限られてるから。あんな大口径の銃じゆうを三発も撃たれれば、方角と距離も予想がつく。でも、細かい潜せん伏ぷく位置まではまだ──」


    「……ねぇ、ひとつ提案があるんだけど」


    　ザイシャは頭部センサーを蠢うごめかせながら、ヘルカに向き直って言った。


    「私とユーザーのふたりで、これから敵狙撃手を排除するわ」


    「な……ッ」


    　予想外のザイシャの発言に吹芽は声を詰まらせた。周囲からも短い驚きの声が上がる。ザイシャの発案の意味するところは、カウンタースナイプ──敵狙撃手の発見、および排除である。


    「私たちが敵狙撃手を排除できれば、あなたたちは群れの迎げい撃げきに専念できる──でしょう？」


    　挑発的なザイシャの問いかけに、ヘルカは眉まゆひとつ動かさず首しゆ肯こうする。確かにエミュレイターの戦闘力をもってすれば、あの群れの撃げき滅めつも可能である。


    「だけど、僕は──」


    　吹スイ芽ガは途方のない無力感に襲おそわれ、肩を震わせて地面を見つめる。


    　そんな彼の怯おびえを見透かすように、ヘルカは冷然とザイシャに向かって言う。


    「この状況下で、狙そ撃げき兵へい相手に、狙撃のできない狙撃兵が太た刀ち打うちできるのか？」


    「近づければね。そして、この場で敵の潜伏先を迅速に探ることができるのは──私たちだけ」


    　ザイシャは毅き然ぜんと答えると、吹芽の顔を見み据すえて言った。


    「ユーザー。あなたはさっき言ったはずだわ。誰ひとり死なせたくないって」


    　そう言ってザイシャが視線を巡らせた先には、茴ウイ香カやＳＥＦの面々の姿があった。緩かん慢まんに、しかし確実に迫り来る死の危機に、その表情を緊張と焦しよう燥そうで強こわ張ばらせている。


    「それなら、あなたにしかできないやり方を見せて。自分の体を薪まきにして燃やすような戦い方じゃなくて、狙撃手であったあなたにしかできない方法を」


    　ザイシャは懇こん願がんするような表情を俯うつむかせ、消え入りそうな声で告げる。


    「もしもそれができるのなら、私は──あなたのことを、少しだけ信じられるかもしれない」


    「良いだろう」


    　言い淀よどむ吹芽の代わりに答えたのはヘルカであった。


    「ザイシャの発案を認可する。やれるな、円マドカ」


    「──わかった」


    　数秒の沈黙を置いて吹芽は頷うなずいた。迷いも弱さも、今だけは捨てろと自分に言い聞かせる。


    「……でもヘルカ、どうやってこの橋を突破する？」


    　橋を渡り切れさえすれば、市街地に潜もぐり込み、桐トウ耶ヤの射しや線せんから身を隠すこともできる。


    「僕の脚力だと、向こう岸まで渡り切って身を隠すまでには七秒はかかる。七秒間直進するだけの標的なんて、桐耶にとってはただの的まとだ」


    「こいつを使う。ほんの一瞬ではあるが、隙すきを作れるはずだ」


    　ヘルカはそう言って、大破した〇八分隊の車両のコンテナから何かを取り出した。


    　煙えん幕まく弾だん──煙を拡散させ、視界を遮断する欺ぎ瞞まん装備である。あとはどうにかして、桐耶の詳細な潜伏地点を特定しなければならないが──。


    「……！」


    　吹芽の視線がふと、先ほど絶命したＳＥＦ隊員の遺体に留まった。ベルトに装着されたそれに手を伸ばし、掴つかみ取る。


    「ヘルカ、これも一緒に使おう」


    　吹芽が提案した作戦に、ヘルカは即座に同意を示した。


    「──了解した。総員、戦闘準備。二分耐えろ。敵狙撃手の排除と同時に我々が最前線に出る」


    　ヘルカはＳＥＦの面々に向けて告げる。その二分間は、吹芽とザイシャが敵狙撃手を仕留めるまでに与えられた猶ゆう予よ時間だ。失敗は許されない。


    『さて、ちっとばかりしんどそうだが──』


    「弱音を口にしたら負けますよ、珊サン瑚ゴ」


    　茴ウイ香カも珊瑚機も、後方からゆっくりと迫り来るレヴナントの群れのみを見つめている。


    　前方の狙そ撃げき手しゆは任せた──彼らの全身から漲みなぎる戦意が、吹スイ芽ガとザイシャにそう告げていた。


    　ヘルカが発はつ煙えん弾だんの収まった発射筒を持ち上げる。


    「状況開始！」


    　次の瞬間、吹芽は手にしたそれを空中に放ると同時に、全力で飛び出していた。


    



    　　　◇


    



    　植樹された木々や花々はすでに枯れ果て、広いプールは濁にごった汚水で満たされている。宿泊客にとって憩いこいの場であっただろう高級ホテルの屋上に、かつての面おも影かげは微み塵じんもない。


    　地上七〇メートルの地点に、伏射姿勢プローンで巨大なライフルを構えるレヴナントがいた。


    　瀬セ名ナ桐トウ耶ヤは全長一・五メートルを超える巨大な対物アンチマテリアルライフル──バレットＭ90に装備した光学スコープを真っ赤かな瞳ひとみで覗のぞきながら、弱者をいたぶる快感に打ち震えていた。レヴナントの物質構築能力によって形成されたライフルに、損そん耗もうや弾たま切ぎれという概がい念ねんはない。かつて桐耶自身が愛用していた逸品を完かん璧ぺきに複製再現したそれは、恐ろしいまでに手に馴な染じむ。


    　かつてないほど爽快な気分だった。


    　なぜレヴナントは人を殺すのか──自分がそうなってみて、桐耶はようやく理解できた。とろけるような女神プシユケの声が、今も頭の中で反響している。あるいは、これが神託というものか。


    　殺せ、殺せ──溢あふれる衝しよう動どうを呼び起こす甘美な唄。


    　桐耶は彼方かなたの橋きよう梁りようを見つめる。彼女の言った通りだった。頭の中で考えるだけで、あの大量のレヴナントたちが思い通りで動いてくれる。


    　かつての仲間たちを操あやつり人形とすることに、まったく抵抗はなかった。思い返してみればいけ好かない奴やつらだった。どいつもこいつも調子の良いことをのたまいながら、内心では自分と、かつての円マドカ吹芽とを比較していた。


    　──今は俺おれの方が強い。永らく抱いだき続けてきた劣れつ等とう感かんと憎ぞう悪おが、燃焼促進剤となって、桐耶の思考を心ここ地ちよく灼やき続けている。


    「さあ……早く姿を現せよ、吹芽ぁ」


    　元仲間ゆえの理解であった。あれの性格ならば、迫るレヴナントの群れに向かって我先にと飛び出すだろう──仲間を守るためなどという甘かん言げんをのたまいながら。


    　その背中からぶち抜いてやる──想像するだけで、桐耶は総そう毛け立つ気持ちだった。


    「────!?」


    　しかし桐耶は、信じられない光景に目を見開いた。


    　車両の陰からやにわに飛び出した吹芽がコートをはためかせ、跳躍するように疾しつ走そうしていたのだ。ただしレヴナントの群れではなく、桐トウ耶ヤが身を潜ひそめている市街地に向けて。


    　その傍かたわらには、奇妙な格好をした少女──ザイシャが並走している。


    「血迷ったかよ……！」


    　桐耶は思わず歓喜の笑みを浮かべるが、次の瞬間、白い光がスコープの中の映像に広がり、吹スイ芽ガたちの姿を一瞬覆おおい隠していた。


    　閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だん──強烈な光によって相手の目を眩くらませる非致死性兵器である。吹芽たちは遮しや蔽へい物ぶつから飛び出す直前にそれを放り投げたのだ。


    　しかし、Ｐ粒りゆう子しで複製したＥｙＳアイスを両目に装備している桐耶にとっては詮せんなきことである。オートで光量補正された彼の視界は、すぐに元の精度を取り戻し、吹芽たちの姿を捉とらえた。


    　その時、ヘルカが上空に向けて何かを撃ち出したのを、今度こそ桐耶は目撃した。放物線を描えがきながら射出された弾頭は、小さな破裂音と共に空中で爆散──大量の白い煙を周囲にぶち撒まけ、橋きよう梁りよう上の一切を覆い隠していく。


    「閃光弾と煙幕弾の併用か──だが、小こ癪しやくなんだよ！」


    　桐耶は頬ほおを引きつらせると、ライフルに装備した光学スコープを解いて粒子状に戻した。即座に代わりの照しよう準じゆん器を形成する。


    　代わりに桐耶のライフルに形成された熱感知サーマルスコープは、標的が放つ熱エネルギーを画像化して表示する暗視装置だ。たとえ視界を塞ふさがれようとも、人体が放つ熱までは隠し通せない。


    　桐耶はふたたびアイピースを覗のぞき込み、煙の中から吹芽の熱パターンを探る。


    　しかし──。


    「いないだと……!?」


    　桐耶には与あずかり知らぬ事実であるが、吹芽が装備している新型コートには強力な対赤外線処理が施ほどこされている。ザイシャに至っては、ほとんど裸はだかと呼んで差し支えない装備であったにも拘かかわらず、さながら死体のごとく熱を発していない。


    　煙に覆われた視界に映るのは、ふたりの靴底がアスファルトを蹴けり上げた際に生じる摩ま擦さつ熱のみ。その足跡すらもランダムな歩幅と軌き道どうを取り続けている。時には跳ね、時には駆かけ──そのパターンは常に一定しない。


    　ようやく視界が晴れ始めた時には、ふたりの姿は忽こつ然ぜんと消えていた。


    　まんまと出し抜かれた。獲え物ものをいたぶる陶とう酔すいは、すでに耐えがたい憤ふん怒ぬへと変わっていた。


    　──場所を移動するか？　あの敵のスピードならば、近づかれるまでに一分とかかるまい。


    　──駄目だ。命じられた役目は敵の殲せん滅めつ。今この狙そ撃げき地点を離れてしまえば台無しになる。


    「……大丈夫だ。発射炎マズルフラツシユは見られちゃいねえ」


    　つまり吹芽は、この広大な市街地の中で、自分の潜伏位置を未いまだ完全に把握できていない。


    　彼女の話では、吹芽が連れている少女は強力なスナイパーライフル型の兵へい装そうを持つらしいが、少女自身はそれを扱うことができず、唯ゆい一いつのユーザーである吹芽には狙撃ができない。桐トウ耶ヤを撃破しようとするのなら、ホテル内に直接乗り込んでの近接戦闘しかありえないのだ。


    　しかし桐耶が潜せん伏ぷくしているホテルの至る場所には、桐耶が分隊の車両からたっぷりとくすねた監視カメラが仕掛けられ、ＥｙＳアイスとリンクして侵入者の存在に常に目を光らせている。


    　桐耶は酷こく薄はくな笑みを浮かべる──今の自分が敗北する要素など、もはや微み塵じんたりともない。


    　ふたたびスコープを覗のぞき込む。橋きよう梁りよう上では、押し寄せるレヴナントと必死に交戦している埋まい葬そう官かんやＳＥＦセフ隊員たちの姿が見て取れた。


    　皆、狙そ撃げき手しゆである桐耶を警戒しながら立ち回っているために動きを制限され、その形勢はレヴナント側に大きく傾いている。


    「……？　なんだ」


    　その時、桐耶の聴ちよう覚かくが微かすかな物音を辛かろうじて捉とらえた。


    　鋭するどい何かがコンクリートを小刻みに穿うがつような、断続的な微音。刻みで大きくなっていく。


    「まさかァ──」


    　桐耶は即座にスコープのアイピースから目を離し、伏せていた体を起こした。もはや神経を研ぎ澄ませずともはっきりと聞こえる破砕音の方向に、慌あわてて向き直る。


    　桐耶から見て右方向──三〇メートルの距離を隔へだてて、ただ茫ぼう漠ばくと廃はい墟きよが広がるだけであったはずの屋上フェンスの向こう側から、桐耶が捜し求めていた標的たちが飛び出してきた。


    



    　　　◇


    



    　ザイシャは背から突き出した二対の触しよく肢しを壁に突き立て、吹スイ芽ガの体を抱きかかえたまま、廃ホテルの垂直な壁面を蜘く蛛ものごとき巧たくみさで駆かけ上がっていた。


    　七〇メートルもの高度をザイシャはものの数秒で登り切り、ふたりは建物内に一歩も立ち入ることなく、桐耶が潜伏している屋上へと辿たどり着いていた。


    　ザイシャは華きや奢しやな両腕で吹芽を抱えたまま、フェンスに触肢の先端を引っ掛け、大きく跳躍した。吹芽は空中で機関銃マシンガンを構え、その眼下に、排除すべき敵狙撃手──瀬セ名ナ桐耶の姿をようやく認める。


    「…………桐耶ッ！」


    「円マドカ───吹芽ァ！」


    　吹芽は押し寄せる疑問を飲み込み、機関銃マシンガンの引き金を絞った。


    　桐耶の紅あかい瞳ひとみが、吹芽が手にしたそれを見つめ、即座に複製した。彼は両腕に一挺ちようずつ把は持じした機関銃マシンガンの銃じゆう口こうを、吹芽とザイシャに向けてフルオートで撃ちまくる。


    　火か線せんと銃声が交こう錯さくし、閃ひらめくマズルフラッシュが周囲の夜や闇あんを断続的に引き剥はがす。吹芽の全身を大量の銃じゆう弾だんが掠かすめるが、両者の白はく兵へい戦せんの練度差に加え、奇き襲しゆうを仕掛けた吹芽たちと、完全に不意を衝つかれた桐耶とでは勝負にならなかった。


    　吹スイ芽ガの射しや撃げきは桐トウ耶ヤの全身を一方的に引き裂き、一瞬にして無む惨ざんな肉にく塊かいへと変じさせた。彼の全身が後ろに吹き飛び、放り出された二挺ちようの機関銃マシンガンが消えていく。


    　吹芽の弾だん倉そうが空になると同時に、ふたりは屋上の床ゆかに降り立った。遅れて大量の空から薬やつ莢きようが床に落ち、金属の雨音がこだまする。


    「まだよ！　脳のう核かくを捉とらえられていない！」


    「わかってる！」


    　吹芽は弾たま切れの機関銃マシンガンを投げ捨てると起動アイコンをタップし、右手を前に掲かかげた。ザイシャの胸から淡い燐りん光こうが迸ほとばしり、広げた吹芽の掌てのひらに白いスナイパーライフルが現れる。


    「テ──めェエ……！」


    　全身の再生を即座に終えた桐耶が、憤ふん怒ぬの叫びを上げながら起き上がった頃には、吹芽はすでにスナイパーライフルの引き金に人差し指をかけていた。彼ひ我がの間は約二〇メートル。スコープを覗のぞけない今の吹芽にとっての、あまりにも短すぎる必中距離。


    「───桐耶」


    　一瞬の迷いが吹芽の思考をよぎり、その相そう貌ぼうを悲痛に歪ゆがめる。


    　今の桐耶は人間じゃない、レヴナントだ──頭では理解していても、憎ぞう悪おに駆かられた敵の瞳ひとみと叫びが、吹芽の決意を揺らがせる。かつての人格と記憶を持った存在を、レヴナントと呼べるのか。その存在を撃ち抜くことの罪と罰は、果たしてどこへ向かうのか──。


    　その時、グリップを把は持じした吹芽の右手に、ザイシャの小さな手がそっと重ねられた。


    　人を殺すことの恐怖を──吹芽の心の奥で際限なく膨ふくれ上がり続けていく罪悪感の炎を、たった一℃だけでも共有しようとするかのように。


    「────！」


    　その冷たい感触が、最後の後押しとなった。今ためらえば、地上の仲間たちが犠ぎ牲せいになる。


    　感情の針先が、迷いの目盛りから振り切った一瞬、吹芽は引き金を絞った。


    　ひときわ大きな炸さく薬やくの撃発音と共に、心地よい反動がバッドストックを通して全身を貫つらぬく。


    　至近距離から撃ち出された・３３８口径マグナム弾だん頭とうは空気を切り裂きながら飛ひ翔しようし、桐耶の頭部の左半分を豆腐のように破壊していた。


    　中ちゆう枢すうを失った体が、二歩、三歩とたたらを踏み、やがて横にぐらりと傾いて、すぐ傍そばの汚水で満たされたプールに落下する。飛び散った水滴がプールサイドを汚し、それきり屋上は恐ろしいほどの静寂で満たされた。


    「……大丈夫、ユーザー？」


    「…………あ」


    　吹芽はけたたましく鳴り響く自みずからの鼓こ動どうを数えながら、ヘルカの通信機に敵狙そ撃げき手しゆの排除完了を告げた。ヘルカは了解の意を示すと同時に通信を切った。


    　未いまだ、波打つ水みな面もを茫ぼう然ぜんと見つめながら、吹芽は思索にふける。


    　なぜ桐トウ耶ヤがレヴナント化しながらもかつての人格を引き継いでいたのか、今となっては知る由よしもない。しかし今、彼が排除したものは真実、確かな意思を持った存在だった──。


    　吹スイ芽ガの胸の奥が冷ややかなもので満たされていく。一歩も動けず、その場に立ちすくむ吹芽に向かって、ザイシャは苛いら立だち半分、呆あきれ半分の表情で言う。


    「……あなたにしては上出来よ。地上に戻りましょう」


    　不機嫌そうにそっぽを向いたザイシャの横顔を見つめながら、吹芽は辛かろうじて声を出す。


    「……ザイシャ。君のおかげで撃てた」


    　任務を果たしたにも拘かかわらず、吹芽の震えはやまない。見知った人物の相そう貌ぼうが無む惨ざんに弾はじけ飛ぶ瞬間が、頭の中で何度も再生される。胸の奥で疼うずき続ける鋭するどい痛みは、制せい御ぎよ核かくがもたらす反動か──それとも吹芽自身の心に生じた悔かい恨こんの亀き裂れつによるものか。


    「あなたが責任を感じることなんてない……意思があろうと、記憶を保持していようと、アレはレヴナントだったわ」


    　そう言って、ザイシャは遠慮がちに右手を差し出してきた。その華きや奢しやな手を、吹芽はすがるように握り返す。かつての仲間を撃ち抜いたことで生じた莫ばく大だいな心の負ふ荷かが、ほんの僅わずかに軽くなったような気がした。


    「……ありがとう、ザイシャ」


    　温度のない、死人のように冷たい手に、吹芽はしばし身も心も委ゆだねた。静かに呼吸を繰り返しながら、頭ず蓋がいの内側で反響し続ける後悔と罪悪感を鎮しずめる。


    　速まった鼓こ動どうがようやく落ち着いたところで、吹芽は顔を持ち上げてザイシャを見つめた。


    「よかった──やっぱり君は、武器なんかじゃなかった」


    「え……？」


    　ザイシャは大きな瞳ひとみを疑問でしばたたかせながら、吹芽の顔を見上げてくる。


    「君が本当にただの武器だったのなら──たぶん僕の心は、今頃壊れてる」


    　吹芽の呟つぶやきに、ザイシャはそっと目を逸そらす。


    「……馬ば鹿か言わないで。私が武器でなかったら何だっていうの。どんな傷もたちどころに治って、その気になれば街ひとつ消し飛ばせるような兵器が体の中に隠されているのよ？」


    「それでも、人の痛みを思う気持ちが残っているなら──君はきっと人間だ。そう思う」


    　揺らめくザイシャの大きな瞳を見つめて、吹芽は自じ嘲ちようするように微笑ほほえんだ。


    「少なくとも──今の僕よりは、ずっと」


    　吹芽の心は二年前に死んだ。公園でザイシャになじられた通りだと吹芽は思う。体は生きたまま、刻み込まれた妄もう執しゆうをロボットのように追いかけ続ける──生ける屍しかばね。そのいびつな在あり方は、今のザイシャとはまるで真逆だった。


    「行こう、ザイシャ。皆を援えん護ごしないと──」


    　瞬間──フルオートの銃じゆう声せいが、屋上に響き渡った。


    　吹スイ芽ガは真横から銃じゆう弾だんの雨を全身に叩たたき付けられ、たまらず体勢を崩す。


    　ザイシャは吹芽を庇かばうようにとっさに射しや線せん上に躍おどり出ると、彼を穿うがつはずであった銃弾の幾発かをその全身で受け止めた。ふたりは折り重なったまま銃じゆう撃げきに晒さらされ、屋上縁のフェンスまで追い詰められて床ゆかに崩れ落ちる。銃声がやんだ。


    「ザイシャ……！」


    　吹芽は激痛に歯を食いしばりながら、自身を庇った少女の名を叫ぶ。彼が受けた銃弾は辛かろうじて防弾コートが受け止めているが、ザイシャは全身を真っ赤かに染め、その表情を苦痛の一色に染めていた。その傷口はすでに再生が始まっているものの、損傷が大きいのか、出血が止まる気配は未いまだない。小さな体を両腕で抱き締めながら、吹芽は銃撃の方向に視線を移す。


    　濁にごりきったプールの水面から、半分欠けた痛々しい頭部と、一弾だん倉そうをひと息に撃ち切った機関銃マシンガンの銃口が覗のぞいていた。


    「桐トウ耶ヤ……？」


    　吹芽は愕がく然ぜんと呻うめく。奇き襲しゆうを成功させた桐耶は、全身から水を滴したたらせてプールから上がると、ゆっくりとふたりに歩み寄ってきた。片方だけになった紅あかい瞳ひとみが、憤ふん怒ぬの色彩を宿している。


    「どうして──頭部を破壊したのに」


    　茫ぼう然ぜんと両目を見開いて呟つぶやく吹芽の様子に、桐耶は半分だけになった顔をぐにゃりと歪ゆがめ、心底可お笑かしそうに肩をすくめる。


    「まさか──脳のう核かくの位置を、自在に変えられるの？」


    　力なく吹芽の胸にもたれかかっていたザイシャが、瞼まぶたを震わせながら呻くように言った。


    「そのとおりだよ、お嬢さん」


    　破壊された桐耶の頭部の断面が不気味に蠢うごめき、無傷のままの脳核が覗いた。


    「言ったろ？　俺おれは選ばれた特別な存在だってよ」


    　湧わき上がる驚きよう愕がくを噛かみ殺し、吹芽は仲間に状況を報告するため通信機を立ち上げる。


    「？　通信が、繋つながらない──」


    　しかしどういったわけか、ＥｙＳアイスに接続された通信機は原因不明のエラーを示していた。応答がないわけではなく、回線そのものが切断されているのだ。


    　桐耶の表情がにたりと歪む。どういった理屈なのか、吹芽には知る由よしもないが、この通信障害が彼の仕し業わざであることは明白だった。


    「嬲なぶり殺す前によぉ、吹芽。……ひとつだけ聞かせろ」


    「何を──」


    　全身の痛みに耐えつつ[image: ]きき返す吹芽に、桐耶は奇妙に乾いた声で言う。


    「どうやって俺の位置を、この短時間で特定した？」


    　あくまで狙そ撃げき手しゆとして戦いを挑いどんできた桐耶にとって、納得がいかないのはその一点だった。


    「……銃声と着弾の時間差から、桐耶が約一〇〇〇メートルの距離に潜ひそんでいるのはわかっていた。そして、アスファルトに着ちやく弾だんした弾たまの射しや角かくは深かった……高所からの狙そ撃げきだ」


    「それだけの情報じゃ、この建造物の群れから、たった一か所を特定することはできねえだろ。発射炎マズルフラツシユだって見られてねえはずだ」


    　吹スイ芽ガはどうにか半身を起こすと、フェンスに背を預けた。倒れたまま動かないザイシャを片手で抱き寄せながら答える。


    「……光が、桐トウ耶ヤのスコープに反射した」


    「馬ば鹿か言うんじゃねえよ。この深夜に、光源なんざどこにも──」


    　そこで桐耶は、気づいたように目を見開き、残された右顔面を忌いま忌ましげに歪ゆがめた。


    「──最初の閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんは目め眩くらましじゃなく、光の反射で俺の位置を特定するためか……！」


    　条件に当てはまる三棟の高層建築物に注意を絞り、吹芽は閃光手榴弾が炸さく裂れつするタイミングに合わせて移動を開始したのだ。光量を補正するＥｙＳアイスは、彼の目にも装備されている。


    「なるほどなァ。あのハンクから教えを請こうただけはある。──はっ、やっぱすげえわ」


    　桐耶は体を揺らしてくつくつと笑う。


    「でもよ、テメエらはここでおしまいだ」


    　次の光景に、吹芽は目を見開いた。桐耶の肩から、触しよく手しゆのような奇怪な物体が一本生えてきたのだ。その先端についた金属パーツの咆口から、強烈な光が迸ほとばしる。


    「────ッ!?」


    　槍やりのようにまっすぐ伸びた閃光が、折り重なるザイシャの肩と吹芽の左腕を同時に抉えぐっていた。傷口を焼しよう灼しやくされる痛みが押し寄せ、ふたりは同時に苦く悶もんの声を上げる。


    　レーザーである──しかも極めて高出力の。


    　それを理解した瞬間、痛みを上回る激情が吹芽の頭を支配した。


    「その武器、まさか……！」


    　先ほど目にした〇八分隊の装甲車両の残ざん骸がいが脳のう裏りに蘇よみがえる。車両を覆おおう厚い装甲を、いとも簡単に貫つらぬいていた奇妙な溶よう解かい痕こん。


    「ああ、そうさ。俺おれらはコイツの持ち主に殺されて、レヴナント化した」


    　触手がうねる。その奇怪な武器を、吹芽は見間違えようもない。その兵器は二年前、あの子たちを目の前で貫いた──。


    「俺だけが選ばれた！　そして、この力を譲ゆずり受けた……！」


    　ふたたび光が放たれる。動けないザイシャの脇わき腹ばらをレーザーが浅く抉り、悲鳴が上がる。


    「あぅ……っ！」


    「ザイシャ！」


    「威力も射程も圧倒的すぎてよ、てめえには意地でもコイツを使いたくなかったんだがな……もう関係ねえや。狙撃手としては負けたさ。俺の大負けだ。だが──」


    　桐耶が鼻で笑いながら肩をすくめると同時に、放たれたレーザーが吹芽の脚を掠かすめた。


    「ひと思いには殺さねえ。嬲なぶり殺してから俺おれの手て駒ごまにしてやるよ──〇八の連中みてえになぁ！」


    「ユーザー……逃げ、て──」


    　奇怪な蛇へびは激しくうねりながら、禍まが々まがしい輝かがやきをたたえた鎌かま首くびを振り回し──。


    「は、？」


    　──自みずからの主あるじであるはずの桐トウ耶ヤに向けて、それを吐き出していた。


    　光の舌が桐耶の体を舐なめ、いともたやすく溶断した。肩から上だけになった彼の体が無ぶ様ざまに床ゆかに落ちる。何が起きたかわからないといった表情は、三者同様であった。


    



    「この───駄犬。狩りも満足に果たせないくせ、飼い主に無断で餌えさにむしゃぶりつくなんて」


    



    　鼻にかかったような甘い声が響く。


    　いったいいつ、そこに現れたのか──桐耶の背後にひとりの少女が佇たたずんでいた。未発達ながらも、しなやかな曲線を描えがく肢し体たい。硝子ガラスのごとく透き通った肌はだを惜しげもなく露出した扇せん情じよう的な服装。長い髪を微風に躍おどらせ、つんと尖とがった鼻が目立つ愛らしい面おも立だちに、無む邪じや気きと殺気が混在した笑みを浮かべている。


    「あ──ち、違う──これは──」


    　身動きもできず何事かを呟つぶやく桐耶の上半身に向かって、少女はワルツでも踊るかのような軽やかな足取りで歩み寄る。


    「狙そ撃げき手しゆのほうはともかく、彼女は傷つけるなって、さんっざん！　……言い含めたはずだけれど？」


    　燃えるような少女の紅あかい瞳ひとみが冷然と桐耶を見下し、──ふとザイシャのほうに向く。


    「くふっ。でも……仕方ないわよねぇ？　だってこぉんなに可愛いんだもの。男の子なら興奮して、いろぉんなことシたくなっちゃうわよねぇ？」


    「───あなた、は」


    　ザイシャの表情が、戸惑いと悲痛に染まっていく。


    　少女は愛いとおしそうにザイシャを見つめ返すと、桐耶の頭を片手で掴つかんで持ち上げた。


    「ゆ、許してくれ……俺は、ただ──吹スイ芽ガに──勝ちたかった、だけ……」


    　震える声で弁明する桐耶の頬ほおに、少女は薄うす桃もも色の舌先をぺろりと這はわせる。


    「知ぃらない。せめて滑こつ稽けいな断末魔で──私を愉たのしませてちょうだい？」


    　華きや奢しやな少女の手に、ぎり、と力が籠こもる。その爪つめが、桐耶の額ひたいにずぶずぶと食い込んでいく。


    　桐耶の右の瞳が、すがるように吹芽を見つめる。


    「──スイ、ガ。──たすけ、て──」


    　その顔を、吹芽は凝ぎよう視しする。かつての仲間の──今はレヴナントと化して多くの味方を屠ほふり、吹スイ芽ガたちをも手にかけようとしていた男の、恐怖と絶望に満ちた顔を。


    「……桐トウ耶ヤを──離せッ！」


    　吹芽は右手を掲かかげる。どこにそんな余力が残されていたのか、燐りん光こうと共にふたたびスナイパーライフルが形成された。膂りよ力りよくに任せて、片腕で銃じゆう口こうを持ち上げる。


    　なぜ桐耶を助けようとしているのか、吹芽自身わからなかった。白熱する思考は、すでに彼から冷静な判断力を奪っている。原動力となったのは耐えがたい怒り。そして憎ぞう悪お。


    　二年前の惨さん劇げきを起こした元げん凶きようを、吹芽は忘れるはずもない。


    　目の前のレヴナントの──生命を弄もてあそぶ妖よう狐このあどけない笑みを、忘却できるはずもない。


    「───《九尾ナインテイルズ》ッッ！」


    　仇きゆう敵てきの名を叫ぶと共に、吹芽は引き金を絞っていく。狙ねらいは少女の額ひたいである。


    「お仕置きの邪魔をしないで」


    　冷ややかな少女──《九尾ナインテイルズ》の一いち瞥べつと共に、どこからか光が降り注いだ。


    「────？」


    　何が起きたのかもわからず、吹芽は硬直するほかなかった。ライフルを握っていた右腕の肘ひじから先が消失していた。裂かれた腕が、放物線を描えがいてフェンスを越え、階下に落ちていく。


    「げほ──ッ」


    　同時に吹芽の口から大量の血がこぼれ落ち、ザイシャの体を汚していく。
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    　背後から飛んできた二条のレーザーが、吹スイ芽ガの右腕と腹部を貫つらぬいたのである。


    「スイガ！」


    　ザイシャが叫び、吹芽の傷口を手で押さえる。


    「おやすみなさい駄犬。今この瞬間だけ──全力で愛してあげる」


    《九尾ナインテイルズ》の手が、ついに桐トウ耶ヤの脳のう核かくを握りつぶし、切り裂くような絶叫が響き渡った。


    「……くふっ。たまらなぁい……」


    《九尾ナインテイルズ》は両りよう頬ほほに手を当て、恍こう惚こつの表情を浮かべていた。


    　粒りゆう子しと化して消えていく桐耶の体から、何かが乾いた音を立てて地面に落ちた。艶つやのない眼球大の黒い球体である。


    「それ、は……」


    　吹芽は出血多量で朦もう朧ろうとしたまま、《九尾ナインテイルズ》がつまみ上げたそれを凝ぎよう然ぜんと見つめた。見覚えがある。


    　当然だ──それは、吹芽の肉体に埋まい没ぼつしているものとまったく同一の物体だった。


    「アルキュオネ……」


    　吹芽の出血で両手を真っ赤かに染めたザイシャは、瞳ひとみを畏い怖ふと驚きよう愕がくにわななかせていた。


    　アルキュオネと呼ばれた少女が、親愛の情の籠こもった笑え顔がおをザイシャに向ける。


    「久しぶり、アステ……いえ」


    《九尾ナインテイルズ》──アルキュオネが、愛らしい仕草で小首をかしげる。


    「あなたはザイシャって呼んであげないと、ご機嫌斜めになってしまうものね」


    　アルキュオネの尾び骶てい骨こつ周辺を起点にして蠢うごめくのは、コードネームに神話の妖よう狐この名を冠かんされた所以ゆえんたる、九本の触しよく手しゆ──その先端部に、どこかから飛んできた二基の小型機械ビツトが接続される。先ほど桐耶が用いていたレーザー兵器だ。


    　吹芽はようやく理解する。遠えん隔かく操作されたビットが、自分を死角から貫いたのだ。


    「アルキュオネ……なぜ、自分のユーザーを殺したの？」


    　悄しよう然ぜんと問いかけるザイシャに、アルキュオネはつんと唇くちびるを尖とがらせる。


    「だって彼、私の可愛い妹をキズモノにしたんだもの」


    「────」


    「仲間も全滅して、もう自分も死にかけてるのに、必死で命乞ごいしてくるのが可愛らしくてね。私の制せい御ぎよ核かくを貸してあげたのだけど……やっぱり脳筋オトコって駄目ね。躾しつけすらろくに守れやしない。手足を切り取って、仔犬ペツトにするのが関の山」


    「アルキュオネ……！」


    「それにザイシャ？　あなた、今さら偉そうなコト言ってるけどぉ……」


    　見下ろすアルキュオネの瞳に、ほんの刹せつ那なの侮ぶ蔑べつが浮かぶ。


    「──『主人ユーザー殺し』なんて、あなたはとうに経験しているじゃないの」


    　瞬間、ザイシャの瞳ひとみが絶望に大きく見開かれた。彼女はわなわなと唇くちびるを震わせている。


    　アルキュオネのひと言に衝しよう撃げきを受けたのは、出血で薄れかけていた吹スイ芽ガも同様であった。


    「どういう、意味だ──《九尾ナインテイルズ》」


    「あら、坊やは知らなかったのね。……ねえザイシャ。あなたの口から教えてあげたらどう？」


    　アルキュオネの笑え顔がおは愉ゆ悦えつに満ちている。


    「アルキュオネ。やめて──」


    　ザイシャが乾いた声で懇こん願がんする。弄もてあそぶような笑みと共に、アルキュオネはゆっくりと告げた。


    



    「九年前──あなたがどんな想いで、あんなに懐なついていた燦華ユーザーを殺したのかを、ねぇ？」


    



    　信じられない、信じたくもない妄もう言げんに、吹芽は我が耳を疑った。


    「アルキュオネ……！」


    　激げき昂こうと共に立ち上がったザイシャの背中から触しよく肢しが突き出し、アルキュオネに襲おそいかかった。


    「あらあらあら。まだそんな余力があったなんて……」


    　しかしその一撃げきも、アルキュオネの触しよく手しゆにあえなく絡め取られる。


    　アルキュオネは手の中の制せい御ぎよ核かくを口に含むと、ごくりと飲み込んでしまう。


    「でもぉ──瀕ひん死しのあなたたちなんて、私の愛いとしい触手ちゃんたちだけで事足りるわよ」


    　アルキュオネの紅あかい瞳がぬめるように動く。凝ぎよう縮しゆくされた彼女の殺意は、組み合うザイシャではなく、その背後の吹芽に向いていた。


    　アルキュオネの尾部からさらなる触手が飛び出した。それらは身動きできないザイシャの四し肢しと胴体を次々と絡め取り、その体たい躯くを宙に持ち上げてしまう。


    「い、ぁああ──っ！」


    　触手に全身を締め上げられ、ザイシャが激しい悲鳴を上げた。


    「私が欲しいのは、ザイシャと──そして、あなたの大事な大事な制御核だもの」


    　触手がうねり、その鎌かま首くびが、失血で動けずにいる吹芽の胸部に狙ねらいを据すえた。


    「ザイ、シャを──離せ……！」


    　吹芽は霞かすむ視界の中でハンドガンを抜き、左手で連射した。全ぜん弾だんを敵の頭部に叩たたき込む。


    「──あなたの熱いの、こうして浴びるのは二年ぶりねぇ？」


    　吹芽は押し寄せる絶望と共に、ホールドオープンしたハンドガンを取り落とす。与えた損傷はみるみるうちに再生し、アルキュオネは可か憐れんな美び貌ぼうを取り戻していた。


    「お礼よ、坊や。犯して侵して冒し抜いて、最さい期ごに気持ちよく抉えぐり出してあげ──!?」


    　刹せつ那な、その場の全員が目を剥むいた。


    　まったく予想だにしていない方向から機関銃マシンガンの掃そう射しや音おんが響き渡り、雨あられのごとく殺到した銃じゆう弾だんがアルキュオネめがけて真横から襲いかかっていたのだ。触手の力が緩ゆるみ、ザイシャの体が床ゆかに落ちる。


    「吹スイ芽ガァ！」


    　屋上の出入り口から現れた機関銃マシンガンの射手は、吹芽の名を叫びながら手際よく弾だん倉そうを交換する。怒ど濤とうの制圧射しや撃げきにより、少女の肢し体たいがまたたく間に爆はぜたザクロへと変じていく。


    「やれッ！」


    　現れた人物の叫びが、吹芽の萎なえかけた気力を撃げき発はつさせた。


    「───ハンク！」


    　吹芽は万感の思いでその名を呼ぶ。涙がこぼれそうになる。


    「ザイシャ……あと一撃でいい、頼む！」


    　ザイシャの首しゆ肯こうと同時に、吹芽は残された左腕を前方に掲かかげ、白いライフルを呼び出す。


    　吹芽はバットストックを左肩に押し当て、再生途中のアルキュオネに向けて構えた。白いライフルは、形成した傍そばからみるみるうちに崩ほう壊かいしていく。正しよう真しん正しよう銘めい、次が最後の一撃だ。


    「《九尾ナインテイルズ》──！」


    　待ち望んだ瞬間だった。辛かろうじて原形を留とどめていたアルキュオネの片目が見開かれる。


    「え、ちょ──嘘うそっ」


    　吹芽は躊ちゆう躇ちよなく引き金を絞った。獣けものの咆ほう哮こうにも似た銃じゆう声せいが屋上に鳴り響く。


    「────………………」


    　至し近きん距離から撃ち出されたマグナム弾頭が、アルキュオネの頭部を跡あと形かたもなく吹き飛ばした。残された体も、やがてぐずぐずと崩れていき、ついにはドレスの残ざん骸がいだけを晒さらして完全に消しよう滅めつした。後には眼球大の制せい御ぎよ核かくだけが、床にぽつりと残された。


    「狐きつね退治、完了だな」


    　弾たま切れの機関銃マシンガンを手にしたハンクが、ゆっくりと歩み寄ってきた。


    　吹芽の首筋にちくりとした痛みが走る。ハンクに投与された薬物が、霞かすみがかった意識を一時的に鮮せん明めいにした。ぼやけた視界に見慣れた顔が映る。


    「無事、だったんだ……ハンク」


    　ハンク・ウェズレイが、皮肉げな笑みを浮かべて自分を見下ろしていた。


    「《九尾ナインテイルズ》の襲しゆう撃げきを受けたとき、混乱に乗じて川に飛び込んだ。そのまま身を潜ひそめて、桐トウ耶ヤを排除しようと機を窺うかがっていたが……おまえたちが直接乗り込んでくるとはな」


    　よろよろと半身を起こしたザイシャが、ハンクの顔を見るなり目を丸くした。


    「──あなたは」


    「久しぶりだな、仔こウサギ。……もっとも、当時はおまえと話す機会なんざ一度もなかったが」


    　かたや驚いた様子で、かたや旧友に向けるような表情で見つめ合うふたりに、吹芽は驚く。


    「……ザイシャを知ってるの、ハンク？」


    「昔、少しな」


    　質問を重ねようとした吹スイ芽ガの意識が一瞬途切れた。薬物の鎮痛効果は出ているが、腹部と右腕の傷口は未いまだに疼うずいている。まっとうな人間であれば、数度は死に至っている負傷である。


    「さて、お喋しやべりは帰投してからだ。とっとと帰っ──」


    　吹芽に向かって手を差し伸べたハンクの言葉が、不意に中断した。その場にいた全員が凍り付き、吹芽は掠かすれた悲鳴を絞り出す。


    　──赤黒い鮮せん血けつを滴したたらせた蛇へびの鎌かま首くびが、ハンクの胸板を背後から貫つらぬいて飛び出していた。


    「……、ごッ──！」


    　ハンクの口から大量の血が溢あふれ出る。ごぶりと触しよく手しゆが引き抜かれ、支えを失った大柄な体たい躯くがうつ伏せに崩れ落ちた。


    「もぉ……男がふたり寄ってたかって、女の子にむちゃくちゃしてくれちゃって……」


    　吹芽もザイシャも、悪夢のような光景に我が目を疑うしかなかった。


    「せっかく見み逃のがしてあげたのに──馬ば鹿かなオジサマ」


    　完全に駆く逐ちくしたはずのアルキュオネが、何事もなかったかのように立ち上がっていた。彼女は不機嫌そうに唇くちびるを尖とがらせながら、ドレスの煤すすや埃ほこりを丁てい寧ねいに払っている。


    「──脳のう核かくは、完全に破壊したはずよ」


    　声を震わせるザイシャに、アルキュオネは小悪魔のごとく舌先を出して笑う。


    「くふっ。ザイシャったらお馬鹿さんなんだから……。機能停止前に休止状態スリープモードに入ったあなたはともかく──一度プシュケに破壊ころされてから蘇よみがえった私たちは、永久の乙おと女めとなったのよ」


    　スカートの両端を指でつまみ上げ、淑しとやかな動作で一礼する。


    「私たち《七姉妹プレイアデス》は、現うつし世を彷徨さまよう亡霊ゲシユペンスト──肉体の破壊なんて、もはや意味をなさない」


    「スイガ───逃げて！」


    　跳ね起きたザイシャが、背中の触しよく肢しを振るってアルキュオネに躍おどりかかった。だがその足下はふらふらとおぼつかず、繰り出す攻撃にはもはや威力も精度も宿っていない。


    「ザイシャ……君は……！」


    「いいから早く！」


    　辛かろうじて立ち上がった吹芽は、ハンクの体を引きずって屋上出口へと向かう。扉とびらをくぐって屋内に辿たどり着き、血ち塗まみれのハンクの体を床ゆかに横たえた。壁一枚隔へだてて響き渡るザイシャとアルキュオネの戦闘音を聞きながら、吹芽は左手で医療キットを取り出して泣き叫ぶ。


    「──ハンクッ！　死ぬな、頼むから！」


    　それが叶かなわない願いであることは明白であった。止めどなく溢れ出る生温かい液体が、吹芽の左手を汚していく。生命が漏もれ出ていく感触──完全な致命傷だった。


    「レヴナント化──する前に──早く、おれ──を、撃て──」


    「できるわけないだろッ！　いいから喋るなよ！」


    　吹芽は髪を振り乱して叫ぶ。ハンクは呆あきれたように笑うと、ゆっくりと上半身を起こした。激しく咳せき込み、大量の血を吐き出しながら、涙に濡ぬれた吹スイ芽ガの瞳ひとみを覗のぞき込んだ。


    「俺おれが隙すきを──つくる。おまえは──ザイシャと、全力で逃げろ……」


    「黙れッ！　なに諦あきらめたようなこと言ってる……！」


    　ハンクの手が、泣き言を喚わめく吹芽の襟元を弱々しく掴つかみ上げた。


    「おまえたちを守ること、が──俺の、最さい期ごの役割だ」


    　話している間にもハンクの顔色からはみるみる生気が失われ、死相が色濃く浮き出ていく。


    「だけど……それじゃハンクが……」


    　どうしようもできず悲嘆に暮れる吹芽の目を見て、ハンクは諭さとすように言う。


    「よく、聞け。つねに戦局を俯ふ瞰かんし──情報を集め、──チームにそれを伝え──機を窺うかがい、決定的な一撃げきを、──最重要目標に叩たたき込んで、排除する──それが、狙そ撃げき手しゆの役割だ」


    　もう幾度も聞かされたハンクの教えだった。


    「もういいよ……もう喋しやべるなッ、本当に死ぬぞ！」


    「見捨てるものと──救うべきものとを──冷酷に、見極めろ。それができなければ、おまえは、すべてを失う。──かつての、俺みたいにな」


    　諭すようなハンクの言葉に、吹芽は幼おさない子供のように首を横に振る。


    「……無理だよッ！　生命を選んで、見捨てることなんて──」


    　かつて狙撃手であった頃、吹芽は常に感じていた。狙撃という行為がもたらす冷たい歓喜と、敵を撃ち抜くたび感情が鈍にぶくなっていく恐怖を。


    　そして積み重なったそれらが、いつの日か、自分の心を無自覚の化け物へと変へん貌ぼうさせるであろうことを吹芽はいつしか恐れていた。結果のためならば、多くの人々を巻き添えにすることも厭いとわなかった──円マドカ燦サン華カのような存在に。


    「……僕は、母さんみたいな化け物には、なれない──」


    「人は──そう簡単に、化け物になんざ、──なれないさ。おまえの、──母親もな」


    　ハンクは震える指をゆっくりと持ち上げると、吹芽の胸の中心に強く押し当てた。


    「逃げ、るな。撃った瞬間の苦痛も──救えなかったことの後悔も。──残さず〝ここ〟に抱いて──決して忘れるな。その、覚悟と意志を──捨てない限り──」


    　胸に触れていたハンクの体温が離れていく。無ぶ精しよう髭ひげの浮いた血だらけの頬ほおに、ハンクはどこまでも穏やかな笑みを浮かべた。


    



    「おまえは決して───化け物になんて、ならないさ」


    



    　立ち上がったハンクが、やおら脚を振り上げた。茫ぼう然ぜんとしている吹芽を階段の下に蹴けり落とすと、踵きびすを返して屋上に飛び出した。


    「うおおおおおお───ッ！」


    　ザイシャと組み合うアルキュオネに向けて、腰から抜いたハンドガンを乱射する。


    　アルキュオネは満まん身しん創そう痍いのザイシャを乱暴に突き放すと、億おつ劫くうそうに三本の触しよく手しゆを次々と繰り出した。肩と脇わき腹ばら、太ふと腿ももを貫つらぬかれ、ハンクが声にならない叫びを上げる。


    「渋いオジサマは正直タイプだけれど──煙草タバコ臭い人って好きじゃないの」


    「そいつ、は──残念、だな──」


    　ハンクは低く笑い、尻しり餅もちをついているザイシャだけに見えるよう左手に握ったそれを見せる。


    「────」


    　ハンクの意図を瞬時に悟ったザイシャは、一瞬痛ましい表情でハンクを一いち瞥べつしたが、振り切るように背を向けた。屋上の出口めがけ、傷ついた体を押して離脱していく。


    「ちょっと……ザイシャが行っちゃ──あんっ！　もう、痛いってば、それ！」


    「つれない、ことを──言うなよ。俺おれたちから──最後の贈り物だ」


    　ハンクは撃ち切ったハンドガンを放り捨てる。ザイシャが屋上出口に飛び込んだのを確認し、左手に握った端末のスイッチを、彼は最さい期ごの力で押し込んだ。


    「気に入って、もらえると、嬉うれしいがな───あばずれ狐Bitch vixen」


    　電気信管が起動し、ハンクの胴体に仕込まれていた可か塑そ性せい爆薬が起爆した。巨大な爆炎と圧倒的な衝しよう撃げき波はがホテルの屋上一面を一瞬にして包み込み、すべてを跡あと形かたもなく灼やき尽くす。


    　間一髪で踊り場に飛び込んできたザイシャが、階段に足をかけて屋上へ向かおうとする吹スイ芽ガを庇かばうように押し倒す。


    「ハンク──ハンクッ！　放してくれ──放せッ！　ザイシャァッ！」


    　吹芽の上に覆おおいかぶさったザイシャが、耳元で何事かを喚わめいていた。その声も、自身の叫びさえ、轟ごう音おんによって聴ちよう覚かくが麻ま痺ひしている吹芽には聞こえない。


    　それでも吹芽はひたすら叫び続けた。大切な人の名を、切り裂くような慟どう哭こくと共に。


    



    　五分後、無事に橋きよう梁りよう上のレヴナントを殲せん滅めつしたヘルカたちが駆かけ付け、ビルの外へと退避してきた吹芽とザイシャを保護した。


    　さらに数時間後、調査隊が現場に到着した。吹芽たちの証言のもと、現場周辺の徹底的な捜索が試みられたが、回収されたのは原形を留とどめないハンクの遺体のみであった。

  


  
    



    04/Sniper ‐射しや手しゆ‐


    



    「お兄ちゃん──ありがとう、助けてくれて」


    　今、吹スイ芽ガの目の前に広がっている光景は、過去という名の罪の記憶だ。


    　なぜなら、微震動に包まれる装甲車両の中で身を寄せ合ってすすり泣く幼おさない子供たちが、ほかならぬ自分のせいで亡き者と化したことを、吹芽はよく知っているのだから。


    「よかった──君たちを、助けられて」


    　子供たちを包み込むように抱き締めながら、吹芽は涙混じりの声で笑った。


    　七人の子供たちは、三年前の第二次レヴナントショック時に逃げ遅れ、陸地に取り残されていた〝難民〟であった。


    　家族も仲間も失った彼らを、レヴナントに囲まれた絶望的な状況下から保護できたのは、まさに奇跡というほかなかった。


    



    「ねえお兄ちゃん、たいくつだよ。遊ぼうよ」「わたしが大きくなったらね、お兄ちゃんのおよめさんになってあげる」「兄ちゃん、おなか減ったー」「お兄ちゃん」──。


    　たった五日間の付き合いであったが、子供たちは〇八分隊の屈くつ強きような男たちよりも、隊内で際立って年若い吹芽によく懐なついた。


    　ただでさえ狭い車両内で、幼い子供たちは押し合いへし合いながら吹芽にまとわり付く。


    「すっかりガキどもに気に入られたな、吹芽」


    　銃器の手入れを行おこなっていたハンクが苦笑混じりに言う。


    「その調子で、たまに寝ぼけて俺おれに抱きついてくるクセも、ついでに直るといいんだがな」


    「うるさいな、みんな！　いい加減、僕を子供扱いするなよ……！」


    　ハンクのからかいにむっとしながらも、吹芽は心が浮き立つのを自覚していた。血の繋つながった家族のいない少年にとって、子供たちが自分を呼ぶ「お兄ちゃん」という響きはくすぐったくもあったが──そこに込められた想おもいと熱は、乾いた胸に静かに染み込んだ。


    



    「ねえ──ぼくもいつか、スイガ兄ちゃんみたいなスナイパーになれるかな」


    　ある時、子供のひとりに袖そでを引かれながら、吹芽はそんなことを[image: ]たずねられて目を丸くした。


    「……きっとなれるよ。たくさん、がんばればね」


    　子供の頭に手を置いて、吹芽は困ったような笑え顔がおで答えた。子供はさらに[image: ]ねてくる。


    「お兄ちゃんはさ、どうしてスナイパーになったの？」


    「──僕は、人より少しだけ遠くに手が届くから」


    　吹芽は利き手を見つめる。長大なライフルを構え、引き金を絞る人差し指を。


    　優れた空間把握能力と、精密な肉体制御能力。そして強きよう靱じんな集中力──体格には恵まれずとも、戦死した母から天性の素質を受け継いだ吹スイ芽ガにとって、狙そ撃げき兵へいという役割はこれ以上ないほど理に適かなったものであった。


    「その分、ひとりでも多くの生命を掴つかめるから……僕は狙撃手になった」


    　多くの人々を巻き添えにし、後世に悪魔として名を刻んだ円マドカ燦サン華カ──吹芽の母が奪った生命よりも、多くの生命を救う。


    　唯ゆい一いつの肉親がこの世に残していった罪を拭ぬぐい、悪魔の汚名を消し去ること──それが大戦を生き延び、ハンクによって拾われた自分の役目であると、吹芽は決心していた。


    　ふぅん、と、いまいちわからないという顔をする子供に、吹芽は優しく微笑ほほえみかける。


    　子供たちと出会ってからの五日間は、吹芽にとって、これまでの人生のどんな出来事よりも穏やかで満ち足りた五日間だった。救えた生命の重さ。尊とうとさ。温かさ──どれだけ追い詰められようと、世界はまだ死んでいないという確かな事実が、ただ優しかった。


    



    　　　◇


    



    　深い眠りから目覚めた吹芽を出迎えたのは、無防備な少女の寝顔だった。椅い子すにお尻しりを乗せたまま、吹芽のベッドに上半身を乗り出して小さな寝息を立てている。


    「ザイシャ……」


    　透明な壁で囲まれた狭い室内。吹芽はゆっくりとベッドから身を起こす。


    　集中医療室だった。《セブンス》内ではなく、古巣である駐ちゆう屯とん基地内の施設であった。


    「……ん」


    　ザイシャが目を覚ました。むくりと顔を上げ、手の甲で目を擦こすりながら吹芽をじっと見る。


    「……僕は、どれくらい眠ってた？」


    「まる二日。……あの傷からしたら、それでもとんでもない回復速度だけど」


    　吹芽は視線を下ろす。切断された右腕は、包帯まみれではあるものの元どおり繋つながっていた。腹部の傷もほとんどふさがっている。高度な医療水準と埋まい葬そう官かんの回復力のたまものである。


    　霞かすみがかっていた頭が晴れていくにつれ、現実が吹芽の心に重くのしかかってくる。


    　夢などではなかった。すべての出来事が、生々しい現実味をもって吹芽の五感に焼き付いている。桐トウ耶ヤの断だん末まつ魔まも、アルキュオネの残ざん虐ぎやくな冷笑も──ハンクが向けた最さい期ごの笑え顔がおも。


    「目が覚めたか」


    　気配もなく入室してきたのはヘルカだった。


    「……ハンクは？」


    「安心しろ、遺体はすでに回収されている。半分方吹き飛んで、原形はほとんど残っていないがな。──別室に安置されているが、対面するか？」


    「必要ないよ。レヴナント化して、彷徨さまよっているのでなければ……それでいい」


    　決然と唇くちびるを結ぶ吹スイ芽ガに、ヘルカはこれが本題であるとばかりに両目を細めて告げた。


    「円マドカ、ザイシャ。状況が変わった──動けるのなら、身み支じ度たくを調えて作戦会議室に来い」


    　ふたりの返事を待たず、ヘルカは背を向けて退出していった。


    　吹芽はベッドから立ち上がれないまま、何もない床ゆかをじっと凝ぎよう視ししていた。底なしの虚きよ脱だつ感かんと孤独感が、鋭するどい刃物と化して全身の神経を断ち切ってしまったかのようだった。


    「……あなたに落ち度はないわ。相手が悪すぎただけ」


    　ふと吹芽が視線を上げると、ザイシャが小さな手をおずおずと差し伸べていた。


    「あなたが狙そ撃げき手しゆを排除できなければ、全員死んでいた。……あなたは、役割を果たしたの」


    　反射的にその手を取ろうとし──誰かの声が、吹芽の耳元で囁ささやくように告げた。


    〝──『主人ユーザー殺し』なんて、あなたはとうに経験しているじゃないの〟


    「ザイシャ、答えて」


    　持ち上げかけた手を下ろしながら、吹芽は無意識のうちに[image: ]たずねていた。


    「──君が母さんを殺したのは、本当なのか？」


    　ザイシャは紅あかい瞳ひとみを見開き、差し出した手を小刻みに震わせていた。


    　人を惑わす化け狐ぎつねの戯ざれ言ごとであると信じていた。信じたかった。


    「……本当よ」


    　しかし、吹芽の儚はかない期待を押しつぶすように、ザイシャは瞼まぶたを閉じて頷うなずいた。


    「あなたの母親の生命は、私がこの手で奪ったの」


    　錆さびた金属が軋きしむような声こわ音ねと共に、ザイシャは瞳を伏せて静かに告げた。空くう虚きよな人形のごとく──あるいは、鉄と歯車でできた冷たい機械のごとき無表情で。


    　母に対して、吹芽は特別な親愛を抱いだいていたわけではない。彼にとって、母はどこまでも他人だった。であるにも拘かかわらず、今胸に去来している妙な感情の正体を、吹芽はうまく噛かみ砕くことができなかった。──差し伸べられた手を、取ることができない。


    



    　着替えを終えた吹芽は、ザイシャと共に作戦会議室を訪れた。シャフト内の会議室と比べれば一回り狭い室内には、見知った三人の顔があるだけだった。正面モニターの前には、瞼を閉じたヘルカが彫像のごとく佇たたずんでいる。


    　最前列の真ん中に座っていた茴ウイ香カが、安あん堵どの表情を見せた。端の席についていた珊サン瑚ゴも、軽く手を上げて笑いかけてくる。


    　吹芽はそんなふたりから視線を外し、淀よどみない足取りで後方の席に座った。ザイシャも同列の少し離れた席に腰かける。ヘルカ班の五人のメンバーが揃そろった。


    「──これから諸君に開示する情報は、すべてが最重要機密扱いとなる」


    　ヘルカが手元の端末を操作した。正面の大型モニターが灯ともり、一日前の光景が映し出される。桐トウ耶ヤの最さい期ご。《九尾ナインテイルズ》──アルキュオネの暴ぼう虐ぎやく。そしてハンクの死──音声のないそれらの映像が次々と表示される。


    「──以上が、現場に居合わせた者たちのＥｙＳアイスから回収された映像だ」


    　静寂が室内に満ちる。茴ウイ香カも珊サン瑚ゴも、見開いた瞳ひとみに戦せん慄りつをみなぎらせていた。


    「レヴナントっつーのは、総じて生前の理性や記憶を失ってるはずだ」


    　最初に口を開いたのは珊瑚だった。


    「だっていうのに、あの瀬セ名ナ桐トウ耶ヤも、《九尾ナインテイルズ》も、生きてる人間とまったく変わらない精神活動をしているように見えた。いったいどういうことだ？」


    　ヘルカは四人に向き直ると、相変わらず抑よく揚ようのない声で話し始めた。


    「九年前にプシュケを撃げき墜ついし、大戦を終結させたのが、生体兵器《七姉妹プレイアデス》の面々であるという情報は以前、諸君に説明したとおりだ。自発的に休止状態スリープモードへ移行していたザイシャを除いて、すでに全機が機能停止──死亡していることもな」


    　ザイシャの背せ筋すじがぴくりと強こわ張ばる。


    「元々《七姉妹プレイアデス》は、古代氷河からプシュケを発掘し、隠いん匿とくしていた中欧の大国・オディルの研究機関によって開発された生体兵器だが──プシュケが暴走を起こす数年前より、その革新的テクノロジーを応用したプロジェクトを、オディルは極秘裏りに推おし進めていた」


    　モニターに次々と情報が表示される。


    「《プレイアデス計画》──人類永続のための新技術を題目に掲かかげ、七つの革新技術の実現を目的とした開発プロジェクトだ」


    「……人類永続のための、ね。ずいぶんとまあ、ご大層な」


    　珊瑚の軽口を受けたヘルカの表情に、一瞬侮ぶ蔑べつにも嘲ちよう笑しようにも似た何かが浮かんだ。


    「結局は技術的限界により、プロジェクトは完成を待たず凍結されたようだが──プシュケの暴走に際し、それらの技術を未完成のまま兵器転用して生み出されたのが、《七姉妹プレイアデス》だ」


    「……それで。その話が、アルキュオネと何の関係があるのさ」


    「それが敵の正体だよ」


    　吹スイ芽ガの質問に、ヘルカは厳然と告げた。


    「結論から言おう。《九尾ナインテイルズ》──アルキュオネの正体は、撃破された《七姉妹プレイアデス》がレヴナント化し、三年前に再起動した存在だ」


    　一同の喉のどから、声にならない驚きよう愕がくが漏もれる。ザイシャだけが、かつて共に戦った仲間たちの末路を憐あわれむかのように表情を曇らせている。


    「正確には、ザイシャを除く全機がすでにレヴナント化し、今もどこかに息を潜ひそめている」


    　そこで、珊瑚が小さく手を挙げた。


    「《九尾ナインテイルズ》と《七姉妹プレイアデス》についてはとりあえずわかった。だが……プシュケは九年前に破壊されたはずだ。原因が排除されたのに、どうして《七姉妹プレイアデス》はレヴナント化した？」


    　──レヴナントの発生時期は、大きくふたつに分けられる。


    　一〇年前に発生した《第一次レヴナントショック》──プシュケの暴走と同時に起きた、一度目の死者蘇そ生せい現象である。プシュケは撃げき墜ついされ、レヴナントも一度は姿を消した。


    　そして三年前に発生し、今もなお人類を脅おびやかしている二度目の死者蘇生現象──それが《第二次レヴナントショック》である。第一次と異なり、その原因は長らく不明とされてきた。


    　ヘルカはモニターの前をゆっくりと歩きながら、珊サン瑚ゴの質問に答え始めた。


    「三年前の話だ。機能停止していたはずの《七姉妹プレイアデス》たちの再起動を示すシグナルが、突とつ如じよとして観測された。シグナルはすぐに途絶えたが──それから間もなく、世界各地で死者のレヴナント化が発生している」


    　珊瑚が表情を歪ゆがめる。その事実が何を意味するのかを、すでに察したのだ。


    「つまり、第二次レヴナントショックは、《七姉妹プレイアデス》の再起動直後に起きたってことか──」


    「そうだ。《七姉妹プレイアデス》たちの脳を加工した脳のう核かくには、高度な演算処理領域が確保されていたらしい。仮説にすぎないが──もしも撃破されたプシュケが、自みずからの魂たましいとでも呼ぶべきデータを、その領域に退避させていたとしたら？」


    　ヘルカの補足を聞いた珊瑚は、顎あごに手を当てて慄りつ然ぜんと呟つぶやく。


    「《七姉妹プレイアデス》たちの核を並列演算処理システムとした、第二のプシュケの誕生──それが二度目のレヴナントショックを引き起こした原因、ってことか」


    「その通り。それがどれだけ重大な事態であるかは、同じく超常の兵器を身に宿す君ならばよく理解できるだろう──ザイシャ」


    　ザイシャは答えない。ただ、自らがここにいる意味を噛かみ締めるように瞳ひとみを細めている。


    「そんな……っ。《七姉妹プレイアデス》は、あくまで人の手による兵器なのでしょう!?」


    　悲鳴のような声を上げた茴ウイ香カは、はっと声を漏もらし、ザイシャの方を見やった。兵器という心ない言葉を、仲間に対してぶつけてしまったことに、後悔する面おも持もちを浮かべていた。


    「……彼女たちが人類に敵対する行動を起こすのは、不自然だと感じます」


    　いや、と珊瑚が首を振る。


    「《七姉妹プレイアデス》の連中にとっちゃ、オディルの研究機関の連中は、自分たちの体を好き勝手に切り刻んでいじくり回した変態だろ。全人類込みで、恨まれてしかるべきだと俺おれは思うがね」


    　珊瑚はザイシャのほうを見て言う。彼女は何も答えない。


    「それにだ──《七姉妹プレイアデス》っていう存在の根幹は、あくまでプシュケ由来の技術によるものなんだろ？　ならプシュケの奴やつが、自分が滅ほろぼされたときのための対策を《七姉妹プレイアデス》に仕込んでいたとしても、何の不思議もない。巧妙なマルウエアみてえにな」


    　果てのない無限の先を眺めるように、ヘルカは切れ長の瞳をすがめる。


    「先ほどの映像からわかるように、瀬セ名ナ桐トウ耶ヤの肉体には《七姉妹プレイアデス》を使し役えき・制御するための安全装置である制せい御ぎよ核かくが埋め込まれていた。あれがレヴナント化によって失われた生前の記憶や人格を複製・再現していると推測できる」


    「──脳のう核かくを吹き飛ばしても、アルキュオネを斃たおしきれなかった理由は？」


    　吹スイ芽ガの疑問は当然である。脳核はレヴナントの中ちゆう枢すう器官だ。大気中のＰ粒りゆう子しを利用し、損傷した肉体を無む尽じん蔵ぞうに再構成できるレヴナントの、唯ゆい一いつにして絶対たる弱点である。


    「もしも先ほどの仮説が正しければ、レヴナント化した《七姉妹プレイアデス》は、六基の演算処理装置と、大気中を満たす粒子をケーブルとしたネットワークを有していることになる。それらが相互に補完しあうことで、膨大なバックアップデータを彼女たちが有しているとすれば──」


    「……物理的に破壊したところで、即座に修復されるってことか。チートくせえ」


    　珊サン瑚ゴの相あい槌づちに、茴ウイ香カは悲痛な表情で立ち上がった。


    「そんなの、根絶のしようがないではありませんか……っ！」


    　吹芽は拳こぶしを机に叩たたき付ける。鈍にぶい痛みが、無力感となって心にへばりついてくる。


    「……アルキュオネを斃たおす方法は、ないのか？」


    　藁わらにもすがる思いで[image: ]たずねる吹芽に、ヘルカは重々しい口く調ちようで告げる。


    「先日、技術情報部によるザイシャの分析にひとまずの区切りがついた」


    　ヘルカが端末を操作し、モニターの映像が切り替わる。


    「《七姉妹プレイアデス》にはそれぞれ、内蔵された兵へい装そうの威力をフルに発揮するための《出力開放形態》が存在する。──もちろん、そこにいるザイシャも同様だ」


    　３Ｄ表示された白き異い形ぎようの弩おおゆみを目まの当たりにした瞬間、茴香と珊瑚、そして吹芽の三人は畏い怖ふの表情を隠しえなかった。絶句しながら、彼らはモニターを凝ぎよう視しする。


    「──これが、ザイシャの本来の姿」


    　吹芽は呟つぶやき、思わずザイシャのほうを見つめた。


    「…………」


    　ザイシャは震えていた。モニターを見る瞳ひとみに浮かぶのは、明らかな恐怖と諦てい念ねん──そして、それらを上回る色濃い後悔だ。ヘルカは構う様子もなく続ける。


    「レヴナント化した《七姉妹プレイアデス》を打倒しうるとすれば、この出力開放形態に頼るほかないが──ザイシャの肉体は、すでに本来の性能の八割方を喪そう失しつしている。加えて、彼女らの中枢機構はブラックボックスの塊かたまりだ。設計者亡き現状、完全修復は不可能だという結論が出ている」


    「……打つ手はない、ということですか？」


    　あからさまな茴香の落胆を、ヘルカは次なる発言によって否定した。


    「ザイシャの肉体には、出力開放形態への変形機構が無傷で残されていることがわかった」


    　吹芽の胸が、どくんと熱を帯びた。待ちわびた言葉に、みなぎる戦意に、背せ筋すじが震える。


    　モニターの中で緩ゆるやかな回転を続けている〝兵装〟の威容は禍まが々まがしく、またそれゆえに荘そう厳ごんですらあった。隣の小さな少女の姿とは似ても似つかない。その威力を自分が行こう使しできることにほの昏ぐらい歓喜を覚える反面、どこまでも兵器としてザイシャのことを扱わなければならない現実が重くのしかかる。


    「だが現時点では、シフトチェンジに要する演算出力が圧倒的に足りていない。この不足分を補う必要がある」


    「──わざわざこうして問題提起する以上、単純な出力不足ってわけじゃねえんだよな」


    　吹スイ芽ガが抱いだいた疑問を、珊サン瑚ゴが代弁した。


    「そうだ。必要になるのは、大気中の粒りゆう子しを制御するための超高度な演算処理装置──すなわち、敵の制せい御ぎよ核かくだ」


    　モニターに黒い球体が表示される。まぎれもなく吹芽の体内にあるものと同じ物体だ。


    「アルキュオネの制御核をザイシャが取り込み、不足している演算出力を補強──同時にそれそのものを砲ほう弾だんとした大出力の砲ほう撃げきによって、姉妹間を繋つなぐケーブルの役割を持つ周辺一帯の粒子を消し飛ばし、ネットワークから一時的に断絶させる」


    　珊瑚は合が点てんがいったとばかりに指を鳴らした。


    「……そうか。そのうえでアルキュオネの脳のう核かくを破壊することができれば、バックアップデータを用いた復活はできないってわけだ」


    「そうだ。制御核は、未完成の状態で戦線投入された《七姉妹プレイアデス》を人類が御するための枷かせであり、安全装置でもある。彼女たちはレヴナント化した後も、そのくびきから逃のがれられていない。能力を存分に発揮するには、ユーザーによるサポートが不可欠であると推測される」


    　吹芽は思い出す。二年前のあの日も、アルキュオネはユーザーをどこかに飼っていたのだろう。──桐トウ耶ヤと同じように、ただ自みずからが十全の力を振るうための傀く儡ぐつとして。


    「ヘルカ。制御核っていうのは、具体的にどういう代しろ物ものなの？」


    　吹芽は自分の胸に手を当てながら[image: ]たずねる。単なる制御装置の類たぐいであるのなら、自分のそれを解かい析せきすれば、完かん璧ぺきとはいかずとも近いものが作れるのではないか、という疑問である。


    「──制御核の素材は、《七姉妹プレイアデス》の素そ体たいとなった人間の〝脳〟よ」


    　答えたのはザイシャだった。予想だにしていないひと言に、吹芽は絶句する。


    「制御核は、私たちの脳の一部を分離加工した唯一無二ワンオフの装置なの。複製はできない」


    　想像を絶するおぞましい事実だった。吐き気と共に、どす黒い感情が込み上げてくるのを自覚する。茴ウイ香カも手で口元を覆おおい隠して震えている。


    「……制御核をインプラントされた正規ユーザーは、その気になれば私たちの機能を即座に停止させることができたわ。激しい苦痛を与えて、服従させることも」


    　ザイシャは足下を見つめながら平然と告げる。


    　嫌けん悪お感のあまり、吹芽は叫び出しそうになった。プシュケを打倒するためとはいえ、人の所しよ業ぎようとは思えない行為に肩を震わせる。


    　そこで、考え込むように虚こ空くうを睨にらんでいた珊瑚が口を開いた。


    「班長。……この三年間、《七姉妹プレイアデス》は姿を隠し続けてきたのか？」


    「ああ。Ｒ・Ｅ・Ｖの記録には、レヴナント化した《七姉妹プレイアデス》との詳細な遭そう遇ぐう・戦闘記録は残されていない──二年前に円マドカが遭そう遇ぐうした一件と、そして今回の件を除けばな」


    「……そこから生還した僕は、運がよかったんだな」


    　吹スイ芽ガの自じ嘲ちようめいた呟つぶやきにヘルカが頷うなずく。


    「そのとおりだ。少なくとも、この三年間で消息を絶ったＲ・Ｅ・Ｖ構成員の何割かは、彼女たちの餌え食じきとなっているだろう」


    「しかしよ。ここにきて、奴やつらがあからさまな喧けん嘩かを売ってきたっつーことは──やっぱり、ザイシャの再起動が関わってるのかね？」


    　珊サン瑚ゴのひと言が引き金となり、一同の視線がザイシャに集まった。彼女は悄しよう然ぜんと瞼まぶたを閉じる。


    「わからないわ。ただ、アルキュオネの性能は以前と比べて劣化しているようだった。もしかしたら、まだ再生が不完全なのかもしれない。彼女も──他の《七姉妹プレイアデス》たちも」


    　それを聞いたヘルカは前に向き直ると、一同に向けて毅き然ぜんと言い放った。


    「我々の目的は、アルキュオネの制せい御ぎよ核かくの確保および、それを用いた円とザイシャの遠距離攻撃によるアルキュオネの完全排除だ。敵はすでに、新たなユーザーを従えていると推測される。まずはそちらを狙ねらう」


    　ヘルカの瞳ひとみが、虚こ空くうを睨にらんでいた吹芽のほうを向いた。


    「円──状況はすでに動き出している。君の再起を悠長に待っているだけの猶ゆう予よはないぞ」


    　ヘルカが端末を操作すると同時に、吹芽のＥｙＳアイスにテキストデータが送信された。


    　ザイシャの全出力を発はつ揮きさせるための唯ゆい一いつの起動コードであり、彼女の本来の名前コードネーム。


    「……ああ。わかってるよ」


    　吹芽は決然と頷くと共にその名を頭に刻み付け、微かすかな痺しびれが残る右手をじっと見下ろした。


    　その時、ヘルカに通信が入った。彼女は短い会話を終え、即座に全体を見渡して告げる。


    「諸君、出動準備だ。──敵が網にかかったようだ」


    　金砂色の瞳の奥に宿る冷たい炎が、戦場の空気をいち早く皆に伝え届けていた。


    



    　　　◇


    



    　ヘルカ班を含む計三班の埋まい葬そう官かんたちと、それに三倍する人数のＳＥＦが急行したのは、二日前にアルキュオネと交戦した地域からほど近い、真夜中の市街地だった。


    　周辺数キロにわたって網を張っていた監視班が、三時間ほど前にアルキュオネと思おぼしきレヴナントの姿を捕ほ捉そくしたのだ。追跡は叶かなわなかったものの、その進行方向や移動速度から、敵の現在地点の大まかな予測は立った。


    　現在は全員が装甲車両に乗り込み、北西方面に向けて移動中である。


    《狐狩りフオツクスハント》と名付けられた今回の作戦に参加しているすべての隊員たちには、ごく一部の秘ひ匿とく事項を除いて、先ほど吹芽たちが耳にしたものと同じ情報が与えられている。


    　最優先事項はアルキュオネのユーザー特定、およびその撃破。アルキュオネに直接手を下す役目を負った吹スイ芽ガたちヘルカ班は、後衛の位置づけである。


    「────」


    　五号車内の吹芽は、振動に揺られながら、先頭を行く一号車のカメラと自身のＥｙＳアイスをリンクさせ、前方の警戒にあたっていた。ほかのメンバーも皆、ひと言も発することなく精神を集中させている。


    　まだ敵の予測現在地に着くまで幾分の余裕があった。周囲は恐ろしいほどに静かで、車両の走行音以外には何も聞こえなかった。


    　しかし次の瞬間、吹芽は機械の目越しに、遥はるか彼方かなたのビル上に蠢うごめく複数の影を捉とらえていた。


    「全車、二時方向の廃ビルに敵影！　──対地ミサイルが来るッ！」


    　吹芽が通信機に向かって叫ぶと同時に、彼方にそびえるビルの上層階から次々と光が灯ともり、一〇基を超える対戦車ミサイルが一斉に押し寄せてきた。


    　吹芽の警告によって、各装甲車両は回避運動をとりつつ、いち早くフレアを散布。赤外線誘導をつぶされたことで狙ねらいの逸それたミサイルが周囲に着ちやく弾だんし、次々と地面に火柱を上げる。


    　巻き上げられた爆炎の向こうから、複数のレヴナントが車両めがけて迫り来る。


    　激しく揺れる車内でヘルカが叫んだ。


    「煙幕展開！　ＦＭＳ班、コンテナ内から座標２１９３２４のビルを砲ほう撃げき、ミサイル射しや手しゆを排除！」


    　全車両がレヴナントによる複製を防ぐための煙幕弾を打ち上げる。各車両に積載されたコンテナが次々と開き、珊サン瑚ゴ機を含む計六機の《ランブルフィッシュ》が、マニピュレーターに把は持じした巨大な機関砲の銃じゆう口こうを一斉に突き出す。


    　爆はぜる轟ごう音おんと共に放物線を描えがいて飛ひ翔しようする二〇ミリ砲弾の群れが、遠方にそびえるビルの前面を薙なぎ払った。ミサイル攻撃がやむと共に、各車両から埋まい葬そう官かんやＳＥＦセフ隊員たちが次々と降り立ち、押し寄せてくるレヴナントと交戦を開始する。状況はまたたく間に混戦へと突入した。


    「円マドカとザイシャは五時方向のビル内で待機、逐ちく次じ状況を報告。椚クヌギはふたりに同行しろ」


    　ヘルカは車両内で素早く指示を告げた。立ち上がった茴ウイ香カは、吹芽たちに向き直る。


    「吹芽、ザイシャ。行きましょう」


    　茴香と吹芽が同時に車外へと降り立ち、最後にザイシャが続く。


    「各員、状況報告は怠おこたるな。前回のように通信が妨害される可能性がある」


    　ヘルカは三人にそう告げると、コンテナから完全に姿を現した黒い《ランブルフィッシュ》に向き直る。その左腕部は未いまだ修理を終えておらず、代替装甲によって補われている。


    「倉クラ守モリは円たちの潜せん伏ぷく地点周辺を警戒。私はここに残り、ＳＥＦの指揮を執る」


    『了解だ』


    　彼ひ我がの銃撃が飛び交う中、《ランブルフィッシュ》に飛び乗った吹芽、ザイシャ、茴香の三人は、交戦地点から一〇〇メートルほど後方に建つオフィスビルへと向かう。


    　階下に珊サン瑚ゴ機を残し、三人はまっすぐ最上階を目指す。ビル内に敵の姿はなかった。


    　先頭の茴ウイ香カが、階段を上りながら声を潜ひそめる。


    「……レヴナントが、あんな本格的な伏撃アンブツシユを仕掛けてくるなんて」


    「操あやつってる奴やつがいるんだ」


    　前回、橋きよう梁りようで挟み撃ちを受けたときと同様──いや、今回のレヴナントたちの動きはそれ以上に統率されている。先ほどのミサイルも、吹スイ芽ガが気づかなければ被害は甚じん大だいだったはずだ。


    　そのとき、吹芽の胸の中に嫌な予感が湧わき上がった──統率されたレヴナントたちの手際を、どこかで見たことがあるような。


    　最上階に辿たどり着き、茴香は険けわしい顔でふたりに振り返る。


    「私はフロア周辺を警戒します。吹芽たちは地上の状況監視を」


    「うん。頼んだ、茴香」


    　吹芽・ザイシャ組と茴香は二手に分かれる。窓の縁から顔を覗のぞかせ、地上を見下ろす。


    　──決して有利とは言えないが、地上部隊は順調に戦いを進めている。他班の埋まい葬そう官かんたちの戦闘力も相まって、押し寄せるレヴナントは確実にその数を減らしていた。


    　傍かたわらのザイシャは、ひと言も発さず戦況を見つめている。機械のように冷徹なその瞳ひとみは、日常でときおり吹芽に見せた少女らしい無む邪じや気きさや弱々しさとはまるで重ならない。


    　どちらが本当の姿なのか、吹芽にはわからなくなる。


    　幾度も自分を守ってくれた少女。母を殺したかもしれない少女。


    　考えれば考えるほど、自分にとってのザイシャという存在がわからなくなっていく。


    「──!?」


    　そんな吹芽の思考は、目の前で起きた出来事によって掻かき消された。


    　戦場を巧みに駆かけ回っていた《ランブルフィッシュ》の一機が、突とつ如じよとして停止したのだ。


    「システムトラブルか──？」


    「……銃じゆう声せいが微かすかに聞こえた。消音器サプレツサーを装備したスナイパーライフルによる長距離狙そ撃げきよ」


    　頭部センサーを小刻みに動かしながら、ザイシャが低く言う。吹芽は信じられない思いで停止したＦＭＳを凝ぎよう視しする。──シェルの隙すき間まから、赤い筋が僅わずかに垂れ落ちていた。


    「ザイシャ！」


    　吹芽の要請にザイシャは頷うなずいた。手の中に現れた白いスナイパーライフルを把は持じし、吹芽は通信機に呼びかける。


    「ヘルカ、狙撃手がいる！　ＦＭＳが一機やられた！」


    『了解。速やかに位置を特定、排除しろ。椚クヌギと倉クラ守モリは警戒を強化』


    　数秒のやり取りの間に、さらにもう一機のＦＭＳが停止した。中のパイロットが痙けい攣れんを起こしたのか、機体は周辺をむちゃくちゃに走行したあげく、瓦が礫れきにつまずいて地面に崩れ落ちた。


    　吹芽は戦せん慄りつした。ＦＭＳの動作と動作の合間に生じる一瞬の隙をつき、装甲の隙間を狙ねらって中のパイロットを狙ねらい撃っている──神かみ業わざだ。


    「ザイシャ、銃じゆう声せいの方角は!?」


    「二時方向。きっと、さっきミサイルを撃ってきたレヴナントたちが潜ひそんでいたビルよ」


    　距離は八〇〇メートル弱といったところだ。ヘルカに速やかに情報を伝達すると、彼女は吹スイ芽ガに向けて抑よく揚ようのない声で言う。


    『円マドカ。この状況で精密狙そ撃げきを行おこなえるのは──』


    「わかってる……アルキュオネの新たなユーザーしか、ありえない」


    　アルキュオネ以外の《七姉妹プレイアデス》が現れたというのなら話は別だが、今はその可能性は排除するしかない。吹芽は膝射ニーリングの姿勢でライフルを掲かかげる。


    「ザイシャ、敵の位置はわかる？」


    「──否定。私の眼じゃ見つからない……よほど巧妙に隠れているみたい」


    「消音器サプレツサーを装着しているなら、マズルフラッシュから位置を特定することも無理か──」


    　状況を冷静に分析する一方で、吹芽の中の予感はみるみるうちに膨ふくれ上がっていく。


    　さらなる敵の狙撃により、今度は別班の埋まい葬そう官かんが殺やられた。胴体を撃たれ、動きが止まったところで頭部を撃ち抜かれて即死する。


    「…………ッ」


    　吹芽は鈍にぶく輝かがやくアイピースのカバーをわななく瞳ひとみで見つめながら、ハンクの言葉を思い出す。


    〝つねに戦局を俯ふ瞰かんし──情報を集め、──チームにそれを伝え──機を窺うかがい、決定的な一撃げきを、──最重要目標に叩たたき込んで、排除する──それが、狙撃手の役割だ〟


    「ああ……わかったよ、ハンク」


    　吹芽はスコープのカバーを親指で跳ね上げると、静かにアイピースを覗のぞき込んだ。


    「ユーザー……？」


    　茫ぼう然ぜんとしたザイシャの呼びかけも、狙撃手としての決意を固めた今の吹芽には遠い。


    〝見捨てるものと──救うべきものとを──冷酷に、見極めろ。それができなければ、おまえは、すべてを失う。──かつての、俺おれみたいにな〟


    「……ハンク。あんたは、いったい何を失った？」


    　独りごちながら、吹芽は思う──自分はついに決定的なものを失った。ハンクを犠ぎ牲せいにして生命を繋つないだ自分にできるのは、《七姉妹プレイアデス》を撃ち倒し、多くの人々を救うことだけ。


    「僕はもう、二度と迷わない……！」


    　スコープ越しの景色に、子供たちの姿はない。彼らは「狙そ撃げき手しゆとしての」吹芽の弱さと迷いの具現だ。それを振り払った今の彼の前に幻覚が現れる要素はない。


    　さしたる喜びも感動も、今の吹芽にはなかった。ただ二年の月日の果てに狙撃手として再起した肉体と脳のう髄ずいはより鋭敏に、より精密に駆く動どうしながら、敵狙撃手の姿をサーチする。


    「──見つけた」


    　敵狙そ撃げき手しゆは全身をシートのようなもので完全に覆おおっていた。周囲の瓦が礫れきさえも効果的に用い、その姿を完かん璧ぺきにカムフラージュしている。アルキュオネらしき姿は周囲には見当たらない。


    　吹スイ芽ガの口元が笑みに歪ゆがみ、トリガーガードにかけていた人差し指を引き金に添える。


    　しかし、〝敵〟が駆かる武器を見た瞬間、吹芽の戦意は跡あと形かたもなく消し飛んでいた。


    　レミントン・Ｍ24‐ＡＲカスタム。吹芽にとっては見慣れたスナイパーライフルであった。元の持ち主から譲ゆずり受け、かつて吹芽自身も使っていた銃じゆうだからだ。そして元の持ち主によるカスタムを施されたその銃は世界にふたつと存在しない──そのはずであった。


    　吹芽は全身を震わせながら、すでに狙撃姿勢をとっているにも拘かかわらず叫んでいた。


    「──どうして敵が、ハンクの銃を使ってるんだ!?」


    〝敵〟の銃口が吹芽のほうに向いた。スコープを介して互いの視線が交こう錯さくする。


    「────嘘うそだ」


    　ハンク・ウェズレイの紅あかい瞳ひとみが、獲え物ものを見み初そめた死に神のごとくこちらを睨にらんでいた。


    



    〝さあ。あなたのせいで命を落とした大切な人を撃てるのかしら───お兄ちゃん？〟


    



    　瞬間、完全に克服したはずの幻げん覚かくが、またたく間にスコープの内側に溢あふれ返った。焼けただれ、撃ち砕かれた子供たちの亡霊が、鮮せん血けつの腥なまぐささと炎獄の熱を全身にまといながら、吹芽の五感に絡み付き、口々に責め立ててくる。


    「気づかれた……！　早く撃って！」


    　ザイシャが悲痛な声で叫んだ。それが現実の声なのか幻覚なのかも、吹芽にはわからない。


    「お願い、撃って、スイガ！　あなたが殺される──！」


    「───あああああああッ！」


    　吹芽は引き金にかけた指に力を込めた。


    　しかし迷いと困惑に絡め取られた指先は、凍り付いたように動かない。


    　そして、その隙すきはカウンタースナイプ戦において、あまりに決定的であった。


    　吹芽の肩を激痛が突き抜けた。後方にのけぞって倒れる。


    「───ぐ！」


    　吹芽は呻うめいた。撃ち抜かれた右肩の付け根から、どくどくと血が流れ出している。


    　なぜ──痛みを上回る疑問が吹芽の頭を乱舞する。なぜハンクが──。


    「……ザイシャ？」


    　そこで吹芽は、すぐ傍かたわらにザイシャが倒れていることに気づいた。うつ伏せに倒れたまま、ぴくりとも動かない。彼女の胸の辺りを起点に、床ゆかに赤い染みがみるみる広がっていく。


    　吹芽は愕がく然ぜんと、片手で頭をかかえた。


    　ザイシャはまたしても身を挺ていし、ハンクの狙撃から自分を庇かばったのだ。彼女が射しや線せん上に割って入らなければ、吹スイ芽ガは確実に額ひたいを貫つらぬかれていた。


    「……吹芽、ザイシャ！」


    　背後から突然呼びかけられ、吹芽ははっと顔を上げる。


    　フロアの入り口に、茫ぼう然ぜんとした表情の茴ウイ香カが立っていた。通信機の回線がいつの間にかエラーを示している。連絡がつかなくなり、慌あわてて吹芽たちのもとに駆かけ付けたのだろう。


    「ふたりとも、大丈夫ですか!?」


    　重傷を負った吹芽とザイシャを救助しようと、茴香が駆け寄ってくる。


    「駄目だ──来るなッ、茴香！」


    　吹芽はとっさに叫んだが、もはや手遅れだった。


    　茴香の胸から大量の血が迸ほとばしった。背中まで弾だん丸がんが突き抜け、床ゆかに真っ赤かな花を咲かせる。


    「……、……ぁ」


    　たたらを踏みつつ、辛かろうじて踏みとどまった茴香の腹部に、追撃が穿うがたれる。噴き出した血しぶきが吹芽の頬ほおを汚した。糸の切れた人形のように茴香の体が床に崩れ落ち、動かなくなる。


    「──茴、香」


    　仲間がなすすべなく撃ち殺される光景を、吹芽は茫然と見つめるしかなかった。


    「ザイシャ。また人間なんかを庇かばって──あなた、とことん腑ふ抜ぬけてしまったのね？」


    　不意に、そんな冷ややかな声が響いた。薄うす闇やみの奥から、ひとりの少女が幽ゆう鬼きのごとく現れる。


    　九本の触しよく手しゆを尾のように蠢うごめかしながら、アルキュオネは心底失望した表情で、血の海に倒れ伏しているザイシャを見下ろしていた。


    「───あなたたちさえいなければ」


    　その視線が、憎ぞう悪おへと変じて血ち塗まみれの吹芽を睨にらみ付けた。


    「おまえ、どうやって、ハンクを──」


    　傷口を手で押さえながら、吹芽はアルキュオネを見上げる。ハンクの遺体は、原形こそ留とどめていなかったものの、回収されたとヘルカは言っていた。


    　アルキュオネの口角が嗜し虐ぎやく的に釣り上がる。


    「レヴナントの脳のう核かくは、死者の脳が変性した器官だもの。そこさえ無傷なら、私が肉体の再構成を手伝ってあげればわけないの。だから──くふっ。脳だけこっそりもらっちゃった」


    「──おまえ、は」


    「最初は、あなたを歓よろこばせてあげたいなって程度の趣向だったけど。彼、あれでなかなか優秀なのよ？　なんでかあんな原始的な武器にこだわってるけど──結構気に入っちゃった。ダーリンは無理だけど、生涯の肉人形くらいになら、してあげてもいいかも」


    　気がふれそうになるほどの吹芽の怒りは、傷口から出血として排出されていく。どうにかして、ザイシャと茴香を救出しなければならなかった。しかしふたりの体はぴくりとも身動きしない。もしかしたらすでに──最悪の想像を、吹芽は必死に振り払う。


    「アル、キュオネ……」


    　そのとき、地に伏せていたザイシャが、手をついて上半身を起こしていた。


    「じっとしていなさいな。その傷……今のあなたの性能スペツクじゃ満足に動けないでしょう？」


    　アルキュオネの触しよく手しゆがザイシャに向かって伸び、小さな体を一瞬で絡め取る。


    「……離、せ──！」


    「おとなしくなさいな──破っちゃうわよ？」


    　苦く悶もんの表情を浮かべながらもがくザイシャの四し肢しを触手がねじ上げる。


    「おまえ……ッ」


    　ハンドガンを抜きつつ飛び出した吹スイ芽ガの上半身にも触手が絡み付き、両腕と胴体を容よう赦しやなく締め上げた。肩の傷口から血が噴き出し、吹芽は悲鳴を噛かみ殺す。


    「ねぇザイシャ。いい加減、こんなつまらない男は見限ってしまいなさい？」


    「…………ッ！」


    「あの女と同じ。狡ずるくて、弱くて──あなたの〝力〟だけを求めて、あなたに優しいふりをしていた。あなたは愛されてなんかいない……ただ利用されているだけ」


    　ザイシャは頷うなずかない。ただ確固たる敵意だけを視線に秘めて、アルキュオネを睨にらみ据すえる。


    「──まあいいけど。あなたも一度死んでレヴナント化すれば、きっとわかってくれるはずだもの。ただの人間が、どんなにくだらなくて、惨みじめな生き物か」


    　余っていた触手の先端に光が灯ともり、身動きできない吹芽の顔面に向く。


    「くふっ……それじゃあね。妹は連れ帰らせてもらうわ。あなたはザイシャの制せい御ぎよ核かくだけ置いて、ここで朽くち果てなさい」


    　瞬間、フロアを黒い影が駆かけ抜けた。影はアルキュオネの傍かたわらに倒れていた茴ウイ香カの体を抱き上げ、すぐさま距離を取る。


    「撃て、倉クラ守モリッ！」


    　ヘルカの叫びと共に、フロアの壁を打ち崩して侵入してきた黒いＦＭＳが、右マニピュレーターに把は持じした巨大なエミュレイターの銃じゆう口こうをアルキュオネに向けた。上半身を折り畳み、肉食恐竜めいた前傾姿勢をとっている。《ランブルフィッシュ》の屋内戦闘形態ラプターモードだ。


    『頭を下げろ、吹芽！』


    　外部スピーカーから響き渡る珊サン瑚ゴの怒声に次いで、炸さく薬やくの爆はぜる轟ごう音おんが耳を打つ。撃ち出された砲ほう弾だんがアルキュオネの右上半身を跡あと形かたもなく粉ふん砕さいし、吹芽は背中から倒れた。


    「いったい──わねぇえ……」


    　エミュレイターによる攻撃にも拘かかわらず、アルキュオネの再生スピードはまさしく異常だった。またたく間に元通りの姿を取り戻したアルキュオネは、残った触手でザイシャを拘こう束そくしたまま、可か憐れんな美び貌ぼうに凄せい惨さんな笑みを浮かべる。


    「いいわ埋まい葬そう官かん。あなたたち全員、今すぐここで皆殺しにしてあげる──！」


    　ザイシャを掴つかんでいる分を除いたすべての触しよく手しゆに光が宿る。圧縮された破壊の渦。アルキュオネは陶然と笑いながら、すべてのレーザーを放とうとし──怪け訝げんな顔で固まった。


    「……何よハンク、こんなときに。……なんですって？　埋まい葬そう官かんが押し寄せて？　そんなの自分でどうにかしなさい……んもう！　いやいやだから、そんなのあんたが私の兵へい装そう使おうとしないで、そんなカビ臭い武器なんかに頼ってるからでしょうっ!?　はぁっ、使い方がわからない!?　──わかったわよ！　あと数秒もちこたえなさいっ！」


    　アルキュオネは怒り心頭といった様子で埋葬官たちを一いち瞥べつするやいなや、癇かん癪しやくを起こした子供のようにレーザーを全方位に撒まき散らし始めた。ヘルカと吹スイ芽ガは床ゆかに伏せ、珊サン瑚ゴ機もとっさに遮しや蔽へい物ぶつへと身を隠す。視界が煙によって覆おおわれ、何も見えなくなる。


    「見てなさい……私の大切な妹にくだらない自己犠ぎ牲せい精神を刷り込んでくれたあなたには、とびきりの地獄を用意してあげるわ」


    　吹芽の耳元で憎々しげに呟つぶやかれたその声も、激しい崩ほう壊かいの音に掻かき消される。


    　めちゃくちゃに薙なぎ払われたレーザーがビルの支柱を溶断し、やがて建物全体が傾き始めた。


    　よろよろと立ち上がろうとする吹芽の体を、珊瑚機のマニピュレーターがすくい上げ、階下に向けて離脱を開始する。背部装甲にはヘルカと、彼女にかかえられた茴ウイ香カの姿。


    　吹芽たちが脱出した数秒後には、戦場となったオフィスビルは跡あと形かたもなく崩ほう落らくした。


    「────」


    　その光景を、吹芽は虚うつろな気分のままに凝ぎよう視しする。一帯に立ち込めた土煙が風に洗い流された頃には、アルキュオネも、そしてザイシャの姿も何処いずこかへと消えていた。


    



    　　　◇


    



    《狐狩りフオツクスハント》から一夜明けた、午前六時──。


    《セブンス》の中心部に屹きつ立りつする超高層多層建築物シャフト内の作戦会議室内には、ふたりの人物の姿があった。ブラインドの隙すき間まから、朝日の淡い光が広い室内に差し込んでいる。


    「ＳＥＦ一一人、ＦＭＳパイロット三人、埋葬官三人が死亡。さらに茴香は意識不明の重体。重軽傷者多数、ね──」


    　テーブルの上に脚を組んで腰かけ、端正な顔に皮肉げな笑みを浮かべているのは珊瑚だった。


    「んで──俺おれらの切り札であるところのザイシャは目下、行方ゆくえ不明。対する敵は何ら損害なし。手痛いねぇ、ヘルカ班長」


    「まったくだな」


    　一方、部屋の壁に背中を預けて立っている女性はヘルカ・カーリアイネンだ。切れ長の瞳ひとみを険けわしげに細め、彼女には珍しく微かすかな苦悩を浮かべている。


    「んな顔すんなって。戦術的行動をとるレヴナントなんて、今まで存在しなかったんだから」


    　唯ゆい一いつ無傷で帰投したヘルカ班のふたりは、改めて状況のすり合わせを行おこなっていた。


    「しかしアルキュオネの新ユーザー、よりにもよってあのハンク・ウェズレイとはねぇ……」


    　珊サン瑚ゴのぼやきに、ヘルカは細い肩を小さくすくめる。


    「元米海兵隊の前ぜん哨しよう狙そ撃げき兵へい──大戦においても終戦まで戦い抜いた腕前は、噂うわさに違たがわなかった。排除には骨が折れるだろうな」


    　レヴナント化したハンクは、アルキュオネに応援を要請してから彼女が駆かけ付けるまでに、さらにふたりの埋まい葬そう官かんを殺害していた。その戦闘力は常じよう軌きを逸いつしている。


    「──絶対に斃たおすさ」


    　珊瑚は喉のどを鳴らして獰どう猛もうに笑う。


    「当然だ。どのみち、あれを排除せずしてアルキュオネの討とう伐ばつはありえん」


    　ヘルカは静かな足取りで窓際に歩み寄ると、皮肉なまでに晴れ渡った朝空に視線を向けた。


    「あとは円マドカが、まだ使い物になるかどうか──」


    



    　　　◇


    



    　青あお褪ざめた少女の寝顔は、死相と紙一ひと重えの冷気を孕はらんでいる。


    　集中治療室のベッドに横たわる茴ウイ香カの姿を、吹スイ芽ガはすでに三時間以上も眺め続けていた。


    「──撃てなかった」


    　見捨てるものと救うべきものとを冷酷に見極める。ハンク・ウェズレイの最さい期ごの教えを果たすために立ちはだかった敵はほかならない──ハンクその人であった。彼がレヴナント化していたことは重々理解していた。それでもあのとき、吹芽の指は凍り付いて動かなかった。


    「どうして僕は……撃てなかった……ッ」


    　握り締めた吹芽の手から血が滴したたる。いくら考えても答えは出ない。消え失うせたと思っていた幻げん覚かくはふたたび姿を現し──茴香は死の一歩手前まで追いやられ、ザイシャは連れ去られた。


    　やがて吹芽は、茴香の病室から立ち去った。この場所にいても何の役にも立たないことに、今さらのように気づいたのだ。


    「おい」


    　医療区画を後にして通路に出たとたん、吹芽は後ろから声をかけられた。振り向くと同時に視界に火花が散り、鋭するどい痛みと共に背中から床ゆかに叩たたき付けられる。


    「聞いたよ、埋葬官。おまえ、狙撃をためらったそうじゃないか」


    　血のついた拳こぶしを掲かかげ、倒れた吹芽を見下ろしているのは、ふたりの青年だった。どちらも昨夜の作戦に同行していたＳＥＦの隊員である。


    「相手はあのハンクだったらしいな？　元上官相手に情が湧わいたか？」


    　別の青年が吐き捨てる。


    「おまえが見み逃のがしたレヴナントに、俺おれたちの仲間は三人殺されたよ」


    　吹芽の胸ぐらを掴つかんで引き起こしながら、青年は憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうを向ける。


    「あげく討とう伐ばつ対象にまで逃げられやがった」


    「…………」


    「あいつらの家族に、俺おれはなんて言えばいいと思う？　『あなたの夫は、君のお父さんは、まったくの無駄死にでした』とでも、正直に告げれば喜んでくれるか？」


    　吹スイ芽ガは口元の血を拭ぬぐうだけで何も答えない。答える言葉を持たなかった。


    「……その辺にしといてやれよ」


    　全員が声のほうに振り向く。通路の奥に珊サン瑚ゴが立っていた。顔面に貼はり付けた皮肉げな微笑に、いつもの飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きは見られない。


    「埋まい葬そう官かんへの不当な暴力は、上にバレると後々高くつくぜ」


    　ＳＥＦの青年たちは憎々しげに舌打ちを漏もらすと、吹芽の体を突き飛ばして立ち去っていく。


    　吹芽は、歩み寄ってきた珊瑚の手を掴つかんで体を起こした。


    「……ありがとう、珊瑚」


    「吹芽、ちょっと付き合えよ」


    　珊瑚はらしくもない薄い笑みを浮かべると、吹芽の返事を待たずに歩き出した。


    



    　休憩スペースにやって来たふたりは缶コーヒーを片手に、隣り合ってベンチに腰かけた。


    「傷はもういいのか？」


    「うん。まだ完全にはふさがってはいないけど」


    「そうか。茴ウイ香カの様子はどうだ？」


    　コーヒーを啜すすりながら、世間話のような口く調ちようで珊瑚が[image: ]たずねてくる。


    「変わりないよ。……目覚めるかどうかはまだわからないって、先生が」


    　吹芽は温かい缶を握り締める。ハンクに撃たれた茴香は一命こそ取り留めたものの、その容体は依い然ぜんとして危険域にあった。


    　珊瑚は「そうか」と呟つぶやき、小さく息をついた。コーヒーの缶がみしりと軋きしむ音を立てた。


    「吹芽。ひとつだけ教えてくれ。──狙そ撃げきをためらったのは、本当か？」


    　珊瑚は真しん摯しな表情で吹芽に向き合い、そう[image: ]ねてきた。


    「…………」


    　吹芽は答えられない。あのときのことを思い出しただけで、おかしくなりそうだった。強烈な殺意に満ちた弾だん丸がんが、ほかならぬ自分自身を撃ち抜いた事実に耐えられなかった。


    「それでいいのさ。きっと、人としてはな」


    　珊瑚は苦笑を浮かべていた。それは吹芽に対しての蔑さげすみか、それとも自じ嘲ちようの笑みか。


    「おまえはたぶん、本質的に戦いに向いてない」


    　吹芽は一瞬、呼吸すら忘れた。珊瑚の言葉は真実、重圧に苛さいなまれる仲間のことを気遣うものだった。だがその宣告は吹芽にとって、存在価値を全否定されたに等しい。


    　珊サン瑚ゴは静かに立ち上がると、空き缶をダストボックスに突っ込んだ。背を向け、吹スイ芽ガの視線を振り切って足早に歩き出す。


    「ザイシャは俺おれたちがどうにかして奪だつ還かんする。──新しい適合者だって、そのうち見つかるさ」


    「──珊瑚？」


    「だからおまえはもう、技研隊から下りろ」


    　責めるでもなく慰なぐさめるでもなく、ただ純粋にそうした方がいいと促す、残酷なまでに穏やかな口く調ちよう。珊瑚の背中が完全に見えなくなっても、吹芽は胸が空からになったような気分を抱かかえたまま、その場にうずくまっていることしかできなかった。


    



    　シャフトを出た吹芽の足は、自然とある一か所に向かっていた。下層区域の閑かん散さんとした一般居住区画の片隅に建つハンクのマンション。最上階へ昇り、その部屋に辿たどり着く。


    　物が少なく、煙草タバコと埃ほこり、そして微かすかな汗の匂においに満ちた薄暗い部屋の様子は、最後に吹芽が訪れたときと何も変わっていない。この部屋に主あるじが戻ってくることは、もう決してない。


    　吹芽はソファに倒れ込む。ふさがりきっていない肩の傷がずきりと疼うずいた。


    「……くそ。くそ、くそ、くそ──！」


    　力に憧あこがれていた。埋まい葬そう官かんになれば何かが変わると思っていた。その結果がこれである。ハンクはレヴナントと化し、茴ウイ香カは殺されかけ、ザイシャは敵に奪われ、大勢の人間が死んだ。


    　後悔という言葉すら生ぬるい。吹芽の心は完全に枯こ渇かつしている。戦う理由も、資格も、力さえも失った。


    「────」


    　視界の端に、ふと何かが映り込んだ。傷だらけの長大なライフルケースが、部屋の隅にぽつりと立てかけてある。


    　しばらくの間逡しゆん巡じゆんし、吹芽はケースに手を伸ばしていた。明確な何かを求めていたわけでは無論ない。大切な人の遺品に──物言わぬかつての相棒に、ただすがるような、曖あい昧まいな気持ちがあるだけだった。


    　強固な軽量合金製ケースの金具を開く。蓋ふたを開いた瞬間、金属とガンオイルの匂いが鼻をつく。組み立て済みの状態で収まっているのは、Ｍ24‐ＡＲカスタム。レミントン・アームズ社製のボルトアクションライフルを、対レヴナント用に改修した特殊仕様である。


    　その巨大な銃じゆうを、吹芽はそっと手に取る。無駄な凹凸を一切廃された無骨なデザイン。セイフティを解除し、ボルトハンドルを半回転させて引く。薬室を開放し、ふたたび元に戻す。かしゃん、と滑るようになめらかな作動音が反響する。


    「──整備されてる」


    　長らく射しや手しゆが不在であったにも拘かかわらず、その漆しつ黒こくのライフルはかつての精彩を微み塵じんも失ってはいなかった。考えるまでもなくハンクの手によるものだ。


    「……？」


    　ふと、ケースの底にオプションパーツ以外の何かが残されていることに吹スイ芽ガは気づいた。


    　手にとったそれは軍用のメモ帳だった。そっと表紙を開く。


    「──遺書？」


    　宛あて名なは吹芽と記してあった。インクも紙もまだ新しい。最近記されたものであった。


    『いつか伝えようとは思ってはいたが、おまえが技研隊に転属になったことで機会が限られたため、俺おれが知りうる限りの情報をここに記しておく。


    　大戦時代の、俺の上官──おまえの母親である、円マドカ燦サン華カについて』


    　あまりにも素っ気なく記された事実に、吹芽は息を呑のんだ。


    「ハンクが──母さんと同じ部隊に？」


    　鼓こ動どうが一気に速まるのを感じながら、吹芽は続きに目を通す。


    『とはいえ、彼女について詳しいことは知らない。短い会話の中で彼女が語ったのは、幼おさない頃から非合法組織の暗殺者として働き、多くの標的を殺害してきたこと。


    　そして、ある任務のために同どう衾きんした標的との子を身み籠ごもり、悩んだ末に産んだこと。


    　それを機に組織から出しゆつ奔ぽんし、追われる身となったことだけだ』


    　吹芽は絶句した。これまで一切謎なぞであった自分の出しゆつ生せいと、母親の素す性じよう──それを唐突に明かされ、激しい目め眩まいと化して彼を襲おそう。各地を転々としながら、暗い家の中で無言の母とふたり、息を潜ひそめるように暮らしていた吹芽の幼少時代。その理由が、明らかになった。


    『いつか彼女が、おまえへの思いをザイシャに吐と露ろしていたのを耳にしたことがある。


    　彼女は、殺人者である自みずからの手で息子を抱き、母親としての愛を向けることを恐れていた。


    　彼女にできたのは、プシュケを撃げき墜ついし、世界を救うことのみだったんだろう』


    「────」


    　これまで、一切公開されてこなかったプシュケの最期の瞬間。


    《七姉妹プレイアデス》の存在と、燦華とザイシャの繋つながりを知った瞬間からもしやと思っていたが、やはりプシュケを撃墜したのは、あのふたりだった。数万人の人々をもろとも灰かい燼じんとし、悪魔という称号を背負って。


    『おまえが真実を知って、円燦華を見る目がどう変化するかはわからない。


    　だが彼女は兵士として──狙そ撃げき手しゆとして最善の選択をとった。その意味をよく考えろ』


    　ハンクらしく、情感をほとんど交えない乾いた文章。しかし、その筆致から溢あふれる敬意にも似た想おもいだけは、読んでいる吹芽にもひしひしと伝わっていた。


    『このライフルは、正式に吹芽に託す。おまえが答えに辿たどり着いたときには、こいつを使え』


    　文章はそこで終わっていた。震える手が、メモ帳のハードカバーを歪ゆがませる。


    「こんなことを今さら言われて……どうしろって……」


    　母親のことが恐ろしかった。幼おさない吹芽を見下ろす乾いた瞳ひとみ、温度のない冷たい手──。


    　真実、燦サン華カは吹芽の想像を超えて、大戦以前から多くの人間を殺していた殺人者だった。


    　円マドカ燦華の半生は未いまだ謎なぞに包まれている。それでも、人並みの平穏など持てるはずもなかったことだけは確かだった。


    　ハンクの言葉に従って、吹スイ芽ガは必死に考える。そんな人間が果たして、世界を救おうなどという英雄めいた大たい義ぎを抱いだくだろうか。


    「そんなの──決まってる」


    　燦華は世界を守ったのではない──吹芽を守ったのだ。


    　出で逢あって間もないザイシャが、自みずからをかえりみず吹芽のことを守り続けてきた理由がようやくわかった。──ザイシャは、燦華の遺志を継いだのだ。


    〝多くの人々を救う〟などという、子供の夢よりも不確かな世迷い言をほざき続けてきた愚ぐ直ちよくな吹芽の傍かたわらで、ザイシャはかつてのユーザーとの約束をひたすらに守り続けた。


    　守るべきものを見定め、それ以外の一切を切り捨てる。


    　あまりに苛か烈れつで、何よりも残酷な決断。


    　しばしの間、吹芽は瞼まぶたを閉じ、悲しみも虚むなしさも、すべての雑念を頭から締め出して考えた。


    　瞼を開く。迷いは、すでに決意へと変わっていた。


    「……ザイシャ」


    　彼女を救い出さなければならない。


    　燦華が生命を懸かけて今に繋つないだものは、自分の存在だけではない。ザイシャも同様なのだ。


    　かつて母と共に戦い、そして最さい期ごまで寄り添ってくれた少女を救い出す。それが時を超えて自分に託された、大切な役目であるように感じられた。


    「────!?」


    　不意に、吹芽の視界が激しく明めい滅めつした。文字化けした様々な情報がオーバーレイ表示され、胸の内側に激しい痛みが走る。体内の制せい御ぎよ核かくが、ＥｙＳアイスに情報を強制送信してきたのだ。


    　やがて、ある座標地点が吹芽の視界に大きく表示された。傍らには、九きゆう尾びの狐きつねをデフォルメしたらしきキャラクターの画像データが可愛らしく微笑ほほえんでいる。


    「──アルキュオネ」


    　そこは、吹芽がザイシャを発見した大戦終結の地であった。


    



    　事態の急変は、吹芽への〝招待状〟のみに留とどまらなかった。


    「先ほど本土より、数百体規模のレヴナント出現を確認したと連絡が入った」


    　シャフト内の射しや撃げき場じように集結した隊員たちを見渡しながら、ヘルカは無表情で言い放った。


    「場所は首都。以前の掃そう討とう戦せんで奪だつ還かんした踏とう査さ不能地域だ。レヴナントの軍勢は一時間前に各防衛網を突破──現在も進行を続けている。統率された敵勢の動きから、奴やつらを操あやつる司令塔──つまり元《七姉妹プレイアデス》の上位レヴナントである《九尾ナインテイルズ》が潜せん伏ぷくしている可能性が高い」


    　最後列に立つ吹スイ芽ガは、両手を震わせる。こんなにも大々的に仕掛けてくるとは。


    　射しや撃げき場じようには技研隊・ＳＥＦセフの区別なく、シャフト内の全戦力が集結していた。作戦会議室では人員が収まりきらないため、射撃場を臨時のブリーフィング会場として利用している形だ。


    「───あ」


    　ふと、同じく後列にいた珊サン瑚ゴと目が合った。彼は吹芽の顔と、その背に携たずさえた巨大なライフルケースに意外そうな視線を注いでいたが、やがて険けわしい表情のまま再び前へと向き直った。


    　ヘルカは一歩前に出ると、険しい表情で皆に告げる。


    「円マドカに送信されてきた情報から鑑かんがみるに、現場には我々が《七姉妹プレイアデス》に唯ゆい一いつ対抗しうる特殊兵へい装そう──識別名『ザイシャ』が捕らわれていると予測される」


    　全員のＥｙＳアイスにザイシャの画像データが映し出され、同時に隊員たちの表情に畏い怖ふの色が浮かぶ。


    　吹芽は最後列の最端に立っている珊瑚の方を見やった。何を思っているのか、端正な横顔には表情らしい表情を浮かべていない。


    「最優先目標はザイシャの奪だつ還かん。《九尾ナインテイルズ》は強力なレーザー兵器に加えて、レヴナント化したハンク・ウェズレイを従えている可能性が高い」


    　続いてＥｙＳアイスに、ハンクの顔写真が表示された。精せい悍かんな顔つきと、諦てい念ねんを孕はらんだアイスブルーの瞳ひとみは無論、生前のものである。畏怖のざわめきが上がる中、吹芽だけは密ひそかに口元を歪ゆがめる。


    「彼はレヴナント化した後も、かつての知性と経験を失っていない。先の作戦でも多くの仲間を葬られた。彼は対人戦闘および遠距離狙そ撃げきのエキスパートだ。この二体に関しては、これまで諸君が相手取ってきた敵とはあらゆる意味で一線を画かくする。十分に注意しろ」


    　その後、作戦の大筋、部隊ごとの配置と役割がヘルカによって示される。彼女は締め括くくるように、吹芽に向き直って言った。


    「円。承知しているとは思うが、君は今回、後方で待機だ。これがアルキュオネの誘いであるなら、制せい御ぎよ核かくを通して更なる情報開示があるかもしれん。信用するにせよしないにせよ、貴重な情報であることは確かだ」


    　ヘルカの指示は当然だ。エミュレイターを使えず、おまけに万が一アルキュオネに捕まれば、まんまとザイシャの制御核を奪われかねない。


    「……いや。これは、僕ひとりをおびき寄せるための罠わなだと思う」


    　吹芽は毅き然ぜんと答えた。アルキュオネが去り際に残した台詞せりふは、吹芽への執着に満ちていた。


    「あれは脅おどしじゃない。僕自身を戦場に炙あぶり出さない限り、無駄な犠ぎ牲せい者しやが出るだけだよ」


    　敵がこんな大がかりな戦闘を仕掛けてきたのは、吹芽の性格を熟知し、彼自身を前線に誘い出すためにほかならない。彼がそう考えることすらも、アルキュオネたちは予測済みのはずだ。


    　それでも、犠牲を最小限に抑えたうえでザイシャを救い出すには、吹芽自身が死地に飛び込まなくてはならない。


    「許可できない。君の制せい御ぎよ核かくが奪われれば、ザイシャは今度こそ完全に敵の手に落ちるだろう」


    「でも……っ！」


    　吹スイ芽ガとヘルカは睨にらみ合う。


    「──俺は吹芽の意見に賛成だ」


    　挙手と共に告げたのは、珊サン瑚ゴだった。


    「敵の狙ねらいは、吹芽の制御核だろ？　それならいたずらに戦力を分散して損そん耗もうさせるより、最初から吹芽が狙われることを想定した陣容で挑いどむ方が効果的だと思うぜ」


    　吹芽は意外な心境で珊瑚を見つめる。


    「許可できない。万が一の際のリスクが大きすぎる」


    　ヘルカは揺るがない。珊瑚の意見が正論であることは、彼女も理解しているだろう。そのうえで彼女は、先行する部隊を使いつぶしてでも吹芽を──制御核の保護を優先している。


    　そしてその内心は、珊瑚も承知しているはずだ。彼は探るように言う。


    「ほかのＳＥＦと埋まい葬そう官かんをありったけ随ずい伴はんさせて吹芽の警護を固めれば、敵はそう簡単に手出しできないだろ。痺しびれを切らせた《九尾ナインテイルズ》の先制を誘える」


    「────」


    　黙るヘルカに構わず、珊瑚は滔とう々とうと続ける。決意を帯びた彼の瞳ひとみが一瞬、吹芽に向けられる。


    「もちろんヘルカ班長の指摘通りリスクは高いが……事態が事態だけに、ほかの支部からも応援部隊が本土に急行してるんだろ？　吹芽の護衛に割く戦力は十分に確保できるし──吹芽に戦闘技術を叩たたき込んだのが生前のハンク・ウェズレイなら、奴やつの思考や戦術をもっとも把握できるのは、吹芽本人のはずだ」


    　やがてヘルカは、吹芽を見つめて静かに告げる。


    「いいだろう。ただし、何があっても独どく断だん専せん行こうするな。それが必要最低限の条件だ」


    「──了解」


    　その後、各分隊・班の責任者を中心に据すえ、吹芽を交えた作戦の修正が急きゆう遽きよ行おこなわれる。導き出されたのは、吹芽を徹底的に護衛、彼の制御核の反応からザイシャの現在地を探りつつ敵レヴナントを各個撃げき破はし、アルキュオネとハンクを炙あぶり出すという陣容である。


    　そうして他コロニアの埋葬官・ＳＥＦを合わせ総勢五〇〇名に上る人員を投入した、ザイシャの奪だつ還かん作戦の火ひ蓋ぶたが切って落とされた。


    



    　　　◇


    



    　地上で繰り広げられている激しい戦闘の気配は、地下に囚とらわれているザイシャにも届いていた。その背中には、分離したアルキュオネの触しよく手しゆが深く喰くい込んでいる。体内の脳のう核かくを完全に掌しよう握あくされており、触しよく肢しの発現はおろか、身動きさえ封じられている有あり様さまだった。


    「始まったようだな」


    　ザイシャの目の前に立つ壮年の男が、天井を見上げながら独り言のように言う。


    　ハンク・ウェズレイ──燦サン華カのかつての部下であり、吹スイ芽ガの父代わりであった男の、成れの果てであった。


    「ごきげんよう、ザイシャ」


    　ひとりの少女が、長い髪を揺らめかせながら優雅な足取りで歩み寄ってくる。《七姉妹プレイアデス》──アルキュオネの弄もてあそぶような嘲ちよう笑しようが、暗くら闇やみの中から浮かび上がった。


    「あなたの素敵な王子様、ちゃぁんと駆かけ付けてくれたみたいね？」


    　吹芽が近くに来ていることは、制せい御ぎよ核かくの反応を通してザイシャにも伝わっていた。


    「ハンク、じきあの子がやって来るわ。手て筈はずはわかっているわね？」


    　アルキュオネはハンクに向き直って告げた。


    「ああ、容よう赦しやはしない。俺おれはレヴナントで、おまえのユーザーだ」


    　首しゆ肯こうするハンクの紅あかい瞳ひとみには、微み塵じんの戸惑いもない。宿るのは生者に対する確かな殺意のみ。


    「アルキュオネ。おまえには傷ひとつつけさせない」


    「は？　ちょっと……なにそれ？　そんなこと頼んでいないのだけど」


    　アルキュオネが不機嫌もあらわに表情をしかめる。


    「オモチャの分ぶん際ざいで、あまり興ざめなことを言わないでちょうだい。……まるで、私がそう言わせてるみたいじゃない」


    「どうとでも取れ。俺はおまえを守り通す。最後まで必ずだ」


    　ハンクの瞳は揺らがない。対するアルキュオネは子供のようにきょとんと目を丸くしていた。


    「──いったいあなたが、誰の面おも影かげを私に重ねているのかは知らないけれど……」


    　アルキュオネは妖よう艶えんな微笑を浮かべる。


    「それなら今すぐに、私を抱き締めなさい。壊れてしまうほどに強く、犯すように優しく……」


    　ハンクは無言でアルキュオネに歩み寄ると、膝ひざをついてしゃがみ込み、そっと抱き寄せた。背中に回されたたくましい腕が、華きや奢しやな少女の体を、我が子を抱くように包み込む。


    　アルキュオネはしばしの間、茫ぼう然ぜんと、あるいは陶然とした表情でハンクに身を委ゆだねていた。静かに持ち上げた腕が、ハンクの背中に怯おびえるように微かすかに触れ──すぐに下ろされる。


    　次の瞬間、アルキュオネの尾部から触しよく手しゆが伸びた。吐き出されたレーザーがハンクの胴体を真っ二つに引き裂き、その体が地面に崩れ落ちる。


    「──ッ。やめてよ、くだらない……ッ！」


    　アルキュオネはヒステリックに叫びながら、穢けがらわしいものを見るようにハンクを見下ろす。彼の肉体はすでに再生を始めている。


    「ザイシャ。もしかしてあなた、こんなつまらない熱モノに惹ひかれていたっていうの？」


    　数秒の沈ちん思しの後、ザイシャは遠い何かを望むように瞳を細めた。


    「ええ。私はきっと、誰かの体温に焦こがれていた。人だった頃にも──兵器になった後も」


    　人だった頃のザイシャの記憶は、すでに曖あい昧まいだった。それでもその奥底には、痛みや暗くら闇やみ、そして孤独の残ざん滓しが微かすかに残っている。自分は生まれながらにして、愛されなかった人間だったという事実が。


    「私を初めて愛してくれたのは、ひとりの人殺しだった。……彼女は私に、名前をくれた」


    　本来のコードネームとは別に、〝ザイシャ〟という名前を彼女に与えたのは燦サン華カであった。


    「それがそもそもの間違いなのよ……人間なんてみんな同じ。私たちのことなんて、単なる道具としか見なしていなかった……」


    　アルキュオネの瞳ひとみが憤ふん怒ぬに歪ゆがむ。大戦時代の彼女の正規ユーザーは、制せい御ぎよ核かくの機能をフルに使い、苦痛と恐怖で彼女の意思を縛しばり上げていた。


    「──あの女は、あなたのことなんて最初から愛していなかった！　心優しいふりをして、ザイシャを従順な兵器に仕立てあげただけ。この期ごに及んで、どうしてそれがわからないのッ!?」


    　ザイシャの表情に昏くらい陰が落ちる。


    「そんなの、とっくに気づいてた。私に対するサンカの優しさが、実の子供に愛情を注ぐことができなかった後悔からくるものだったことくらい」


    「それなら──！」


    「それでも──私はサンカに救われたの」


    「……あの女の忘れ形がた見みを守るのは、せめてもの罪つみ滅ほろぼしということかしら？」


    「最初はそうだった。……それだけが、私にできる唯ゆい一いつの贖しよく罪ざいだったから」


    　ザイシャは穏やかな声で続ける。


    「でも、今は違う。サンカと共に、数えきれない人たちを殺した私を、彼はそれでも人間だと言ってくれたから」


    　──九年前、ザイシャと燦華が地上にもたらした阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図は、今も彼女の脳のう核かくのメモリー内に鮮せん明めいなまでに焼き付いている。果てしない暗くら闇やみの中で孤独を自覚するたび、幾万もの〝死の記憶〟がザイシャの心に爪つめを立て、容よう赦しやなく引き裂いてくる。


    　その記憶を否定することが、燦華の決意を否定することを意味するとわかっていても、それは本来、純じゆん朴ぼくなひとりの少女にすぎないザイシャにとって、苦痛以外の何物でもなかった。


    「私は彼を信じたい。目に映るすべての人々を救う……。そんな、実像なんてまるで見えない夢のような理想でも──それを叶かなえようとする意志を、私は尊とうといと思ったから」


    　瞬間、ザイシャの脳核に喰くい込んだ触しよく手しゆが蠢うごめき、説得の言葉を悲鳴に変えた。


    「ああ、可か哀わい想そうなザイシャ！　──あの偽ぎ善ぜん者しや共に、根っこまで侵されてしまったのね！」


    　髪を激しく振り乱しながら、アルキュオネは背後に向き直る。すでに再生を終えたハンクが、ふたりの様子を見守っていた。


    「くふっ……見ていてごらんなさい？　あなたのユーザーを、とびっきりの絶望と後悔と苦痛のオンパレードでのたうち回らせてあげる──そして最後にこう言わせてあげるの。〝ザイシャなんてどうでもいいから、自分の生命だけは助けてください〟ってね」


    　艶えん然ぜんと笑うアルキュオネの声は、どこまでも残ざん虐ぎやくな響きと共に暗くら闇やみの中に融けていった。


    



    　　　◇


    



    　ふたたび戦場と化した深夜の首都は、すでに混こん沌とんの様相を呈していた。


    　血で血を洗う激戦が周囲各地で繰り広げられる中、現地に到着した吹スイ芽ガたちの部隊は、襲おそい来るレヴナントを迎げい撃げきしつつ市街地を進行していく。


    　ある地点に近づいていくに連れて、吹芽の制せい御ぎよ核かくの反応はより膨ふくらみ、大きくなっていた。ザイシャの存在に呼応しているのだ。


    　護衛対象である吹芽を中心に据すえ、部隊は縦じゆう隊たいを保ったまま戦場を進んでいく。その周囲を珊サン瑚ゴ機含む六機の《ランブルフィッシュ》が固めている。無用の長ちよう物ぶつとしてお蔵入りになっていた狙そ撃げき探知システムまでもが急きゆう遽きよ導入され、その陣形は強固だ。


    　しかし物量にものを言わせた敵の攻撃は激しく、すでに数人の隊員が傷つき、あるいは生命を落としていた。その光景を目にするたび、吹芽はその場から飛び出したい衝しよう動どうに駆かられる。


    『こないだみたいに飛び出してくるんじゃねえぞ』


    　そんな吹芽の内心を読み取ったように、個人回線で粗雑な声が飛び込んできた。吹芽を援えん護ごする部隊の最前線で戦っているＳＥＦ隊員──かつて、吹芽に仲間を救われた青年の声だ。


    「ありがとう。わかってるよ」


    『そのわりには、さっきからシケたツラしやがって……』


    　不機嫌そうな舌打ちが吹芽の耳を打つ。


    「本当に大丈夫。今度こそ、自分の役割は理解したつもりだから」


    『せいぜいそうであることを祈るぜ。おまえがやられたら元も子もねえんだからな』


    「──ごめん。僕のせいで」


    『勘違いするんじゃねえ。俺おれたちはＲ・Ｅ・Ｖだ……如い何かなる状況であっても、俺たちの役割は糞くそレヴナントどもの撃げき滅めつ、ただそれだけに尽きるんだよ。おまえのためじゃねえ』


    「…………」


    『わかったら、黙って借りを返されてろ。この糞ガキ』


    　通信が一方的に切られる。吹芽は気力を持ち直し、進む歩に喝かつを入れる。


    　ベルトで体に固定した巨大なライフルケースの重みが、吹芽の全身にのしかかってくる。


    　背中にまとわり付く一いち抹まつの不安を押し殺しながら、吹芽は歩を進めていく。


    



    　制御核の反応が最大となる地点に辿たどり着いたとき、吹芽の予感は確信に変わった。


    　かつてザイシャを発見した空間へと続く地下鉄跡の入り口は、材質不明の強固な隔かく壁へきによって完全に封ふう鎖さされ、鼠ねずみ一匹通り抜ける隙すき間まさえ見当たらない。


    『駄目です。ほかも同様に封鎖されています』


    　各出入り口に散っていたＳＥＦ隊員たちの報告はいずれも同様である。


    「ただの隔かく壁へきではないようだ。アルキュオネによる措そ置ちだろう」


    「ヘルカ。もしかしたら──」


    　その光景を後方から見ていた吹スイ芽ガが提言した。内容を聞き届けたヘルカは、数秒考え込んだ後、それを承諾した。


    　部隊の先頭に歩み出た吹芽は、その隔壁に掌てのひらを押し当てた。


    　数秒後その場の全員が驚きの声を上げた。強固な壁は無数の光となって崩れていき、やがて完全に霧む散さんしていく。やがて地下鉄の入り口が吹芽たちの前に現れ、地下に続く階段とその奥に広がる闇やみを覗のぞかせていた。


    　吹芽の直感は功を奏した。地下で機能停止していたザイシャも、同じような偽ぎ装そうを施ほどこされて眠り続けていたのだ。この戦場がアルキュオネによって仕掛けられた罠わななら、彼女はきっと吹芽だけが突破できる入り口を作るだろうと踏んだのだ。


    　しかし次の瞬間、陣形を立て直す間もなく、地下から大量のレーザーが放射された。先頭にいたＳＥＦの数名が頭や胸を貫つらぬかれて絶命する。


    「な──っ！」


    　吹芽が声を上げる。混乱の一瞬の隙をついて、暗闇から二本の触しよく手しゆが飛び出してきたのだ。


    　奇き襲しゆうから辛かろうじて身を躱かわしていたヘルカが、恐るべき反応速度でハンドガンを抜き、そのうちの一本を撃ち払ったものの、もう一本の触手が吹芽の足首に巻き付いた。そのまま引き倒され、猛烈な勢いで地下に引きずり込まれる。


    　吹芽の姿が闇の奥に消えると同時に、地面の下の構内から耳をつんざく轟ごう音おんが幾重にも折り重なって鳴り響き、地下鉄の施設そのものを次々と崩ほう落らくさせた。今度こそ、何なん人ぴと足りとも侵入できないように──すべてがあっという間の出来事だった。


    「……やられた」


    　ヘルカの声こわ音ねに、明確な苦々しさが滲にじむ。敵は最初からこの状況を狙ねらっていたのだ。


    



    　　　◇


    



    「────う」


    　意識を取り戻した吹芽は、弾はじかれたように起き上がった。側頭部に鈍どん痛つうが走る。頭を強打し、意識を失っていたのだ。近くの柱の陰に素早く身を隠し、機関銃マシンガンの銃じゆう口こうを巡らせる。


    　高い天井と、四方に広がる飾り気のない広大な空間には、巨大な円柱が森の木々のごとく等間隔に並び立っている。間違いなく、かつてザイシャが眠りについていた地下施設であった。


    　吹芽は時刻を確認する。まだ三〇分も経過していない。彼は全神経を研ぎ澄ませて周囲を探る。不幸中の幸いか、持参した装備はいずれも手元に残されていた。


    「──ようこそ、円マドカ吹スイ芽ガ」


    　不意に吹芽の頭上から少女の声がした。即座に視線を上げ、銃じゆう口こうを持ち上げる。


    「アルキュオネ……！」


    「そんなに警戒しないでったら。せっかく招待してあげたんだもの……即殺なんて無ぶ粋すいな真ま似ね、するはずないじゃない？」


    　中途で崩れた柱の上に、優雅に脚を組んで腰かけたアルキュオネが、喜悦に満ちた紅あかい瞳ひとみで吹芽を見下ろしていた。


    　吹芽は銃口を固定したまま、視線を周囲に巡らせる。何よりもザイシャを取り戻すのが先決だった。制せい御ぎよ核かくの疼うずきは、確かに彼女の存在を近くに感じ取っている。


    「……！」


    　三〇〇メートルほど先──地下空間の外周部に沿って設置された高さ一〇メートルほどの通路に、ザイシャが力なく座り込んでいるのを捉とらえた。身動きができないようだ。


    　吹芽はまっすぐそちらに向かおうとし──浮かんだ懸け念ねんが、踏み出しかけた足を止める。


    　アルキュオネの現ユーザー──ハンクの姿がない。


    「もう。いい加減何か言いなさいよね。せっかくのパーティなのに」


    　アルキュオネの触しよく手しゆの先端から分離したビットの群れが、軽やかに飛ひ翔しようしながら吹芽の周囲を一瞬で取り囲む。


    　焦しよう燥そうが吹芽の胸を覆おおっていく。たった一基でも厄やつ介かい極まりないレーザービット──そのすべての砲ほう口こうが吹芽のほうを向いていた。


    「さあ、ショウタイムよ」


    　アルキュオネの宣告と同時に、各ビットが周囲の粒りゆう子しを取り込み始めた。集束していく粒子はやがて人の胴体と化し、手足を形成し、精巧な相そう貌ぼうが形作られていく。


    「まさか……ッ」


    　その完成形を見た瞬間、吹芽は目を見開いて激げき昂こうした。激しい動どう悸きに襲おそわれ、血圧の上昇によって、辛かろうじて保っていた冷静が崩れていく。憤ふん怒ぬと恐怖に彼の手足は震える。


    　すべてのビットは、今やそのすべてが完全なる人型へと変じていた。


    「なかなか面白い趣向でしょう？　二年前にあなたと遭あっていてよかったわぁ」


    　吹芽は慄りつ然ぜんと立ち尽くすしかない。もはや幻げん覚かくでも亡霊でもない。吹芽の周囲に佇たたずむのは正しよう真しん正しよう銘めい、二年前に殺された子供たちと瓜うりふたつの〝人形〟であった。


    「えいっ」


    　アルキュオネが可愛らしい仕草で人差し指を回した。同時に周囲のところどころから激しい炎が噴き上がり、無む味み乾かん燥そうな地下空間を鮮あざやかな紅ぐ蓮れんに染め上げていく。


    「くふっ……どうかしら？　監督、私。脚本、私。演出、私。キャスト、私のしっぽ──超豪華メンバー集結による過去の再演よ？　題目は──『若き日の過ちCrime which doesn't fade away』なんていかが？」


    　眩まぶしい炎に照らされながら、アルキュオネは口角を釣り上げて無む邪じや気きに嗤わらう。吹スイ芽ガの前に広がるのは、まさしく二年前の地獄の完全再現であった。


    「アルキュオネ───ッ！」


    「さあ、滑こつ稽けいに踊りなさい──！」


    　吹芽の絶叫と同時に、七体の〝子供たち〟がケタケタと笑いながら四方に散開し、鬼ごっこでもするような足取りで柱の陰へと逃げ込んでいく。


    　吹芽は震える膝ひざを機関銃マシンガンのストックで叩たたき付けた。動け、動け、と。


    　吹芽は駆かけ出す。一秒前まで吹芽が立っていた足下をレーザーが薙なぎ払った。


    「オオオニイイイイイ────キキキ──」


    　子供のひとりが、大きく開いた口から奇声と共に光の奔ほん流りゆうを吐き出していた。


    「ああああ──ッ！」


    　吹芽は防御本能に従うまま、引き金を絞った。頭部を穿うがたれた子供が後ろに吹き飛ぶ。


    　しかし同時に、左方から飛んできたレーザーが吹芽の左上腕を貫つらぬいた。傷口を灼やかれる激痛。


    　レーザーは光だ。発射と着ちやく弾だんの間にタイムラグなど存在しない。吹芽はひたすら動き回りながら、直撃しないよう祈ることしかできない。


    　さらに二体の子供を射しや撃げき、排除する。激情に駆られてなお精確さを失わない射撃は、標的の頭部を完全に砕いた。粒りゆう子しで再現された肉片と血液が飛び散り、燃え盛る炎に溶けていく。


    「ごめん──ごめん──」


    　──彼らはあの子たちじゃない。必死に自分に言い聞かせながら、次の標的を探す。迫せり上がる嘔おう吐と感、込み上げる涙を必死にこらえる。彼らはあの子たちじゃない──！


    「お兄、ちゃん──痛いよぉ──」


    　立ち止まる。炎に下半身を飲まれた幼おさない少女が、涙を流しながら吹芽に手を伸ばしていた。


    「助けて……助けてぇ……」


    「う……あ……」


    　吹芽の表情が歪ゆがむ。思わず機関銃マシンガンの銃じゆう口こうを下ろし、少女のほうへ駆け出していた。


    「────ガパァ」


    　少女の口こう腔こうがトラバサミのように裂け、中からビットの砲口が覗のぞいた。増幅された光に吹芽は脇わき腹ばらを貫かれ、傷口から鮮せん血けつが噴き出す。


    　吹芽は叫びながら少女の頭を撃ち砕いた。照射されたレーザーがようやく止まる。


    　レーザーの出力は最小限に抑えられていた。苦痛と死の境界線を綱渡りするような、兵器という概念の本質とはまるでかけ離れた嗜し虐ぎやくの光槍。


    　背後から新たに放たれたレーザーが、吹芽の背中に容よう赦しやなく突き刺さった。


    



    　　　◇


    



    　数百メートル先で繰り広げられる戦闘を、ザイシャは外周部の通路にへたり込んだまま、なすすべもなく見下ろすことしかできなかった。


    　応戦する吹スイ芽ガの体は秒刻みでずたずたに傷ついていく。おそらくは、その心も。


    「もういい──逃げて」


    　痛切なまでの願いは、奮闘する吹芽には決して届かない。


    「どうかしら、ザイシャ？」


    　いつの間にか傍かたわらにやって来たアルキュオネが、ザイシャの頬ほおに優しく指を這はわせた。苦闘する吹芽を陶とう酔すいの視線で見下ろしながら、ぺろりと舌舐なめずりする。


    「泣き喚わめいて許しを乞こうまで許さないんだから……！」


    「……くっ」


    　ザイシャは先ほどから、体の自由をどうにか取り戻そうと悪戦苦闘を続けている。


    「こぉら。無理に引き抜いたら死んじゃうわよ、それ」


    　ザイシャの背中に喰くい込んだ触しよく手しゆの先端は、彼女の脳のう核かくを完全に押さえ込み、その制御系のほとんどを掌しよう握あくしていた。残されているのは光学センサーによる視界と、微かすかな発声機能のみである。離れた吹芽に、ザイシャが声を届けることは叶かなわない。


    「ザイシャ。こんなに心配しているのに、どうしてわかってくれないの？　私たち、血の繋つながりはないけれど──この世界で、たった七人きりの家族じゃない」


    　全身を襲おそう痛みに喘あえぎながら、ザイシャは掠かすれた声を出した。


    「あなたはそんなにも、あなたのままなのに──何があなたを、そこまで変えたの……」


    　大戦時、《七姉妹プレイアデス》が同じ戦場に集つどうことは滅めつ多たになかったが、能力の相性上、ザイシャとアルキュオネは行動を共にする機会が多かった。


    　ユーザーに愛されるザイシャと、虐しいたげられるアルキュオネ──境遇は正反対なれど、アルキュオネはザイシャのことを実の妹以上に気にかけ、掛け値のない愛情を注ぎ続けていた。


    「元々、人間なんて大嫌いだったもの」


    　アルキュオネは吐き捨てるように言う。


    「それにね、レヴナント化して蘇よみがえったとき──なんだかとても解放された気分だったの」


    「解放……？」


    「私の中の女神様プシユケが囁ささやくの。人を殺せ、この世界を死者レヴナントで埋め尽くせって」


    　レヴナント化していないザイシャには及びもつかない感覚だった。かつての姉と自分との間には、生者と死者という決して取り返しのつかない不ふ可か逆ぎやくの隔へだたりがあることを今さらのように痛感し、ザイシャは唇くちびるを噛かみ締める。


    「今の私は、生者と死者を統すべる偽ぎ神しんの落とし子。この殺さつ戮りく衝しよう動どうに──理由なんて要いらないわ」


    　赤々と外界で燃え盛る紅ぐ蓮れんの色を瞳ひとみに映して、アルキュオネは自みずからの体を掻かき抱いだいた。


    



    　　　◇


    



    　最後の銃じゆう声せいが反響する。吹スイ芽ガはついに七体目の子供を撃ち倒していた。炎の中に倒れ込んだ小さな体が、じりじりと灼やかれて萎い縮しゆくしていく光景に、たまらず目を逸そらす。


    「ふん、つまらない。絶望にまみれた顔で、みっともなく助けを乞こうと思っていたのだけど」


    　アルキュオネは外周に沿う通路から吹芽を悠然と見下ろし、失望もあらわに言う。その背後には、触しよく手しゆの枷かせによって自由を奪われたザイシャが座り込んでいた。


    　戦闘による移動で、吹芽とアルキュオネたちの距離はすでに三〇メートルを切っていた。吹芽は傷だらけの腕で弾だん倉そうを取り換え、涙と血にまみれた形ぎよう相そうでアルキュオネを仰あおぎ見た。


    「……ザイシャを、離せ」


    　銃口を一〇メートル上方のアルキュオネに向けながら吹芽は告げるが、足下はふらふらとおぼつかない。負傷していない箇か所しよはもはやなく、呼吸をするだけで全身に激痛が走る有あり様さまだ。


    　だが、ダメージの深刻さで言えば精神面の方が遥はるかに上だった。あまりに精巧な二年前の地獄の再現は吹芽の心を深く蝕むしばみ、今や瓦が解かい寸前にまで追い込んでいる。


    「どうしようかしら。このまま二回戦にいってもいいんだけどぉ──」


    　アルキュオネが言うと同時に、吹芽が撃ち倒した子供たちの亡なき骸がらからビットが飛び出し、彼女の尾部から伸びる触手と合体した。


    　吹芽の表情に苦渋が満ちる。今撃ち倒した七体の子供たちは、アルキュオネが作り出した人形にすぎない。撃げき破はしたところでいくらでも蘇よみがえる。


    「いいわ。人形劇はもう飽きちゃったし──」


    　しかし予想に反して、アルキュオネは艶あでやかに微笑ほほえんだ。


    「あなたの奮闘をたたえて、あなたの大切な人と殺し合いさせてあげる」


    　刹せつ那な、吹芽の機関銃マシンガンが手から弾はじけ飛び、右手に強烈な痺しびれが走る。からからと地面を滑っていく機関銃マシンガンは、機関部を撃ち抜かれて使い物にならなくなっていた。


    　吹芽の全身を強烈な殺気が舐なめ上げる。


    　精密狙そ撃げきだった──吹芽は確信と同時に、近くの柱の陰に飛び込んだ。柱にもたれ、座ったまま必死に呼吸を整えつつ、横目でアルキュオネの様子を窺うかがう。


    「私のことは気にしないで？　あなたたちの戦いに手を出すのは、私の本意でもないもの」


    　愉ゆ悦えつの表情で告げるアルキュオネを睨にらみ返し、吹芽はポケットから止血バンドを取り出して大きな傷口を手早くふさいだ。しかし出血は止まらず、地面を血の色で汚していく。


    『失血死まで、あと十数分──といったところか？』


    　そのとき、吹芽の通信機に耳慣れた声が飛び込んできた。


    「───ハンク」


    　今は敵であるにも拘かかわらず、その名を呼ぶ声に悲哀が入り交じるのを、吹スイ芽ガは抑えることができなかった。


    『悪いが、感動の再会をするつもりはない』


    　切り捨てるようなひと言に、吹芽の表情が固まる。


    『初しよ弾だんで仕留めなかったのはアルキュオネの指示だ。次におまえの姿を見た瞬間、命中させる』


    　吹芽がもっとも敬愛し、信頼していた人物の声が、今は静かな殺意を剥むき出しにしていた。


    「────」


    　泣いている場合ではない。悲しんでいる場合ではない。


    　それでも吹芽は瞼まぶたを閉じて背中を丸め、数秒間だけ、漏もれ出る嗚お咽えつを必死にこらえた。走そう馬ま灯とうのように流れるハンクとの記憶を、感傷から切り離すために必要な時間。


    『そうだ。雑念が混じれば狙そ撃げきは失敗する。鼓こ動どうひとつ、呼吸の〇・一リットルが、時には数メートルの誤差となって標的を逸それる──』


    　かつてとまったく同じ口く調ちようでハンクは言う。それが余計に吹芽の心を責め立てた。


    『どうした。俺おれを排除しなければ、いずれ失血で死ぬぞ』


    「……ああ。わかってるよ」


    　吹芽は肩のケースを地面に降ろした。どんなに重くとも、負傷した体にとって負担になろうとも、先ほどの戦闘中も決して肌はだ身み離さずにいた。金具を開き、中で眠っていた黒き猛もう獣じゆうを取り出す。レーザーが二発、ケースを貫かん通つうしていたものの、幸い銃じゆう本体に損傷はない。


    「ハンクは、ザイシャを──そして茴ウイ香カを撃った」


    　ボルトを半回転させて薬室を開放し、ゆっくりと装そう弾だんする。銃の内部機構に血がつかないよう細心の注意を払いながら一発一発丁てい寧ねいに弾だん薬やくを込めていく。薬室を閉へい鎖さし、吹芽は告げる。


    「あんたは、レヴナントだ……！」


    　通信機の向こうから感じるのは、不敵な気配と微かすかな歓よろこび。それは人間を殺さつ戮りくするレヴナントの本能ゆえか、あるいはかつての弟子と鎬しのぎを削ることへの歓喜と高こう揚ようか。


    　しかし、ハンクは標的の位置をすでに特定している。対する吹芽は、相手の潜せん伏ぷく地点すらわからない。音が反響しやすいこの空間では、銃声から精確な射撃位置を割り出すことは困難だ。


    　吹芽は歯は噛がみする。このままでは勝負にすらならない。この状況をどうにか打破するには、あれしか──。


    『閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんは持ってきているな』


    　吹芽の気づきとハンクの指摘はほぼ同時だった。桐トウ耶ヤとの戦闘で役立ったため、ほかの装備と一緒に用意したものだ。


    『さっきコートの裏地に隠しているのが見えた。そいつをうまく使えば、一度は潜伏位置を変えられるだろう。その体じゃそう遠くには行けんだろうがな。せいぜい大切に使え』


    「……言ってろ」


    　そして、もうひとつの問題──吹スイ芽ガは未いまだに、幻げん覚かく症状を克服できていない。


    　先ほど撃ち倒したアルキュオネの人形はあくまで実体を持っていた。しかしスコープ越しに現れるあの亡霊たちは、存在の本質からして違う。


    　彼らは、吹芽が狙撃手であることに対する逃避と迷いの具現だ。それらを払ふつ拭しよくし、自分の在あり方に対する答えを出さなければ、彼らは決して消えはしない。


    「ハンク」


    『なんだ』


    「どうして海兵隊を辞めたんだ？　この間は結局、最後まで聞けなかった。……どうせもう約束は守れないんだから、そろそろ教えてくれたっていいじゃないか」


    　沈黙が落ちる。生前、決して答えてくれなかった質問だった。海兵隊所属の凄すご腕うで狙そ撃げき兵へいであったハンクが軍を去った理由──その答えが、今ならば返ってくる気がした。


    『誰も彼も見境なく守ろうとするおまえの背中を見るたび、俺おれは虫むし唾ずが走る気持ちだったよ』


    「……え？」


    　ややあって返ってきたのは、吹芽の予想とあまりにかけ離れた答えだった。


    『鏡を見ているような気分だった。おまえはあまりに、かつての俺と同じだった』


    　ぎり、と奥歯を噛かみ締める音が微かすかに響いた。


    『海兵隊時代、俺は自分自身がすべてを守れる存在なのだと信じて疑わなかったよ。国も、民も、家族も、仲間も──俺の力があれば、余さず守り切れると信じていた』


    「……やっぱり、家族がいたんだな」


    『大戦が起こる前にな。妻ひとり子ひとりの、慎ましやかな家庭さ。だが幸せだった』


    　吹芽には初耳だった。これも、決して答えてはもらえなかった質問のひとつだったからだ。


    『任期を終えて帰国した俺を空港まで迎えに来る途中で、ふたりは乱射事件の流れ弾だまを受けて死んだよ』


    「────」


    『俺は何もわかってはいなかった。すべてを守れる力などありえない。……俺は、本当に守りたいものから目を離してはいけなかったんだ』


    「……それが、あんたが抱え続けていた闇やみの正体か」


    　それは奇くしくも、吹芽が抱えているものと同種の矛む盾じゆんであり、拭ぬぐい切れない弱さだった。


    『ああ。だが今は一度死んで、妙に頭がスッキリしているよ。耳元で囁ささやかれ続ける人間への憎ぞう悪おが、くだらない妄もう念ねんをきれいさっぱり消し去ってくれた』


    　告げるハンクの声には、死人とは思えない、活いき活きとした決意すら宿っていた。


    『俺は今度こそ自分を見誤らない。アルキュオネが──守るべき存在がいる限り』


    　ふたりのやりとりを通路の上で聞いていたアルキュオネの顔に、ふと驚きが浮かんだ。


    「……馬ば鹿かなこと、言わないでよ。今さらそんなモノ──私は要いらないのに」


    　吐き捨てるアルキュオネの表情が恥ずかしがるような赤面へと変わり、やがて意地を張って喜びをこらえる子供のようなそれへと変わる。


    「守るべき……存在……」


    　ハンクの言葉を、吹スイ芽ガは霞かすみゆく頭の中で何度も反はん芻すうした。


    　やがて吹芽はライフルのグリップを強く握り、確かめるように、静かに[image: ]たずねる。


    「アルキュオネが……人類を滅ほろぼそうとしている敵でもか？」


    『今の俺おれはレヴナントだ。相手がおまえでも、躊ちゆう躇ちよなく殺すさ』


    　その宣告に嘘うそはない。機さえ満ちれば、ハンクは一秒後にでも吹芽の頭を撃ち砕く。


    「なあ、ハンク。もうひとつだけ」


    　吹芽の体温はどんどん低下していく。周囲で燃え盛る炎の熱が、彼にとってはありがたい。


    「あんたにとって、──僕の存在は、重荷だったのかな」


    『──円マドカ燦サン華カに頼まれて保護しただけだ。ただそれだけの、取るに足らない存在だよ』


    「……わかった」


    　いい加減、行動を起こさないとなるまいが、ハンクの現在地を吹芽は未いまだ突き止めていない。だからといって、柱からいたずらに身を乗り出せば、即座に撃ち抜かれるだろう。


    　閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを使うべきか、と吹芽は自問する。──闇やみ雲くもに位置を変えたところで単なる時間稼かせぎにしかならない。じき出血で意識を失って、終わりだ。


    　駄目だ──吹芽は痛感する。ハンクには勝てない。


    



    　　　◇


    



    　吹芽とハンクの会話を、ザイシャもまた聞き届けていた。


    　ザイシャの位置からは、ハンクの現在地が辛かろうじて窺うかがえた。直線距離にして七〇〇メートルほど先──地下空間の外周に沿って設しつらえられた通路を、ハンクは会話を続けながら密ひそかに移動し続けていた。


    　端から端まで一キロはある広大な空間の外周は、緩ゆるやかな円を描えがいている。このままでは、ハンクはあと数分で吹芽が隠れている柱を回り込む。そうなれば一巻の終わりである。


    　幻覚症状というハンディに加え、対人戦において吹芽はハンクに遠く及ばない。せめてハンクの位置を伝えなければ、吹芽には僅わずかな勝ち目すらない。


    　思索を続ける吹芽の横顔を、ザイシャは無力感に駆かられながら、ひたと見つめる。血と涙の跡で汚れきった彼の相そう貌ぼうは、もはや無ぶ様ざま以外の何物でもない。


    　──燦華は強かった。厳然と自みずからの使命を直視し、ただの臆おく病びようで純じゆん朴ぼくなひとりの少女にすぎなかったザイシャを、無む慈じ悲ひな兵器として最さい期ごまで使い果たした。


    「それでも──」


    　人の心の脆もろさ、儚はかなさ、優しさ。どこまで運命に裏切られ、傷だらけになっても、彼は決してその弱さを手放そうとはしなかった。


    　目に映るすべての人々を救う──実現など叶かなうべくもない、不確かで偽ぎ善ぜん的なその理想を、彼は身も心も削り取られながら、それでもひたすらに追い求め続けていた。


    　ザイシャは強く思う。すべてを犠ぎ牲せいにして大切な人を守り抜いた燦サン華カの強さは尊とうとく、高潔で──そのための力として、武器として在あることができた自分すらもただ誇らしかった。


    　──それでも私は、今日を限りにその誇りを手放して、代わりに彼の手を掴つかもう。


    　その方法も、理由も、心の在り方さえも、たとえすべてが間違っていたとしても──どこまでも愚おろかしい吹スイ芽ガの理想を、とても眩まぶしいと信じたから。


    　彼のことを守りたい。互いの流す涙も、痛みさえも共有しながら、いつか朽くちるその時まで前だけを見て──〝武器〟ではなく〝人〟として、共に歩いていきたい。


    　あなたがすべてを懸かけて守り通した希望は、こんなにも鮮あざやかな未来を咲かせたのだと──いつの日か、燦華の前で胸を張ってそう言えるように。


    　あなたが守ったものだからじゃない。自分自身が守りたいと、初めて願うことができたから。


    「────！」


    　その時、アルキュオネに掌しよう握あくされていた制御系に微かすかな綻ほころびをザイシャが見み出いだせたことは、奇跡と呼んで然しかるべきものであった。ハンクの宣告を受けたアルキュオネの動揺が、強固なプロテクトに一瞬の隙すきを生じさせたのだ。


    　彼女はアルキュオネに悟られぬよう、限界まで縮小した触しよく肢しを背に形成すると、その先端を慎重に動かし、背中に喰くい込む触しよく手しゆに突き立てた。


    「───ザイシャ？」


    　ようやく異常に気づいたアルキュオネが振り返る。ザイシャは渾こん身しんの力で触肢を動かし、挿そう入にゆうされたくびきを引き抜こうと試みる。


    「やめなさい、ザイシャ！　脳のう核かくが砕けるわよ！」


    　構わない──ザイシャは想像を絶する苦痛を噛かみ殺し、ついに自身の機能を縛しばっていた触手を体内から排除した。発声機能が正常に戻り、ザイシャは最後の力を振り絞って叫んだ。


    「スイガ……！　ポイント３０２４３９───撃って！」


    　ザイシャの声を聞き届けた吹芽が振り返る。


    　ザイシャは瞼まぶたを閉じて願う。どうか生きて。


    



    　　　◇


    



    　もはや吹芽の心身は限界であった。出血と痛みによって意識はすでに朦もう朧ろうとし始めており、気を抜けば瞼が落ちてくる。ライフルが重くてたまらない。


    「スイガ……！　ポイント３０２４３９───撃って！」


    　そのとき、地下空間に切迫した少女の叫びが響き渡った。


    　声の主ぬしはザイシャだった。彼女は通路の手すりから身を乗り出し、吹スイ芽ガに向かって数字の羅ら列れつを告げる。その意味を吹芽は即座に察した──彼女にはハンクの潜せん伏ぷく位置が見えているのだ。


    「ザイシャ……！」


    　冷めゆく吹芽の体に、燃えるような熱量が舞い戻った。標的の位置を特定できた──もはや躊ちゆう躇ちよしている猶ゆう予よはない。ザイシャは観測手としての役割を果たしたのだ。


    　今度は吹芽が決断を下す番であった。閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを抜き、ピンを外して空中に放った。


    



    　　　◇


    



    　ザイシャの叫びは、遠く離れたハンクの耳にも届いていた。


    　アルキュオネによる拘こう束そくを過信し、無ぶ様ざまな隙すきを晒さらした我が身を呪のろいながら、ハンクは吹芽の潜伏地点から放り出された閃光手榴弾の影を逃のがさず捉とらえた。


    　閃光手榴弾が破裂し、白い光が束の間、炎の輝かがやきすら凌りよう駕がして激しく輝く。


    「───吹芽」


    　ハンクのＥｙＳアイスが光量補正を行おこなう一瞬の隙をついて、柱の陰から素早く転がり出た吹芽は、すでに狙そ撃げき体勢を整えていた。


    「いいだろう──勝負だ」


    　吹芽が構えるライフルの銃じゆう口こうは、寸分の狂いなくハンクの鼻先を指していた。


    



    　　　◇


    



    　吹芽は下半身を地面につけ、左膝ひざを立てて膝射ニーリングの狙撃体勢をとった。ストックを右肩に押し当て、チークピースに右頬ほおを押し当てる。


    　装そう弾だんはすでに済んでいる。後はスコープを覗のぞき、標的の姿を捉えるのみである。


    「───母さん」


    　刹せつ那なの狭はざ間まに思考をよぎったのは、ハンクの遺のこした文書に記されていた母の過去だった。


    　円マドカ燦サン華カは多くの生命を奪った。守るべきもののために──あるいは、彼女自身のために。


    　その行為を正義と称賛することも、憎むべき悪として咎とがめることも、もはや二度と叶かなわない。


    　ただひとつ確かなのは、それが確かな覚悟と決意のもとに下された決断であること。


    　円燦華は他人の生命も、自身の生命すらも天てん秤びんの向こうに追いやることで、『円吹芽』という救うべき存在を選び取った。


    「──そうだ。僕も選び取るんだ。今、守るべきものを──！」


    　吹芽は呼吸を止めると、スコープのアイピースを決然と覗き込んだ。丸く切り取られた視界が、またたく間にして焼けただれた亡霊たちに侵食される。


    　子供たちは嗤わらい、嘆き、怨えん嗟さの声を上げて吹芽を睨にらみ付けてくる。その全員の相そう貌ぼうと、吹芽は初めて正面から向き合っていた。


    〝お兄ちゃん、自分の罪から目を逸そらすの？〟


    　──いつまでも自分の犯した過ちを嘆き続けることを罰とは呼ばない。それは現実と向き合いたくない僕がひたすらに続けていた、ただの逃避だった──


    　ひとり目の亡霊が消える。


    〝お兄ちゃん、私たちを、こんなに熱くて冷たい場所に置いていくつもり……？〟


    　──ああ、置いていくよ。僕は生きていて、君たちは死んでいる。過去の幻げん影えいに気を取られて、救うべき人を救うことができなかったら、僕は二度と君たちに顔向けできなくなる──


    　ふたり目の亡霊が消える。


    〝ふざけないで。お兄ちゃんは死ぬまで……死んでも私たちと一緒にいるの！〟


    　──助けたい人がいる。君たちと一緒にいたら、その人の生命はこの手からすり抜けていってしまう。自分の罪と後悔から、もう二度と目を逸らさない──


    　三人目の亡霊が消える。


    〝お兄ちゃん、目に映るすべてを救うんじゃなかったの？〟


    　──狭い視界スコープの中で、守るべきものと討つべきものとを残酷に、けれど確実に見定める。狙撃手じぶんにできるのは、ただそれだけのことだった──


    　四人目の亡霊が消える。


    〝お兄ちゃんはこれまでの理想を捨てるのね？　そんなにも、かんたんに〟


    　──この心が乾いて砕け散っても、その願いだけは決して捨てない。狙そ撃げき手しゆとして、《七プレ姉イア妹デス》を滅ほろぼせる唯ゆい一いつの武器を駆かる者としての在あり方を貫つらぬき通すことが、いつか多くの人々を救うことに繋つながると信じている──


    　五人目の亡霊が消える。


    〝調子のいいことを言わないで。お兄ちゃんのせいで、私たちは殺されたのに──！〟


    　──許しを請こうつもりなんてない。だけど忘れるつもりもない。救えなかった誰かの痛みも、見捨てた誰かの後悔も、すべて胸に刻み付けて、それでも前だけを見る──


    　六人目の亡霊が消える。


    〝ハンクとザイシャ──どちらかを選ぶなんてこと、お兄ちゃんは本当にできるの？〟


    　そうして最後に残った七人目の少女は、吹スイ芽ガのことをじっと見つめて[image: ]たずねた。


    　──選ぶよ。今度こそ迷わない。僕はハンクを斃たおして、ザイシャを救ってみせる──


    　そうして撃ち倒した者たちの、救えなかった者たちの無念を、いつか死ぬ瞬間まで背負い続けていく──その覚悟を持たなかったがゆえ、以前の吹芽はハンクを撃つことができなかった。


    　ようやく掴つかんだそれは、狙撃手としての吹芽から欠落していた最後の欠片かけらだった。


    　母の遺志とザイシャの意志が、吹芽に自みずからの過ちを気付かせてくれた。ふたりは〝切り捨てる覚悟〟を毅き然ぜんと胸に秘め、ただひたすらに吹芽を守り通した。


    　──母さんも、ハンクも僕のために死んだ。だからこそ──


    　ザイシャだけは必ず守り通す。兵器ではなく、ひとりの女の子として。そして彼女と共に生きて戦い──子供の絵空事にすぎなかった理想を、いつの日か現実に変えてみせると誓ちかう。


    　かつて、あなたと共に多くの人々を犠ぎ牲せいにした女の子が、こんなにも鮮あざやかな未来を咲かせたのだと──亡き母の前でいつの日か、誇らしい笑え顔がおでそう言えるように。


    



    　──ザイシャさえ守ることができなかったら、僕は今度こそ二度も誰も救えなくなる！──


    



    　吹スイ芽ガがようやく導き出したその答えに、少女は満足そうな笑顔を浮かべた。


    　少女は名な残ごり惜しそうに背を向け、その背中が、朧おぼろの彼方かなたへと消えていく。


    〝ばいばい、お兄ちゃん〟


    　消えた。子供たちの姿も、声も、元から存在しなかったかのように跡あと形かたもなく消え去った。


    　残照のように去来する喪そう失しつ感を、吹芽は思考から振り払って前だけを見み据すえる。


    　ライフルを構える全身に激痛が走る。もはや傷ついていない箇か所しよはない。レーザーによる損傷は各内臓にまで及び、大量の出血によって体温は失うせている。生命活動の維持すらままならぬ体は、微かすかな姿勢制御にすら悲鳴のような軋きしみを上げる。


    　それなのに───


    　───スコープから覗のぞく視界だけが、果てしなく透明クリアだった。

  


  [image: ]


  
    　吹スイ芽ガは標的を見つける。ザイシャの情報は寸分の狂いなく正確だった。一〇メートル上方、約七〇〇メートル前方。地下空間の外周に沿って設しつらえられた通路に、ハンクはいた。


    　ハンクは立りつ射しやの姿勢でライフルを構え、その銃じゆう口こうを躊ちゆう躇ちよなく吹芽へと向けている。互いの視線、互いの射しや線せんが、完全なる一本の線によって結ばれる。


    　スコープに映ったハンクの紅あかい瞳ひとみが問いかけてくる──おまえに俺が撃てるのか？


    〝俺おれは今度こそ自分を見誤らない。アルキュオネが──守るべき存在がいる限り〟


    　あんたの言葉が、最後の最後で気付かせてくれた。


    　たとえ大切なものを手にかけてでも、今の自分には絶対に守り抜かなくてはならないものがある。


    　ザイシャと、そして円吹芽じぶん自身。


    《七姉妹プレイアデス》に対抗できる存在が自分たちだけである限り、なんとしてでも生き残らなくてはならない。たくさんの人々に救われたこの生命を──死者ごときに、くれてなどやらない。


    　しかし、どこを狙ねらう？


    　レヴナント化した桐トウ耶ヤは、脳のう核かくの位置を入れ替えていた。当然、ハンクも同じ手を講じていると考えるべきだ。


    「────」


    　一瞬考えて、すぐに答えは出た。あとは命中させるだけ。


    　照準エイム。引き金にかけた人差し指を絞っていく。闇やみ夜よに霜の降るごとく──静せい謐ひつに、精密に。


    　吹芽は心の中で叫んだ。


    　あんたを撃つ───


    　発射フアイア。銃口が轟ごう然ぜんと吼ほえ、吐き出された弾だん丸がんが闇を切り裂いて飛ひ翔しようする。


    　───たとえその骸カラダに、魂たましいが残されていたとしても。


    



    　　　◇


    



    　射撃はほぼ同時だった。広大な空間に、ふたつの銃声が混ざりながら残響し、失うせていく。


    　やがてハンクは銃口から硝しよう煙えんをくゆらせるライフルを構えたまま、静かな口く調ちようで言った。


    「吹芽──なぜ、頭ではなく胴体を狙った？」


    　立射の姿勢で佇たたずむハンクの胸の中心には、穴がひとつ穿うがたれていた。吹芽の射撃による損傷である。頭部を狙って逸それたか、とハンクは考え、すぐにそれを否定する。幻げん覚かく症状をついに克服した吹芽が、静止目標相手にこの程度の距離と環境条件で狙いを外すなどありえない。


    『……あんたが、教えてくれたんじゃないか』


    　乾いているようにも、泣き出しそうにも聞こえる吹芽の声で、ハンクはようやく思い至る。


    「そうか……」


    　ハンクが〝人間〟として死ぬ間際、吹芽に言い遺のこしたことだった。


    〝逃げ、るな。撃った瞬間の苦痛も──救えなかったことの後悔も。──残さず〝ここ〟に抱いだいて──決して忘れるな。その、覚悟と意志を──捨てない限り──〟


    　そう告げてハンクは、吹スイ芽ガの胸の中心に──心の在り処に、指を置いた。


    　そして今、吹芽の射しや撃げきは見事にハンクの脳のう核かくを捉とらえていた。直撃ではないが、その大部分を大きく抉えぐられたハンクの中ちゆう枢すう器官は、間を置かずして活動を停止するだろう。


    　一方、ハンクの射撃は吹芽のライフルを破壊するに留とどまっていた。間違いなく殺すつもりで撃った。腕が鈍にぶったか、それとも──外した理由は、ハンク自身にすらもうわからない。


    「レヴナントになった俺おれが、以前のままの俺だと……信じたのか、おまえは？」


    『そうは思ってない──思ってるはずがないだろ』


    　吹芽の声こわ音ねに怒りが滲にじむ。ハンクは以前、茴ウイ香カやザイシャを躊ちゆう躇ちよなく撃ったのだ。


    　ハンク自身、今の自分が生前とはまったく別の存在であることを自覚している。今の自分は、ハンク・ウェズレイの脳のう髄ずいに残された記憶と怨おん念ねんが形を持っただけの、ただの亡霊にすぎない。


    『……それでも、あんたが完全にハンクじゃなくなっていたのなら、絶対に言えなかったはずなんだ。守るべき存在がいる限り──そんな、ハンクらしい言葉は』


    　なるほど、とハンクは得とく心しんした。ハンクがすでに人ではない化け物と化していようと、その心の一片は今も残されていると吹芽は信じたのだ。その純粋な心で、愚ぐ直ちよくなまでに──。


    「……あの洟はなたれが、強くなったもんだ」


    『あんたが、──ハンクが、そうしてくれた……』


    　その声は、いつの間にか涙に濡ぬれていた。通信機越しに、吹芽は嗚お咽えつをこらえて泣いていた。


    「泣くなよ、埋まい葬そう官かん。いい男が形かたなしだぜ」


    『でも──僕は──あんたを──ッ』


    「阿あ呆ほう。おまえに泣かれたら、俺の立つ瀬がないだろうが」


    　手足の感覚が失われ、ハンクは膝ひざから崩れ落ちた。


    　殺さつ戮りくを命じる女神の声はもう聞こえない。まるで吹芽の放った一撃が、脳核の憎しみや悲しみを司つかさどる部分を丸ごと抉り取ったかのような、どこか満ち足りた気持ちだった。


    　霞かすみゆく意識の中でハンクは思う──おまえがここに来てくれてよかった。


    



    　　　◇


    



    「───何よ。何なのよ」


    　ふたりの一騎打ちを見届けたアルキュオネは、その表情を動揺と憤ふん怒ぬで染め上げていた。


    「あんた、何負けてんのよ!?　絶対に手を出すななんて息巻いてたくせに、わたしを守るとか偉そうな台詞せりふ吐いてたくせに──何、そんな雑ざ魚こにやられてるのッ!?」


    　先ほどまでの優雅な振る舞いなど欠片かけらもなく、アルキュオネは感情を剥むき出しにして喚わめいていた。悲痛に歪ゆがんだその表情は、傍はたから見ているザイシャにとっても痛ましいものだった。


    「……何なの。ふざけないでよ。何とか言いなさいよ──この役立たずの糞くそユーザーッ！」


    「────」


    　すでに自由を取り戻していたザイシャは、通路から飛び出すと同時に触しよく肢しでアルキュオネの胴体を斬きり付けた。一〇メートル下の床ゆかに着地し、吹スイ芽ガに向かって駆かけ寄る。


    「……スイガ！」


    「ザイシャ……」


    　先ほどまで、みっともなく嗚お咽えつを漏もらして泣いていた少年はもういなかった。吹芽は涙の跡を拭ぬぐってよろよろと立ち上がり、毅き然ぜんとした表情でザイシャを見返した。


    「──よかった、ザイシャ。無事で」


    　強がるような微笑で告げる吹芽の胸に、ザイシャは額ひたいをそっと押し当てる。


    「……馬ば鹿かよ、あなたは」


    　弱々しい吹芽の鼓こ動どうにしばし身を委ゆだね、ザイシャは元来た方に振り返った。


    「──くふっ」


    　ザイシャの逃走にも構う様子なく、アルキュオネは通路の手すりにしなだれかかっていた。その瞳ひとみは凝ぎよう然ぜんと見開かれ、如い何かなる感情が渦巻いているのかは計り知れない。


    「あぁ、くだらない。たかだかお気に入りのペット一匹が討ち死にしたくらいで、みっともなく取り乱しちゃうなんて……」


    　まるで自分自身に言い聞かせるような口く調ちようで言い、アルキュオネは立ち上がる。


    「……アルキュオネ」


    「何よ、その目？」


    　その名を呟つぶやいた吹芽の瞳を、アルキュオネが睨にらみ付けてくる。


    「もしかしてあなたたち、憐あわれんでるわけ？　たかがストレス発散用の肉人形に、一瞬でも気を許した私がそんなに滑こつ稽けい？　無ぶ様ざま？　面白い？」


    　ザイシャは何かを言おうとし、目を伏せて口を閉ざす。


    「それよりあなたたち、逃げなくていいのぉ？　その有あり様さまで、私に敵かなうと思って？」


    　アルキュオネがにたりと微笑ほほえみ、吹芽は表情に焦あせりを滲にじませる。


    　ユーザーが消しよう滅めつ寸前の現状では、アルキュオネはレーザービットを使うことができないが、それをおいてなお彼ひ我がの戦力差は歴然としている。吹芽もザイシャも、もはや限界だった。


    「大丈夫……もう来るわ」


    　しかしザイシャは短く告げた。彼女のセンサーは、すでにその気配を捉とらえている。


    「あれは……！」


    　その光景を目にした吹芽が声を上げる。天井のハッチが開け放たれ、ＳＥＦの隊員たちが次々とファストロープ降下し、地下になだれ込んできていた。地上の封ふう鎖さを破ったのだ。


    　アルキュオネが目を見開き、あわてて通路から飛び降りた。


    　轟とどろく銃じゆう撃げき音おんと共にマズルフラッシュが閃ひらめき、ザイシャたちの背後から飛んできた二〇ミリの嵐あらしが、アルキュオネの立っていた通路を紙くずのように粉ふん砕さいした。炎を割って吹スイ芽ガとザイシャの前に躍おどり出た黒いＦＭＳの右マニピュレーターには、巨大なエミュレイターが把は持じされている。


    『悪い、吹芽、ザイシャ。遅くなった！』


    　機体のスピーカーから響き渡る珊サン瑚ゴの声。その背面装甲からひとりの女性が飛び降り、地上に降り立ったアルキュオネと対たい峙じする。


    「貴き様さまの巣穴は暴かれた。狐きつね退治の時間だ」


    　空くう虚きよと冷酷を孕はらむヘルカ・カーリアイネンの眼まな差ざしが、アルキュオネを突き刺す。


    「……くっ！」


    　アルキュオネがハンクのいた方向──自みずからの制せい御ぎよ核かくの在あり処かを振り仰あおぐ。


    「無駄だ。貴様の制御核はすでに我々が確保した」


    　ヘルカは静かに言う。数百メートル先で、別働隊のＳＥＦが動けないハンクを取り囲んでいた。アルキュオネの表情が怒りと屈くつ辱じよくで歪ゆがんでいく。


    「この──猿どもォッ！」


    　アルキュオネの尾部の触しよく手しゆが一斉に蠢うごめいた。彼女は地面を蹴けり上げ、常じよう軌きを逸いつした機敏さでヘルカに向かって襲おそいかかる。


    「───起動ステイク・ドライヴ」


    　ヘルカの手に、白銀色に輝かがやく拳けん銃じゆうが現れる。禍まが々まがしい杭パイルが装備された、冷たく鋭えい利りな異い形ぎようの凶器。最新技術の粋すいが結晶し、零下の輝きをまとった退魔の武具──それが、二挺ちよう。


    「そぉぉお──ッれぇ！」


    　アルキュオネが嗤わらい、標的の肉体を噛かみ砕こうと九匹の蛇へびが全方位から迫り来る。常人であれば回避どころか反応すら許されず、瞬時に全身を引き裂かれるだろう。


    「な……ッ」


    　アルキュオネが驚きよう愕がくの表情を浮かべた。吹芽とザイシャも瞠どう目もくする。


    　光の速度で繰り出される九本の触手を、ヘルカの二挺の銃が捌さばき、撃ち抜き、あるいは杭くいで突き刺し、引き千切っていた。赤子をあしらうような手並みで、粉砕されては再生し、即座に襲いかかってくる攻撃を、呼吸ひとつ乱さず迎げい撃げきし続ける。


    「これならァ──！」


    　アルキュオネは九本の触手をひとつに束ね、大だい蛇じやのごとき異形の一撃を繰り出した。その質量がもたらす威力は、ヘルカのエミュレイターでは相そう殺さいしきれない。


    『起動ステイク・ドライヴ──ッ！』


    　即座に割って入った珊瑚機の右マニピュレーターが一瞬の光を発し、ひと振りのファイティングナイフが出現した。ナイフといえど、ＦＭＳの体たい躯くにスケールを合わせて形成された刃やいばは十分以上に巨大であり、アルキュオネの触しよく手しゆを真っ二つに寸断した。抵抗の術すべをことごとく打ち砕かれ、アルキュオネは力なく膝ひざをつく。


    「どうしてよ」


    　アルキュオネの貌かおに浮かぶのは、深い痛みと絶望、そして孤独だった。


    「なぜ皆ばかり愛されて、私だけが虐しいたげられるのよぉ……ッ」


    　人目もはばからずむせび泣くアルキュオネの姿は、もはやただの弱々しく儚はかない少女のそれだった。ザイシャも、その傍かたわらの吹スイ芽ガも、かける言葉すらなく少女の嘆きを聞き届けるしかない。


    「……もう、いい。疲れちゃった」


    　アルキュオネはもがくのをやめて囁ささやいた。その声からは、一切の感情が消え失せている。


    「疲れちゃった」


    　その様子に何かを察したのか、ザイシャが身を乗り出して叫んだ。


    「アルキュオネ、駄目っ！」


    　アルキュオネは虚こ空くうに向けて言い放つ。


    「───ひとり残らず、灼やき尽くしてあげる」


    　一同が目を剥むいた。アルキュオネの体を覆おおっていたドレスが除装され、粒りゆう子しとなって消え去ったのだ。しなやかな曲線を描えがく白い裸ら体たいが、惜しげもなくあらわになる。


    　その肢し体たいすら、輝かがやく光の粒と化して散り散りになり、やがて完全に消え去った。


    『……逃げたのか？』


    　珊サン瑚ゴの呟つぶやきに、ザイシャは鬼き気き迫る表情を浮かべながら言う。


    「いいえ。拘こう束そく服ふくが除装された……きっと触手を使って、自みずからの制せい御ぎよ核かくを遠えん隔かく破壊したの」


    「制御核は、君たちの脳の一部を分離加工した特殊装置だったな？」


    　エミュレイターを解除して粒子状に戻しながら、ヘルカは言った。


    「それを自ら破壊するということは──」


    「ええ。一瞬の自由と引き換えに、人としての形も自我も、いずれ崩ほう壊かいしてしまうわ」


    　不ふ可か逆ぎやくの変質──それは文字どおりの自じ滅めつである。にも拘わらず、その場の誰もが歓喜の表情をいっさい見せない。悪あしき予感が、場を支配していた。


    『一瞬の自由……おいおいおいおい。それってまさか──』


    　確信を孕はらんだ珊瑚の問いに、ザイシャは小さく頷うなずいた。


    「──アルキュオネはきっと、《出力開放形態》に変異するつもりよ。自分が消え去る前に、地上のすべてを消し去る気でいる」


    



    　　　◇


    



    　何もかもが灰色に染まり、闇やみの中に融とけていくような喪そう失しつ感に、アルキュオネは襲おそわれていた。これは何だ、この不快な感情の正体は──彼女は自問するが、答えてくれる者はいない。


    　遥はるか上空──成層圏にまで達した彼女の肉体は、今や人の形を完全に失っていた。


    　その姿は真っ白く巨大な球体だ。その周囲を、放射状に展開した九基のパネルが衛星のごとく回転している。


    　その神こう々ごうしい威容こそ、アルキュオネの《出力開放形態》の正体である。


    　アルキュオネの脳のう核かくを内包した球体は炉ろ心しんのごとき輝きを無む尽じん蔵ぞうに増し続け、生せい成せいされた圧倒的な熱量を受け取った周囲のパネルが、そのエネルギーを地上に放射している。


    　臨界状態に達するにはもう少し時間がかかるものの、ひとたびフル稼か働どうに至れば、周囲一帯は文字通り炎の海と化すであろう。


    　──人間だった頃のことを、アルキュオネはもうよく憶おぼえていない。そんな不純物は、この体を手に入れた時に残らず消去された。憶えているのは傷と痛み、孤独と暴力にまみれた醜しゆう悪あくな人生。誰もが自分を傷つけ、誰もが自分を嬲なぶり、誰もが自分から奪っていった。


    　ハンクに抱き締められた瞬間のことを、アルキュオネは思い出す。


    　動く屍しかばねにすぎぬ冷めた体に温もりはなくとも、自分を抱く腕には主従を超えた意思が宿っていた。自分を見つめる寂しげな瞳ひとみには、これまで向けられたことのない熱が宿っていた。


    　ザイシャ──これが、あなたの求め焦こがれたモノの正体？


    　──今さら遅い。もはや何もかもが、手の中をすり抜けていった後の泡ほう沫まつだ。憎ぞう悪おは際限なく膨ふくらみ続けていき、憤ふん怒ぬは少女の思考も人格も塗りつぶしていく。


    　憎い、憎い、憎い、憎い、憎い、憎い、憎い、憎い、憎い、憎い───すべてが憎い。


    　人間ども。貴き様さまらには永遠に辿たどり着けない死すら生ぬるい。


    　地獄の業ごう火かに炙あぶられて、灰になるまで滑こつ稽けいに踊り続けろ──。


    



    　　　◇


    



    　珊サン瑚ゴが操縦する《ランブルフィッシュ》は、ヘルカ班のメンバーを背中に乗せ、トンネルを器用に縫ぬいながら全速力で地上に向かっていた。ハンドルにしがみついたザイシャが言う。


    「……私たちの兵へい装そうは、もともと『人類永続のための新技術プロジエクト・プレイアデス』と呼ばれる革新技術だった」


    　プシュケを隠いん匿とくしていた中欧の大国・オディルが、そのオーバーテクノロジーを利用し、実現を目もく論ろんでいたという七つの革新技術──その開発プロジェクト。


    　技術的限界によりいったん凍結されたそれを兵器転用して生み出されたのが、ザイシャやアルキュオネといった《七姉妹プレイアデス》である。そこまでは吹スイ芽ガも説明を受けた。


    「──アルキュオネに搭載された技術は、『光・熱エネルギーの無限生せい成せい能力』。あのレーザーは、彼女の能力の片へん鱗りんにすぎないわ」


    　ザイシャは慄りつ然ぜんと言う。


    「その《出力開放形態》は、すべてを灼き尽くす擬似太陽。大気圏内でフル稼働すれば、地表一帯を焼き払う大量殺さつ戮りく兵器に様変わりする──」


    　吹スイ芽ガは戦せん慄りつと共に拳こぶしを握り締める。その規模はレーザーどころの話ではない。そんなものがひとたび発動すれば、いったい何人が死ぬのか想像もつかない。


    『つ、繋つながった！　──こちらハウンド１！　ヘルカ班、応答しろ！』


    　通信が回復した。アルキュオネがいなくなったことでジャミングが解けたのだ。


    『上空に未確認物体アンノウンを確認！　周囲の温度が急激に上昇しているッ！』


    　その報告に、全員が言葉を失う。ザイシャの予想は最悪の形で的中したのだ。


    『ご到着だ』


    　珊サン瑚ゴが告げると共に、線路上を走行していた機体が急停止し、上の大穴からぶら下がったワイヤーが装甲と接続される。機体はウィンチによってゆっくりと地上に引き上げられていく。


    「────」


    　地上に到達した瞬間、常じよう軌きを逸いつした光景が吹芽たちを出迎えた。


    　まだ夜は明けていないにも拘かかわらず、夜空には煌こう々こうと光が灯ともっていた。大気は燻いぶされ、真昼の砂漠のような熱気がじりじりと肌はだを焼く。周囲では未いまだ激しい戦闘が続いていた。


    　ヘルカは機体から降りると、ザイシャに向き直った。


    「この様子では、猶ゆう予よはなさそうだな。アレの最大射程は？」


    「……正確な数字までは。アルキュオネの《出力開放形態》は無差別的すぎて、使用を厳重に制限されていたの。でも、以前に本人から聞いたスペックが正確なら──一度の稼か働どうで、この国全域くらいは灼やき尽くす」


    『ここら一帯どころか、余裕で《セブンス》まで射程圏内じゃねえか……』


    　吹芽は機体から飛び降りるとヘルカの前に佇たたずみ、冷たい瞳ひとみを正面から見み据すえた。


    「アルキュオネを止めなくちゃ」


    「──そうだな」


    　ヘルカが答えると同時に、地下から新たなＦＭＳが引き上げられてきた。その背部には、厳重に封印された棺かん桶おけのような人間大のコンテナが接合されていた。機体に掴つかまっていたＳＥＦ隊員が飛び降り、ヘルカと対たい峙じする。その傍かたわらに、コンテナがそっと下ろされた。


    「回収したユーザーです。すでに崩ほう壊かい寸前ですので、抵抗は皆かい無むかと」


    　彼はヘルカと二、三言交わし、地下から戻ってきたＳＥＦ隊員たちを引き連れて、地上で奮戦している仲間たちの支援へと向かった。ヘルカ班の四人だけが、ふたたび場に取り残される。


    「これから君がやるべきことはわかっているな、円マドカ」


    　ヘルカの問いに吹芽は深く頷うなずいた。ヘルカは踵きびすを返して珊瑚機によじ登った。


    「行け倉クラ守モリ。円とザイシャを援えん護ごする。レヴナント一匹、ふたりに近づけるな」


    『へいへい、了解……俺おれもコイツも、そろそろ限界なんすけどね……』


    　機体が吹芽とザイシャに背を向け、珊瑚の低い声が吹芽の通信機越しに響いた。


    『なあ、吹芽。正直なところ、俺はそいつを八つ裂きにしてやりたい気分でいっぱいだ。──たとえおまえの恩人だろうと』


    　珊サン瑚ゴの機体のカメラアイは、音もなく横たわるコンテナに注がれている。中に収まっているのは、茴ウイ香カを──大切な仲間を殺しかけた仇かたきだ。珊瑚の怒りは当然のものだった。


    「……わかってるよ。でも──それでも僕は、ハンクのことを憎みきれない」


    『ああ。だから全部、おまえに任せるわ。身内じゃねえと伝わらない感情もあらぁな』


    　吹スイ芽ガの返答を待たず、黒いＦＭＳは猛然と走行を開始した。もっとも戦力が手薄な地点めがけて、その巨大な機影が遠ざかっていく。


    　言げん外がいに託された信頼を胸に秘め、吹芽はザイシャに向き直った。彼女は何かに耐えるように、頑かたくなに唇くちびるを引き結んでいる。


    　吹芽はコンテナに歩み寄ると、ロックを手動解除する。閉へい鎖さされていた分厚いシェルが開き、中からよく見知った人物の姿が、皮肉げな笑え顔がおと共に現れる。


    「……よう。ずいぶん、遅かった──じゃないか。──答えは、見つかったのか？」


    　あまりに見る影もない有あり様さまに、吹芽は思わず目を背そむけそうになった。コンテナの中に収められていたハンクの四し肢しはすでに失われ、すでに活動限界を迎えているのか、残った胴体も頭部も半分以上が崩れかけていた。


    　吹芽はハンクの顔を見下ろして、震える声で[image: ]たずねた。


    「最後にひとつだけ聞かせて、ハンク……僕の存在は、あんたにとって──」


    　その先は声にならなかった。吹芽は先ほどのハンクの言葉を思い出す。


    〝──円マドカ燦サン華カに頼まれて保護しただけだ。ただそれだけの、取るに足らない存在だよ〟


    　あのときと同じ答えが返ってくると思うと、吹芽は恐ろしくてたまらなくなった。それでも彼は、こらえるような表情で、壊れゆく最愛の人の顔をじっと見つめ続ける。


    　ハンクは崩れた相そう貌ぼうに、心からの穏やかな笑え顔がおを浮かべて、


    「わかりきったことを、今さら[image: ]きくなよ───馬ば鹿か野や郎ろう」


    　彼は今度こそ、この世界から完全に消しよう滅めつした。


    　吹芽は溢あふれる思いを必死に飲み込んだ。ここで膝ひざをつけば、この死に体は二度と立ち上がれないだろう。震える手で、コンテナの中にぽつりと残された球体を手にとった。


    「これが──アルキュオネの制せい御ぎよ核かく」


    　眼球大の黒い球体は、アルキュオネの触しよく手しゆによって破壊され、大きな亀き裂れつが走っていた。その断面からは禍まが々まがしい光が覗のぞき、心拍のごとく明めい滅めつを繰り返している。吹芽は空になったコンテナに背を向けると、ザイシャの正面に立って告げた。


    「ザイシャ。力を貸してくれ」


    　上空のアルキュオネを完全に消滅させるには、もはや彼女の制御核を利用したザイシャの《出力開放形態》をおいて他にない。こうしている間にも、周囲の温度は加速度的に上昇し続けている。あと数分もすれば地上一帯は灼しやく熱ねつの地獄と化し、被害はいずれ《セブンス》にも及ぶ。


    「……やっぱり、できない」


    　しかしザイシャは、駄々をこねる子供のように首を横に振るばかりだった。


    「アルキュオネが負ふ荷かに耐えきれないで、出力が臨界に達する前に自じ壊かいする可能性だってあるもの──わざわざ、あなたが危険を冒してまで……」


    「駄目だよ。このままアルキュオネを放っておいたら、皆が死ぬ。珊サン瑚ゴも、ヘルカも、茴ウイ香カも、他の人たちも──僕やザイシャだって」


    「私の《出力開放形態》は、ユーザーに極度の負荷をかける。機能不全を起こしている今はなおさら──スイガの体にどれだけの影響を与えるか、わからない」


    　ザイシャは穢けがらわしいものでも見るように、自みずからの体を見下ろした。


    「もしかして、母さんは──」


    　返答はない。しかし両腕で体を抱いて震えるザイシャを見れば、答えは明白だった。


    　九年前にプシュケを撃げき墜ついした燦サン華カは、ザイシャの能力を限界まで酷使したことで生命を落としたのだ。


    「良かった──」


    　安あん堵どの息をつく吹スイ芽ガに対し、ザイシャは信じられないといった面おも持もちで顔を上げた。


    「やっぱり、君が殺したんじゃなかったんだ」


    　吹芽の発言に、ザイシャは茫ぼう然ぜんと目をしばたたかせる。


    「いったい何を……聞いていたの？　──私が自分の力を制御できていれば、サンカは死ななかった。私が殺したの……！」


    「違う。母さんが死を選んだのは、母さんの意志だ。そのとき一番近くにいた君が、誰よりもそれを知ってるはずだろ」


    「詭き弁べんよ！　スイガは、あの人に救われた立場だからそんな綺き麗れい事ごとが言えるの！」


    　ザイシャは髪を振り乱して叫んだ。


    「──サンカに置いていかれた私にはもう、スイガを守ること以外に何も残ってない……ッ」


    「ザイシャ！」


    　吹芽は、取り乱すザイシャの両肩を掴つかんで引き寄せた。


    「よく聞いて。……きっと母さんは、僕と一緒に君も救おうとした。ザイシャ、君のことを」


    　ザイシャはわからないという顔を浮かべ、茫然と吹芽の顔を見返してきた。


    「そうじゃなければ、きっと君に制御核を預けたりなんかしない」


    　すがるように見上げてくるザイシャの瞳ひとみを覗のぞき込んで、吹芽は告げる。


    「いざプシュケが排除されてしまえば、君たち《七姉妹プレイアデス》が無事に帰還したところで、きっと凍結されていたと思う」


    　制御核などという忌いまわしい手た綱づなを用意しなければならないほどに、《七姉妹プレイアデス》の存在は人類にとって危険極まりない代しろ物ものだったのだ。今のアルキュオネがそうであるように。


    「でも母さんは、ザイシャがそうなることを望まなかったんだ」


    　小さな、冷たい体を抱き寄せながら、吹スイ芽ガは思い付くがままの言葉をザイシャにぶつける。


    「……だから君を逃がしたんだ。いつか、君のことを理解してくれる誰かが、君のことを見つけてくれるよう祈って」


    「そんなの……あなたの、的まと外れの妄もう想そうにすぎない……」


    「そうかもしれないよ。──でも、母さんは僕たちを守り抜いた。──その生命を、こんなところで無駄になんてできない」


    　ザイシャはもう反論しなかった。吹芽の胸に顔を埋うずめ、過去を想おもうように瞼まぶたを閉じている。


    　何も答えないザイシャを抱き締めながら、吹芽は構うことなく続ける。


    「僕は、アルキュオネを止めたい。それは僕たちにしかできない」


    「…………」


    　ややあって、吹芽の胸の中で、ザイシャが微かすかな声で何かを呟つぶやいた。それはどこまでも純粋で温かく、信頼に満ちた言葉。


    　──ありがとう。


    　ザイシャは吹芽から静かに離れると、一歩下がって距離をとった。その胸の中心が、月の泉を彷ほう彿ふつとさせる淡い輝かがやきを放ち始める。


    「アルキュオネの制せい御ぎよ核かくを、私に挿そう入にゆうして」


    　ザイシャに促され、スイガは手にしたアルキュオネの制御核を見下ろした。覚悟を決めるように息を吐き、ザイシャの胸にそっと押し当てる。ずぶりと抵抗なく、まるで水すい槽そうに鉛なまりを沈めるように、黒い球体はザイシャの体内へと吸い込まれた。


    　吹芽は目を見張る。


    　制御核を挿入したザイシャの胸から、輝きと共に巨大なパーツが生えていた。グリップと、そしてトリガーだ。ザイシャはその場にそっと膝ひざをつき、吹芽は右手でグリップを掴つかんだ。


    「起動ステイク・ドライブ───」


    　吹芽の胸の中に熱が迸ほとばしり、獣けものの檻おりを解き放つ鍵かぎが打ち震える。


    「スイガ。呼んで───私の名前コードを」


    　吹芽は大きく頷うなずき、体内の制御核と対ついとなる、唯ゆい一いつ無む二にの起動コードを口にした。


    



    「───《アステロペ》」


    



    　それこそが、《七姉妹プレイアデス》の一機としてザイシャに与えられた本来のコードネームだ。


    〈認証アクセプト──《出力開放形態》へ移行〉


    　ザイシャの全身を覆おおっていた拘こう束そく服ふくが煌きらめく粒りゆう子しとなって除装され、白い裸ら体たいが晒さらされる。


    《七姉妹プレイアデス》の少女たちが着装している特殊な服は、不定形な粒りゆう子しの集合体である肉体を人型に保つと同時に、その猛威を容易に発揮させないための〝拘こう束そく服ふく〟である。ユーザーの認証によってその枷かせが解き放たれ、今度はザイシャの肉体そのものが光り輝かがやく粒となって霧む散さんしていく。


    〈分解完了デコンポーズ──再構築開始リビルド・スタート〉


    　吹スイ芽ガが右腕に握るグリップを起点に、拡散した粒子がふたたび集束を開始する。ザイシャの肉体を構成していた粒子に加え、周囲のＰ粒子までを貪どん欲よくに吸収しながら、巨大な兵へい装そうをみるみるうちに形成していく。


    〈《アステロペ》──再構築完了リビルド・エンド〉


    　そうして完成したそれは、禍まが々まがしい砲ほうであった。右腕と半ば一体化した異い形ぎようの兵装──《アステロペ》は、射しや手しゆである吹芽の身の丈など優に上回って長大である。にも拘かかわらず重量感はほとんど感じない。まるで吹芽の手足の延長であるかのように神経に馴な染じむ。


    〈照しよう準じゆんを〉


    　ザイシャのナビゲートに従い、吹芽はその砲口を上空に向けて持ち上げる。


    　兵装本体から左右に張り出し、地面に深く突き刺さった姿勢制御用アンカー──ザイシャが触しよく肢しとして用いていたものだ──が、弩ど弓きゆうじみたシルエットを形作っている。


    　天を衝つく白亜の巨塔──その凄すさまじいまでの凶暴性をまとった砲口が、解放の時を今か今かと待ちわびながら、空気を震わす唸うなりを上げている。

  


  [image: ]


  
    「────はぁ」


    　吹スイ芽ガは陶とう然ぜんと息を吐き、燃えるような冷たい高こう揚よう感かんにただ酔いしれる。


    　ザイシャのセンサーと直接繋つながっていることで、吹芽の五感すべてが生身の時とは比較にならないほど鋭敏化し、狙そ撃げきに必要なすべての環境状況が思考に直接流れ込んでくる。


    『──ザイシャぁあ。その《出力開放形態》──私を、破壊するノねぇ？』


    　そのとき、通信機を介してノイズ混じりの少女の声が響き渡った。


    〈……肯こう定ていよ、アルキュオネ。私と吹芽は、今からあなたを排除する〉


    『くふっ──いイわよぉ。最後の姉妹喧げん嘩かだもの──お姉チゃんが付き合っテあゲるルるぅ』


    　同時に上空から、身動きできない吹芽とザイシャめがけ、先ほどまでとは比較にはならない出力を帯びたレーザーの豪雨が降り注いできた。


    〈粒子パーテイクルシールド展開〉


    　ザイシャの宣言と共に、《アステロペ》の周囲が高濃度の粒りゆう子しによって満たされ、放たれたレーザーを拡散、減げん衰すいさせる。しかし、その余波は熱波と化して吹芽たちを炙あぶり続ける。


    〈……照しよう準じゆんを急いで、スイガ。数秒しか持たない〉


    　吹芽は兵へい装そうに接合されたスコープを覗のぞき込む。精密な照準システムと化した吹芽の視界に、子供たちの姿は微み塵じんも映ってはいなかった。果てしなく透明な──狭く、そして孤独な世界。


    　研ぎ澄まされた意識の中心を、標的を排除するための数式が駆かけ抜けていく。けたたましく回転し、火花を上げながら目標排除のための演算を続ける脳のう髄ずいさえもが、今は狙撃という行為を完かん遂すいするための演算装置の一部にすぎない。


    『ほぉら、ほぉら──早くしなイと、焼けだるまにナっちゃうわよぉォオっ？』


    　上空に望むアルキュオネ本体は、周囲のＰ粒子を際限なく取り込んで膨ふくらみ続け、今や直径一〇キロメートルを超える大質量のエネルギー炉ろと化していた。


    『痛みモも、クク苦しミも存在シないイ世界に、ふたタリで旅立ちまシょう──ザイシャぁ！』


    〈断ことわるわ。存在し続けなければならない理由を、私はようやく見つけたから〉


    　ザイシャは迷いのない声こわ音ねで断言した。


    〈スイガの弱さも、涙も受け止めて、私は前に進む───私たちは人間だから〉


    　誓ちかいにも似たザイシャの宣告が、消しよう耗もうの限界に達しかけていた吹芽に最後の熱を吹き込んだ。


    「ザイシャ──！」


    　照準完了。天頂に輝かがやく偽にせの太陽──その中心部に、標的の脳のう核かくを発見した。


    〈弾だん頭とう形成──薬室装填リロード──完了エンド〉


    〈第一熱量開放フアースト・リリース。第二熱量開放セカンド・リリース。第三熱量開放サード・リリース──全エネルギーライン接続完了コネクト・エンド〉


    〈ライフリング回転開始。セイフティ開放リリース。全工程完了コンプリート──撃てる〉


    《アステロペ》の全発射シークエンスが完了する。あとはトリガーを引けばすべてが終わる。外せば吹芽たちは焦しよう熱ねつ地獄の中で焼け死に、命中すれば死の淵ふちから蘇よみがえった怪物を、今度こそ冥めい府ふの底に叩たたき落とすだろう。


    『────、──!!　──……！！！　──、、、、、──、……！！！！』


    　自我の崩ほう壊かいが進んだアルキュオネの叫びは、もはや人語の体ていをなしていなかった。


    「アルキュオネ。自分でも不思議でたまらない……あれだけ憎くてたまらなかったおまえのことが、今はなぜか、少しだけ身近に感じられるんだ」


    　もっともそれは、ただの錯さつ覚かくだ。ふたりは同じ人間に惹ひかれた。同じ人間からの愛を求め、同じ人間を喪うしなった。ただそれだけの偶然が繋つなぐシンパシーだ。


    「きっと、おまえは被害者だった。もしも《七姉妹プレイアデス》なんてものに魅入られなければ、ただの弱い女の子のままでいられたのかもしれない」


    　けれどおまえは力を手に入れ、力に振り回された。僕と同じように。


    　違うのは、おまえはレヴナントで──僕は埋まい葬そう官かんということだけ。


    「だから──この一撃げきは外さない。絶対に」


    『マ。ド、カ────、──────ス、イガァァアア！』


    　決意と共にトリガーを絞った。胸の中心が灼しやく熱ねつに包まれ、ザイシャが呼応した。


    　偽ぎ神しんの咆ほう哮こうが空気を震わせる。撃ち出された特殊弾だん頭とうが、鮮あざやかな金色の軌き跡せきを振り撒まきながら宙そらに向けてひた奔る。蠟ろうではなく、圧倒的な光と電磁力の翼を得たイカロスの飛ひ翔しよう。


    　天に向けて放たれた一撃は、輝かがやく太陽の心臓──その一点を、撃ち貫つらぬいていた。


    



    　　　◇


    



    「────う」


    　装甲車両内で目を覚ました吹スイ芽ガを見下ろしていたのは、珊サン瑚ゴだった。パイロットスーツを大きくはだけ、その顔には隠し切れない疲ひ弊へいが浮かんでいる。


    「よ、おはようさん。ずいぶんのんびりとしたお目覚めだな」


    「……状況は？　珊瑚」


    「作戦終了だ。一帯のレヴナントは撃げき滅めつした」


    　珊瑚は淡々と状況を告げる。


    「《九尾ナインテイルズ》の消滅も確認されたよ」


    「そう」


    　吹芽はよろよろと立ち上がると、点滴の針を引き抜く。珊瑚の制止に「大丈夫」と短く答え、車両の外に出た。


    　車両の傍かたわらに鎮ちん座ざする黒い《ランブルフィッシュ》の損傷は、見るに堪たえないものだった。全身を無数の弾だん痕こんに彩いろどられ、剥はく落らくした外装の隙すき間まから内部機構が覗のぞいている。エミュレイターを酷使したらしい右マニピュレーターの装甲は、まるで焼け爛れたように変形していた。


    「見てみろよ」


    　遅れて外に出てきた珊サン瑚ゴの視線を追って、吹スイ芽ガは周囲を見渡した。


    　ヘルカは未いまだ混乱に包まれている廃はい墟きよに立ち、淡々と現場の指揮をとっていた。吹芽が見知ったＳＥＦの隊員たちも、率先して負傷者の救護活動を続けている。犠ぎ牲せい者しやの数は計り知れないが──それでも、生きている者たちは確かにいた。


    「おまえが救ったんだ、吹芽」


    　珊瑚は藍あい色の空を見ながらぽつりと言った。称賛とも、憧しよう憬けいともとれる響きに乗せて。


    「違うよ……僕の力は、微々たるものだった」


    　この状況をもたらしたのは、厳然と使命に向き合い、吹芽とザイシャを導いた仲間たちだ。


    「へいへい、殊勝なことで。ところで……相棒が寂しそうにしてるぜ？」


    　珊瑚が視線で遠くを示す。ひと足先に目覚めていたらしいザイシャは、手頃な瓦が礫れきに腰かけ、短い髪を風に躍おどらせながら白み始めた東の空をひとり見上げていた。


    　その背中に歩み寄り、吹芽はそっと声をかけた。


    　振り向いたザイシャは、無ぶ愛あい想そうな猫のようにまばたきだけを返し、すぐに前に向き直った。


    「もう少し、心配してくれてもいいのに」


    「スイガの状態は、制せい御ぎよ核かくを通してわかるもの」


    　隣に座りながら苦笑する吹芽に、ザイシャはにべもない。


    「ほら、言っただろ。ザイシャ」


    　唐突な吹芽の問いかけに、ザイシャは小さく首をかしげた。


    「──死ななかった。僕も、ザイシャも」


    「……ふん。想定よりも大幅に出力が下回っただけよ……運が良かった。ただそれだけ」


    　ザイシャはいじけたように唇くちびるを尖とがらせて、そっぽを向いてしまう。それきり会話は途切れ、吹芽もザイシャにならって東の空を仰あおいだ。


    　夜が明けていく。遥はるか彼方かなたに広がるいびつな瓦礫の稜りよう線せんから、偽いつわりの太陽ではなく、本物の太陽が昇っている。


    「──────」


    　その光景に、吹芽とザイシャは揃そろって目を見開いた。周囲からも静かな驚きの声が上がる。


    　雪が降っていた。東の空全体を、煌きらびやかな光の粒りゆう子しが包み込んでいる。


    　上空で粉々になったアルキュオネの残ざん骸がいが、太陽の光を受けて輝かがやきながら、雪のように降り注いでいるのだ。死者を悼いたむように、生者に祈るように。


    　お伽とぎ話ばなしの世界をそのまま映し出したかのような幻想的な光景に、吹芽はただ見入る。


    「───綺き麗れい」


    　ふと、そんな囁ささやきが耳に入った。吹芽は驚いてザイシャの横顔を見る。


    　ザイシャの頬ほおを、透明な涙が止めどなく伝っていた。瞳ひとみを潤うるませながら、彼女は東の空を見つめ続けている。


    　淡い夜明けの光に照らされたザイシャの小さな体は、今にも消えてしまいそうだった。


    　嗚お咽えつを上げて震える少女の体を、吹スイ芽ガは思わず抱き寄せた。冷たい肌はだから伝わる、確かな生命の気配が、全身の傷を通して伝わるようだった。


    　傷ついた身を吹芽に委ゆだねながら、ザイシャはしんしんと泣き続ける。


    　延々と降り注ぐ光の雪のように、その涙は流れ続ける。拭ぬぐっても、拭っても。

  


  
    



    EP/Stars ‐星空‐


    



    「──以上が今回の作戦内容だ。大した任務ではないが、くれぐれも油断はするな」


    　ヘルカは淡々とした口調で、輸送ヘリのカーゴベイに詰め込まれた吹芽たち技術試験部隊の面々に向かって指示を告げ渡した。


    「円マドカ、ザイシャ。聞いていたな？　君たちの眼が、今作戦の鍵かぎとなる。失敗は許されないぞ」


    　ヘルカの金砂色の瞳ひとみが、並んで座るふたりを射い抜ぬくように見つめる。


    「了解」


    　吹芽は短く答えるが、隣に座るザイシャは小さく鼻を鳴らし、威い嚇かくするように頭部センサーを逆立てている。


    「私たちは、言われた仕事は正確にこなすわ。……いちいちしつこく指図しないで」


    　ザイシャは依然、ヘルカとだけは協調の意思を見せない。ふたりの当初の関係を知る吹芽からすれば当然であるが、間に挟まれる身としてはそろそろ改めてもらいたいところであった。


    「頼りにしていますよ、ザイシャ」


    　反抗的な表情で唇くちびるを尖とがらせるザイシャの隣で、茴ウイ香カがくすくすと笑う。


    　──ハンクの狙そ撃げきによって重傷を負い、昏睡状態に陥おちいっていた茴香は、五日後に目を覚ました。後遺症を残すこともなく無事に怪け我がは完治し、今回が復帰後初の出動となる。


    「吹スイ芽ガと一緒に──どうか、私たちのことを守ってくださいね」


    「……任務だもの。当然でしょう」


    　柔にゆう和わに微ほほ笑えむ茴ウイ香カから目を逸そらしながら、ザイシャは小さな声で言った。


    　配属当初こそ、かたくなに吹芽以外との接点を持とうとしなかったザイシャだったが、最近になってようやく、珊サン瑚ゴや茴香に対してだけはその態度を軟化させていた。


    「そういう茴香は、病み上がりで張り切りすぎんなよな。復帰一発目から即病院にＵターンなんざ笑い話にもならないぜ」


    　軽口を挟む珊瑚を、ヘルカの瞳ひとみが冷たく睨にらみ据すえる。


    「……倉くら守もり。長らく修復中だった君の専用機も、ようやく調整が完了したんだ。これまで怠なまけていた分、存分に暴れてもらうぞ」


    「へいへい、了解っす」


    　片手を振って答える珊瑚の目の下には、大きな隈くまが浮いている。


    「うん……つーか、ここ一か月、調整にかかりきりで、ほとんど寝てない、んす、けど……」


    「君の体調管理の不備など知らん」


    　ヘルカは慈悲もなく言い放つと、金砂色の髪を翻ひるがえしてコクピット席へと消えた。彼女の空くう虚きよな瞳が孕はらむ闇やみは、今の吹芽には一片足りとも窺うかがい知れない。


    



    　──アルキュオネの討とう伐ばつから、すでに一か月が経過していた。


    《七姉妹プレイアデス》の一角であるところのアルキュオネが消滅した後も、世界各地のレヴナントは、その活動を緩ゆるめる様子をいっさい見せなかった。


    　吹芽は時おり、掴つかみどころのない不安に襲おそわれる。もしもこのまま順調にすべての《七姉妹プレイアデス》を討伐できたとして、果たして世界は元通りになるのだろうか。


    　あの、身も魂たましいも削り取るような凄せい惨さんな戦いを繰り返した果てに、もしもそんな未来が待ち受けていても、前を向いて立っていられるだろうか──。


    「さぁて、吹芽。さっさと終わらせて無事帰って、茴香の復帰パーティと洒しや落れ込もうぜ」


    　横から伸びてきた珊瑚に肩を掴まれ、吹芽の思考は中断した。


    「珊瑚は昨日からそればっかりじゃないか。──ザイシャも来るだろ？」


    　吹芽の誘いに対し、ザイシャは興味なさそうに瞼まぶたを閉じ──ややあって、微かに頷うなずいた。


    「……絶対に帰ろう。全員揃そろって」


    　吹芽は固い決意と共に告げ、広げた掌てのひらを見下ろす。


    　すべての人々を救うことなどできない──それに限りなく近い偉業を吹芽が為せるとしたら、それは最後の《七姉妹プレイアデス》をこの手で撃ち抜き、すべてのレヴナントを活動停止させた時だ。


    　それまではせめて、この胸にくすぶるささやかな願いだけを貫つらぬき通すことを吹芽は誓う。


    　多くの人々に救われたこの生命いのちと──そして、共に戦う仲間たちだけは守り通してみせる。


    



    　　　◇


    



    　任務はつつがなく完了した。配置についた吹スイ芽ガとザイシャは、完璧なまでの精度で狙そ撃げき手しゆと観測手としての任務をこなしてみせた。


    「帰還命令だ。戻ろう、ザイシャ」


    　ビルの屋上──伏撃プローンの姿勢から身を起こし、傍かたわらに膝ひざをついて座るザイシャに告げた。


    　ザイシャは気のない声を返しながら、一向にその場から立ち上がろうとしない。その瞳ひとみは、暗い夜空に燦さん然ぜんと輝く星々の海に注がれていた。


    「ねぇ、スイガ。……人は、死んだらどこへ行くのかしら」


    「わからないよ。僕も君も、まだその世界に足を踏み入れたことがない」


    　立ち上がりかけていた吹芽は、ザイシャの隣に静かに腰を下ろした。


    「スイガと出逢あうまで……私の世界は、ひたすら虚うつろで孤独な闇やみの色に塗りつぶされてた」


    　ザイシャは自みずからの体を両腕で掻かき抱いだく。


    「あれが死の正体だとしたら──今の私は、死ぬことがひどく怖い」


    　怯おびえるような、強がるような口調で、ザイシャは夜空を見上げながら囁ささやく。


    「ザイシャの感じてるそれは、きっと死ぬこととは別物なんだと思う」


    　夜気は凍えるように冷たい。吹芽はコートを脱いで、ザイシャの肩にかけながら言う。


    「大切な誰かの死は、僕たちの中で今も息づいている」


    　吹芽はふと思い立つと、大切にポケットに収めてあった煙草タバコの箱から、くしゃくしゃになったシガレットを取り出した。ライターで火を点つけ、屋上の床にそっと置く。


    　静かに立ち昇る煙が、死者に捧ぐ祈りのごとく、夜風に揺らめいては星々の光に溶けていく。それを眺めながら、吹芽は亡き母のことを、父と呼びたかった男のことを密かに想う。


    「あの人たちから託された想いや願いは、きっと消えない。僕たちが生き続けている限り。……その終わらない連なりが、人の死なんだと思う」


    「……彼女たちにはもう、意思も、言葉も、体温もないのに。それは、消失じゃないの？」


    「違うよ。僕たちが、無意味にこの生命を投げ出さない限りは、きっと」


    「……そう」


    　ザイシャは左手を持ち上げると、おずおずとさまよわせ、やがて吹芽の手に重ね合わせた。


    　吹芽は驚いて隣を見る。ザイシャは白い頬ほおを薄い紅色に染めて、焦こがれるような表情で吹芽を見つめている。その手を強く握り返す。冷たい掌てのひらに、今は確かな熱と鼓こ動どうが感じられるようだった。


    　少女は輝く星々に、その右手を伸ばす。


    　空に消えた者たちが残した微かすかな魂たましいの温度を、その掌に求めるように。
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